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新聞の新しい魅力、提案します。

月刊切抜き速報@シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、 より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております.
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お
仕
事
・
ご
興
味
に
あ
わ
せ
て
併
読
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す

。

お
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
は
下
記
窓
口
か

H
P

ま
で
1

月刊切t置き速報@

社会版
政治経済法樟、園際関部.歴史など、

時事問題の総覧と比較からニュースを

深〈理解し.よリ良い社主を考える.

eA4 "J 196 頁 ・配本固有月 10 日
.年間剛院料 18，0∞円 岡市田7門令劃

・送料サービス

月刊切t証書速報@

教育版
牢校経営運営、教.員、学校安全、

生徒指導、学習指導など、学校教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策.

eA4 判パ 68 頁 ・配本日毎月 28 日

.年間崎臨料 27，720 同 国体詰曲?円+劃

・送料サービス

月刊切篠宮連銀⑮

食と生活版
童の安全、食品流通や貴の歴史文化、

貴曹、給量など.栄聾官理指導や

家庭科教育に機わる方、食品聾界の方にも.

・A4 判 196 頁 ・配本目毎月 9 目
・年間周観料 18，000 同 情偽 時国7阿+船

・送料サービス

月刊切銭き速報@

健康りてらしい
ところとからだの健直情報.医掌基礎知機、

生活習慣改善、健庫教育保健指導など、

セルフケアの実践に向けて.

eA4 "J 196 頁 ・E志日毎月 5 目
.年間贈規制 18，000 円 団偽 ，.，回?門+劃

.送軒サピス

月刊切篠宮速報@

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動き実路から

子育ての知恵まで、 保育士、幼稚園教自由

はもちろん.子育て中の保題者にも.

eA4 判 196 買 ・配本日毎月 30 日

・ll'聞蘭観軒 1 8 ，000 同 情処，.田7 門+鵬}

・送制サービス

月刊切銭き速報@

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用踊や

原理の解りやすい解脱など、 自然科学

筏術に関する知鰻欲を'J激する情報詑.

・A4判 196 頁 ・配本目毎月 1 4 日
.年間周院制 18，000 円 団修，.師7阿令劃

.送軒サービス

月刊切銭き速報@

福住tニュース障害福祉編
保育.教育.就労.福祉施般の取り組み.

行政の動きなど.さまざまな実践.報遍から、

よりよい障害福祉を考える.

eA4 判 196 頁 ・E'依日毎月 15 日

e'手間踊醜調 18，0∞円 【醐晴朗?肉+劇

.送料ザーピス

月刊切t置き速報@

福td:ニュース高齢福祉編
高齢化社会の問題、介霞施肢の取り組み

社会保障行政など、介直者と高齢者を

とりまく幅広い話題を掲載.

eA4 判 196 頁 ・配本日毎月 20 目

・年間珊践斜 18，0∞円 【醐，.曲7阿+即

・送料サービス

月刊 コラム歳時記スベシヤル版
『新聞コラム院み比べ』 大晦日晶元日版付

全国の地方紙 1 面コラムを寄lt2∞本厳選.

地減の話題、心動かされるエピソードや時車
問題など、幅広い脂題を幅広い視点で.

eA5 判 1216 買 1 1 2 冊配志目毎月末日

+院み比べ A5判 1 128 頁川冊

・年間晴眼科 16， 1 88 円 同修 14.9相同+劃

・送料サービス

月刊切妓き速報@

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術倫理、医嬢従事者の

育成労働環境、覇者心理主績など.

医療に機わるすべての方に.

eA4事J ハ 20 頁 ・配本日毎月 29 日
.年間間陣軒 23，940 円 偶像盟 '67阿+船

.送料サービス

本隠は、 発行日に確実にお手元にお送りするために予約購続での販売と、 JIIIIJ!期間の自動継続システムをとっております. ご購蛾いただい

ている錐誌が途切れることがないよう、 お申し込みいただいた定湖周続期聞が満了する 1 ヶ月ほど前に、 郵便で継続のご案内を差し上げ

ます. お客さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期債鶴を継続更新させていただきます.定期鴎観期間を気にして、メーJレや電話

葉ーなどでご連絡いただく必要がないシステムです.

0 1 冊980円 (本体関7同+刷

0特別製作による題字銀文字表示

銘柄により. ファイルへの収納同教が異なります.

4ファイル 1 冊の収納融3

『教育版J 6冊 (半年分)

『医曹と安全管理総曜版J" 6岡(半年分)
その他銘柄7低([コラム眠時I2J を酷<) "， 12冊 (1 年分)

『医療と安全管理 総集版j 継続特典

rlK掴と安全官理総量販』を継続頂いた方に 1 岡プレゼン ト議ご，陸軍の刑.. ，維'"で必ずご連絡〈ださ仇

切銭き速報についての詳しい内容・最新情報は | http://www. nihon -mic .co .jp/

送料送り先

800円大阪府

900円近般中圏西国北陸 (石川福井富山) 東海(静岡置間三重厳.>

1 ，000円九州関東甲惜越(山県新湯星野)

専用ファイルのご案内

1 ， 100円東北

北海道沖縄

~ 

1 .400円

ーホン・ミック
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[今号の話題5選]

病児家族と医療@
悩みを抱え込ませない
難病を抱える子どもたちは、長い闘病を強いられます.家族で共に暮らしたいと願う一

方、病児と看護をする家族は常に極限状態.将来の不安など、大きなストレスを感じな

がらも、孤立しがちです。間病を支えるためには、患者に加えて、家族にまで寄り添った

医療が求められています.

すれ違う患者と医療 @ 
根深い医療側と患者のギャップ。医師や看護師の何気ない

言葉が、患者の中に強く残り、時には不信感につながる乙と

もあります.どのような場面に心のス.レができるのかを考え

る一助となる記事を集めました.

iPSの 10年 @ 
iPS細胞が初めて作られてから 10年経ちました。日本主導

による医療への利用を目指して、 2014年には世界初の臨

床研究も.今後も嫌々な難病への治験が予定され、海外か

らの注目も高し \iPS細胞の 10年間を振り返ります.

技術の進歩を考える @ 
日本で受精卵のゲノム編集が認められました。雛病治療のヒ

ントになると期待される 方、デザイナーベビーを助長する

など反対の声も強いです.技術のさらなる発展が予想される

これからの医療には、倫理への意酸もより必要です.

医工連携の道
医療現場とものづくり業界の連携によって、現場のニーズ

にあった医療機器の開発を目指す医工連携。何気なく使っ

ている手術時の椅子が、医師ならではの意見が加わること

で、より使いやすくなるなど、注目が集まっています.
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医療従事者…・・・…・…………………………50

養成-研修. .. . . ...…....…-一……-…・ ......54

技術・療法・…….. . . . . . . . . . .・................... ・・・ 60

病院運営・……・・……………・・・…-… .......62

地域医療を支える・……・・・ ・・ ……・……・…………64

在宅医療・………………………………………66

連携・ネットワーク…….....・ H ・..………・・ ・・・・ 68

患者・家族支援…・・・・…・…....... … .... .. .....70 
移植医療……・・・…・・・ .....・ . .. ...... . .. ......76

ターミナルケア-緩和ケア-・・・・・…・ ..... . . ......78

精神医療ー ・・ ・・・ ・… ..... ... . ... ... ................84

救急医療 . .. .・ H ・ -…… . . . .・ H ・.....…・……・・…・… .86

予防医療 .. . . . . . . . . . . . . . . . … ………・・H ・ H ・-……88

医薬品...... . .. . …. ... ….. ..・… .. .… . . .. . . ...92

医療行政…....・ H ・....…・・….....…・・・・…・・ 94

意見・社説・………………………………ー………98

医療ニュ ス…・・……………・………………ー 100

医療事故・訴訟・…....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・ H ・ H ・ .102

医療安全..・・・…-………..・・・・・… ...... 103

医薬品の安全ぃ・・・・・ー・・ ・ ...….. .… .... 110 
災害に備える...... .... ... . ..............・・・… . .. . ..112

キ ワードは随時入れ替わります

当社 HP (索引検索/目次 ・索引ダウンロード)のログイン 10 ・ パスワードは裏表紙の裏(表 3) をご覧ください。
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テ マをより深くお続みいただくために、
連載記事などー郁掲載期間外の新聞記事も掲載いたします.NTENTS 
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場
と
大
学
医
の
コ
ラ
ポ

目
指
せ
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト

2

」3
・

m
読
売
新
聞

(大
阪
)

医
療
機
器
輸
出
国
が
支
援

4

・

剖
読
売
新
聞
(
東
京
)

専
門
家
集
団
創
設

医
療
従
事
者

ユ
ダ
ヤ
難
民
助
け
た
医
師
敦
賀
で
特
定、

「
戦
中診
察
」
証
言
4

・

2
北
陸
中
日
新
聞

j
a
-
-

障
害
者
ら
へ
の
治
療
考
え
る

:
・

・
・
:
・
・
・

:
・
:
・

4

・
1

信
濃
毎
日
新
聞

重
い
難
聴
越
え
医
師
に

「
障
害
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
カ
に
」4
・

叩
佐
賀
新
聞

[
論
]
黒
田
さ
ん
が
ま
い
た
「
種
」

-
:
:
4

・
市
神
戸
新
聞-
e・e・
-:
.

閃
歳
一
冗
漁
師
准
看
護
師
の
道
へ

:

:
・
:
:

4

・
8

読
売
新
聞
(
東
京
)

チ
ー
ム
医
療
へ
使
命
感

県
内
離
島
初
の
診
療
看
護
師
:
4

・
辺
長
崎
新
聞

看
緩
師
雇
用
ミ
ス
マッ
チ
深
刻
求
人
倍
率2

・
百
倍

、

就
職
6
%
4

・
市
西
日
本
新
聞(共
同
)

建
成
・
研
修

最
先
端
装
置
で
看
護
実
習

志
願
者
、
定
員
の
剖
倍
:

・
・:
4

・
呂
田
経
産
業
新
聞

42 43 44 45 45 46 46 48 49 50 50 51 52 52 53 53 54 
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NihonoMiと

地
域
に
根
差
す
取
り
組
み
浸
透

「
保
健
室
」
好
評

4

・
惜
日
本
海
新
聞
・
:

連
載
・
医
学
部
誕
生

「
東
北
医
科
麓
科
大
」
の
焼
酎
鞘

上

地
岨
嶋
医
疲
再
生
怠
育
て
る
:
・
3

・
初
・
-
j
i
-
-・:
j
i
-
-
:
:
:

日

教
員
医
師
二
足
の
わ
ら
じ

:
:
:
3

・
剖
:
・
・
時

人
事
績
湿
る
猿
股
が
盤
に

-
-
j
i
-
-
-
4

・
1

・
・j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:

日

ー
期
生
の
使
命

中

空
白
の
叩
年

下

地
媛
定
着

医
療
志
す
生
徒
の
意
欲
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
、
現
場
と
触
れ
合
い

重
視
4

・
8

十
勝
毎
日
新
聞

医
師
柑
年
に
余
剰
1

・8

万
人

大
学
定
員
見
直
し
へ
:
・

4

・
1

毎
日
新
聞
(
東
京
)

銭
術
・
療
法

自
分
の
幹
細
胞
が
歯
茎
や
骨
に

歯
周
病
治
療
に
再
生
医
療
4

・
5

産
経
新
聞

(
東
京
)

ロ
ボ
手
術
腎
が
ん
に
も
保
険
今
月
か
ら
負
担
軽
減
と
精
密
さ
に
期
待

4

・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)・・

病
院
運
営

診
察
料
、
ス
マ
ホ
と
ま
と
め
て
後
払
い
・
J
i
-
-
:
J
i
-
-
-
4

・
凶
日
経
産
業
新
聞
・
・
・
・
・
・
・
・
・

診
察
料
会
計
待
ち
短
く

混
雑
防
ぎ
、
病
院
に
も
利
点

4

・

凶
日
経
産
業
新
聞

待
合
室
が
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に

医
師
ら
の
講
座
も
企
画

:
4
-
n北
日
本
新
聞

医
療
機
器
部
品
地
域
で
再
利
用

-
・
・
・
:
:
:
・:

3

・

m
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

診
療
、
ネ
ッ
ト
予
約

O
K

地
域
医
療
機
関
向
け

4

・

6

佐
賀
新
聞

地
峨
医
療
を
支
え
る

遺
伝
性
が
ん
診
療
地
域
ぐ
る
み
で
:
:

・

4
-

げ
日
本
経
済
新
聞

医
療
の
現
状
、
課
題
啓
発

カ
ー
ド
作
成
、
来
月
配
布
:

・
4

-

U
宮
崎
日
日
新
聞

55 59 59 60 61 62 62 63 63 63 64 65 

在
宅
医
療

遠
隔
診
療
高
ま
る
関
心

低
い
報
酬
、
普
及
は
未
知
数

4

・
什
東
奥
田
報
(
共
同
)

音
声
入
力
、
看
護
師
お
助
け

訪
問
看
護
の
出
先
で
記
録
4

・
7

日
経
産
業
新
聞
・
:
:
・
:

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
か
り
つ
け
医
と
県
内
救
急
医
療
機
関
の
連
携
医
師
任
せ
の
笠
録
壁4
・
4

西
日
本
新
聞
・
:

診
療
情
報
、

4
-
m
M日経
産
業
新
聞

一
元
的
に
管
理

病
院
問
で
共
有
も

・j
e
-

-

県
内
6

医
療
団
体
協
定
へ

4

・

げ
福
井
新
聞

健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進

患
者
・
家
放
支
援

糖
尿
病
で
も
ス
イ
l

ツ
を

「
食
事
制
限
励
み
に
」
・
:
・
:
:
3

・

U
京
都
新
聞
(
滋
賀
)

小
児
が
ん
支
援
へ
寄
付
付
き
自
販
機

4

・
日
新
潟
日
報

乳
が
ん
患
者
に
レ
シ
ピ
本
体
調
不
良
や
味
覚
変
調
時
の
参
考
に4

・
5

東
京
新
聞
:
:
:

乳
幼
児
期
に
手
術
自
立
へ
支
援

自
身
の
病
気
理
解
促
す

4

・
6

読
売
新
聞
(
東
京
)

「
雛
治
性
血
管
奇
形
」
に
理
解
を県
内
全
小
中
に
教
材D
V
D

配
布
4

・
1

山
口
新
開

ベ
ッ
ト
と
面
会
闘
病
の
励
み
に

要
望
受
け
小
児
科
な
ど

4

・
お
山
陰
中
央
新
報

疲
自
動
吸
引
器
介
護
を
軽
減

気
管
切
開
患
者
に
:
:
:

4

・
2

西
日
本
新
聞

リ
ハ
ビ
リ
支
え
た
夫
や
義
父

感
謝
の
手
記
最
優
秀
:

・
4

・
8

山
陰
中
央
新
報

移
植
医
療

圏
内
初
例
の
心
臓
移
植

模
型
で
方
法
検
討

4

・

3

毎
日
新
聞
(
大
阪
)

生
と
死
に
向
き
合
-
つ

生
命
倫
理
テ
l

マ
に
意
見
発
表
・
・
・
4

・

2

日
本
海
新
聞
:
;
:
:

4 

66 66 68 69 69 70 70 71 72 73 73 74 75 76 76 



テーマをより深くお践みいただくために、
連載記事など一部掲裁期間外の新聞配事も掲裁いたします.NTENTS 

臓
器
移
植
啓
発
の
漫
画
音
声
付
き
動
画
で
公
開

j
i
-
-

4

・

U
読
売
新
聞
(
東
京
)

6

歳
未
満
臓
器
提
供
へ

4

・
幻
朝
日
新
聞
(
東
京
)

6

例
目

・

病
気
腎
移
植
審
査
厚
労
省
が
開
始
へ

4

・
叩
佐
賀
新
聞
(
共
同
)

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

[
地
球
を
読
む
]
が
ん
対
策
遺
族
の
ケ
ア
も
死
別
の
悲
し
み
4

・
3

読
売
新
聞
(
東
京
)

[
地
球
を
読
む
]
専
門
職
育
て
公
的
体
制
を

4

・
3

読
売
新
聞
(
東
京
)

母
の
望
み
「
か
な
え
ら
れ
た
」
訪
問
看
簸
師、

介
穫
士
が
支
援4

・
3

読
売
新
聞
(
東
京
)

「
在
宅
」
寿
命
ほ
ぽ
変
わ
ら
ず

末
期
が
ん

、

入
院
と
比
較
4

・

7

茨
城
新
聞
(
共
同

)

訪
問
看
護
拠
点
を
倍
増

神
奈
川
中
心
に
初
カ
所
:
:
:
4

・
5

日
経
産
業
新
聞
・
:

在
宅
み
と
り
課
題
探
る

医
師

、

看
護
師
ら
シ
ン
ポ

・:
4

・
市
北
海
道
新
聞

終
末
期
の
意
思
忠
実
に
反
映

独
自
指
針
を
策
定

4

-

m
北
日
本
新
聞

精
神
医
療

患
者
一
人
に1
時
間
次
々
回
復

「
人
生
案
内
」
回
答
経
験
を
生
か
し

4

・

氾
読
売
新
聞
(東
京
)

精
神
科
愚
者
拘
束
1

万
人

「
安
易
に
行
う
例
」
指
摘
も
4

・
8

読
売
新
聞
(
東
京
)

[
社
説
]
精
神
医
療
施
策

3

・

m
m東
京
新
聞

ア
イ
ケ
ア
の
φ

縮
小
。
な
ぜ

救
急
医
療

説
明
責
任
の
副
作
用
・
・
.

4

・
2

産
経
新
聞
(
大
阪
)

救
急
記
録
の
交
付
拒
否

認
知
症
男
性
遺
族
に

4

・
4

毎
日
新
聞

(東
京
)

「
救
急
車
で
転
院
」
や
め
て

緊
急
患
者
に
限
定
へ
:
:

:

4

・
3

読
売
新
聞
(
東
京
)

77 77 77 78 79 80 81 82 82 83 84 84 84 86 86 87 

予
防
医
療

に
お
い
で
判
別
手
軽
に

線
虫
使
い
が
ん
早
期
診
断

-

4

・

7

日
経
産
業
新
聞

高
地
肺
水
腫
な
り
や
す
さ
解
析

診
療
指
針
に
反
映
へ

4

・

5

信
濃
毎
日
新
聞
・
:

妊
産
婦
自
殺
叩
年
で
白
人産後
う
つ
影
響
か

4

・
剖
毎
日
新
聞
(
東
京
)

固
形
が
ん
リ
ス
ク
に
賛
否

低
線
量
被
ぱ
く
で
の
死
亡

・
:

3

・
引
長
崎
新
聞

離
婚
・
死
別
の
経
験
者
脳
卒
中
リ
ス
ク

3

割
増

3

・
引
朝
日
新
聞
(
東
京
)

水
害
直
後
脳
卒
中
4

倍
に

常
総
の
浸
水
地
減

4

・

悶
毎
日
新
聞
(東
京
)

が
ん
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
実
用
化
に
め
ど
・
・

:
:
・
4

・
吃
毎
日
新
聞
(福
岡
)

医
薬
品

薬
の
成
分
保
護
し
て
腰
湯
に

が
ん
治
療
に
応
用

4
5

日
経
産
業
新
聞

悪
性
中
皮
腫
に
効
果

「
新
治
療
法
へ
有
望
」
:
:
:
・

4

・
市
神
奈
川
新
聞

認
知
症
予
防
に
効
果

ハ
ン
セ
ン
病
治
療
薬

:
:

4

・

4

読
売
新
聞

(東
京
)

医
療
行
政

が
ん
副
作
用
ケ
ア
に
指
針

支
持
療
法

臨
床
試
験
へ
:

4

・
市
毎
日
新
聞
(東
京
)

が
ん
で
も
妊
娠
に
希
望
を

い
す
み
市
全
国
初
助
成

4

・

2
千
葉
日
報

費
用
対
効
果
検
証
7

薬
品

:
・
:
・
4
-
m
毎
日
新
聞
(
東
京
)

「
愚
者
申
し
出
療
養
」
課
題
も
:
・:
:
j

i

--・:
;
j

i
-
-
-
4

・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京)

未
承
認
薬
リ
ス
ト
公
開

重
病
患
者
の
治
験
参
加
受
け

・
:

4

・
1

読
売
新
聞
(
東
京
)

講
師
謝
礼
・
原
稿
料
も
公
開

不
正
監
視
義
務
付
け
:
:
:

4
-
m
毎
日
新
聞
(
東
京
)

88 89 90 90 91 91 91 92 93 93 94 94 95 96 96 97 
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意
見
・
社
説

[
が
ん
ド
ク
ト
ル
の
人
間
学
]
自
然
の
暦
に
合
わ
せ
て
治
療
4

・

3

毎
日
新
聞
(
東
京
)

[
水
説
]
最
近
笑
っ
て
ま
す
か
?
・
:

3

・
幻
毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
ニ
ュ
ー
ス

小
頭
症
ジ
カ
熱
が
原
因

米
疾
病
セ
ン
タ
ー
が
結
論

:
4

・
凶
読
売
新
聞
(
東
京
)

ジ
カ
熱

二
次
感
染
リ
ス
ク
市
・6%
・
:
・
・
・
:・
・
:
・
・
:
・4

・
7

読
売
新
聞
(
東
京
)

水
俣
病
認
定
後
ケ
ア
な
し

:

4

・

泊
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

医
療
事
故
・
訴
訟

ガ
ー
ゼ
体
内
に
叙
置

・:
:
:
:
:
:
:
:

3

・
叩
神
奈
川
新
聞
・・:
・
:
:

手
術
で
体
内
に
ガ
ー
ゼ
忘
れ
る

4

・
6

読
売
新
聞
(
東
京
)

体
内
に
ガ
i

ゼ
什
年
開
放
置

4

・
8

神
戸
新
聞

医
療
安
全

手
術
後
の
体
内
に
ガ
l

ゼ
・••• 

4

・
6

千
葉
日
報
(
共
同
)

医
療
事
故
死
報
告18
8

件

想
定
の3
分
の
1

以
下

調
査
制
度
半
年4
・
9

毎
日
新
聞
(
東
京
)

「
予
期
せ
ぬ
死
」
暖
昧

病
院
個
別
解
釈
、
遠
い
透
明
化

4

・

9

毎
日
新
聞
(
東
京
)

梅
毒
感
染
者
が
倍
増

4

・
凶
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

都
市
部
で
鉱
大
・

高
死
亡
率
3

病
院
検
証
へ

4

・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)

出
産
時
脳
性
ま
ひ
調
査

母
抱
い
て
い
る
最
中
急
変

7

人
4

・

9

読
売
新
聞
(
東
京
)

事
故
報
告
書
を
黒
塗
り
作
成
・
e
-
-
-
-

4

・
1

紀
伊
民
報
(
共
同
)

が
ん
検
査
用
の
針
洗
浄
し
使
い
回
し

患
者
に
説
明
な
し
4

・
2

朝
日
新
聞
(
東
京
)

98 99 100 100 101 102 102 102 103 104 104 106 106 106 106 107 

業
務
停
止
処
分
中
・
・
・
.

:
:
:

4
9

産
経
新
聞
(
東
京
)

製
法
違
反
で
業
務
改
善
命
令

4
-
U
毎
日
新
聞
(
東
京
)

が
ん
診
断
、
A

ー
で
高
精
度

学
術
論
文
の
不
正
も
見
抜
く
4

・

m
日
経
産
業
新
聞

医
薬
品
の
安
全

小
児
科
学
会
な
ど
が
推
奨

「
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
・
:
4

・

却
下
野
新
聞
(
共
同
)

学
校
現
場
理
解
へ
動
き

子
宮
頭
が
ん
ワ
ク
チ
ン
健
康
被
害
4

・
市
西
日
本
新
聞・・
・

心
臓
カ
テ
l

テ
ル
治
療

腎
臓
の
副
作
用
を
予
測

4

・
5

読
売
新
聞
(
東
京
)
・
:

救
済
制
度
の
認
知
率
3

割

医
薬
品
副
作
用
被
害

-
a
a-
-
-
4

・
引
神
戸
新
聞
(
共
同
)

災
害
に
備
え
る

熊
本
引
施
設
透
析
不
能
に
地
震
、
医
療
体
制
に
打
撃

4

・
げ
毎
日
新
聞
(
東
京
)

移
動
薬
局
適
切
な
処
方
支
援

叩
種
車
肉
親
剤熊
本
地
震

4
-
m読
売
新
聞
(
和
歌
山
)

災
害
時
医
薬
品
を
備
蓄

病
院
と
連
携
、
廃
棄
ロ
ス
な
く

4

・
お
大
阪
日
日
新
聞

関
連
死
対
策
急
ぐ
臨
時
診
療
所
、
医
師
が
巡
回熊
本
地
震1
週
間
4

・
引
読
売
新
聞
(
東
京
)

停
電
時
お%C
T
使
え
ず

南
海
ト
ラ
フ
被
災
想
定
の
拠
点
病
院4

・
3

朝
日
新
聞
(
東
京
)

応
急
部
隊
同
万
人
投
入
首
都
直
下
地
震
で
活
動
計
画

3

・
泊
中
国
新
聞
(
共
同
)

災
害
時
停
電
で
命
の
危
機

人
工
呼
吸
器
の
在
宅
療
養
者
ら
4

・
叩
高
知
新
聞
:
・
.

爽
や
か
青
い
波
間

4

・
市
茨
城
新
聞

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

6 

108 108 109 110 110 1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
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大
勢
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
器
に
固
ま
れ
た

病
院
内
で
、
恐
怖
心
や
ス
ト
レ
ス
を
担
え
や
す
い
子
ど
も
の
患
者

と
家
族
の
精
神
的
負
担
在
和
ら
げ
、
必
要
な
医
療
行
為
へ
の
理
解

が
深
ま
る
よ
う
支
援
す
る
専
門
職
「
チ
ャ
イ
ル
ド

・

ラ
イ
フ
・

ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
(
C
L
S
)」
の
賢
格
取
得
を目
指
し
て
米
国
で

勉
強
し
て
い
る
出
雲
市
出
身
の
女
性
が
い
る
。

取
得
後
の2
0
1

7

年
春
に
帰
郷
予
定
で
「
地
元
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
る。

(
増
田
枝
里
子
)

岡
市
大
社
町
北
荒
木
出
身
の
黒

崎
あ
か
ね
さ
ん
(
お
)
。

大
社
高
校

を
卒
業
後
、
岡
山
大
医
学
部
に
進

学
し
看
護
学
を
専
攻
し
た。
回
年

4

月
に
島
根
県
立
中
央
病
院
(
出

雲
市
姫
原4
丁
目
)
に
入
り
、
新

生
児
集
中
治
療
室(
NI
C
U
)

や
救
急
病
棟
で
の
勤
務
後
、C
L

S

取
得
の
た
め
は
年2
月
に
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ラ
・
パl
ン
大
学

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ブ
学
部
修
士
課

程
に
入
学
し
た。

C
L
S

は
1
9
2
2

年
に
米
国

で
生
ま
れ
た
資
格
で
、
日
本
で
初

め
て
C
L
S

が
勤
務
し
た
の
は
叩

年
。

米
国
に
本
部
を
置
く
団
体
が

賢
格
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
日
本

国
内
で
学
べ
る
教
育
機
関
は
な

れ
V

黒崎さん(皇)CLS取得ヘ渡米

54 精神的負担の緩和を

小
児
発
達
や
医
療
の
知
識
を
基

に
、
入
院
中
な
ど
の
子
ど
も
と
家

族
に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、
ス

ト
レ
ス
を
霞
小
限
に
抑
え
る
の
が

仕
事
。

主
に
医
療
チl
ム
の

一
員

と
し
て
勤
務
す
る
が
、
白
衣
は
着

ず
、
医
療
を
受
貯
る
側
の
立
場
に

立
つ
。

2
0
1
5

年
日
月
現
在
、

日
本
国
内
の
泊
施
設
で
的
人
が
勤

務
。

山
陰
両
県
に
は
い
な
い。

具
体
的
に
は
、
絵
本
や
人
形
、

実
際
の
医
宙
開
資
材
を
使
っ
て
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
医
療
行
為
を
す
る
の

か
、
心
の
準
備
と
理
解
を
促
し
た

り
、
処
置
や
検
査
中
に
お
も
ち
ゃ

な
ど
で
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た

り
す
る。
退
院
後
の
子
ど
も
に
学

校
復
帰
に
向
け
た
支
援
を
す
る
役

割
も
あ
る。

黒
崎
さ
ん
がC
L
S

取
得
を
決

意
し
た
の
は
、
自
身
の
経
験
が
背

景
に
あ
る。
N
I
C
U

で
未
熟
児

や
病
気
の
あ
る
子
と
援
し
「
医
療

者
に
と
っ
て
の
ゴ
I

ル
で
あ
る

『
退
院
』
は
、
家
族
に
と
っ
て

『
ス
タ
ー
ト
』
で
あ
る
と
気
付
い

た
」
。

そ
の
先
や
暮
ら
し
を
支
援

す
る
必
要
性
を
感
じ
た
も
の
の
、

看
護
師
と
し
て
向
き
合
う
べ
き
は

院
内
の
患
者。
継
続
的
な
支
慣
が

で
き
る
余
裕
は
な
か
っ
た。

自
身
が
子
ど
も
だ
っ
た
乙
ろ
、

心
臓
の
悪
い
弟
に
親
が
つ
き
っ
き

り
で
、
さ
み
し
い
思
い
を
し
た
こ

と
も
思
い
出
し
た。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
医
療
を
受
貯
る
本
人
や
親
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
兄
弟
に
ま
で
関
わ
り

た
い
」
とC
L
S

に
興
味
を
持
つ

病
児
家
族

と

医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま

せ
な
い
i

た
。島

根
県
内
で
は
日
年
、
島
根
大

学
医
学
部
付
属
病
院
(
出
雲
市
塩

冶
町
)
に
小
児
心
臓
外
科
の
医
療

チ
l

ム
が
で
き
、
先
天
性
心
疾
患

の
子
ど
も
に
手
術
を
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

検
査
や
治
療
を
受
け

る
子
ど
も
が
県
内
に
楢
唱
え
、

C
L

S

へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る

会
島
根
県
支
部
の
佐
々
木
洋
子
さ

ん
(
帥
)
リ

出
雲
市
今
市
町リ
に
よ

る
と
、
小
さ
な
と
ろ
に
受
け
た
医

療
行
為
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
例
も

あ
る
と
い
い
、
「
生
ま
れ
つ
き
病

気
を
持
つ
子
は
特
に
、
病
院
に
恐

怖
心
を
抱
か
な
い
よ
う
、
早
い
う

ち
か
ら
慣
れ
る
ほ
う
が
い
い
」
と

黒
崎
さ
ん
に
期
待
を
寄
せ
る
。

黒
崎
さ
ん
は
「
症
状
が
軍
い
、

軽
い
に
関
わ
ら
ず
、
少
し
で
も
子

ど
も
た
ち
の
不
安
や
ト
ラ
ウ
マ
が

な
く
な
る
よ
う
支
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
沼
田

(
木
)

7 
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低体重などで生まれ、人工呼吸器などが必れ、地元の訪問看護師らと連携して家族をサ

要な乳幼児が退院する際、初めて子どもを自ポートする態勢をつくっている。 これまで退

宅でケアする家族の不安は大きい。 岐阜県の院が難しいケースもあった乳幼児の自宅療養

大垣市民病院は、新生児集中治療室 (N 1 C を支える先駆的な取り組みとして、注目を集

U) の看護師が、入院中や退院後に自宅を訪めている。 (稲熊美樹)

退院前から自宅訪問
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
。

大
き
く
な
っ

た
ね
え
」
。

二
月
中
旬
、
岡
県
瑞
穂

市
の
自
宅
で
療
養
す
る
生
後
十
カ
月

の
男
児
に
、
看
護
師
ら
が
声
を
組
附
け

た
。

男
児
は
低
体
重
で
同
病
院
で
生

ま
れ
、
し
ば
ら
くN
I
C
U

で
過
ご

し
た
後
、
昨
年
十
一
月
に
退
院
し

た
。

こ
の
日
は
、
地
元
の
訪
問
看
護

師
、
能
瀬
香
さ
ん
が
週
一
日
、
訪
問

す
る
目。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
病
院

の
看
護
師
と
市
の
保
健
師
の
四
人
も

男
児
宅
を
訪
れ
た。

能
塑
C
ん
が
手
際
よ
く
鼻
か
ら
栄

養
を
取
り
入
れ
る
チ
ュ
ー
ブ
を
交
換

す
る
と
、
母
親(
=
r
ハ)
を
交
え
た
六
人

で
ケ
ア
の
相
談
が
始
ま
っ
た
。

母
親

が
「
よ
く
動
く
よ
う
に
な
っ
て
、
チ

ュ
ー
ブ
か
ら
ミ
ル
ク
を
入
れ
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
相
談
し
た

の
を
受
け
、
保
健
師
が
「
普
通
に
離

乳
食
に
し
て
い
っ
て
い
い
ん
で
す

か
」
と
N
I
C
U

の
看
護
師
に
質
問

す
る
。

N
I
C
U

の
服
部
京
子
師
長
は

「
隊
乳
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
チ
ュ
ー
ブ
が
い
ら
な
く
な
っ

た
子
も
い
る。
食
道
に
は
何
の
問
題

も
な
い
の
で
、
離
乳
食
を
進
め
て
大

丈
夫
」
と
答
え
た。
一
同
は
、
男
児
が

離
乳
食
に
芦
付
す
る
方
法
に
つ
い
て

も
話
し
合
い
、
男
児
宅
を
後
に
し
た

。

同
病
院
は
、
県
西
部
の
新
生
児
医

療
の
中
核
を
担
う。
N
I
C
U

は
+

三
床
。

二
年
前
か
ら
、N
I
C
U

に
入

院
す
る
乳
幼
児
が
退
院
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、

退
院
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
生
活
環
境
に
つ
い
て
助
言
す
る
。

退
院
す
る
と
、
家
族
は
二
十
四
時

間
三
百
六
十
五
日
、
子
ど
も
に
付
き

っ
き
り
。

昼
間
一
人
で
世
話
を
す
る

母
親
の
負
担
が
大
き
く
、
退
院
に
は

支
援
が
欠
か
せ
な
い。

「
鼻
に
酸
素
の
チ
ュ
ー
ブ
を
付
け

て
の
生
活
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

た
。

だ
か
ら
、
退
院
は
し
た
い
け
れ

ど
、
不
安
も
大
き
か
っ
た
」
。

同
病

院
の
N
I
C
U

を
昨
年
九
月
に
退
院

し
、
自
宅
で
支
援
を
受
け
る
男
児
の

母
親
(
=
一
O
)は
、
こ
う
振
り
返
る。
男

児
は
、
低
体
重
で
生
ま
れ
、
現
在
は

十
カ
月
に
な
る。

退
院
前
の
訪
問
で
、
男
児
の
寝
る

場
所
や
医
療
機
器
を
置
く
場
所
、
入

浴
の
仕
方
な
ど
も
相
談
し
た。
母
親

は
「
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
私
が
動
け
る

よ
う
に
、
酸
素
の
チ
ュ
ー
ブ
を
延
ば

す
提
案
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

生
活
が
楽
に
な
っ
た
し
安
心
で
き

た
。

も
し
訪
問
が
な
か
っ
た
ら
、
退

院
を
延
ば
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

て
い
た
と
思
う
」
と
話
し
、
家
族
で

暮
ら
せ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
る
。

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
家
族
と
と

も
に
ケ
ア
す
る
訪
問
看
護
師
や
保
健

師
と
い
っ
た
地
元
の
支
援
者
と
の
連

携
強
化
も
特
徴
だ。
退
院
前
か
ら
訪

問
費
護
師
に
も
人
工
呼
吸
器
の
扱
い

方
な
ど
ケ
ア
の
仕
方
を
両
親
と
一
緒

に
学
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
顔
を
合
わ

せ
る
頻
度
を
多
く
し
て
、
関
係
作
り

に
努
め
て
い
る。

訪
問
看
護
師
の
能
勢
さ
ん
は
「
両

親
は
病
院
で
言
わ
れ
た
こ
と
が
正
し

い
と
思
い
が
ち。
現
場
の
状
況
な
ど

か
ら
訪
問
看
護
師
が
別
の
や
り
方
を

提
案
し
て
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な

い
こ
と
も
あ
る。
初
め
か
ら
両
親
や

親らに生活環境など助言専門の看護師

病
院
と
連
携
し
て
、
ヶl
ス
ご
と
に

適
し
た
方
法
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
る

の
は
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

N
I

C
U

の
看
護
師
に
と
っ
て
も
「
退
院

後
の
生
活
の
場
を
知
る
こ
と
で
、
院

内
で
も
現
実
的
な
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
(
服
部
師
長
)
と
い

-
つ。四

月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
、
退
院
支
援
の
強
化
が
打
ち
出
さ

れ
る
。

子
ど
も
の
在
宅
医
療
に
詳
し

い
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

(
東
京
都
世
田
谷
区
)
総
合
診
療
部

在
宅
診
療
科
の
中
村
知
夫
医
長
は

「N
I
C
U

は
医
療
に
は
最
高
の
環

境
だ
が
、
自
宅
は
違
う
。

退
院
前
の

訪
問
で
家
族
が
退
院
後
の
暮
ら
し
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
病
院
と

訪
問
費
護
師
の
連
携
も
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
評
価
す
る。

中
日

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
8

日
(
火
)

8 
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'悩
み

子どもに病気や障害があると、特に母親は 1 日の大半を共に過ごし、
長く一緒にいがちだという。 こうした母親にほっと一息つく時間をつ
くるとともに、家庭での療養や療育の環境を保護者に助言したり、育
児の悩みを聞いたりする医療サービスを行う事業所が山形市にある。
子ども向けリハビリテーションをメーンに打ち出す訪問看護事業は県
内唯一。

| 山形市の事業所「的結

抱
え
込
ま
な
い

合
同
会
社
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
彩
祐
結
圏
(
あ
ゆ
む
、
佐
々

木
早
苗
代
表
社
員
)
は
、
看

護
師
ら
が
家
庭
を
訪
れ
、
療

育
・

療
養
を
支
援
す
る
「
彩

佑
結
キ
ツ
ズ
リ
ハ
ビ
リ
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
昨

年
6

月
に
開
所
し
た。
支
援

内
容
は
本
人
の
状
況
に
合
わ

せ
、
病
気
の
赤
ち
ゃ
ん
の
泳

浴
(
も
く
よ
く
)
指
導
、
身

体
障
室
見
の
歩
行
練
習
、
発

達
障
害
の
子
ど
も
に
対
す
る

社
会
性
を
引
き
凶
凶
す
遊
び
な

ど
多
段
に
わ
た
る。

佐
々
木
さ
ん(拘
)
は4
年

前
、
発
達
障
害
が
あ
る
子
を

訪
問
看
護
や
相
談
対
応
・
.. 

育
て
る
母
親
た
ち
が
孤
立
し

た
り
、
悩
み
を
抱
え
込
ん
で

し
ま
っ
た
り
す
る
状
況
を
打

開
し
よ
う
と
起
業
し
た
。

自

身
も
子
青
て
で
追
い
詰
め
ら

れ
た
経
験
が
あ
る。
小
さ
い

う
ち
か
ら
の
療
育
の
大
切
さ

も
実
感
し
た
し
、
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
て
働
く
母
親
を
応
援
し
た

い
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
就

学
前
児
童
が
対
象
の
「
児
童

発
達
支
援
」
、
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
を
午
後8
時
ま

で
療
育
守
護
す
る
「
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
取
り

セカンドハウス彩裕結
2012年に発足。専業所は嶋

繭3丁目と江南4丁目にあり、学
重保青、自閉症や発達障害を主と
した放課後等デイサービス、子ど
もから大人までが対象の訪問看護
サービスなどを展開する。
訪問看護は年齢制限がなく、月
曜一土曙日に実施。対象地域は山
形、上山、天童、寒河江、南陽、
山辺、中山、河北、高畠の9市町
で、この周辺は要相談。利用には
医療保険や介護保険が適用され
る。 023(665)0307。

病
児
家
族
と
医
療

5

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

病気、障害ある子の療育支援

で
組
ん
で
い
る。
訪
問
看
護
を

始
め
た
の
は
デ
イ
に
定
員
が

あ
っ
た
こ
と
も
一
因
だ
が
、

病
気
や
発
達
障
害
が
原
因
で

集
団
が
苦
手
な
子
の
訓
練
を

自
宅
で
で
き
る
こ
と
も
魅
力

だ
っ
た。

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
に
は

主
治
医
の
同
意
や
指
示
が
必

要
。

指
示
書
な
ど
を
得
て
、

看
護
師
が
他
の
ス
タ
ッ
フ
と

連
携
し
て
医
療
的
な
視
点
で

専
門
的
な
ケ
ア
や
助
言
を
行

う
。

ス
タ
ッ
フ
は
看
護
師4

人
、
理
学
療
法
土2
人
、
作

業
療
法
士1
人
、
一
言
語
聴
覚

士
1

人
の
計8
人
。

利
用
頻

度
は
週2
回
程
度
、
-
回1

時
間
程
度
が
多
い
と
い
う
。

内
容
は
マ
体
の
機
能
向
上
や

維
持
、
体
幹
を
養
う
た
め
の

運
動
マ
「
食
べ
る
」
「
服
を

着
る
」
「
歩
く
」
と
い
っ
た

日
常
生
活
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
窓
丙
の
整
備
や
用
具
な
ど

の
環
境
整
備
ー
な
ど
。

例
え
ば
、
自
力
で
食
べ
ら

れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
原
因

と
対
策
を
探
り
、
改
善
に
向

け
て
関
節
や
手
の
動
き
、
道

具
、
介
助
方
法
な
ど
、
セ
量

ざ
ま
な
方
向
か
ら
検
討
す

る
。

自
閉
症
で
他
者
へ
の
関

心
が
低
い
場
合
に
は
、
相
手

が
い
な
い
と
で
き
な
い
遊
び

な
ど
で
他
者
へ
の
興
味
を
引

き
出
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

育
む
遊
び
の
一
つ
に
風
船
バ

レ
ー
が
あ
る。
動
く
風
船
を

目
で
追
う
こ
と
は
眼
球
運
動

に
な
る
。

風
船
が
落
ち
て
く

る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

手
を
伸
ば
し
た
り
、
相
手
ま

で
飛
昆
9

ょ
う
カ
を
加
減
し

た
り
、
方
向
を
定
め
た
り
す

る
機
会
に
も
な
る。

彩
祐
鱈
撞
害
児
の
担
説

支
援
慨
能
も
併
せ
持
つ。
「
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
場
所
に
し
た

い
か
ら
『
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
』

と
名
付
け
た。
悩
み
や
不
安

は
抱
え
込
ま
な
い
で
い
い
、

こ
こ
で
は
き
出
し
て。

気
兼

ね
な
く
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
佐
々
木
さ
ん。
学
童
保
育

も
行
っ
て
お
り
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
施

設
で
過
ご
し
て
い
る
。

障
害

児
の
「
現
在
」
へ
の
支
場
た

け
で
な
く
、
多
様
性
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
地
域
を
育
て
、

子
ど
も
た
ち
が
生
き
や
す

い
未
来
を
つ
く
り
た
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

61 山
1 1 n-< 
61'"〆

1 1 新
号|関
白 1 ・
~ ， 国

各 I f濵 
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家で 令
暮らせる

冬
晴
れ
の
朝
、
札
幌
市
手
稲

区
の
「生
涯
医
療
ク
リ
ニッ
ク

さ
っ
ぽ
ろ」
か
ら
、
臨
長
の
土

附u静偽
九畠

智
幸
さ
ん(犯
)が
運
転
す
る

軽
自
動
車
が
出
発
し
た
。

作
業

療
法
士
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
大

き
な
か
ば
ん
を
抱
え
て
同
乗
す

る
。

雪
道
だ
け
に
慎
重
な
運
転

で
叫
分
後
、
日J
離
れ
た
豊
平

区
の
、
訪
問
診
療
先
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
到
着
し
た。

コ
元
気
だ
っ
た
?
ち
ょ
っ

と
だ
け
聴
診
器
当
て
る
よ」。

病
児
家
族
と
医
療

i

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

在
宅
医
療
を
必
要
と
す
る
子
供
が
増
え

て
い
る
。

医
学
の
進
歩
で
低
体
重
の
出
生

児
、
難
病
や
重
い
障
害
を
抱
え
て
生
ま
れ

た
子
供
た
ち
の
救
命
率
が
上
が
っ
て
き
た

の
に
伴
い
、
新
生
児
集
中
治
療
室
(N
I

C
U
)の
長
期
入
院
も
多
く
な
っ
て
い
る

。

国
は
N
I
C
U
の
務
請
を
進
め
、20

1
4

年
に
は
全
国
で3
手
床
を
超
え
た。

9

年
前
の
叩
%
増
だ
。

一
方
で
、1
年
以

上
の
長
期
入
院
者
は
臼
年
で
推
計

2
6
0

人
と
、2
年
間
で
お
%
増
加
し
た。

厚
生
労
働
省
の
小
児
在
宅
医
療
に
関
す

る
専
門
家
の
研
究
班
代
表
で
、
崎
玉
医
大

教
授
の
田
村
正
徳
さ
ん
は「N
I
C
U
や

小
児
病
棟
へ
の
臣
顛
入
院
が
喧
え
続
け
れ

ば
、
新
た
な
患
者
の
受
け
入
れ
が
難
し
く

な
る
」
と
し
、
退
院
す
る
子
供
た
ち
の
受

け
皿
と
な
る
在
宅
医
療
体
制
の
必
要
性
を
子供の長期入院26%増

訴
え
る。
人
工
呼
吸
器
を
着
け
た
ま
ま
退

院
す
る
患
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

子
供
は
病
状
が
急
に
変
わ
る
こ
と
が
多

く
、
生
命
を
維
持
す
る
人
工
呼
吸
器
の
管

理
も
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
、
域
人
患

者
の
訪
問
診
療
を
行
う
医
師
が
小
児
患
者

に
対
5
9
る
ケ
1

ス
は
少
な
い。
小
児
科

医
が
慢
性
的
に
不
足
す
る
現
状
で
、
大
き

な
病
院
が
訪
問
診
療
を
行
う
の
も
容
易
で

は
な
い
。

在
宅
療
養
を
始
め
て
も
、
家
族

の
介
護
や
通
院
の
負
担
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。研

究
班
は
小
児
科
医
と
訪
問
医
が
連
携

し
た
在
宅
療
養
の
支
援
態
勢
な
ど
を
提
言

し
て
い
る
。

国
も
小
児
の
在
宅
医
療
を
推

進
し
、
新
年
度
か
ら
小
児
在
宅
医
療
の
報

酬
引
き
上
げ
条
件
を
緩
和
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る。

ー
プ
か
ら
、
人
工
呼
吸
器
で
空
男
児
は
生
後1
カ
月
の
健
診

気
を
送
っ
て
い
る
。

で
手
足
に
力
が
入
ら
な
い
こ
と

訪
問
診
療
は
月2
回
。

母
親
が
分
か
り
、
遺
伝
子
の
異
常
で

(却
)か
ら
生
活
状
況
を
聞
き
、
筋
力
が
低
下
す
る
難
震
を
診

呼
吸
回
数
な
ど
の
数
値
を
パ
ソ
断
さ
れ
た
。

自
発
呼
吸
が
弱
く

コ
ン
に
入
力
す
る
。

ス
タ
ッ
フ
な
り
、
人
工
呼
吸
器
を
着
け
た

あ
る
」
と
土
畠
さ
ん
の
診
療
所

を
紹
介
さ
れ
た。
3

カ
月
間
の

入
院
牛
晋
後
、
家
に
戻
っ
た
。

「病
室
だ
と
こ
の
子
も
つ
ま
ら

な
そ
う
だ
つ
た0
A忌
家
族
で

暮
ら
せ
る
こ
と
が
幸
せ
」。
枕

立
ち
上
げ
、
生
涯
医
療
ク
リ
ニ

ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
を
開
院
し
た
。

小
児
が
専
門
の
在
宅
医
療
機
関

だ
。

患
者
は
一
部
成
人
も
い
る

が
、
札
幌
と
近
郊
に
約13
0

人
。

大
半
が
障
害
や
難
病
を
抱

え
、
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て

い
る
。

医
師
5

人
が
訪
問
診
療

に
当
た
り
、
緊
急
時
は
但
時
間

体
制
で
往
診
す
る
。

普
及
ヘ
拠
点

患
者
が
決
し
て
多
く
は
な
い

分
野
の
た
め
、
道
内
で
専
門
的

に
小
児
の
訪
問
診
療
を
行
う
の

は
稲
生
会
ぐ
ら
い
だ
と
い
う

。

そ
の
た
め
道
は
、
小
児
在
宅
医

療
の
普
及
を
目
指
し
て
本
年
度

か
ら
始
め
た
事
業
で
、
拠
点
と

な
る
医
療
機
関
に
稲
生
会
を
選

ん
だ
。

土
畠
さ
ん
が
在
宅
医
療
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
の
は
、
手
稲

渓
仁
会
病
院
(札
幌
)
の
小
児

科
医
だ
っ
た
凶
年
前
。

人
工
呼

吸
器
を
着
け
た
叩
代
の
女
の
子

が
退
暁
レ
た
際
、
土
畠
さ
ん
が

出
向
い
て
診
療
し
た
。

自
宅
の
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
る

女
の
子
に
声
を
掛
け
よ
う
と
す

る
と
、
い
つ
も
の
癖
で
三
百

ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。

「
病
院
の
中
と
い
う
守
ら

れ
た
立
場
で
患
者
に
関
わ
っ
て

い
た
。

家
族
の
状
況
や
暮
ら
し

を
知
ら
な
け
れ
ば
、
患
者
が
抱

え
る
課
題
も
解
決
で
き
な
い
」

白
衣
や
め
る

「患
者
や
家
族
と
間
じ
仕
活

者
と
し
て
関
わ
り
た
い
」
と
独

立
し
た。
白
衣
も
や
め
た。
小

さ
T選
者
が
家
族
に
囲
ま
れ
て

生
き
る
、
当
た
り
前
の
生
活
を

支
え
て
い
る。

〈
〉
。

「
事
七
医
療
」
と
聞
く
と
、

高
齢
者
が
自
宅
で
療
養
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
重
い
障
害

や
難
病
を
抱
え
た
小
克
に
も
ニ

ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
た
め
の
支
援
体
制
は
十
分

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
だ

。

山
克
患
者
が
家
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
札
幌
で
小
児
の
在
宅
医
療

に
取
り
組
む
「
稲
倖
玄
耳
」
の
動

き
を
追
っ
た。

(報
道
セ
ン
タ
ー
の
門
馬
羊
次

が
担
当
し
、4団
連
載
し
ま
す)
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土
畠
さ
ん
は
ベ
ピl
ベ
ッ
ド
に

寝
た
き
り
の
男
児(
1歳
9

カ

月
)
に
優
し
く
声
を
掛
け
た
。

気
管
切
開
し
て
つ
な
い
だ
チ
ユ

EA  

ノE、

、.Þ-.

ノ句、

小
克
の
訪
問
診
療
に
取
り
組

む
札
幌
の
医
療
法
人
福
生
会
」

V
」
M
M
'
h
h

理
事
長
の
土
畠
智
幸
さ
ん
(
犯
)

が
、
在
宅
医
療
の
意
義
を
深
く

感
じ
た
出
来
事
が
あ
る
。

昨
年
5

月
泊
目。
岩
野
未
来

ち
ゃ
ん
が
札
幌
の
自
宅
で
息
を も

検
査
器
で
呼
吸
状
態
を
確
認

し
た
。

泊
分
ほ
ど
で
診
療
を
終

え
る
と
、
別
の
患
者
宅
に
向
か

っ
た
。

引
き
取
っ
た
。2
歳
叩
カ
月
だ

っ
た
。
出
生
時
の
体
重
は
1
0

4
0

匂
。
染色
体
疾
患
を
抱
え
、

新
生
児
集
申
治
霊
(
N
I
C

U
)
で
9

カ
月
現
」
し
た
。
病

状
が
安
定
し
、
在
宅
療
養
を
始

め
る
直
前
だ
っ
た3
年
前
、
が

ん
が
見
つ
か
っ
た
。
「
余
命
3

カ
月
」
と
官
害
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
自
宅
に
帰
り
、
父

浩
介
さ
ん
(
位
)
、
母
み
の
り
さ

ん
(
位
)
と
家
族
3

人
で
穏
や
か

ま
詰
を
送
っ
た
。
稲
生
会
の

診
療
所
が
訪
問
診
療
で
支
え

た
。
「
家
で
は
元
気
が
良
く
な

っ
て
、
『
お
う
ち
マ
ジ
ッ
ク
』

で
し
た
」
と
み
の
り
さ
ん
。
告 入

院
生
活
と
な
っ
た
。

病
院
か
ら
自
宅
療
養
を
勧
め

ら
れ
た
両
親
は
、
「
人
工
呼
吸

器
に
詳
し
い
在
宅
医
療
機
聞
か

知
さ
れ
た
期
間
は
乗
り
越
え
た

が
在
宅
療
養
か2
年
を
過
ぎ
た

こ
ろ
、
発
熱
を
機
に
病
状
が
急

変
。
天
国
に
旅
立
っ
た
。

自
宅
の
ベ
ッ
ド
で
安
ら
か
な

顔
で
眠
る
娘
を
前
に
、
み
の
り

さ
ん
が
浩
介
さ
ん
に
お
願
い
し

た
。
「
一
緒
に
散
歩
し
た
い
」
。

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
着
け
て

い
た
人
工
呼
吸
器
や
栄
養
を
送

る
チ
ュ
ー
ブ
を
外
し
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
の
娘
と
過
ご
せ
る
巌

後
の
時
間
だ
と
思
っ
た

。

市
分
の
散
歩

夫
婦
は
交
互
に
娘
を
抱
っ
こ 尺土覧君

!?宅 1
3ii 喜
連告義

し
て
、
近
所
の
公
園
ま
で
歩
い

た
。

日
分
余
り
の
散
歩。
暖
か

い
春
風
が
そ
よ
い
で
い
た
。

3

人
で
写
真
も
撮
っ
た
。
「
自
宅

で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
を
選
ん

で
本
当
に
良
か
っ
た
」
。
み
の

り
さ
ん
は
特
別
な
時
聞
を
か
み

し
め
る
よ
う
に
振
り
返
る
。

そ
の
日
、
両
親
か
ら
散
歩
の

話
を
聞
い
た
土
畠
さ
ん
の
心
が

震
え
た。

「
病
院
で
亡
く
な
っ

て
い
た
ら
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
だ
と
恵
三
在
宅
で
看
取
る

本
質
的
な
意
義
を
感
じ
た
」

「
病
気
や
障
壁
回
か
あ
っ
て
も

子
供
ら
し
く
生
き
て
ほ
し
い
」

。

稲
生
会
は
訪
問
診
療
に
加
え
、 は

ど
う
し
ま
し
た
?
」
と
言
い

そ
う
に
な
っ
た
。
訪
問
し
た
の

は
自
分
な
の
に
:
・。

病
院
で
使

う
言
葉
で
な
い
と
、
何
を
話
せ

訪
問
五
基
明
、
居
宅
介
護
、
小
児

患
者
を
一
時
預
か
り
す
る
短
期

入
所
の4
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

小
児
在
宅
医
療
の
分
野
で
、

医
療
、
介
護
、
短
期
入
所
の
サ

ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る

の
は
全
国
で
も
珍
し
い
。

稲
生
会
の
設
立
前
、
土
畠
さ

ん
は
札
幌
のN
P
O
法
人
「
く

ま
さ
ん
の
手
」
に
合
流
を
呼
び

か
け
た
。
在
宅
療
養
す
る
障
害

児
ら
の
面
倒
を
一
時
的
に
見

て
、
家
族
の
介
護
の
負
相
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
た
看
護
師
中

心
の
団
体
だ。

支
え
合
う
輪

活
動
の
方
向
性
が
同
じ
稲
生

会
に
加
わ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

在
宅
医
療
を
切
れ
目
な
く
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た。
短
期

入
所
施
設
に
は
保
育
士
も
配
置

し
た
。
歌
の
時
間
や
絵
本
の
読

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
お
日
(
日
)

11 

病
児
家
族
と
医
療

5

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

1

み
聞
か
せ
も
あ
り
、
保
育
園
の

よ
う
に
に
ぎ
や
か
だ
。

岩
野
未
来
ち
ゃ
ん
も
短
期
入

所
施
設
を
利
用
し
て
い
た
。

母

み
の
り
さ
ん
は
今
も
娘
の
写
真

を
手
に
施
設
に
遊
び
に
い
く

。

「
自
分
が
『
未
来
ち
ゃ
ん
マ
マ
』

で
い
ら
れ
る
望
附
た
か
ら
」

み
の
り
さ
ん
は
昨
年
夏
に
家

族
ら
と
死
別
し
た
人
の
心
を
ケ

ア
す
る
「
グ
リl
フ
ケ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
資
格
を
取
得
し

た
。

稲
生
会
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の

研
修
会
や
同
じ
境
遇
の
母
親
と

語
り
合
う
集
会
も
開
い
た
。
「未

来
が
い
ろ
ん
な
縁
を
つ
な
い
で

く
れ
た
ん
で
す
」
。
支
え
合
い

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
包
日
(
月
)
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ノ
ウ

家で 舎
暮らせる

そ暴言腕全

ii!?i 
病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

ノ、

J¥  

小
児
専
用
の
リ
ハ
ビ
リ
室
が

あ
る
十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

(帯
広
市)
は
昨

秋
、
理
学
療
法
士
の
男
性
ス
タ

ッ

フ
を
稲
生
会
で1
カ
月
間
、

研
修
さ
せ
た。
稲
生
会
理
事
長

の
土
畠
智
幸
さ
ん
(
犯
)ら
の
訪

問
診
療
に
同
行
し
、
呼
吸
瞳
害

の
症
状
や
機
器
の
取
り
扱
い
を

学
ん
だ。ニ

ー
ズ
増
加

「呼
吸
に
関
す
る
医
療
知
識

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

詳
し
い
人
材
を
育
て
た
い
」
と

同
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
租
長
の 五

十
嵐
大貸
さ
ん
(位
)
。研
修

は
今
後
も
続
け
る。

2

月
上
旬
、
同
セ
ン
タ
ー
で

は
手
足
に
ま
ひ
の
あ
る
女
の
子

(5
)が
理
学
療
法
士
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
、
腕
の
運
動
を
し
て

い
た
。

母
親
(
位)は
「
リ
ハ
ビ

リ
の
お
か
げ
で
動
く
よ
う
に
な

っ
た
」
と
喜
ぷ。

十
勝
管
内
で
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
な
小
児
患
者
の
多
く
が
、
こ

こ
に
通
っ
て
い
る。
小
児
患
者

約
2
3
0

人
の
う
ち
、
-
割
か

人
工
呼
吸
器
を
着
け
て
い
る

か
、
今
後
使
う
可
能
住
が
あ
る

。

増
加
傾
向
だ
と
い
う

。

同
セ
ン
タ
ー
で
リ
ハ
ビ
リ
す

る
子
供
た
ち
の
大
半
は
、
帯
広

厚
生
病
院
の
患
単
魯
ι。

新
牛
克

集
中
治
療
室
(N
I
C
U
)
を

備
え
た
拠
点
病
院
で
、
小
児
科

医
8

人
が
フ
ル
回
転
し
て
地
域

の
小
鬼
医
療
を
支
え
て
い
る
。

小
児
科
主
任
部
長
の
植
竹
公

明
さ
ん
(町
)は
「
套
古
医
療
の

一
一1
ズ
は
理
解
し
て
い
る
が
、

対
応
は
難
し
い
」
と
話
す
。

十

勝
管
内
で
小
児
在
宅
医
療
の
態

勢
は
整
っ
て
い
な
い
。

そ
の
代
わ
り
同
病
院
は
、
稲

辻
本
冒
と
協
力
関
係
を
築
い
て
い

る
。

必
要
に
応
じ
て
稲
生
会
の

医
師
が
札
幌
か
ら
定
期
的
に
出

向
き
、
十
勝
の
患
者
宅
を
訪
ね る

。

で
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

帯
広
厚
生
病
院
と
十
勝
リ
ハ
道
内
の
医
療
、
福
祉
、
教
育

ピ
リ
テ
l

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
関
係
者
で
協
議
会
を
立
ち
上

は
、
2

カ
月
に
1

回
は
患
者
の
げ
、
地
方
で
稲
生
会
が
研
修
会

状
況
を
話
し
合
う
よ
う
に
し
て
を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

昨
年
6

月
に
は
、
札
幌
い
る。
大
人
の
訪
問
診
療
に
取

か
ら
土
畠
さ
ん
を
招
き
、
医
療
り
組
む
医
師
や
地
域
の
小
児
科

福
祉
関
係
者
向
け
に
人
工
呼
吸
医
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

器
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

小
児
の
在
宅
医
療
の
態
勢
を
整

そ
の
動
き
に
土
畠
さ
ん
は
手
え
よ
う
と
も
考
え
て
い
る

。

応
え
を
感
じ
て
い
る。

「
坦
元
広
い
北
海
道
に
は
、
病
気
や

の
医
療
福
祉
の
ス
タッ
フ
が
患
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
が
点
在

者
の
呼
吸
の
状
態
を
把
握
で
き
し
て
暮
ら
し
て
い
る

。

土
畠
さ

れ
ば
、
呼
吸
器
の
調
整
な
ど
で
ん
は
「
人
工
呼
吸
器
の
取
り
扱

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
」
い
や
小
児
の
訪
問
診
療
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
映
像
化
す
る
な
ど
、
離

れ
て
い
て
も
人
材
育
成
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
た
い」と
意

欲
を
見
せ
る。

研
修
会
検
討

稲
生
会
は
昨
年
ロ
月
、
小
児

在
宅
医
宙
開
の
拠
点
医
療
機
関
に

選
ば
れ
た。
道
が
本
年
度
、
小

児
在
宅
医
療
の
連
携
を
目
指
し

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
事
業
の
一

環
だ
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
道
内
各
地

北
海
道
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聞
・
朝
刊
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院
内
に
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
心

地
よ
い
香
り
が
漂
う
。
医
療
法

人
福
生
全
(
札
幌
市
手
稲
区
)

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
昨
年

ロ
月
半
ば
、
ア
ロ
マ
講
座
が
聞

か
れ
た。
訪
問
診
療
を
受
け
る

患
者
の
母
親6
人
が
風
自
に
入

れ
る
パ
ス
ソ
ル
ト
を
作
っ
た

。

講
師
は
札
幌
市
東
区
の
主
婦

関
友
子
さ
ん
(
犯
)
で
、
長
男
の

溜
白
ち
ゃ
ん
(
5
)が
診
療
所
の

訪
問
診
療
を
受
け
て
い
る
。
稲

生
会
が2
0
1
3

年
の
設
立
と

同
時
に
始
め
た
生
涯
学
習
講
座

「
手
稲
み
ら
い
つ
く
り
学
校
」

の
一
環
だ。

生
活
の
転
機

手
芸
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
の
講
座
も
あ
り
、
患

者
の
家
族
ら
が
参
加
す
る
。
子

供
は
、
併
設
す
る
短
期
入
所
施 設

に
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
介
護
す
る
家
族

に
と
っ
て
も
大
切
な
自
銭
き
の

場
に
な
っ
て
い
る。
関
さ
ん
の

よ
う
に
、
特
技
を
生
か
し
て
講

師
を
務
め
る
母
親
も
い
る
。

こ
の
学
校
は
関
さ
ん
に
と
っ

て
、
忌
庄
吉
の
転
機
と
な
っ

た
。

蒼
生
ち
ゃ
ん
は
仮
死
状
態

で
生
ま
れ
、
今
は
人
工
呼
吸
器

を
着
け
、
自
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
。

付
き
っ
き
り
で
介
護
し
て

い
る
と
、
漠
然
と
し
た
不
安
を

覚
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
自

分
は
一
生
こ
の
ま
ま
な
の
だ
ろ

う
か
」

そ
ん
な
時
、
講
師
を
引
き
受 け

た
。
ア
ロ
マ
や
リ
ン
パ
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
資
格
も
取
得
し
て
い

た
た
め
、
「
マ
マ
友
」
か
ら
「
ア

ロ
マ
を
習
い
た
い
」
と
頼
ま
れ

て
始
め
た。

母
親
た
ち
は
作
業
を
し
な
が

ら
、
障
害
児
の
公
的
主
造
罰
制

度
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
育

児
の
曹
司
ひ
主
男
を
語
り
合
っ

た
り
・
・
・
。
関
さ
ん
は
「
同
じ
境
遇

じ
ゃ
な
い
と
分
か
り
合
え
な
い

こ
と
を
話
せ
る
貴
重
な
場
。
帰

宅
す
る
と
、
ま
た
頑
強
ろ
う
っ

て
思
え
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。 マ

マ
友
交
流

昨
年7
月
に
は
、
講
座
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
マ
マ
友
ら

と
、
手
稲
区
民
セ
ン
タ
ー
で
手

作
り
雑
貨
の
販
売
会
を
開
い

た
。
み
ら
い
つ
く
り
学
校
が
、

社
会
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。稲

生
会
は
昨
年4
月
、
「
学

校
」
の
活
動
を
拡
大
。
札
幌
市

中
心
部
に
あ
る
「
市
民
活
動
プ

ラ
ザ
星
習
の
蚕
に
、
「
星

圃
み
ら
い
つ
く
り
学
校
」
も
開

設
し
た
。
月1
度
、
患
者
家
族

ら
が
参
加
す
る
生
涯
学
習
講
座

や
茶
話
会
を
開
い
て
い
る
。
地

域
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
に
し
た
い
と
い
う
。

稲
生
会
理
事
長
の
土
畠
智
幸

さ
ん
(
犯
)
は
言
う
。
「
子
供
を

介
警
9

る
家
族
が
、
主
役
に
な

れ
る
場
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。 家

族
で
あ
る
こ
と
に
意
昧
を
見

い
だ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場

を
考
え
た
ら
、
み
ら
い
つ
く
り

学
校
に
行
き
着
い
た
」

土
自
さ
ん
は
、
勤
務
医
時
代

に
北
大
公
共
政
策
大
学
院
の
修

士
課
程
で4
年
間
学
び
、
今
は

北
大
教
育
学
部
の
博
士
課
程
で

社
会
教
育
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
。
在
宅
で
療
養
す
る
小
児

患
者
や
家
族
に
、
社
会
参
画
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
か

ら
だ
。

稲
生
会
を
立
ち
上
げ
た
時
に

理
念
を
掲
げ
た
。
「
困
難
を
抱

え
る
人
々
と
と
も
に
、
よ
り
良

き
社
会
を
つ
く
る
」
。
そ
の
実

現
に
向
け
、
一
歩
ず
つ
前
に
進

ん
で
い
る
。

(
お
わ
り
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
3

日
(
木
)
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病院や親子に共感

病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

1

家で舎
暮らせξ「
小児の在宅医療

小児在宅医療をテーマに 3 日まで連載した「家

で暮らせる 小児の在宅医療」に、読者から多く

の反響をいただいた。 札幌市で、小児の訪問診療に

取り組む医療法人「揺韮会J (手稲区)の医師や
スタッフが奮闘する様子、難病や障害を抱える子

供と向き合う親の姿に、共感したり支援の必要性

を感じたりしたという声を紹介する。

(報道センタ一 門馬羊次)

-
枠
超
え
た
手
助
け
支
え

・
社
会
の
理
解
深
ま
っ
て

.
奔
走
す
る
医
師
に
感
動

「
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
子
供
や
家
族
在
宅
療
養
カ
始
ま
る
前
に
は
病
院
が
呼
別
区
の
主
婦
(
お
)
は
「
自
分
も

3

人
の
子

が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
こ
び
か
け
、
医
療
、
福
祉
関
係
者
や
古
ハ
会
。
育
て
を
し
て
い
る
が
、
風
邪
を
ひ
い
て
病

と
を
知
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
」

。

フ
ア
ん
の
近
所
の
住
民
も
交
え
て
受
け
入
れ
態
院
に
連
れ
て
行
く
だ
け
で
も
大
変

。

小
児

ク
ス
で
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
た
岩
見
沢
市
勢
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
「
近
所
の
方
の
訪
問
診
療
の
事
情
は
記
事
で
初
め
て
知

の
主
婦
古
谷
和
世
さ
ん(M
)は
、
そ
ヨ
語
が
『
除
雪
は
手
伝
う
よ
』
と
言
っ
て
く
れ
っ
た
が
、
在
宅
医
療
が
も
っ
と
広
が
っ
て

る
。
る
な
ど
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
」

。

医
療
ほ
し
い
」
と
話
す
。

古
谷
さ
ん
は
昨
年4
月
に
長
女
を
岩
見
の
枠
を
超
え
た
支
援
が
在
宅
療
養
の
支
え4
歳
の
一
人
息
子
を
子
育
て
中
の
厚
別

沢
の
病
院
で
出
産
し
た
。

意
識
が
無
く
仮
に
な
る
と
い
う
。
区
の
会
社
経
営
の
男
性
(
的
)
は
連
載

2

回

死
状
態
で
生
ま
れ
た
た
め
、
札
幌
の
病
院
恵
庭
市
の
主
婦
晶
蓉
子
さ
ん
(
印
)
は
、
目
、

2

歳
で
他
界
し
た
札
幌
の
岩
野
未
来

に
転
院。
新
生
児
集
中
治
療
室(
N
I
C
言
語
障
害
の
あ
る
子
供
の
親
を
対
象
と
し
ち
ゃ
ん
と
両
親
が
心
を
通
わ
せ
る
様
子
が

U
)
で
3

カ
月
過
ご
し
、
そ
の
後
も
人
工
た
相
談
員
を
約
ω
年
続
け
て
お
り
、
記
事
印
象
深
か
っ
た
と
い
う
。

「
親
と
子
が
向

呼
吸
器
を
着
け
た
入
院
倖
藷
カ
続
い
た

。

へ
の
感
想
を
手
紙
で
寄
せ
て
く
れ
た

。

長
き
合
う
姿
や
、
子
供
を
守
る
た
め
に
奔
走

岩
見
沢
の
病
院
が
訪
問
診
療
で
享
え
て
明
知
唇
や
口
の
中
に
割
れ
目
の
あ
る
日
す
る
医
師
の
努
力
に
感
動
し
た

。

朝
刊
を

く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
在
宅
療
養
を
決
断
蓋
裂
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
験
を
読
ん
で
仕
事
に
向
か
う
時
、
『
子
供
の
た

し
た
。

長
女
は
今
月
日
目
、
よ
う
や
く
自
踏
ま
え
て
相
談
に
乗
っ
て
お
り
、
「
病
気
め
に
今
日
も
頑
張
ろ
う
』
と
思
え
た
」
と

宅
に
連
れ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

失
と
息
や
障
害
へ
の
社
会
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
振
り
返
っ
た
。

子
2

人
と
共
に
家
族
そ
ろ
っ
て
の
新
生
活
支
援
も
違
っ
て
く
る
は
ず
」
と
話
す

。

が
ス
タ
ー
ト
し
た。

「
娘
が
い
つ
で
も
そ
障
害
児
の
親
で
は
な
く
て
も
、
子
育
て

ば
に
い
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
世
代
に
は
共
感
が
広
が
っ
た

。

札
幌
市
厚

-E轟警竃信圃

均一
一
一
一
時

家
族
招
い
て
団
ら
ん

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

M
日
(
月
)
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三
重
大
病
院
が
初
の
試
み

子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス

付
げ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

津
市
在
住
の
母
親
は
、
五
歳

の
娘
が
入
院
中
、
二
歳
の
娘
を

保
育
園
に
預
け
て
い
た
と
い

う
。
「
(
五
歳
の
娘
の
)
調
子

が
悪
く
な
る
と
、
姉
妹
で
も
入

院
中
は
全
く
会
え
な
く
な
る
。

少
し
で
も
会
え
た
ら
い
い
な
と

思
う
」
と
語
っ
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
サ

ボ
l

タ
l

は
、
米
国
な
ど
で
小

児
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
珍
し
い
職
種
。
大
森

さ
ん
は
米
国
で
資
格
を
取
得

し
、
三
年
前
か
ら
同
病
院
で
働

い
て
い
る
。
「
患
者
の
兄
弟
へ

の
心
の
ケ
ア
は
ア
メ
リ
カ
で
は

主
琉
だ
が
、
日
本
で
は
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

喧I
3

い
天
井
、
明
る
い
壁
紙
:
:
:
。
大
限
市
に
今
弓

圭
一
三
「T
S
U
R
U
M
I
と
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
」
が
開

-
l『

所
し
た
。
子
ど
も
の
ホ
ス
ピ
ス
は
、
社
会
か
ら

孤
立
し
が
ち
な
重
い
病
気
の
子
ど
も
と
家
族
を
支
援
す
る

英
国
発
祥
の
慈
善
活
動
だ
。
「
病
院
と
も
福
祉
施
設
と
も

遭
う
。
種
や
か
な
雰
囲
気
の
申
で
、
子
ど
も
も
家
族
も
く
つ

ろ
い
で
い
る
」
と
話
に
聞
い
た
実
物
を
見
て
、
納
得
し
た
。

子
ど
も
の
ホ
ス
ピ
ス
が
本
格
的
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た

の
は
2
0
0
9

年
。
そ
れ
を
機
に
大
阪
市
で
結
成
さ
れ
た

嘗
発
団
体
を
取
材
し
て
き
た
。
中
心
は
重
い
病
気
の
子
ど

も
の
治
療
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
医
師
だ
っ
た
。

は
じ
め
は
医
療
と
福
祉
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
理
念
が
わ

か
り
に
く
か
っ
た
。
子
ど
も
の
ホ
ス
ピ
ス
が
提
供
す
る
の

は
治
療
や
ケ
ア
で
は
な
く
、
患
者
と
家
族
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
「
体
験
」
だ
。
ま
た
新
事
業
と
い
え
ば
ハ
コ
(
建

物
)
が
付
き
物
だ
が
、
医
師
ら
は
「
建
幅
は
な
く
て
も
活

動
は
で
き
る
」
と
説
明
し
た
。
言
葉
は
本
気
だ
っ
た
。

戸
別
訪
問
が
始
ま
っ
た
の
は
2

年
後
。
重
い
障
害
が
あ

る
長
女
の
看
謹
と
仕
事
で
疲
れ
き
っ
た
両
親
を
支
え
よ
う

と
、
音
楽
を
員
の
回
復
に
応
用
す
歪
暴
療
法
士
な
ど

の
資
格
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
た
。

「き
ょ

う
だ
い
を
公
園
に
連
れ
出
し
、
遊
び
疲
れ
る
ま
で
相
手
に

な
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
間
心
身
を
休
め
ら
れ
た
」
と
両
親

は
振
り
返
る
。
支
援
を
望
む
家
族
は

5

年
間
で
約
印
世
稽

ま
で
広
が
っ
た
。
手
作
り
お
も
ち
ゃ
に
顔
を
輝
か
せ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
回
象
に
残
っ
て
い
る
。

想
定
に
な
か
っ
た
施
設
の
完
成
後
、
運
営
団
体
で
は
戸

別
訪
問
を
や
め
、
施
設
の
活
動
を
中
心
に
す
る
と
い
う
。

当
時
の
中
心
メ
ン
バ
ー
も
退
い
た
。
き
れ
い
な
建
物
、
新
晶

の
お
も
ち
ゃ
は
た
し
か
に
気
持
ち
を
高
揚
さ
せ
る
。
そ
れ

で
も
手
作
り
お
も
ち
ゃ
に
込
め
色
れ
た
思
い
は
受
け
継
が

れ
る
と
と
を
願
う
。

【樟
】
三
重
大
学
医
学
部
付
属
病
院
(
樟
市
江
戸
橋
二
丁
目
)
は

二
十
日
、
同
病
院
に
、
普
段
病
棟
へ
入
る
と
と
が
で
き
な
い
小
児
患

者
の
兄
弟
を
招
き
、
入
院
中
の
兄
弟
ら
と
お
菓
子
作
り
な
ど
で
交
流

し
た
。
看
病
で
両
親
が
小
児
患
者
に
か
か
り
き
り
に
な
り
、
疎
外
感

を
感
じ
て
し
ま
う
兄
弟
の
心
の
ケ
ア
を
す
る
た
め
で
、
同
院
初
の
試

み
。
同
院
に
よ
る
と
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
と
い
う
。

(
水
野
志
保
)

伊
勢
新
聞
・
朝
刊

同
院
に
は
、
小
児
が
ん
な
ど

長
期
治
療
が
必
要
な
患
者
が
入

院
し
て
い
る
。
入
院
中
、
患
者

の
兄
弟
は
病
棟
へ
入
る
と
と
が

で
き
ず
、
患
者
や
看
病
す
る
両

親
と
離
れ
て
過
ご
す
時
聞
が
長

く
な
る
。
陳
外
感
や
さ
み
し
さ

な
ど
か
ち
、
学
校
や
普
段
の
生

活
に
支
障
が
出
て
し
ま
う
子
ど

も
も
い
る
と
い
う
。

患
者
の
兄
弟
に
気
持
ち
を
発

散
し
て
も
ら
お
う
と
、
闘
病
院

の
チ
ャ
イ
ル
ド
・

ラ
イ
フ
・
サ

ポ
l

タ
l

、
大
森
絵
里
子
さ
ん

ら
が
「
き
ょ
う
だ
い
の
日
」
と

題
し
て
、
親
子
や
兄
弟
で
受
流

す
る
行
事
を
企
画
。
患
者
の
病

気
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
小
児
科
医
が
ク
マ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
治
療
の
内

容
を
説
明
し
た
。

乙
の
白
は
四
家
族
が
参
加

し
、
一
緒
に
ク
ッ
キ
ー
の
飾
り

2
0
1
6

年
2

月
幻
自
(
日
)

病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

日(東京)・朝刊 I 2016年4月 20日(水) I | 毎
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病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

子
ど
も
患
者
付
き
添
い

家
族
支
援
大
切
さ
瞬
え

コ
U
引
日
子
ど
も
の
患
者
に
付
き
添
う
家
族

雇
賀
市
一
ー
、

に
け
H
H

」
が
、
低
料
金
で
宿
泊
で
き
る
施
設「フ

ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
必
要
性
を
訴
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
9

目
、
佐
賀
市
の
佐
賀
大
医
学
部
附
属
病
院
臨
床

大
講
堂
で
あ
っ
た
。

県
内
で
設
立
を
模
索
す
る
市
民
組

織
「よ
か
こ
と
し
よ
う
会」が
聞
き
、
「施
設
が
実
現

で
き
る
よ
う
支
援
を」と
呼
び
掛
け
た。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、

長
期
入
院
の
小
児
患
者
の
家

族
を
対
象
に
し
た
宿
泊
施

設。
各
個
室
に
台
所
や
浴
室

を
備
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
運
営
な
ど
で
利
用
料
金

L姐錨島
、，岡・広温・‘匂A
t&J・幽幽・a・~1>
c.酒田IDIII!ヨ.0
.，.遍.. 低~~
二~-.!'.・冒 ~
~~~圃・-!':..，­

' ‘""，.\\II~ 

i輝
重
い
病
気
の
子
ど
も
と
家
族
が
、
医
療
ケ
ア
を
受

け
な
が
ら
短
期
滞
在
で
き
る
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
「
も

み
じ
の
家
」
が
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

(
東
京
都
世
田
谷
区
)
に
今
春
オ
ー
プ
ン
す
る

。

懸

命
に
生
き
よ
う
と
す
る
小
さ
な
命
。

そ
れ
を
支
え
る

家
族
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
:
。

温
か

み
の
あ
る
「
第
二
の
家
」
を
つ
く
ろ
う
と
、
奮
闘
す

る
人
々
の
思
い
を
伝
え
る。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月

4
日
(
木
)

を
千
円
ほ
ど
に
抑
え
る
こ
と

で
、
患
者
家
族
の
心
身
や
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
。

全
国
で1
2
5

施
設
が
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
佐
賀
に
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
N

P
O

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス

(
墓
尽
)
の
植
田
洋
子
事
務

局
長
と
、
福
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
ウ
ス
の
高
原
登
代
子
代
表 が

、
ハ
ウ
ス
の
歴
史
や
夏
泉
、

福
岡
で
の
現
状
を
話
し
た
。

二
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運

営
を
支
え
て
い
る
状
況
を
説

明
し
、
市
民
の
支
援
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。

佐
賀
で
の
設
立
に
向
け

た
動
者
一
淳
一
歓
迎
し
、

「単
な

る
安
い
宿
で
は
な
く
、
患
者

と
家
族
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
ヘ

向
か
え
る
場
所
に
し
て
ほ
し い

」
と
要
望
と
激
励
を
送

っ
た。講

演
後
は
参
加
者
と
の
交

流
会
も
あ
り
、
会
場
か
ら
は

「地
域
の
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
連
携
す
る
拠
点
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
上
が

っ
た。

小
城
市
か
ら
参
加
し

た
泉
万
里
江
さ
ん
(
印
)
は

「
ハ
ウ
ス
の
重
要
性
が
分
か

っ
た。

市
民
ぐ
る
み
で
実
現

宿泊施設開設ヘシンポ
べ
毎
て
ほ
し
い」
と
期
待
を

寄
せ
た。

よ
か
こ
と
し
よ
う
会
で

は
、
佐
賀
未
来
創
造
基
金
を

通
じ
た
寄
付
な
ど
各
種
支
援

を
募
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ

せ
は
開
会
の
鈴
木
事
務
局

長
、
電
話0
9
5
2
(
3
4
)

2
5
5
5

、
ま
た
は
同
基
金

ホ
l

ム
ペ
ー
ジ
で。

(
原
田
隆
博
)

佐
賀
新
聞

・
朝
刊

2
O
T
6

年
4

月
旧
日
(
水
)

⑧ 

三
百
六
十
五
日
、
夏
来
の
心
は

強
り
詰
め
て
い
る。

そ
ん
な
あ
る
日
、
か
か
り
つ

け
の
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

に
涼
佳
と
向
き
合
っ
た
。

く
つ

ろ
い
で
D
V
D

を
見
て
い
た

娘
。

テ
ラ
ス
で
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
風
に
当
た
っ
て
い
た。
家

在宅で人工呼服器を使う子ども
ω(人)一一一成育の患者
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「
ご
は
ん
だ
よl
、
い
た
だ

き
ま
す
」
。

川
崎
市
高
津
区
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
小
川
夏
未

(
三巴
が
長
男
陽
介
(ニ
つ
)に声
を

掛
げ
る。
こ
の
臼
の
献
立
は
ヒ

ジ
キ
ご
飯
に
み
そ
汁
、
リ
ン
ゴ

や
バ
ナ
ナ
・
・
・

。

で
も
、
陽
介
は
か
ん
だ
り
、

飲
み
こ
ん
だ
り
で
き
な
い。
管

を
通
し
て
胃
に
直
接
栄
養
を
入

れ
る
「
胃
ろ
う
」
が
、
お
な
か

に
あ
る
。

食
材
を
ペー
ス
ト
に

し
た
も
の
が
陽
介
の
食
事。
夏

未
が
ゆ
っ
く
り
と
、
管
か
ら
入

れ
て
あ
げ
る。

出
産
予
定
日
の
三
カ
月
ほ
ど

前
、
こ
の
子
の
心
拍
が
消
え

た
。

緊
急
手
術
で
生
ま
れ
、
血

液
が
へ
そ
の
緒
か
ら
母
親
に
流

れ
込
む
原
因
不
明
の
病
気
と
分

か
っ
た。

一
命
を
取
り
留
め
た

も
の
の
、
水
頭
症
と
髄
膜
炎
を

発
症
し
た。

医
師
は
「
寝
た
き
り
は
免
れ

な
い
。

家
に
帰
れ
な
い
可
能
性

も
あ
る
」
と
言っ
た
が
、
陽
介

は
が
ん
ば
っ
た
。

頭
の
手
術
を

伺
度
も
乗
り
越
え
、
七
カ
月
で

退
院
で
き
た。

食
事
の
世
話
は
気
が
抜
け
な

い
。

管
を
詰
ま
ら
せ
る
と
大
変

だ
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、

陽
介
を
預
け
ら
れ
る
施
設
は
ほ

と
ん
ど
な
い。

二
十
四
時
間
、

に戻れる

ki SOkuhou 

と安全管理総集版 2016年 7 号

タ
l
(
東
京
都
世
田
谷
区
)

に
、
首
都
圏
初
の
子
ど
も
ホ
ス

ピ
ス
「
も
み
じ
の
家
」
が
で
き

る
と
知
っ
た
。

八
〉

ホ
ス
ピ
ス
と
い
っ
て
も
「
死

を
待
つ
施
設
」
で
は
な
い
。

子

ど
も
と
一
緒
に
家
族
も
短
期
滞

在
し
、
ふ
だ
ん
の
看
護
を
忘
れ

英
気
を
養
っ
て
ま
た
自
宅
に
戻

れ
る
。

圏
内
で
初
め
て
二O

一

二
年
に
開
設
さ
れ
た
淀
川
キ
リ

ス
ト
教
病
院
(
大
阪
市
)
で

は
、
三
年
余
り
で
約
二
百
三
十

人
が
利
用
し
た。
そ
の
一
人
、

山
川
久
子
(四
-U
H兵
庫
県
三
田

市
H

は
、
三
歳
の
次
女
涼
佳
と

過
ご
し
た。

「
普
通
の
お
母
さ

ん
と
娘
に
戻
れ
る
場
所
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る。

一
歳
半
で
網
膜
の
が
ん
を
発

症
し
、
右
目
を
摘
出
し
た
が
再

発
し
た。
劇
薬
の
抗
が
ん
剤
を

飲
ま
せ
る
だ
け
で
も
毎
日
ピ
リ

ピ
リ
し
た。
二
歳
上
の
長
女
の

甘
え
も
受
け
止
め
ら
れ
ず
、

「
家
で
楽
し
く
過
ご
す
の
が
し

ん
ど
か
っ
た
」。

週
末
に
滞
在
し
た
ホ
ス
ピ
ス

は
、
ラ
ン
プ
が
優
し
い
光
を
放

つ
空
間
だ
っ
た。
ゆ
っ
く
り
過

ご
せ
る
居
間
に
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
音
楽
遊
び。

雪
晶
置
を

ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
、
久
し
ぶ
り

族
で
作
っ
た
タ
コ
焼
き
多
あ
ん

な
に
頬
張
っ
て
い
た
ね
・
:

。

最
初
の
利
用
か
ら
二
カ
月
後

に
涼
佳
は
亡
く
なっ
た
が
、
幼

い
命
の
輝
き
が
目
に
焼
き
付
い

て
い
る
。

「
あ
そ
こ
が
な
け
れ

ば
、
後
悔
を
引
き
ずっ
た
か
も

し
れ
な
い
」<>

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の

も
み
じ
の
家
の
四
月
開
業
を
知

り
、
夏
来
は
昨
年
十
一
月
の
説

明
会
に
参
加
し
た。

「
遊
ん
だ

り
、
学
ん
だ
り
、
子
ど
も
ら
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
施
設

に
し
た
い
」
。
話
を
聞
き
、

「
陽
介
が
自
分
ら
しく生
き
ら

れ
る
場
所
に
な
る
の
で
は
」
と

希
望
を
感
じ
た。

医
療
の
進
歩
で
助
か
る
子
が

増
え
る
一
方
、
退
院
後
に
自
宅

で
医
療
ケ
ア
を
受
け
る
ケl
ス

も
年
々
増
え
る。
同
セ
ン
タ
ー

で
は
人
工
呼
吸
器
だ
け
で
も
八

年
間
で
二
倍
以
上
に
。

も
み
じ

の
家
の
利
用
は
当
面
は
地
元
の

世
田
谷
区
在
住
者
に
限
ら
れ
る

が
、
夏
未
は
栂
来
に
期
待
を
つ

な
ぐ
。

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
笑
わ
な

か
っ
た
陽
介
が
、
最
近
は
声
を

出
し
て
笑
う。
口
を
と
が
ら
せ

て
不
満
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る

こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
時
、
夏

未
の
肩
の
力
が
ふ
っ
と
抜
け

る
。

「
生
き
る
道
を
選
ん
で
く

れ
た
陽
介
に
は
、
笑っ
て
育
っ

て
ほ
し
い。

そ
の
た
め
に
絶
対

に
必
要
な
施
設
で
す
」

(文
中
敬
称
略)

l

こ
の
連
載
は
、
白
井
康
兆
、

小
林
由
比
が
担
当
し
ま
す
。

「
もみ
じ
の
家
」
将
来
的
に
全
国
対
象

同
凶

子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
重
い
病
気
が
あ
り
、
自
宅

m
L

で
医
療
ケ
ア
を
受
け
る
子
ど
も
と
家
族
が
短
期
間

滞
在
す
る
施
設。
M
時
間
態
勢
で
医
療
ケ
ア
が
受
げ
ら
れ

る
。

大
人
の
ホ
ス
ピ
ス
は
終
末
期
の
緩
和
ケ
ア
や
看
取

(
み
と
)
り
に
重
点
が
置
か
れ
る
が
、
終
末
期
に
限
ら

ず
、
子
ど
も
が
遊
び
ゃ
音
楽
な
ど
楽
し
い
体
験
を
し
た

り
、
家
族
が
疲
れ
を
癒
や
す
場
と
位
霞
づ
け
ら
れ
る

。

も

み
じ
の
家
は
、
開
所
時
は
利
用
者
の
地
域
や
人
数
を
限
定

す
る
が
、
籾
来
的
に
は
全
国
か
ら
受
け
入
れ
る
方
針

。

東
京
新
開
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
4

日

(木
)
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「第二の家」遊びも、看護も

病
児
家
族
と
医
療

5

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

l覊 

医
療
ス
タ
ッ

フ
の
思
い

コ
元
気
で
い
る
ん
だ
な
」
。

一
月
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
(
東
京
都
世
田
谷
区
)

で
在
宅
診
療
科
の
医
長
を
務
め

る
中
村
知
夫
(
五
色
が
、
年
賀
状

を
め
く
り
目
を
細
め
た。

か
つ

て
治
療
を
担
当
し
た
難
病
の
子

ど
も
の
家
庭
か
ら
届
く
と
、
一

人
一
人
、
あ
ど
け
な
い
顔
が
思

い
浮
か
ぶ。

小
児
科
医
と
し
て
三
十
年
、

未
熟
児
や
染
色
体
異
常
な
ど
の

赤
ち
ゃ
ん
の
治
療
を
専
門
に
し

て
き
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
の
前

身
、
国
立
小
児
病
院
に
で
き
た

日
本
初
の
小
児
集
中
治
療
室
で

は
、
人
工
心
肺
な
ど
高
度
医
療

の
臨
床
と
研
究
に
没
頭
し
た
。

「
一
分
一
秒
を
争
い
、
命
を

救
う
現
場
は
や
り
が
い
が
あ
っ

た
。

一
番
の
喜
び
は
、
患
者
が

完
壁
に
治
っ
て
帰
っ
て
い
く
こ

生
き
る
幸
せ

と
」一

方
で
、
重
い
障
害
が
残
っ

た
ま
ま
退
院
す
る
子
も
い
た
。

「
年
賀
状
を
も
ら
え
な
い
家
族

の
方
が
気
に
な
っ
た。
命
は
救

っ
た
け
ど
、
本
当
に
幸
せ
に
な

っ
て
い
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
・
・
・
」

<>

日
本
の
小
児
医
療
の
愚
先
端

を
担
う
同
セ
ン
タ
ー
が
、
退
院

後
の
子
ど
も
を
支
え
る
「
子
ど

も
ホ
ス
ピ
ス
」
を
運
営
す
べ
き

な
の
か
。

院
内
で
は
数
年
間
に

わ
た
る
議
論
が
あ
っ
た
。

二
o
=
ニ
年
、
同
セ
ン
タ
ー

の
企
画
戦
略
室
長
に
出
向
し
た

厚
生
労
働
省
の
山
本
尚
子
(
現

・

大
臣
官
房
審
議
官
)
も
慎
重

だ
っ
た。
在
宅
介
護
支
援
は
地

方
自
治
体
の
仕
事
。

そ
れ
に
、

多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
手
が

か
か
る
難
病
の
子
の
ケ
ア
は
、

財
政
負
担
が
重
い。

山
本
は
医
師
免
許
を
持
つ
医

系
技
官
で
、
本
省
の
疾
病
対
策

課
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る

。

「
で
も
、
大
人
の
難
病
が
中
心

で
、
こ
う
い
う
子
ど
も
が
地
域

に
い
る
こ
と
に
じ
っ
く
り
思
い

を
は
せ
て
い
な
か
っ
た
」。
看

護
す
る
母
親
の
大
変
さ
、
外
国

の
先
進
事
例
を
見
学
し
た
り
す

る
う
ち
、
考
え
は
変
わ
っ
た
。

「
(
日
本
の
小
児
医
療
の
中
心

で
あ
る
)
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
が
や
る
こ
と
は
間
違
っ
て

い
な
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

こ
の
年
、
同
セ
ン
タ
ー
は
子

ど
も
ホ
ス
ピ
ス
「
も
み
じ
の

家
」
の
設
立
を
決
め
た。

<>

「
遊
び
の
プ
ロ
に
い
て
も
ら

い
た
い
」
「
薬
が
効
か
な
い
菌

を
持
っ
て
い
る
子
も
、
お
風
自

に
入
れ
て
あ
げ
た
い
よ
ね
」
。

あ
げ
た
し

も
み
じ
の
家
の
運
営
の
中
心
と

な
る
看
護
師
ら
は
、
議
論
を
重

ね
な
が
ら
四
月
の
開
業
準
備
を

進
め
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
は

「
第
二
の
家
」
だ
。

師
長
に
就
く
滝
本
悦
子
(
回
ε

は
「
入
院
し
た
子
ど
も
を
、
少

し
で
も
自
宅
で
過
ご
さ
せ
て
あ

げ
た
い
」
と
願
っ
て
き
た
。

し

か
し
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み

は
脆
弱
で
、
親
子
が
孤
立
し
が

ち
な
状
況
が
あ
る
。
「
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
に
も
み
じ
の
家

に
ど
ん
ど
ん
来
て
も
ら
い
、
子

、

ど
も
を
支
え
る
人
々
を
つ
な
ぐ

場
に
な
れ
ば
い
い
」

医
師
の
中
村
は
、
も
み
じ
の

家
の
利
用
希
望
者
の
診
察
を
始

め
て
い
る
。

「
完
全
に
は
治
せ

な
か
っ
た
子
の
人
生
も
支
え

る
。

そ
ん
な
施
設
の
モ
デ
ル
を

つ
く
ら
な
く
て
は
」
と
自
ら
を

鼓
舞
す
る。

「
ど
ん
な
子
も
、

医
療
を
受
け
る
た
め
だ
け
に
生

ま
れ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら

ね
」
(
文
中
敬
称
略
)

子
ど
も
の
先
端
医
療
担
う

4 3 院国 間珊
9 5 を内 臥1".]
o 0 統の 一ー
。人合中と

。 し核小国
病、担児立
院 2 説の成
は O 。 難育
28 0 国病医
の 2 立の療
診年小治研
療に児療究
科開病やセ
が設院医ン
あ 。 と学タ
り医国研|
、師立究

病数大を新
床は蔵担生
は約病う児

東

京

新
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・
朝
刊
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; 頭要
⑧ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
思
い

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
(
夏
京
都
世
田
谷
区
)
の
子

ど
も
ホ
ス
ピ
ス
「
も
み
じ
の

家
」
の
ロ
ゴ
マl
ク
は
、
か
わ

い
ら
し
い
ゾ
ウ
と
、
紅
葉
し
た

葉
っ
ぱ。

「
も
み
じ
の
家
」
と

い
う
文
字
は
、
英
国
在
住
の
喜

谷
昌
代
(
七
る
が
書
い
た
。

英
国

発
祥
の
施
設
を
日
本
に
紹
介
し

た
「
仕
掛
け
人
」
だ。

二
十
八
歳
の
時
、
一
九
六
四

年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
た
の
を
機

に
、
日
赤
の
奉
仕
活
動
に
飛
び

込
ん
だ。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の

サ
イ
ゴ
ン
(
現
ホl
チ
ミ
ン
)

で
傷
病
者
を
看
護
し
、
冷
戦
時

代
は
西
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ポ
ー
ラ

ン
ド
へ
救
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
し
た
。

英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に

あ
る
世
界
初
の
子
ど
も
ホ
ス
ピ

ス
「
へ
レ
ン
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ

ウ
ス
」
を
知
っ
た
の
は
、
六
十

代
に
な
っ
て
か
ら。
ロ
ン
ド
ン

郊
外
の
自
宅
か
ら
、
車
で
約
一

時
間
の
道
の
り
を
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
に
通
っ
た。

子
ど
も
た
ち
と

遊
び
、
皿
洗
い
や
草
む
し
り
も

手
伝
っ
た。

「
天
井
を
見
上
げ
て
寝
る
だ

け
の
病
院
と
違
い
、
ぬ
く
も
り

が
あ
る
。
子
ど
も
の
明
る
さ
に

喜
び
、
つ
ら
い
親
と
共
に
歩
く

場
所。
英
国
に
四
十
も
あ
る
の

に
日
本
に
な
い
な
ん
て・
:
」。

難
病
を
抱
え
る
日
英
の
若
者
の

究
流
に
乗
り
出
し
「
も
み
じ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
た
。

こ
れ
が
、
も
み
じ
の
家
の
名
前

に
つ
な
が
る。<>

そ
の
喜
谷
の
計
ら
い
で
、
英

国
の
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
日
本
の

青
年
が
い
た。
千
葉
県
松
戸
市

の
横
井
謙。
先
天
性
の
表
皮
水

庖
症
で
、
体
中
の
皮
膚
が
む

け
、
傷
口
が
絶
え
な
い
。
「
長

く
生
き
ら
れ
な
い
」
と
宣
告
さ

れ
た
が
、
頑
張
り
屋
で
大
学
ま

で
通
っ
た。

三
十
歳
だ
っ
た
二
O
O
六

年
、
両
親
と
ハ
ウ
ス
に
六
泊
し

た
。

謙
の
手
記
が
あ
る。

「
施

社会動かす
設
の
方
針
は
、
ゲ
ス
ト
に
強
制

し
た
り
禁
止
し
た
り
す
る
こ
と

は
可
能
な
限
り
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す。
本

人
の
意
思
や
希
望
を
尊
重
す

る
」ハ

ウ
ス
で
包
帯
を
交
換
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
中
世
の
面
影

が
残
る
街
を
散
策
し
、
夜
の
パ

l

に
繰
り
出
し
た。
同
じ
病
の

英
国
青
年
と
仲
良
く
な
り
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
受
流
も
始
め

た
。

「
な
ん
と
か
な
る
も
の
だ

な
と
い
う
小
さ
な
実
感
を
得
た

気
が
し
ま
す
」
「
す
ば
ら
し
い

機
会
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
。

手
記
は
、
若
々
し
い
命
の
輝
き

を
伝
え
て
い
る。

謙
は
皮
膚
が
ん
を
発
症
し
、

三
年
後
に
亡
く
な
っ
た。
喜
谷

病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

1

79歳の情熱

の
自
宅
に
は
、
ハ
ウ
ス
で
共
に

過
ご
し
た
謙
や
英
国
の
子
の
写

真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

。

こ
の
十
年
間
、
喜
谷
は
た
び

た
び
来
日
し
て
は
、
子
ど
も
ホ

ス
ピ
ス
の
意
義
を
医
療
関
係
者

ら
に
訴
え
て
き
た。

「
な
り
た

く
て
難
病
に
な
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
。

そ
し
て
、
誰
も
が
難
病
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

皆
さ
ん

の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」

そ
れ
に
心
動
か
さ
れ
、
四
年

前
に
圏
内
初
の
施
設
を
オ
ー
プ

ン
し
た
の
が
大
阪
市
内
の
病

院
。

岡
市
内
に
別
の
施
設
が
近

く
、
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
の
支
援
で

開
業
予
定
だ。

首
都
圏
初
の
施
設
と
し
て
四 月

に
開
業
す
る
も
み
じ
の
家

は
、
建
設
費
七
億
九
千
万
円
。

喜
谷
が
理
事
長
を
務
め
る
財
団

か
ら
も
出
資
し
た
が
、
到
底
足

り
な
い
。

日
本
財
団
な
ど
方
々

か
ら
資
金
を
募
り
、
全
額
寄
付

で
建
て
る。
今
後
の
運
営
費
も

寄
付
頼
み
だ。

受
け
入
れ
る
子
ど
も
の
人
数

は
、
当
面
は
ヲ
天
」
。

小
さ

な
歩
み
か
も
し
れ
な
い
が
、
社

会
の
善
意
を
集
め
よ
『
?
と
す
る

七
十
九
歳
の
情
熱
は
、
衰
え
て

は
い
な
い
。

「
こ
こ
か
ら
全
国

に
広
げ
た
い
の。
そ
れ
が
私
の

夢
な
ん
で
す
」(

文
中
敬
称
略
)

H

こ
の
連
載
は
白
井
康
兆
、

小
林
由
比
が
担
当
し
ま
し
た

。

世
界
初
の
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス

内
J圃
へ
レ
ン
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ
ウ
ス
1
9
8
2

年
、

F
L

世
界
初
の
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
と
し
て
「
へ
レ
ン
・
ハ

ウ
ス
」
が
誕
生。
2
0
0
4

年
、
同
歳
以
上
の
若
者
の
施
設

「
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ
ウ
ス
」
が
加
わ
っ
た

。

運
営
は
企
業
や
個

人
の
寄
付
で
支
え
ら
れ
、
滞
在
す
る
子
ど
も
や
家
族
は
無

料
。

同
様
の
施
設
は
欧
米
に
広
が
っ
て
い
る
。

もみじの家ではボランティアを随時募集。 寄付は、成育医療研究セン

ターのホームページからクレジツトカード払いが可能。 銀行振込先の口

座番号は非公表で、同センター=電03 (3416) 0181 ==へ問い合わせを。
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病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

i

⑮
ζ
圏
事
右
め
ぐ
る
圃

割
劃
伺
一
-
一
ン
ゲ
ン
学
一

自
分
に
と
っ
て
の
「
人
生
の

意
味
」
あ
る
い
は
「
生
き
が
い
」

を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
人
は
自
分

が
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人

が
る
と
い
う
考
え
を
基
に
、
患

者
が
人
生
の
意
味
を
見
い
だ
せ

る
よ
う
に
支
援
す
る
「
ロ
ゴ
セ

ラ
ピ
l

」
と
い
う
治
療
法
が
あ

り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精

神
科
医
・

故
ヴ
ィ
ク
トl
ル
・

ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
強
制
収
容
所

に
い
る
問
、
も
し
解
放
さ
れ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
収
容
所
で
の
壮

絶
な
体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

こ
と
に
生
き
る
意
味
を
見
い
だ

し
て
過
酷
な
生
活
に
耐
え
ま
し

た
。
強
制
収
容
所
の
体
験
は
終

戦
後
、
「
夜
と
霧
」
と
い
う
著

書
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
世
界
中
で
読
ま

れ
続
け
て
い
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

で
す
。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
収
容
さ

誕
生

…
…の
……意
…
昧…秦
混

一府
提
訴
…
…

…

う
ま
く
ス
ト
レ
ス
に
対
処

生
や
仕
事
が
ど
れ
ほ
ど
苦
し
く

て
も
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
意
味

が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
仕
事
の

繰
り
返
し
に
は
、
と
て
も
耐
え

ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
人
生
の

意
味
や
生
き
が
い
を
持
つ
人

は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、

苦
し
み
ゃ
ス
ト
レ
ス
に
う
ま
く

対
処
で
き
ま
す
。

人
生
の
意
味
を
見
い
だ
せ
な

い
こ
と
が
心
の
不
安
定
に
つ
な

フ
ラ
ン
ク
ル
が
始
め
た
治
療
法

で
、
「
ロ
ゴ
」
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
で
「
意
味
」
を
表
し
ま
す
。

近
年
、
圏
内
で
は
「
生
き
が
い

療
法
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
フ
ラ
ン
ク
ル
は

第
2

次
世
界
大
戦
中
に
、
ナ
チ

ス
の
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ

ま
し
た
。
終
戦
後
に
解
放
さ
れ

ま
し
た
が
、
一
緒
に
収
容
さ
れ

た
家
族
は
収
容
所
で
亡
く
な
り

れ
る
前
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た

ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
l

の
理
論
の
正
し

さ
を
、
収
容
所
で
の
人
々
の
過

ご
し
方
を
観
察
し
て
確
認
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
や
仕
事
の
目
標
以
外
で

も
子
ど
も
の
存
在
が
生
き
が
い

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

江
戸
時
代
末
期
(
幕
末
)
、

山
口
県
で
松下
村
塾
を
起
こ
し

た
思
想
家
・

吉
田
松
陰
が
い
ま

す
。
松
下
村
塾
は
、
初
代
総
理

大
臣
の
伊
藤
博
文
ら
明
治
維
新

を
支
え
た
多
数
の
門
下
生
を
輩

出
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。

吉
田
は
幕
府
へ
の
反
逆
の
罪

で
ぬ
歳
の
若
さ
で
処
刑
さ
れ
ま

す
。
吉
田
の
辞
世
の
句
に
「
親

思
つ
心
に
ま
さ
る
親
心
け
ふ

の
お
と
ず
れ
何
と
き
く
ら
ん
」

が
あ
り
ま
す
。
意
味
は
、
「
子

ど
も
が
親
を
思
う
よ
り
も
親
が

子
ど
も
を
思
2
気
持
ち
の
方
が

深
い
の
に
、
子
ど
も
が
亡
く
な

っ
た
知
ら
せ
を
聞
い
て
親
は
ど

う
思
つ
だ
ろ
う
か
」
で
す
。

新
し
い
国
家
を
築
く
こ
と
に

自
分
の
生
き
る
意
味
を
見
い
だ

し
た
吉
田
は
、
幕
府
と
対
抗
し
、

死
を
も
恐
れ
な
い
境
地
に
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
世
を

去
る
間
際
に

、

子
ど
も
を
思
つ

親
心
に
は
か
な
わ
な
い
、
先
立

つ
こ
と
は
親
に
申
し
訳
な
い
と

い
う
心
情
を
表
し
て
い
ま
す。

子
ど
も
は
親
に
と
っ
て
の
生
き

が
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
分

か
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
た
辞

世
の
句
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。(

大
分
大
学
名
誉
教
授・
元

同
大
学
病
院
長
)

|大分合同新聞・朝刊 I 2016年3月 19 日(土) I 

20 新聞社以外の許絡も得た上で掲載しております.
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回
カ
月
の生
涯

「

誰
か
の
光
に
」

福
岡
市
の
小
井
手
さ
ん
娘
と
の
日
々
発
信

2

月
叩
日
午
前3
時
泊
分
、
小
井
手
結
咲
ち
ゃ
ん
は
他
界

し
た
。

-
歳1
カ
月

。

9

割
は1
歳
に
な
れ
な
い
と
い
わ
れ

る
染
色
体
異
常
「
日
ト
リ
ソ
ミ
1

」
患
者
と
し
て
は
、
厚
い

壁
を
打
ち
破
っ
て
の
旅
立
ち
だ
っ
た

。

結
咲
ち
ゃ
ん
の
日
々

を
、
父
剛
志
さ
ん
(
泊
)
、
母
優
希
さ
ん
(
幻

)
H
福
岡
市
西

区
H

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
」
で
建
信
し
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
親

た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た

も
の
と
は
。

(
河
津
由
紀
子
)

結
咲
ち
ゃ
ん
は20
1
5

年

1

月
7
日
、
2
4
7
5

ザ
で
生

ま
れ
た。

名
前
に
は
「
父
母
の

縁
を
結
び
、
咲
い
て
く
れ
た
世

界
一
き
れ
い
な
花
」
と
い
う
意

味
と
、
「
た
く
さ
ん
の
人
の
縁

を
結
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
た

。

産
前
か
ら
口
唇
口
蓋
裂
と
横

隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
は
判
明
し
て
い

た
。

生
後
、
心
臓
疾
患
や
白
内

障
、
難
聴
、
腸
回
転
異
常
な
ど

い
く
つ
も
の
疾
患
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
検
査
で
お

対
日
切
本
あ
る
染
色
体
の
う
ち
、 同

番
目
に
異
常
の
あ
る
「
日
ト

リ
ソ
ミ
l

」
だ
と
分
か
っ
た。

約
5

千
人
に
工
人
と
い
う
珍
し

い
染
色
体
異
常
だ

。

医
師
に
は
「
患
者
の
印箔が

生
後1
カ
月
前
に
亡
く
な
り
、

叩
拡
が
1

歳
に
な
れ
な
い
」
と

告
げ
ら
れ
た。
予
後
の
悪
さ
か

ら
「
痛
い
思
い
を
さ
せ
た
く
な

い
」
と
治
療
を
希
望
し
な
い
親

も
い
る
、
と
も。

し
か
し
、2

人
は
生
後1
カ
月
で
初
め
て
娘

を
抱
い
て
確
信
し
た。

「
ず
し

り
と
重
て
て
、
し
っ
か
り
生
き

て
い
た

。

寝
顔
を
見
て
自
信
が

湧
い
た。

叩
鬼
に
な
れ
る
よ
ね

っ
て
」
(
優
希
さ
ん
)
。

長
く

生
き
ら
れ
な
い
こ
と
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
が
「
や
れ
る
だ
け

や
っ
て
、
あ
と
は
結
咲
の
生
命

力
を
信
じ
よ
う
」
と
、
可
能
な

限
り
の
治
療
を
お
願
い
し
た
。

ｧ 

ｧ 

心
臓
や
胃
ろ
う
の
手
術
を
乗

り
越
え
、
生
後4
カ
月
で
退
院

し
た
。

自
宅
で
も
常
に
酸
素
吸

入
や
た
ん
吸
引
な
ど
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も

毎
日
楽
し
く
週
こ
す
一
家
に
と

っ
て
、
周
囲
か
ら
「
大
変
ね
」

と
同
情
さ
れ
た
り
、
保
健
師
に

「
同
じ
立
場
の
親
と
友
達
に
な

っ
て
み
て
は
」
と
助言さ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
不
思
議
だ
っ

た
。

孤
立
、
苦
労
し
て
い
る
親
、

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
つ

た
。

「た
ん
吸
引
も
胃
ろ
う
へ

の
注
入
も
、
子
ど
も
の
鼻
水
を

取
っ
た
り
弁
当
を
作
っ
た
り
す

病
児
家
族
と
医
療

1

悩
み
を
抱
え
込
ま
せ
な
い

1

る
の
と
閉
じ
。

大
変
そ
う
、
と

い
う
先
入
観
の
見
え
な
い
壁
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」

そ
れ
は
、
意
外
な
形
で
瞳
信

に
変
わ
っ
た。
剛
志
さ
ん
と
優

希
さ
ん
は
、
結
咲
ち
ゃ
ん
の
あ

り
の
ま
ま
の
日
々
を
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
「
可C
E
r
-
-
z
h
z

ロ
」
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
名
を
使

っ
て
発
信
し
て
い
た
。

大
濠
公

園
に
行
っ
た
こ
と
、
寝
返
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

剛
志
さ
ん
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
楽
し
ま
せ
た
こ
と
。

「
き

ょ
う

一
日
を
結
咲
が
生
さ
る
こ

と
で
、
誰
か
の
光
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
か
ら
だ

。

投
稿
に
は
、
病
気
や
障
害
の

あ
る
子
を
育
て
る
親
か
ら
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た。

〈子
育
て
は
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ。

「
病
気
イ
コ
ー
ル
大

変
」
と
受
け
止
め
ら
れ
た
く
な

い
〉
〈
口
層
口
蓋
裂
の
わ
が
子

を
見
か
け
た
人
に
「
あ
ら
、
か

わ
い
そ
う
」
と言
わ
れ
た。
5

0
0

人
に
1

人
と
高
確
率
で
発

症
す
る
の
に〉

周
囲
の
無
意
識
に
出
る
一
言
暴

や
一
歩
引
い
た
態
度
に
、
傷
つ

い
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
の

だ
。

ｧ 

ｧ 

結
咲
ち
ゃ
ん
は1
歳
の
誕
生

日
を
お
祝
い
し
た
翌
月
、
容
俸

が
急
変
し
た。
両
親
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ
た
と

き
は
、
達
成
感
に
満
ち
た
表
情

に
見
え
た。

悲
し
い
別
れ
に
し

た
く
な
い

。

葬
儀
は
「
お
別
れ

会
」
と
し
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ

ー
で
見
送
っ
た

。

そ
の
約2
週
間
後
、2
人
は

福
岡
市
中
央
区
大
名
の
ラ
ジ
オ

局
に
い
た。
お
笑
い
タ
レ
ン
ト

の
剛
志
さ
ん
が
担
当
す
る
番
組

で
、
結
咲
ち
ゃ
ん
の
生
涯
を
語

っ
た
の
だ。
A寸後
も
病
気
や
障

害
の
あ
る
子
の
い
る
家
族
の
思

い
を
ネ
ッ
ト
な
ど
で
発
信
し
続

け
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
「
見
え
な
い
壁
」
を
な
く

し
て
い
こ
っ
と
決
め
た

。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
こ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
つ
づ
る
。

「
病

気
と
と
も
に
家
族
に
な
る
。

そ

ん
な
に
悪
く
な
い
で
す
よ
」

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
6

年
3

月
割
目
(
火
)
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招く誤解分のお弁当 J

母
乳
育
児
は
出
産
直
後
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

。

母
乳
が

出
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
問
、
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
は
足
り

て
い
る
の
か
。

出
産
で
疲
弊
し
た
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
だ
け

で
過
ご
す
こ
と
は
、
安
全
面
の
リ
ス
ク
を
伴
わ
な
い
の
か

。

連
載
第
3

部
は
、
母
乳
育
児
の
始
ま
り
に
あ
る
課
題
を
考

え
る
。

ど
う
し
て
と
ん
な
に
減
っ
た
ん

だ
ろ
う
|
|
。
東
京
都
の
主
婦

(
鈎
)
は
l

年
前
の
冬
、
長
女(
5
)

の
母
子
手
帳
を
見
返
し
て
思
っ

た
。
出
生
時
に33
6
0

勾
あ
っ

た
体
置
は
5

日
後
に
U
4w減
っ

た
。
通
常
は2
週
間
ほ
ど
で
出
生

時
の
体
軍
に
戻
る
が
、
1

カ
月
後

も
回
復
し
て
い
な
い
。
母
乳
が
出

ず
泣
き
続
け
た
我
が
子
の
姿
が
よ

み
が
え
っ
た
。
「
脳
や
体
に
十
分

な
栄
養
が
届
か
な
か
っ
た
か
ら
で

は
」
。
長
女
の
心
身
の
発
達
に
不

安
を
感
じ
る
中
、
原
因
を
見
つ
け

た
よ
う
に
思
え
た。

初
め
て
の
出
産。
本
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
母
乳
育
児
に
熱

心
な
病
院
を
選
ん
だ
。

し
か
し
簡 国

だ
け
足
さ
な
い
よ
う
に
念
を
押
さ

れ
た。
病
院
の
母
乳
外
来
に
も
助

産
院
に
も
通
い
、
母
乳
の
出
や
す

い
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ッ

サ

ー
ジ
を
受
け
た。
転
機
は1
カ
月

健
診
。
体
軍
が
轡
え
て
い
な
い
た

め
、
小
児
科
医
が
ミ
ル
ク
を
足
す

よ
う
指
導
、
半
年
後
に
は
ミ
ル
ク

だ
げ
に
な
っ
た
。

成
長
す
る
に
つ
れ
、
相
手
の
心

情
を
く
み
と
る
の
が
苦
手
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難
が
あ
る
長

女
の
発
達
に
、
疑
問
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネット

で
は
、
乳
児
期
の
栄
養
状
態
が
発

達
に
影
響
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
病
院
か
ち
カ
ル
テ
を

取
り
寄
せ
る
と
、
体
蜜
が
大
幅
に

減
っ
た
と
と
で
低
血
糖
に
な
る
可

能
性
が
記
さ
れ
て
い
た
。

医
療
関
係
者
の
闘
で
は
退
院
時

に
体
軍
が
叩
像
以
上
減
っ
て
い
れ

ば
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。
だ
が

当
時
、
ミ
ル
ク
を
足
す
よ
う
に
と

の
指
示
は
な
か
っ
た
。

長
女
は
発
遥
専
門
の
小
児
科
医

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
今
年
3

月
、
療

新生児の低血糖

図 脳の軍要なエネルギー源となる血液
中のブドウ糖湿度が低く なった状態。

眠りがちマ呼吸が不安定マぐったりするーー
などの症状が出るごとがある。 先天的な代謝

異常や、母乳が十分に飲めない状態が続く こ

となどによって重症化すると、 脳に障轡が出
る恐れが指摘されている。

-
低
出
生
体
重
児
増
え

新
生
児
は
水
分
や
脂
肪
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
く
る。
乙
れ
が
「3
日
分
の
お

弁
当
」。
多
く
の
母
親
が「初
め

は
母
乳
が
少
な
く
て
も
大
文
芸

な
ど
と
授
乳
指
導
で
助
産
師
か
ら

聞
か
さ
れ
る。

し
か
し
母
乳
育
児
に
鮮
し
い
昭

和
大
学
江
東
豊
洲
病
院
の
水
野
克

己
教
授
(小
児
内
科)
は
「
誤
解

を
招
く
」
と
指
摘
す
る
。

理
由
は
減
少
傾
向
に
あ
る
新
生

児
の
出
生
体
麗
だ。
2
0
1
4

年

の
平
均
出
生
体
重
は
男
児
3
0
4

0

句
、
女
児2
9
6
0

匂
で
、
と

も
に
1
9
7
5

年
よ
り
約2
0
0

ぜ
ぷ少
な
い。
2
5
0
0

匂
未
満
の

低
出
生
体
置
児
はM年
に9
・
5

の
せ
い」
と
思
い
夜
中
も
授
乳
を

続
け
た
。
退
院
時
に
産
婦
人
科
医

か
ら
ミ
ル
ク
を
足
す
よ
う
指
示
さ

れ
た
が
、1
カ
月
健
診
で
「
十
分

出
て
い
る
か
ら
母
乳
だ
け
で
大
文

芸
と
言
わ
れ
、
混
乱
し
た
。

結
局
、
生
後4
カ
月
で
完
全ミ

ル
ク
に
切
り
替
え
た
。

女
性
は
「娘

が
う
ま
く
母
乳
を
飲
め
ず
、
私
の

授
乳
リ
ズ
ム
も
乱
れ
た
。

母
子
を

よ
く
見
て
指
潟
を
し
て
ほ
し
い
」

ip望号室開書官京君主芝霊星空 三
は」せルとにに現小起ン
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3 日医療者の適切な介入を

単
に
母
乳
は
出
な
か
っ
た
。

「赤
ち
ゃ
ん
は3
日
分
の
お
弁

当
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
か
ら

大
丈
き
。

助
産
師
に
励
ま
さ
れ

た
。

指
導
に
従
い一晩
で
お
回
授

乳
し
た
と
と
も
あ
る
。

マ
ッ

サ
ー

ジ
で
胸
は
育
あ
ざ
だ
ら
け
に
な
っ

た
。
晴
乳
瓶
に
慣
れ
る
と
母
乳
を

飲
ま
な
く
な
る
か
色
と
、
粉
ミ
ル

ク
は
ほ
と
ん
ど
提
供
さ
れ
な
か
っ

た
。

-
ミ
ル
ク

の
指
示
な
く

退
院
挙
句
、
ミ
ル
ク
は
で
き
る

「
粉
ミ
ル
ク
を
足
し
て
い
れ
ば

.
・
と
い
う
思
い
に
さ
い
な
ま
れ

て
。

医
療
が
発
達
し
た
今
の
時
代

で
も
、
還
が
懸
か
っ
た
と
曹
?
レ

か
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
」

育
施
般
に
通
い
始
め
た
。

発
禁

遅
れ
た
原
因
は
は
っ
き
り
分
か
ら

な
い
が
、
主
婦
は
「
あ
の
病
院
で

出
産
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と

自
分
を
責
め
る。
母
乳
だ
け
を
与

え
る
と
と
を
求
め
た
病
院
に
も
疑

問
を
抱
く
。
「
努
力
し
て
も
母
乳

が
出
な
い
人
は
い
る
と
と
、
赤
ち

ゃ
ん
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
と

と
を
、
も
っ
と
認
識
し
て
ほ
し
い
」

と
替
え
る
。

娘
の
寝
顔
を
見
て
は
「
ご
め
ん

ね
」
と
心
の
中
で
謝
る
夜
を
軍
ね

て
い
る。

囲

図 血清中のナト円ム遺跡高く
なる状態で、脱水が疑われる症状

の一つ。 新生児の場合、生後数日にわた

り母乳が十分飲めないことが原因になる

ことがある。 適切な対応をせずに症状が

続くと、けいれん発作ゃ歯量内出血など
の合併症を引き起こす可能性もある。

高ナ ト リウム血症-
生
後
3

日
目
に
異
変

2
0
0
9

年
6

月
、
東
京
都
板

品wを
占
め
、
加
年
間
で
創
合
が
倍

増
し
た
。
水
野
教
授
は「ど
ん
な

新
生
児
も
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

備
え
て
い
る
と
は
限
ち
な
い
と
と

を
前
提
に
、
授
乳
指
導
に
当
た
る

べ
き
だ
」
と
言
う
。

ロ
年2
月
に
出
産
し
た
福
岡
県

の
女
性
(
部
)
の
長
女
は
退
院
時
、

出
生
体
豊
か
ろ
日
物
減
っ
た
。
産

院
は
「
原
則
的
に
ミ
ル
ク
は
与
え

な
い
」
方
針
だ
っ
た
。
授
乳
し
て

も
泣
き
や
ま
ず
、
助
産
師
に
不
安

を
訴
え
た
が
、
返
っ
て
き
た
の
は

「
お
弁
当
」
の
話
だ
っ
た
。

「
娘
が
や
せ
て
い
く
の
は
自
分 と

話
す。

-
医
学
的
根
拠
示
し

て

「3
日
分
の
お
弁
当
」
は
、
母

乳
育
児
に
積
極
的
だっ
た
医
師

が
、
母
乳
が
出
な
い
人
を
安
心
さ

せ
る
た
め
に
言
い
始
め
た
と
み
色

れ
る
。
日
本
助
産
師
会
の
岡
本
喜

代
子
会
長
は
「
助
産
師
の
教
科
書

に
は
書
い
て
い
な
い。

母
乳
の
出

方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
3

日
間

ミ
ル
ク
を
足
さ
な
く
て
い
い
と
は

考
え
て
い
な
い」
と
話
す。

母
乳
育
児
を
推
進
す
る
日
本
ラ

富山大学付属病院周産母子センターの

田村賢太郎医師らは2010年、新生児の体

軍が10%減少した場合、 高ナトリウム血
症性脱水のリスクが高まるとの論文を発

表した。

2008年 7~12月に富山県立中央病院で

生まれ、入院していた新生児227人のう

ち、主に体重減少lQq診を理由に血液検査
された子ども47人の診療記録をもとに調

査。 大半が生後3 日以内の検査で、 4割
弱の18人に高ナトリウム血症を認めた。

母乳をしぼった状態で与える搾乳か、ミ

ルクの補足で、脱水は改曽した。 新生児

227人のうち、直緩母乳のみは154入、抑

乳を補足したのは37人、ミルクを必要と
したのはお人だった。

ミルクや搾乳で脱水改善
橋
区
の
女
性
(
却
)
は

2
5
4
5

Uフ

の
次
男
を
出
産
し
た
。

母
乳
が
出

る
気
配
は
な
く
、
次
男
も
う
ま
く

吸
え
な
い
様
子
だ
っ
た
。
「
と
に か

く
お
っ
ぱ
い
を
く
わ
え
さ
せ
る

よ
う
に
」。
助
産
師
かh
E掴
示
さ

れ
、
糖
水
や
ミ
ル
ク
は
与
え
ち
れ

な
か
っ
た。

分
の
授
乳
方
法
に
納
得
し
、
自
信

を
持
て
る
か
が
一
番
重
雪
と
強

調
す
る
。「助
産
師
ち
は
母
親
の
意

思
を
尊
置
し
、
経
験
や
信
条
で
は

な
く
、
必
要
な
ら
検
査
デ
l

タ
や

医
学
的
に
根
拠
の
あ
る
観
明
を
し

て
、
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ろ
な
い
」

。

と
の
連
載
は
五
味
香
織
、
中
川

聡
子
、
塩
田
彩
が
担
当
し
ま
す

毎

日

(東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
6

年
4

月

M
日
(
木)

異
変
は
生
後3
日
自
に
起
き

た
。

唇
を
紫
に
変
色
さ
せ
激
し
く

泣
く
次
男
に
看
護
師
が
気
づ
い

た
。

診
察
す
る
と
、
生
後
位
時
間

で
1

デ
シ
凶
あ
た
り
却s
hヲ
以
上

が
目
安
と
さ
れ
る
血
糖
値
が
、

0

3
1

♂
匂
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。

ブ
ド
ウ
糖
液
の
点
滴
で
血
糖
値
は

安
定
し
た
が
脳
に
は
後
遺
症
が
残

っ
た。

3

歳
の
時
に
は
お
た
ふ
く
風
邪

に
よ
る
急
性
脳
症
に
な
っ
た

。

医

師
か
ら
は
「
発
達
に
異
僧
の
あ
る

子
が
脳
症
に
な
り
や
す
い
」
と
も

聞
か
さ
れ
た
。
脳
に
置
い
障
害
を

負
い
、
次
男
は6
歳
に
な
る
今
も

寝
た
き
り
だ。〔

次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
〕
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〔
前
ベl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

へ
ル
パl
の
手
も
借
り
、
っ
き

き
り
で
介
護
す
る
。
の
ど
に
詰
ま

ら
な
い
軟
ら
か
い
食
事
を
毎
食
作

り
、
体
室
げJ
の
患
平
を
そ
っ
と

抱
き
か
か
え
て
風
呂
に
入
れ
る
。

女
性
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
教
員
の
仕

事
を
や
め
、
パ
ー
ト
の
非
常
勤
講

師
と
な
っ
た
。
現
実
を
受
げ
入
れ

ら
れ
ず
一
時
は
、
二
人
で
一
緒
に

死
に
た
い
と
ま
で
思
い
詰
め
た
。

通
勤
電
車
か
ら
病
院
を
眺
め
る
た

び
、
恒
憶
が
よ
み
が
え
り
苦
し
く

な
っ
た
。

別
の
病
院
で
長
男
を
出
産
し
た

時
は
違
っ
た
。
母
乳
不
足
と
わ
か

る
と
す
ぐ
ミ
ル
ク
が
補
足
さ
れ

た
。
よ
そ
で
産
ん
で
い
れ
ば
:
・

・・
・
。

や
り
場
の
な
い
思
い
が
よ
ぎ
る
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
畳
初
の
5

日
聞

は
親
子
の
人
生
が
決
ま
る
時
間
。

医
師
や
助
産
師
さ
ん
に
は
例
外
的

な
症
例
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
息
子

な
ん
で
す
」。
女
性
は
言
葉
に
力

いもの』

き
出
生
体
窟
が
、
搬
議
に
は

日
必
減
っ
て22
1
4

匂
に
な
っ

て
い
た
。

+
亦
ち
ゃ
ん
は
母
乳
し
か
与
え
ら

産
後
間
も
な
い
乳
児
が
低
血
糖
れ
て
い
な
か
っ
た
。
神
経
細
胞
の

や
脱
水
に
伴
う
高
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
損
傷
に
つ
な
が
る
む
く
み
が
脳

症
に
な
る
事
例
が
近
年
、
望
室
の
一
部
に
見
ら
れ
、
ブ
ド
ウ
糖
液

れ
て
い
る
。
母
乳
が
足
り
ず
水
分
の
点
滴
投
与
な
ど
で
改
普
し
た

。

や
栄
養
が
不
足
し
た
状
態
だ
と
、
母
親
に
糖
尿
病
や
出
産
時
の
異

ト
ラ
ブ
ル
に
陥
る
と
い
う
。
常
は
な
く
、
新
生
児
に
も
先
天
的

現
場
で
ミ
ル
ク
を
安
易
に
出
さ
な
病
気
は
な
か
っ
た
。
大
橋
准

な
い
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
飲
み
教
授
は
「
母
乳
分
泌
が
少
な
い
に

や
す
い
晴
乳
瓶
に
慣
れ
て
し
ま
う
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
栄
差
補
給

と
、
母
乳
に
な
じ
み
に
く
く
な
る
。
が
な
か
っ
た
た
め
」
と
結
論
づ
け

去
、
母
乳
が
少
な
い
聞
は
糖
水
セ

や
ミ
ル
ク
を
与
え
る
べ
き
だ
と
の
世
界
保
健
機
構
(
W
H
O
)と

考
え
方
も
あ
る
。
母
乳
育
児
と
新
国
連
児
書
基
金
(
ユ
ニ
セ
フ
)
の

生
児
の
健
康
管
理
を
ど
う
両
宰
C

「
母
乳
育
児
を
成
功
さ
せ
る
た
め

せ
る
か
|
|
。
現
場
で
は
模
索
が
の
叩
カ
条
」
は
「
医
学
的
に
必
要

続
く
。
な
い
限
り
、
母
乳
以
外
の
栄
養
、

関
西
医
科
大
付
属
病
院
の
大
橋
水
分
は
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
と

敦
准
教
授
は
、
生
後
2

日
目
で
低
と
」
と
定
め
る
。
大
橋
准
教
授
は

血
糖
と
高
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
で
救

「現
場
で
は
、
何
色
か
の
栄
養
補

急
搬
送
さ
れ
て
き
た
新
生
児
を
治
給
が
必
要
な
ケl
ス
に
多
く
遭
遇

療
し
た
経
験
を
持
つ。
2
5
3
4

す
る。
今
回
の
症
例
は
非
情
に
ま

う
つ
ぶ
せ
に
し
た
。
乳
首
に
口
を
劉
い
た
。

あ
て
が
い
、
去っ
て
い
っ
た。

病
院
と
は2
園
、
話
し
合
い
の

不
安
定
な
体
勢
に「危
な
い
の
場
を
持
っ
た
。
「
こ
れ
ま
で
同
じ

で
は
」
と
思
っ
た
が
、
意
識
が
遠
よ
う
な
事
故
は
な
か
っ
た
」
と
鋭

の
い
た。
我
に
返
っ
た
時
、
長
男
明
さ
れ
、
「お
母
さ
ん
は
赤
ち
ゃ

は
左
脇
に
ず
り
潜
ち
て
い
た
。

静
ん
を
預
け

ら
れ
た
ら
寝
な
い
も

か
過
ぎ
る
|
|。
何
と
か
手
を
伸
の
」
と
ま
で
言
わ
れ
た。

ば
し
て
ナl
ス
コ
ー
ル
を
し
た。

病
院
は
取
材
に
対
し
、
赤
ち
ゃ

長
男
は
小
児
専
門
病
院
に
搬
送
ん
の
急
変
が
相
次
い
だ
と
と
を
受

さ
れ
た
。
窒
息
状
態
だ
っ
た
と
み
げ
、
安
全
管
理
体
制
を
見
直
し
た

を
込
め
た
。

-
原
因
は
栄
養
不
足

国

前
述
の
「叩
カ
条
」
を
守
り
、

W
H
Oと
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
、
母
乳

育
児
を
推
進
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
に

優
し
い
病
院
(
B
F
H
)」
に
認

定
さ
れ
る
病
院
の
中
に
は
、
母
子

の
客
観
的
な
評
価
を
通
じ
、
リ
ス

ク
対
策
を
講
じ
た
と
と
ろ
も
あ

る
。小

児
科
医
の
田
村
賢
太
郎
医
師

に
よ
る
と
、B
F
H

で
あ
る
富
山

県
立
中
央
病
院
で
は
凶
年
、
母
乳

育
児
の
進
み具
合
を
数
値
化
さ
せ

り
、
す
ぐ
に
母
子
同
室
に
す
る
の

は
き
つ
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
指

摘
す
る。

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

は
母
子
同
室
を
原
則
と
す
る
が

、

母
親
が
出
産
で
疲
れ
ス
タ
ッ

フ
が

付
き
添
え
な
い
時
新
生
児
を
預

か
る
。

セ
ン
タ
ー
の
新
生
児
科
医

で
日
本
ラ
ク
テl
シ
ョ
ン
・

コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
望
号
和
田
友
香・

れ
だ
が
、
母
乳
だ
け
で
は
リ
ス
ク

が
伴
う」
と
話
す
。

関
西
医
科
大
付
属
病
院
で
は
、

母
乳
分
泌
が
十
分
で
な
い
時
、
新

生
児
の
呼
吸
が
確
立
し
、
水
分
を

飲
め
る
よ
う
に
な
る
生
後
6
5
9

時
間
後
を
め
ど
に
糖
水
補
給
を
始

め
る
。

母
乳
育
児
の
進
み
具
合
に

よ
っ
て
は
ミ
ル
ク
も
補
給
す
る
と

い
う
。

-
点
数
化
、

現
場
で
共
有

-
現
場
任
せ
の
安
全
策

母
子
同
室
の
最
中
に
赤
ち
ゃ
ん

が
急
変
し
た
事
故
が
、
訴
訟
に
発

展
し
た
例
も
あ
る
。

福
岡
県
の
女
性
(
犯
)
は

ω
年
日

月
、
帝
王
切
開
で
次
女
を
出
産
し

た
。

痛
み
止
め
の
繋
で
も
う
ろ
う

と
す
る
中
、
助
産
師
が「赤
ち
ゃ

て
い
た。
母
乳
分
泌量
や
疲
労
度

と
い
っ
た
母
の
状
態
と
、
乳
房
へ

の
吸
着
や
体
重
な
ど
子
の
状
態
を

項
目
ご
と
に
点
数
を
つ
け
、
ス
タ

ッ

フ
で
共
有。
と
の
点
数
と
診
察

所
見
な
ど
か
ら
、
栄
養
補
足
カ
必

要
か
判
断
し
て
い
た
と
い
う
。

田
村
医
師
は
「
き
め
細
か
く
母

子
の
状
態
を
チ
ェック
で
き
る
の

は
、
小
児
科
を
併
鼓
す
る
総
合
病

院
や
人
員
豊
か
な
産
院
に
隈
ら
れ

る
が
、
医
療
者
の
適
切
な
介
入
は

欠
か
せ
な
い」
と
指
摘。
「
母
乳

育
児
は
リ
ス
ク
が
生
じ
る
ケ
l

ス

を
ど
う
見
分
け
、
ど
う
対
応
す
る

の
か
と
い
う
対
策
と
セ
ッ

ト
で
推

進
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と笹鐘
を
鳴

ら
す
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
市
日
§
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『お母さんは寝な
-
身
動
き
で
き
な
い
中

や
っ
と
寝
ら
れ
る
。
そ
う
思
い

な
が
ら
眠
り
に
つ
い
た
の
も
つ
か

の
間
、
助
産
師
の
声
に
起
こ
さ
れ

た
。
「
お
母
さ
ん
、
お
っ
ぱ
い
く

だ
さ
い
」
。2
0
1
5

年
3

月
。

東
京
都
の
女
性
会
社
員
(
詑
)
が
帝

王
切
開
で
長
男
を
出
産
し
た
翌
日

で
、
ま
だ
午
前4
時
台
だ
っ
た
。

2

時
間
お
き
の
授
乳
を
続
防
、
意

摘
は
も
う
ろ
う
と
し
て
い
た
。

呼
び
か
け
に
な
ん
と
か
目
を
聞

け
た
。
両
脚
は
血
栓
防
止
の
を
置

で
固
定
さ
れ
、
片
腕
は
点
滴
の
針

が
刺
さ
っ
た
ま
ま
。
手
術
の
傷
も

痛
か
っ
た
。
体
の
向
き
を
変
え
る

と
と
さ
え
で
き
な
い
中
、
助
産
師

が
畏
園
内
を
連
れ
て
き
て
絢
の
上
で

ら
れ
、
呼
吸
も
心
拍
も
止
ま
っ
て

い
た
。
対
面
し
た
時
は
、
人
工
呼

吸
穏
や
点
滴
の
管
だ
ら
け
。
元
気

な
産
声
を
よ
げ
指
を
強
く
握
っ
て

き
た
盗
は
な
い
。
脳
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
、
回
復
の
固
定
み
は
な
い

と
診
断
さ
れ
た
。

女
性
は
地
方
で
里
帰
り
出
産
し

た
。
知
人
の
保
健
師
に
勧
め
ら
れ
、

年
間
約1
0
0
0

件
の
出
産
を
扱

う
大
規
模
病
院
を
選
ん
だ
。
母
乳

育
児
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
W
H
O
(世
界
保
健
機
関
)

と
ユ
ニ
セ
フ
(
国
連
児
麓
基
金
)

か
ら
「
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
病

院
」
(
B
F
H
)に
認
定
さ
れ
て

い
る
。

だ
が
長
男
が
小
児
専
門
病
院
に

転
院
し
て
ま
も
な
く
、
と
の
病
院

か
ら
新
生
児
が
搬
送
さ
れ
て
き

た
。
長
男
と
似
た
状
視
だ
っ
た
と

東京都の女性会社員は毎月、長男の手形と足形を

取っている。小さな手も足も少しずつ大きくなっ

ている=五味香織婦影

と
明
か
し
た
。
出
産
後
処
時
聞
は
、

す
べ
て
の
新
生
児
に
呼
吸
や
脈
拍

な
ど
を
確
留
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
つ

け
始
め
た
。
母
子
が
同
じ
ベ
ッ
ド

に
寝
な
が
ら
授
乳
す
る
「
添
い
乳
」

の
危
険
性
を
指
摘
す
る
紛
文
が
あ

っ
た
た
め
、
添
い
乳
は
全
面
的
に

や
め
た
と
い
う
。

副
院
長
は
「
商
事
故
の
原
因
は
わ

か
ら
な
い
が
安
全
第
一
で
や
っ
て

き
た
。
非
常
に
残
念
」
と
述
べ
た
。

B
F
H

は
「
ベ
ビl
フ
レ
ン
ド

リ
l

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
略
だ
。
産

婦
人
科
医
長
が
振
り
返
っ
た
。
「
ベ

ビ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
る
と
同

時
に
、
マ
ザl
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ

っ
た
の
か
ど
う
か
。
母
体
の
状
視

を
無
視
し
て
、
母
乳
育
児
を
押
し

付
げ
て
は
い
け
な
い
」

BFHC赤ちゃんにやさしい病院)

図 WHOとユニセフが、母乳育児に積極的に取り
組む尭鏡施飯として認定している。衛生状態の惑

い途上国で、ミルクを飲んでいた乳幼児の死亡率が高か
ったため、 æ乳育児を推進しようと始めた。日本では産

婦人科医や助産師らでつくる「日本母乳の会J が審至宝を

蚤嘱されている。退院時の母乳育児率などが要件となり、
昨年8月現在で全国九72カ所ある。

ん
が
お
な
か
を
す
か
せ
て
い
ま

す
」
と
次
女
を
胸
の
上
に
う
つ
ぶ

せ
に
し
た
。
女
性
は
飲
ま
な
い
た

め
隣
に
寝
か
せ
た
が
、
「
呼
吸
が

弱
い
」
と
思
い
ナl
ス
コ
ー
ル
。

す
で
に
心
肺
が
止
ま
っ
て
お
り
、

7

年
た
っ
た
今
も
意
臓
が
庚
ち
ず

自
発
呼
吸
も
で
き
な
い
。

女
性
ら
は
病
院
に
損
害
賠
償
を

求
め
提
訴
し
た
。
-
審
は
、
帝
王

切
開
に
よ
る
疲
労
や
鎮
静
剤
の
影

響
で
、
母
親
が
我
が
子
の
面
倒
を

見
ら
れ
な
い
と
と
が
予
測
さ
れ
た

と
し
て
、
賠
償
を
認
め
た
。
鐙
訴

審
で
は
母
子
と
も
に
異
常
の
兆
候

は
な
く
、
事
故
の
予
測
は
困
難
と

さ
れ
逆
転
敗
訴
し
た
。
判
決
は
「
事

故
当
時
、
母
子
同
室
な
ど
の
時
に

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
継
続
的
に
観
察

す
る
と
と
を
定
め
た
指
針
は
存
在

し
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
女

性
は
「
母
親
が
惑
い
よ
う
に
S
か

れ
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
」
と
語
る
。

判
決
は
今
年3
月
に
最
高
裁
で
確

定
し
た
。

出
産
年
齢
の
高
齢
化
も
あ
り
、

帝
王
切
開
に
よ
る
出
産
は
増
え
続

け
て
い
る
。
加
床
以
上
の
一
般
病

院
で
は
、
凶
年
に
全
国
で
M
・
8

物
に
上
り
、
約
加
年間で
m
m
以

上
場
え
た
。
日
本
助
産
師
会
の
岡

本
書
代
平
ムE長
は
、
母
乳
育
児
を

軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
母
子

同
室
で
同
じ
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
と

と
が
望
ま
し
い
と
す
る
。
た
だ
、

帝
王
切
開
や
出
産
が
長
時
間
に
及

ん
だ
場
合
は
「
痛
み
や
疲
労
も
あ 教

育
研
修
事
業
部
副
部
長
は
「
安

全
の
た
め
の
対E

と
話
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
授
乳
を
促
す
産
後

の
母
乳
指
導
。
多
く
の
病
院
が
取

り
組
む
が
、
指
導
方
法
や
安
全
策

は
現
場
任
せ
だ
。

-
「
い
つ
か
自
宅
で
」

出
産
か
ら1
年
、
長
男
が
心
肺

停
止
と
な
っ
た
東
京
都
の
女
性

は
、
ま
だ
数
え
る
ほ
ど
し
か
我
が

子
を
抱
い
て
い
な
い
。
入
院
中
の

長
男
は
人
工
呼
吸
器
が
は
ず
せ

ず
、
泣
き
声
を
あ
げ
る
と
と
も
な

い
。
そ
れ
で
も
成
長
し
て
手
足
は

少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

一
緒
に
過
ご
せ
る
時
聞
を
増
や

そ
う
と
夫
が
転
職
し
、
2

人
は
病

院
の
近
く
に
居
を
轡
え
た
。
い
ず

れ
自
宅
で
介
護
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
。

息
子
の
余
命
を
考
唱
え
る
と
取
り

乱
し
そ
う
に
な
る
と
い
う
女
性
。

怒
り
や
悲
し
み
を
抑
え
、
語
っ
た
。

「
も
う
息
子
は
、
母
乳
を
飲
む
と

と
は
で
き
な
い
。
そ
と
ま
で
し
て

母
乳
育
児
を
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い

貯
な
い
の
か
。
私
の
よ
う
な
思
い

を
す
る
人
が
、
少
し
で
も
減
っ
て

ほ
し
い
」

撃と

zi 
i io 
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入院悔やむみるみる衰弱
「認知症がある失を入院させたら、 表弱して亡

くなってしまった」。 こんな手紙が、読者からの医

療に関する体験や意見を紹介する「ホンネ外来」

に寄せられた。 この手紙を寄せたのは中部地方の

女性 (80) 。 自分の手で最期まで世話できず、 病院

で失=当時 (78) =を亡くしたことを深く後悔して

いるという。 認知症患者を家族はどう支えたらよ

いのか、手紙をきっかけに考えた。(稲熊美樹)

期受診で別の道も」

「
悲
し
み
さ
え
、
わ
い
て
こ
な

い
ん
で
す
」。

女
性
は
昨
年
十
一

月
、
病
院
で
夫
を
み
と
っ
た

。

夫
は
レ
ピl
小
体
型
認
知
症
と

診
断
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
な

い
物
や
人
が
見
え
る
幻
視
の
症
状

が
現
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昨
春

ご
ろ
か
ら
外
出
を
嫌
が
る
よ
う
に

な
り
、
「
弱
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
、
昨
年
六
月
か
ら
週
三
回
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
始
め
た
。

し

か
し
、
夫
は
行
く
の
を
嫌
が
り
、

車
に
乗
る
と
き
に
抵
抗
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

女
性
は
「
本
人
は
納

得
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

私
と
離
れ
る
の
が
怖
か
っ
た
の
か

な
あ
」
と
思
い
返
す。

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
い
始
め
た

こ
ろ
か
ら
、
会
話
中
な
ど
に
突

然
、
女
性
を
手
で
た
た
い
た
り
す

る
よ
う
に
な
っ
た。
そ
れ
で
も
、
け

が
を
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
女
性

は
「
環
境
が
変
わ
っ
た
ス
ト
レ
ス

か
な
」
と
思
っ
た
と
い
う
。

認
知
症
を
き
っ
か
け
に
家
族
が

入
院
し
て
亡
く
な
り
、
悩
ん
だ
り

後
悔
し
た
り
す
る
人
は
多
い
。

自

宅
で
暮
ら
す
認
知
症
患
者
ら
を
診

療
し
て
い
る
石
川
県
か
ほ
く
市
の

県
立
高
松
病
院
の
北
村
立
院
長

(
精
神
科
)
は
、
こ
の
ケ
1

ス
で

は
「医
師
が
家
族
に
説
明
す
る
機

会
は
何
度
も
あ
っ
た
は
ず。
家
族

が
納
得
す
る
方
法
を
一
緒
に
考
え

る
べ
き
だ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

北
村
医
師
自
身
は
家
族
に
、
一

度
出
し
た
結
論
に
つ
い
て
「
こ
れ

で
い
い
ん
か
」
と
何
度
も
聞
き
、

医
師
に
は
疾
患
を
治
す
戸
臼
で
な

く
、
環
境
な
ど
に
も
目
を
向
け

て
、
家
族
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
」
と
話
す。

認
知
症
は
本
来
「
救
急
」
で
病

院
に
駆
け
込
む
病
気
で
は
忽
い
。

し
か
し
、
認
知
症
が
重
症
化
し
た

り
、
ほ
か
に
手
が
な
く
な
っ
た
り

し
て
か
ら
受
診
す
る
と
、
即
入
院

と
な
っ
て
し
ま
う
。

「
医
療
の
専

門
家
は
ケ
ア
マ
ネ
で
は
な
く
医

師
。

ケ
ア
マ
ネ
一
人
が
す
べ
て
を

背
負
い
込
む
の
は
無
理。
も
っ
と

早
く
か
ら
医
療
が
か
か
わ
る
べ
き

アマネ 学び、深めて」

た
だ
、
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
他

の
利
用
者
に
迷
惑
を
掛
け
た
ら
困

る
」
と
考
え
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
。

す
る
と
、
精
神
科
へ
の
入

院
を
勧
め
ら
れ
た。
女
性
は
、
病

院
で
は
な
く
入
所
で
き
る
福
祉
施

設
を
探
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
空

き
の
あ
る
施
設
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
七
月
に
か
か

り
つ
け
の
精
神
科
に
相
談
し
た
。

そ
こ
で
入
院
で
き
る
病
院
を
紹

介
さ
れ
た。
女
性
と
医
師
が
話
し

て
い
る
慮
中
に
夫
は
車
い
す
で
別

の
部
屋
に
移
さ
れ
て
、
点
滴
を
受

け
た
。

病
院
に
同
行
し
た
ケ
ア
マ

ネ
か
ら
ご
人
で
介
護
す
る
あ
な

た
(
女
性
)
が
倒
れ
た
ら
困
る
か

ら
」
と
強
く
勧
め
ら
れ
、
そ
の
ま

き
か
け
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
。

「
早
く
受
診
す
れ
ば
、
入
院

を
避
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と

一言
-
っ
。

入
院
し
て
も
、
認
知
症
そ
の
も

の
が
治
る
わ
け
で
は
な
い
。

同
病

院
で
は
、
入
院
時
に
認
知
症
に
よ

る
幻
視
や
不
眠
な
ど
、
改
善
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
症
状
を
明
確
に

し
、
ど
ん
な
状
態
を
目
指
す
の
か

を
家
族
に
も
説
明。
入
院
は
「
必

要
な
と
き
、
短
期
間
だ
け
」
に
と

ど
め
る
。

点
滴
を
抜
い
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
手
袋
様
の
ミ
ト
ン

ま
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

入
院
後
、
夫
は
点
滴
を
打
っ
と

す
ぐ
に
静
か
に
な
り
、
数
日
後
に

は
無
表
情
に。
落
ち
着
い
て
か
ら

は
別
の
病
棟
に
移
さ
れ
、
「
点
滴

の
針
を
抜
い
て
し
ま
う
と
い
げ
な

い
か
ら
」
と
、
腹
部
を
ベ
ル
ト
で

拘
束
さ
れ
、
自
由
に
動
く
こ
と
も

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

次
第
に
食
べ
な
く
な
り
、
栄
養

表
調
か
ら
肺
炎
を
発
症
。

入
院
が

三
カ
月
に
な
る
こ
ろ
、
転
院
を
迫

ら
れ
、
転
院
し
た
そ
の
日
に
衰
弱

な
ど
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。

最
初

の
入
院
か
ら
四
カ
月
後
だ
っ
た
。

「
最
後
は
る
つ
人
形
の
よ
う
に
な

っ
て
亡
く
な
っ
た
。

も
っ
と
私
が
み

た
か
っ
た
」
。

今
も
後
悔
が
募
る。

要
な
こ
と
も
あ
る
が
、
安
易
に
拘

束
す
る
の
は
考
え
も
の
」
と
話

す
。認

知
症
に
関
す
る
多
く
の
相
談

を
受
け
て
い
る
「
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
」
愛
知
県
支
部
(
愛
知

県
東
海
市
)
の
尾
之
内
直
美
代
表

は
、
ケ
ア
マ
ネ
の
力
量
や
家
族
と

の
信
頼
関
係
を
重
視
。

「
ケ
ア
マ

ネ
の
方
針
に
納
得
で
き
な
い
と
き

は
、
別
の
人
と
交
代
し
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
る
」
と
家
族
や
本
人

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

「
家
族

の
気
持
ち
が
溶
ち
着
く
と
、
本
人

加6年4月 5 日(火il|中日新 聞 ・ 朝刊|
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「早

本
音
を
引
き
出
す
よ
う
努
め
て
い

る
と
い
う
。

「
認
知
症
で
最
も
大

切
な
の
は
本
人
と
家
族
の
生
活
。

対
関
一
時
福
祉
部

医
師
と
患
者
の
情
報
格
差

h
-
4
立
腺
が
ん
の
患
者
会
「
腺
友
倶
楽
部
」
代
表
の

-
uド
武
内
務
さ
ん
(
肝
)
が
前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ

」
E
r

た
の
は2
0
0
4

年
。

主
治
医
に
も
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
の
医
師
に
も
「5
年
生
存
率
は2
司
手
術

は
無
理」
と
告
げ
ち
れ
絶
望
す
る
中
、
海
外
文
暫
乞
手
が

か
り
に
、
新
し
い
照
射
方
法
の
放
射
線
治
療
に
た
ど
り
着

い
た
。
「
臨
床
医
学
の
研
究
成
果
は
新
聞
や
雑
誌
に
も
な

く
、
患
者
が
知
る
の
は
難
し
い
。

医
師
と
患
者
の
情
報
格

差
を
な
ん
と
か
埋
め
た
い」と
の
思
い
か
ら
、
自
ら
集
め

た
情
報
を
患
者
向
け
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る

。

医
療
の
世
界
の
特
殊
性
の
一
つ
に
「
情
報
の
非
対
称
性

」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

知
識
の
豊
富
な
医
師
と
少
な
い
患

者
。

両
者
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
を
表
し
た
言
葉
だ
。
も
ち

ろ
ん
専
門
教
育
を
受
け
た
医
師
に
対
抗
す
る
知
識
を
持
つ

な
ん
て
不
可
能。
し
か
し
信
頼
性
の
高
い
情
報
を
基
に
医

師
の
説
明
を
理
解
し
、
質
問
す
る
と
と
は
で
き
る
。
態
者

だ
」
と
訴
え
る。

高
松
病
院
で
は
地
域
の
ケ
ア
マ

ネ
に
、
早
い
段
階
で
の
受診
を
働

「ケ

自
身
が
学
び
な
が
ら
、
納
得
の
い
く
治
療
が
選
べ
れ
ば
、

医
療
の
買
も
向
上
す
る
だ
ろ
う
。

だ
が
日
本
は
健
康
・
医
療
情
報
を
活
用
す
る
力
が
海
外

に
比
べ
低
い
と
い
う
。

中
山
和
弘
・
聖
路
加
国
際
大
教
授

が
イ
ン
タ
ー
ネッ
ト
で
調
査
し
、
欧
州8
カ
国
と
比
較
し

た
と
己
ろ
、
「健
康
・
医
療
情
報
の
活
用
が
難
し
い

」
と

答
え
た
劃
合
は
総
合
評
価
で
欧
州
平
均
の
U
・
6

婦
に
対

し
、
日
本
は
白
・4
悌
に
及
ん
だ。

3

月
ま
で
編
集
長
を
務
め
た
医
学
誌
で
は
、
欧
米
で
発

表
さ
れ
た
論
文
を
解
説
付
き
で
紹
介
し
て
い
た

。

読
者
は

主
に
医
師
、
研
究
者
だ
が
、
武
内
さ
ん
ら
患
者
ど
う
し
で
も

役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

医
師
か
ら
は「英
語
の
壁
が
な
い

欧
米
で
は
医
学
論
文
は
も
っ
と
市
民
に
身
近
だ

。

日
本
で

も
そ
う
な
れ
ば
、
怪
し
い
医
療
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
人
も

減
る
の
で
は」
と
助
言
を
受
廿
、
大
い
に
納
得
し
た

。

そ

の
声
に
応
え
る
方
法
を
自
問
し
て
い
る
。

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
6

日
(
水
)

や
安
全
ベ
ル
ト
な
ど
を
使
う
こ
と

は
あ
る
が
、
身
体
拘
束
は
極
力
控

え
て
い
る。

「
命
を
守
る
の
に
必

も
落
ち
着く
。

ケ
ア
マ
ネ
は
家
族

を
支
援
す
る
方
法
を
もっ
と
学
ぶ

べ
き
だ
」
と
力
を
込
め
る。

報道部・川畑美佳

「メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナl
ス
」
と
い
う

仕
事
が
あ
る。
看
護
師
が
患
者
と
直
接
契

約
を
し
て
、
患
者
の
受
診
や
医
師
の
説
明

の
場
な
ど
に
付
き
添
い
、
一
緒
に
医
療
者

の
話
を
聞
く。
患
者
に
専
門
的
に
助
言
'
U

て
、
意
志
決
定
を
支
援
す
る

。

鹿
児
島
で

も
、
「か
ご
し
ま
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナl

ス
の
会
」
が
活
動
を
始
め
た
。

会
員
の
田
坦T穂
子
さ
ん(悶
)H
県
看

護
協
会
副
会
長H
は
、
病
院
に
勤
め
て
い

た
時
、
親
の
受
診
に
付
き
添
い
た
く
て
も
、

仕
事
を
頻
繁
に
は
休
め
な
か
っ
た
。
「専

門
家
と
し
て
付
き
添
い
、
自
分
に
状
況
を

説
明
し
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
」
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
、
資
格
取
得
や
会
の
立
ち

上
げ
に
つ
な
が
っ
た
。

同
じ
く
会
員
の
高
祖
由
美
さ
ん
(必
)H

医
療
法
人
天
夏
日
会
訪
問
看
護
ス
テ

ー

シ

ョ
ン

(鹿
児
島
市)
H

は
、
訪
問看
護
師

と
し
て
約
加
年
の
経
験
が
あ
る
。
「メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
ナl
ス
は
、
知
識
や
経
験
を

生
か
し
て
、
生
涯
現
役
で
働
け
る
一
つ
の

道
」
と
感
じ
て
い
る
。

親
の
通
院
や
介
護
の
た
め
に
、
仕
事
を

辞
め
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
な
い

。

料
金

は
1

回
1

万
円
前
後。
高
い
と
恩
う
か
安

い
と
思
う
か
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
仕
事
と

の
両
立
を
悩
む
人
に
と
っ
て
、
心
強
い
存

在
に
な
る
は
ず
だ。事
務
局H
0
9
0

(1

1
6
0

)
1
4
9
0

。

メッセンジャーナース

| 南 日 本新聞 ・ 朝刊 I 2016年4月 13 日(水) I 
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人のES細胞
ジzームズ・トムソン

審査

様
々
な
細
胞
に
変
化
で
き
る
「i
p
S

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹
細
胞
)
」
の
開
発
を
、

山
中
伸
弥
・
京
都
大
教
授
(
臼
)
が
世
界
へ
向
け
て
発
表
し
て
か
ら
今
夏
で
叩
年
を
迎
え

る
。
日
本
発
の
夢
の
よ
う
な
細
胞
は
、
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
未
来
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
を
探
る
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
た
い
。
第

1

郡
は
「
医
療
を
変
え
る
旨
乞
テ
l

マ

に
、
山
中
教
授
に
こ
の
叩
年
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
も
ら
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
。
(
こ
の
連
載
は
、
竹
内
芳
朗
、
諏
訪
智
史
が
担
当
し
ま
す
)

希
望
の
光
が
生
ま
れ
た
。

生
命
科
学
の
分
野
で
も
、
生

命
倫
理
に
配
慮
し
な
が
ら
i
p

S

細
胞
か
ら
精
子
と
卵
子
を
作

る
な
ど
、
生
命
の
謎
に
迫
る
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
研
究
に
対
し
、
多

く
の
人
々
が
寄
付
金
を
寄
せ
て

-
l
p
S細
胞
研
究
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
。
だ
が
、
最
近
は
米
国

な
ど
が
猛
烈
に
追
い
上
げ
て
き

て
い
る
。
今
が
踏
ん
張
り
時
だ
。

今
年
は
、
新
し
い
発
想
を
持

っ
た
若
い
人
初
を
研
究
所
で
積

極
的
に
雇
用
し
、i
p
S

細
胞

を
用
い
た
次
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

膚
か
ら
・l
p
S
細
胞
を
作
り
、

再
生
医
療
の
よ
う
な
新
し
い
医

新聞社以外の許絡も得た上で掲厳しております。
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医
療
を
変
え
る
①

さ
ら
に
目
の
網
膜
細
胞
に
変
化

さ
せ
て
移
植
す
る
手
術
が
行
わ

れ
た
。
ω
年
の
発
表
か
ら
凶
年

以
内
に
臨
床
応
用
で
き
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
で
き
た
の
は
、
高
橋

リ
ー

ダ
ー
ら
の
努
力
も
も
ち
ろ

「

温
か
い
支
援
の
輪
」

こ
の
凶
年
で
最
も
印
象
的
だ

っ
た
の
は2
0
1
4

年
9

月
、

自
の
難
病
患
者
に
対
し
て
行
わ

れ
た
i
p
S

細
胞
を
利
用
し
た

世
界
初
の
臨
床
研
究
だ
。

理
化
学
研
究
所
の
高
織
政
代

.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
ら

の
チ
1

ム
に
よ
っ
て
患
者
の
皮

ん
だ
が
、
国
や
国
民
の
聞
で
i

p
S

細
胞
を
医
療
に
活
用
す
る

支
援
が
広
が
っ
た
こ
と
が
大
き

い
と
思
う
。

μ
年
日
月
に
は
、i
p
S

細

胞
な
ど
を
使
っ
た
再
生
医
療
の

早
期
実
用
化
を
可
能
と
す
る
新

制
度
も
施
行
さ
れ
た
。
以
前
は
、 療

の
審
査
に
は
時
聞
が
か
か

り
、
実
用
化
が
遅
れ
る
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
転

し
て
、
「
日
本
が
世
界
で
最
も

早
い
」
と
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

多
く
の
難
病
患
者
や
家
族
は

く
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
温
か

い
支
援
の
輸
は
年
々
、
広
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
、
以
前
に
は

な
か
っ
た
こ
と
で
、
研
究
環
境

を
盤
え
る
こ
と
に
利
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
は
世
界
の

-

(画
期
的
な
成
果)
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

世
界
の
i
p
S

細
胞
研
究
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
日
本
の
地

位
を
守
る。
そ
し
て
再
生
医
療

に
、
創
薬
に
と
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
き
た
い。

「
米
が
猛
追
、
今
が
踏
ん
張
り
時」

以
前
、
自
分
た
ち
の
病
気
の
研

究
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況

に
絶
望
し
て
い
た。
今
は
、
様

々
な
難
病
患
者
のip
S

細
胞

か
ら
病
気
の
特
徴
を
再
現
し
た

細
胞
を
作
っ
て
、
病
気
の
原
因

解
明
や
治
療
薬
の
候
補
物
質
を

探
す
創
薬
の
研
究
が
始
ま
り
、

ー砂
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で、

「再
生
医
療
に
と
っ
て
今
年
は
大
切
な
年
に
な

る
」
と
語
る
山
中
教
授
(京
都
市
左
京
区
で)
H
永
井
哲
朗
撮
影

た細胞を受精卵のような状態
に戻した」 という山中さんの
画期的な成果に、慎疑的な見

方も少なくなかったためとみ
られる。
だが、論文発表後、世界中

で、 「皮虜細胞に 4種類の遺
伝子を導入するJ 方法で i P 
S細胞ができたという報告が
相次ぎ、 「世紀の大発見。 本
物だ」 などと評価は不動のも
のとなった。
翌年11月には人でも iPS
細胞の作製に成功したと発
表。 そこから一気に医療応用
に向けた動きが加速していっ
た。

山中伸弥 ・京都大教授

かったJ と振り返る。
科学誌は通常、その号で最

も注目される論文の画像など
を表紙に据えるが、 「成熟し

山中教授が iPS細胞
の作製成功を初めて発

表した2006年 8 月発行
の科学誌 「セル」

作製成功論文を発表

科学誌の表紙飾れず
マウスを使って iPS細胞
の作製に成功したという論文
を、山中さんが発表したのは
06年 8 月、権威ある米国の科
学誌 r C e 11 (セル) J だ
った。
実際に開発したのはこの約

1 年前で、 06年 3 月の国際学
会でも成果の一部を紹介し、
「すごい細胞ができたようだ」
と、科学者の聞で期待が高ま
っていた。

しかし、山中さんは苦笑し
つつ r (セルの担当者は
PS細胞を表紙にして くれな

[冨 売(大阪) ・ 朝刊 I 2016年1 月 11 日(月) I 

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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医
療
を
変
え
る
②

2
0
1
4

年
9

月
四
日
昼
頃
。

i
p
S

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹
細

胞
)
技
術
を
利
用
し
、
網
膜
細
胞

を
移
摘
す
る
世
界
初
の
手
術
が
行

わ
れ
る
小γ
ν前
だ
っ
た
。
北
海
道

に
出
張
中
の
当
時
、
日
本
眼
科
学

会
理
事
長
、
石
橋
達
朗
(
印
)
(
現

・
九
州
大
病
院
長
)
の
携
稽
電
話

に
電
話
が
入
っ
た
。
「
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
で
す
」

声
の
主
は
、
手
術
チl
ム
の
責

任
者
の
一
人
、
神
戸
市
の
理
化
学

研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
高
橋
政
代
(
日
)
。
不
安
げ
な
声

の
高
橋
を
、
石
織
は
「
全
面
的
に

応
援
す
る
。
安
心
し
て
や
り
な
さ

い
」
と
強
い
口
調
で
激
励
し
た
。

網
膜
手
術
学
会
支
援

くも早刻
て
行
わ
れ
、
成
功
し
た
。
「
多
く

の
支
え
が
あ
つ
だ
か
ら
こ
そ
、
手

術
に
臨
め
た
」
。
高
橋
は
そ
う
振

り
返
る
。

高
揚
は
京
大
率
業
後
、
京
大
病

院
や
民
間
病
院
の
眼
科
医
と
し
て

勤
務
し
、
網
膜
の
難
病
患
者
を
診

て
い
た
。
有
効
な
治
療
法
と
し
て

E
S

細
胞
(
匪
性
幹
細
胞
)
を
研

究
。
臨
床
研
究
の
一
歩
手
前
ま
で

行
っ
た
が
、
生
命
の
職
予
で
あ
る

受
精
卵
を
壊
し
て
作
るE
S

細
胞

に
は
、
倫
理
面
で
厳
し
い
規
制
が

敷
か
れ
、
そ
こ
か
ら
先
に
進
め
な

か
っ
た
。

新
し
い
治
療
法
を
求
め
、
高
橋

が
理
研
に
移
っ
た
の
は
、
関
年
。

京
大
で
山
中
伸
弥
(
臼
)
が
マ
ウ
ス

か
ら
i
p
S

細
胞
を
作
っ
た
年

だ
。
「
i
p
S

細
胞
な
ら
人
に
使

• 夫
は
脳
J¥ 

の
移
植
研
究

け
た
0

・1
P
S

細
胞
に
対
し
て
は
当

初
、
眼
科
学
会
の
中
か
ら
も
「
効

果
が
な
い
の
で
は
」
と
い
っ
た
疑

問
の
声
が
聞
か
れ
た
。
だ
が
、
叩
年

が
た
つ
今
、
若
い
医
師
を
中
心
に

期
待
す
る
声
が
上
が
り
、
国
も
支

援
す
る
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

高
橋
は
現
在
、
加
齢
黄
斑
変
性

患
者
へ
の2
例
目
の
手
術
に
向
け

た
準
備
を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
重

症
と
さ
れ
る
網
膜
色
素
変
性
症
の

治
療
も
目
指
す
。

一
部
の
研
究
者
か
ら
疑
問
を
投

げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「
な

ぜ
そ
ん
な
に
臨
床
応
用
を
急
ぐ
の

か
」
。
今
も
診
察
を
行
っ
て
い
る

高
橋
は
、
光
を
失
う
恐
怖
と
闘
っ

て
い
る
患
者
の
苦
悩
を
知
っ
て
い

る
。
「
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い

-高編漕教授が計画するiPS細胞を利用した
パーキンソン病治療のイメージ

.. 
闘留置E霊園

計
画
で
は
、i
p
S

細
胞
か
ら

ド
l

パ
ミ
ン
を
放
出
す
る
神
経
細

胞
を
大
量
に
作
り
、
頭
部
に
開
け
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手
術
は
、
自
の
難
病
「
加
齢
黄

斑
変
性
」
の
女
性
患
者
の
皮
膚
か

ら
i
p
S

細
胞
を
作
り
、
そ
こ
か

ら
網
膜
細
胞
の
シl
ト
に
変
化
さ

せ
、
患
者
本
人
に
移
植
す
る
計
画

だ
っ
た
。

高
橋
は
、
細
胞
シ1
ト
を
作
製

す
る
責
任
者
で
、
安
全
性
に
つ
い

て
は
自
信
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
ど

ん
な
手
術
に
も
リ
ス
ク
は
伴
う
。

「
仮
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
、

日
本
の
宝
で
あ
るi
p
S

細
胞
の

評
価
を
傷
つ
け
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
重
庄
を
感
じ
て
い
た
。
高

橋
か
ら
事
前
に
相
談
を
受
け
た
、

網
膜
難
病
研
究
の
専
門
家
で
あ
る

石
橋
は
、
仮
に
手
術
で
問
題
が
起

き
て
も
、
学
会
か
ら
出
す
声
明
で

は
・l
p
S
細
胞
が
原
因
と
強
調
し

な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

理
研
に
隣
接
す
る
先
端
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院
で
行
わ
れ
た
手
術

は
、
眼
科
統
括
部
長
の
栗
本
康
夫

(
日
)
が
執
万
し
、
約
2

時
間
か
け

臨床応用
え
る
。
ま
さ
に
『
救
世
主
』
だ
」

高
橋
は
翌
年
、
横
浜
市
で
聞
か

れ
た
再
生
医
療
学
会
の
際
、
会
場

近
く
の
喫
茶
店
で
、
山
中
に
「
臨

床
応
用
を5
年
で
や
り
ま
す
」
と

宣
言
し
た
。5
年
後
の
四
年
、
理

研
な
ど
の
倫
理
委
員
会
に
臨
床
研

究
を
申
請
し
、
応
用
に
め
ど
を
つ

iPS細胞を用いた再生医療研究
( )内は実飽大学機関と臨床応用開始の時期

2019年)

※文部科学省の工程表忽どを墓に作成

た
ら
そ
ん
な
言
葉
は
絶
対
出
て
こ

な
い
。
一
刻
も
早
く
多
く
の
患
者

を
治
療
で
き
る
体
制
を
作
り
た

A
V
 

i
p
S

細
胞
で
は
、
重
い
心
臓

病
や
脊
髄
損
傷
な
ど
に
も
臨
床
応

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

高
織
の

夫
で
、
京
大i
p
S

細
胞
研
究
所

教
授
の
高
橋
淳
(
日
)
は
、
パ
l

キ

ン
ソ
ン
病
で
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。パ

l

キ
ン
ソ
ン
病
は
手
足
が
震

え
次
第
に
体
が
動
か
な
く
な
る
病

気
で
、
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
で

あ
る
ド
l

パ
ミ
ン
を
作
る
細
胞
が

失
わ
れ
る
の
が
原
因
と
さ
れ
る
。

圏
内
の
患
者
数
は
叩
万
人
以
上
と

推
計
さ
れ
、
進
行
を
抑
え
る
薬
な

ど
は
あ
る
が
、
根
治
は
難
し
い
。

「
細
胞
移
植
以
外
に
根
本
的
な

治
療
法
は
な
い
」
。
脳
神
経
外
科

医
と
し
て
そ
う
感
じ
て
い
た
淳
が

光
明
を
見
い
だ
し
た
の
が
、
i
p

S

細
胞
だ
っ
た。

た
小
さ
な
穴
か
ら
脳
内
の
線
条
体

と
呼
ば
れ
る
部
分
に
、10
0

万

個
単
位
の
細
胞
を
注
入
す
る
。

i
p
S

細
胞
の
移
植
を
巡
っ
て

は
、
細
胞
が
が
ん
化
す
る
リ
ス
ク

を
指
摘
す
る
意
見
が
根
強
く
あ

る
。
脳
へ
の
移
値
に
は
、
自
の
時
以

上
の
慎
重
さ
も
必
要
だ
が
、
淳
は

「
医
学
的
に
リ
ス
ク
ゼ
ロ
を
証
明

す
る
の
は
不
可
能。
『i
p
S

細
胞

は
医
療
に
使
え
る』
と
社
会
に
信

頼
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。

誕
生
か
ら
叩
年
に
な
る
こ
の
細
胞

で
、
新
し
い
治
療
を
生
み
出
し
た

い
」
と
強
調
す
る。
(
敬
称
略
)

読

売
(
大
阪
)
・
朝
刊

肝臓疾患
(横浜市立大、 2019年)

2
0
1
6

年
1

月
沼
田
(
月
)
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医
療
を
変
え
る
③

「i
p
S

細
胞
(
人
工
多
能
性

幹
細
胞
)
を
:::
使
っ
て:
:
:

将

来
・:
・
こ
の
病
気
で
:
・
苦
し
む

人
を
・:
・
・
な
く
し
て
・
・
・
ほ
し

い
」
。

昨
年
ロ
月
下
旬
、
東
海
地

方
の
喫
茶
店
で
車
い
す
の
印
藤
代

男
性
が
涙
を
流
し
な
が
ら
、
と
ぎ

れ
と
ぎ
れ
に
言
葉
を
つ
な
い
だ
。

全
身
の
筋
肉
が
衰
え
、
歩
行
や
会

話
が
困
難
に
な
る
進
行
性
の
難
病

「A
L
S
(
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
)
」
に
、
手
足
が
震
え
る
「
パ

l

キ
ン
ソ
ン
症
候
群
」
と
、
記
憶

力
や
意
欲
が
低
下
す
る
「
認
知
症
」

が
併
発
す
る
「紀
伊
A
L
S
/
P

D
C

夢
前
日
年
前
に
発
症
し
た。

紀
伊
集
中
の
A
L
S
に
光
明

• 企
業
と
共
同
研
究

難病再現
く
広
げ
た
。

難
病
患
者
の
血
液
か
らip
s

細
胞
を
作
り
、
神
経
や
筋
肉
な
ど

の
細
胞
に
変
化
さ
せ
る
。
そ
こ
か

ら
病
気
の
特
徴
を
再
現
し
た
細

胞
を
作
る
。
病
気
の
原
因
を
探

る
と
と
も
に
、
そ
の
細
胞
に
た

く
さ
ん
の
薬
の
候
補
物
質
を
加

え
て
い
き
、
効
果
を
確
認
す
る
0

・1
P
S
細
胞
は
無
限
に
増
や
せ
る

た
め
、
こ
う
し
た
実
験
が
繰
り
返

し
で
き
る。

男
性
を
含
め
、
紀
伊A
L
S
/

P
D
C

の
患
者
計6
人
か
ら
血
液

の
提
供
を
受
け
た
小
久
保
は
2
0

1
3

年
か
ら
、
慶
応
大
教
授
の
岡

野
栄
之
(印
)と
共
同
で
創
薬
研
究

を
進
め
て
い
る。

慶
応
大
で
は
、三
重
県
出
身
の

研
究
員
、
森
本
悟(却
)
(神
経
内

科
医
)
が
担
当
す
る。
森
本
は
、

三
重
大
医
学
部
で
小
久
保
ら
の
教

え
を
受
け
、
患
者
に
接
し
た
経
験

も
あ
り
、
「
こ
の
病
気
を
治
し
た

い
」
と
強
く

願
っ
て
い
た。

す
で
に
6

人
分
の
i
p
S

細
胞

の
作
製
に
成
功。
脳
の
神
経
細
胞

に
変
化
さ
せ
る
と
、

一部
で
有
害

な
た
ん
ぱく
質
の
苔
積
な
ど
病
気

の
特
徴
が
再
現
で
き
た
。

森
本
は

「険
し
い
道
の
り
だ
が
、i
p
s

細
胞
の
お
か
げ
で一筋
の
光
が
見

え
た
。

患
者
と
家
族
の
思
い
に
応

え
た
い
」
と
意
欲
を
語
る。

。

i
p
S

細
胞
を
使
っ
て
、
企
業

を
巻
き
込
ん
だ
研
究
の
動
き
も
活

発
化
し
て
い
る。

開
発
者
で
京
都
大
教
授
の
山
中

伸
弥
(臼
)が
所
長
を
務
め
る
京
都

大
・I
P
S
細
胞
研
究
所
は
日
年4

月
か
ら
、
武
田
薬
品
工
業
と
共
同

で
、

i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
創
薬

な
ど
6

分
野
の
共
同
研
究
を
始
め

て
い
る
。

武
田
側
が
叩
年
間
で
約
3
2
0

億
円
も
の
臣
賞
を
支
出。
武
田
の

湘
南
研
究
所
(神
奈
川
県
)
を
拠

点
に
、
双
方
か
ら
計
約10
0

人

の
研
究
者
を
集
合
さ
せ
、
京
大
側

が
開
発
し
た
患
者
の
・
l
p
S
細
胞

と
研
究
成
果
に
、
武
田
の
持
つ
創

薬
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ

る
。

A
L
S
や
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
な
ど
で
早
期
の
治
療
薬
開
発
を

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております.
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。

三
つ
の
病
気
が
重
な
る
こ
の
難

病
の
患
者
数
は
、
圏
内
で
約
1
0

0

人
と
推
定
さ
れ
、
和
歌
山
、三

重
県
の
紀
伊
半
島
南
部
に
集
中
し

て
い
る
。

男
性
も
こ
の
地
で
生
ま

れ
育
っ
た
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
よ
う
足
に
重
り
を
つ
け
て
歩
く

な
ど
し
て
い
る
が
、
日
々
衰
え
る

肉
体
に
も
ど
か
し
さ
が
募
る
。

男
性
の
主
治
医
で
、
三
重
大

鴎
賦
教
授
の
小
久
保
康
昌

(日
)

(神
経
内
科
医)
に
よ
る
と
、
原

因
は
遺
伝
の
ほ
か
、
細
胞
を
傷
つ

け
る
活
性
酸
素
の
過
剰
蓄
積
、
ミ

ネ
ラ
ル
欠
乏
な
ど
諸
説
が
あ
る

が
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

長
年
、
こ
の
病
気
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
き
た
小
久
保
は「患
者
、

家
族
の
苦
悩
は
重
い。
i
p
S

細

胞
を
使
っ
て
、
治
療
薬
の
開
発
を

急
ぎ
た
い
」
と
話
す
。

i
p
S

細
胞
の
登
場
は
、
様
々

な
病
気
の
治
療
薬
開
発
を
目
指
す

「創
薬
研
究
」
の
可
能
性
を
大
き

創薬に新手法
遺伝子導入 仕

ーー園。⑥ 員
iPS細胞胞

F、

変
，化

.r を
i 促

産
業

V
A議
候
補
B

ノ

共同研究の記者発表で、武田藁品
工業のクリストフ・ウェパ一社長
(右) と鍾手する山中伸弥・京大
iPS細胞研究所長。 r病気で苦
しむ愚者や家族に 1 臼も早〈買献

したい」 と語った (昨年12月 15日 、
武田の湖南研究所で)

-京大iPS細胞研究所と武田嘉晶工績が
進めるiPS細胞を使った郎議研究

目
指
す
。

共
同
研
究
の
契
約で
は
、
企
業

と
大
学
の
共
同
研
究で
度
々
問
題

に
な
る
不
正
や
癒
着
が
起
き
な
い

よ
う
、
厳
格
な
ルI
ル
を
定
め
た

と
い
う
。
「
研
究
開
発
も
大
切
だ

が
、
研
究
の
透
明
性
を
確
保
す
る

こ
と
も
同
じ
く
ら

い
大
事
だ」と
、

山
中
は
指
摘
す
る。

i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
創
薬
研

究
に
つ
い
て
、
山
中
は
「
日
本

で
は
再
生
医
療
に
比
べ
て
最
初

は
盛
り
上
が
り

に
欠
け
た
が
、

こ
こ
数
年
で
広
が
り

始
め
て
い

る
。

こ
れ
か
ら

が
日
本
に
お
け

る
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
だ」
と
力

を
込
め
る
。

新聞社以外の許符も得た上で掲敏しております.

(敬
称
略
)

読

売
(大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
1

月
お
日
(月
)
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医
療
を
変
え
る
④

横
浜
市
鶴
見
区
の
郊
外
に
あ
る

理
化
学
研
究
所
。5
か
所
あ
る
研

究
棟
の
う
ち
北
研
究
棟(
7階
建

て
)
5階
の
細
胞
培
養
室
で
、
「
N

K
T
細
胞
圏
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊

な
免
疫
細
胞
が
、ip
S

細
胞
(
人

工
多
能
性
幹
細
胞
)
か
ら
大
量
に

生
み
出
さ
れ
て
い
た
。

N
K
T
細
胞
は
、
が
ん
細
胞
を

攻
撃
す
る
と
同
時
に
、
他
の
免
疫

細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
も
持

ち
、
が
ん
治
療
に
高
い
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
る
。

た
だ
、
血
液
中
の
免
疫
細
胞
の

中
で
わ
ず
か
「0
・

1
%
」
し
か
存

大
量
培
養
3

、

4

年
後
治
験

疫細胞注入
期
聞
が
延
び
た
。

免
疫
反
応
が
出
な
か
っ
た7
人

は
、
が
ん
の
影
響
でN
K
T
細
胞

の
機
能
が
低
下
し
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
同
大
学
教
授
の
本
橋
新
一

郎
(
訂
)
は
「
活
性
化
す
る
物
質
を

加
え
て
も
、N
K
T
細
胞
が
が
ん

の
影
響
で
弱
っ
て
い
れ
ば
効
果
は

薄
い
。
ど
の
患
者
で
効
果
が
出
る

か
を
事
前
に
知
る
方
法
も
今
の
と

こ
ろ
な
い
」
と
課
題
を
挙
げ
る
。

そ
ん
な
中
、
千
葉
大
出
身
で
も

あ
る
古
関
とi
p
S

細
胞
を
使
っ

た
共
同
研
究
の
話
が
持
ち
上
が
っ

た
。
患
者
以
外
の
N
K
T

細
胞

か
ら
作
っ
たi
p
S

細
胞
を
n

元

気
な
u
N
K
T細
胞
に
変
化
さ
せ
、

が
ん
患
者
に
注
入
す
る
計
画
で
、

• 思
恵
多
く
の
人
に

東
京
都
内
の
印
歳
代
男
性
は
、
切

実
な
思
い
を
語
る
。
「
今
の
ま
ま

で
は
根
治
は
難
し
い
。i
p
S

細

胞
で
免
疫
が
強
化
で
き
る
な
ら
、

早
く
実
現
し
て
ほ
し
い
」

A
V
 

免
疫
細
胞
を
婚
や
し
、
が
ん
治

療
に
応
用
し
よ
う
と
い
う
発
想

は
、
別
の
万
能
細
胞
で
あ
るE
S

細
胞
(
匪
性
幹
細
胞
)
の
頃
か
ら

あ
っ
た
。
実
際
、
古
関
ら
はi
p

S

細
胞
が
開
発
さ
れ
た
侃
年
、E

S

細
胞
か
らN
K
T
細
胞
を
作
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
方
法
は
受
精
卵
に

N
K
T
細
胞
の
核
を
移
植
す
る
必

要
が
あ
る
な
ど
、
技
術
的
に
も
倫

理
的
に
も
治
療
へ
の
応
用
は
困
難

i
p
S

細
胞
の
誕
生
が
、
免
疫
の

が
ん
治
療
へ
の
応
用
を
加
速
さ
せ

た
」
。
古
関
ら
と
と
も
に
、
理
研

で
こ
の
研
究
を
行
っ
た
京
都
大
再

生
医
科
学
研
究
所
教
授
の
河
本
宏

(
日
)
は
そ
う
振
り
返
る
。

i
p
S

細
胞
が
誕
生
し
た
当

初
、
が
ん
治
療
へ
の
応
用
は
、
難

病
治
療
な
ど
に
比
べ
て
さ
ほ
ど
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
と
河
本
は
指
摘

す
る
。

だ
が
、
近
年
は
河
本
の
チ1
ム

ゃ
、
東
京
大
教
授
の
中
内
啓
光

(
閃
)
ら
の
チ
l

ム
が
、
が
ん
細
胞

や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
細
胞
を

攻
掛
草
す
る
免
疫
細
胞
の
一
一
種
「
キ

ラ
1
T
細
胞
」
をi
p
S

細
胞
か

ら
作
製
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
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在
せ
ず
、
培
養
す
る
の
が
難
し
い

。

「i
p
S

細
胞
の
技
術
で
こ
の

細
胞
を
大
量
に
婚
や
せ
れ
ば
、
新

た
な
が
ん
免
疫
療
法
を
生
み
出
せ

る
」
。

理
研
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
古
関
明
彦
(日
)は
、
そ
う

力
を
込
め
た。

<
V

N
K
T
細
胞
の
が
ん
治
療
へ
の

応
用
は
、i
p
S

細
胞
が2
0
0

6

年
に
マ
ウ
ス
で
開
発
さ
れ
る
以

前
か
ら
、
千
葉
大
が
積
極
的
に
進

め
て
き
た
。

同
大
学
で
は1
9
9
7

年
、
N

K
T
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
糖
脂

質
を
発
見。
こ
の
糖
脂
質
をく
っ

つ
け
た
別
の
細
胞
を
、
進
行
し
た

肺
が
ん
患
者
日
人
の
体
内
に
入
れ

る
臨
床
研
究
を2
0
0
5
j

叩
年

に
行
っ
た
結
果
、
叩
人
で
免
疫
が

活
性
化
さ
れ
、
免
疫
反
応
が
見
ら

れ
な
か
っ
た7
人
と
比
べ
て
生
存

免がん治療ヘ
臨
床
試
験
(治
験
)
を
3

、

4

年
後
に
始
め
る
準
備
を
進
め
て

い
る
。

本
橋
の
元
に
は
、
患
者
か
らi

p
S

細
胞
に
関
す
る
相
談
が
度
々

寄
せ
ら
れ
る。
凶
年
か
ら
肺
が
ん

の
闘
病
を
続
け
、
千
葉
大
でNK

T
細
胞
の
活
性
化
治
療
を
受
け
た

園 NKT細胞 rNatu凶 Killer け
チュラルキラー ) T細胞」 の略で、

血液のリ ンパ球の一種。 生まれつき備わ
っている「自然免疫J と、 一度侵入した外
敵に備える「獲得免疫」の両方に関わる。
がんの発症を抑制する一方、ぜんそ くな
どの発症に関与するとの報告もある。

だ
っ
た
。

i
p
S

細
胞
で
あ
れ
ば
、
元
の

免
疫
細
胞
に
複
数
の
遺
伝子
を
加

え
れ
ば
作
製
で
き
る
う
え
、
再
び

免
疫
細
胞
に
変
化
さ
せ
て
も
元
の

細
胞
の
特
徴
は
維
持
さ
れ
る。

「E
S

細
胞
で
は
核
移
植
偲
な
ど

の
『
職
人
技
』
が
必
要
だ
っ
た
。

圃ι
山ωE

l品\
民

団
.

問
齢

ど
、
が
ん
治
療
の
応
用
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る。

河
本
は
現
在
、
こ
の
免
疫
細
胞

を
使
っ

て
白
血
病
治
療
に
挑
も
う

と
し
て
い
る。

が
ん
細
胞
が
持
つ

「目
印
」
に
反
応
し
て
攻
撃
す
る

キ
ラ
1
T
細
胞
を
・I
P
S
細
胞
か

ら
大
量
に
生
み
だ
し
、
患
者
に
注

入
す
る
戦
略
で
、
四
年
の
治
験
開

始
を
目
指
す。

「
患
者
数
の
多
い
が
ん
治
療
に

成
功
す
れ
ば
、i
p
S

細
胞
の
応

用
の
幅
が
一
気
に
広
が
る
。

免
疫

細
胞
を
薬
の
よ
う
に
注
射
す
る
と

い
う
時
代
は
、
すぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
」
(

敬
称
略
)

曇省r

a:Jt; 

宮
冗(大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
2

月
1

日

(月
)
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医
療
を
変
え
る
⑤

金
属
製
の
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
開

け
る
と
、
冷
気
と
と
も
に
白
い
も

や
が
ふ
わ
り
と
上
が
っ
た。
理
化

学
研
究
所
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン

タ
ー

(茨
城
県
つ
く
ば
市)
の

一

室
。

タ
ン
ク
の
中
に
は
、
様
々
な

難
病
患
者
ら
の
皮
膚
や
血
液
か
ら

作
っ
た
i
p
S

細
胞
(人
工
多
能

性
幹
細
胞
)
約
1
0
0

万
個
が
入

っ
た
小
さ
な
ア
ン
プ
ル
が
数
百

本
、
マ
イ
ナ
ス1
9
6

度
の
液
体

窒
素
で
凍
結
保
存
さ
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
細
胞
材
料
開
発
室

長
の
中
村
幸
夫(日
)が
、
ア
ン
プ

ル
を
示
し
な
が
ら言
う
。

「
多
く

の
難
病
患
者
の
希
望
が
、
こ
こ
に

理
研
、
創
薬
研
究
に
提
供

く活用素早

• 京
大
は
再
生
医
療

て
い
て
は
時
間
も
費
用
も
無
駄
に

な
る
。

作
製
し
たi
p
S

細
胞
を

ー
か
所
で
保
存
し
、
必
要
な
施
設

に
提
供
す
れ
ば
、
研
究
が
効
率
よ

く
進
む
」
と
、
パ
ン
ク
の
意
義
を

京
大
の
「ス
ト
ッ
ク
」
で
は
、i

p
S

細
胞
を
目
的
の
細
胞
に
変
化

さ
せ
て
人
に
移
植
す
る「再
生
医

療
」
に
使
わ
れ
る。

同
研
究
所
医
療
応
用
推
進
室
長

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
外
気
を
厳

重
に
遮
断。
体
に
つ
い
た
小
さ
な

ほ
こ
り
な
ど
を
飛
散
さ
せ
な
い
た

め
の
衣
服
を
全
身
に
ま
と
う
。

出

入
り
口
は
カl
ド
キ
l
で
管
理
さ

iPS細胞の作製や培奮をする妓術
者 (京都大 iP S細胞研究所提供)

新聞社以外の許絡も得た上で掲載しております。
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あ
る
」

<>

同
セ
ン
タ
ー
で
は2
0
1
0

年

度
か
ら
、
全
国
の
大
学
な
ど
が
作

っ
た
難
病
患
者
ら
のip
S

細
胞

の
寄
託
を
受
け
、
大
量
に
増
や
し

て
凍
結
保
存
す
る
「
疾
患
特
異
的

i
p
S

細
胞
パ
ン
ク
」
を
始
め
た
。

現
在
、
パl
キ
ン
ソ
ン
病
やA

L
S
(
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
)

な
ど
印
以
上
の
難
病
患
者
の・l
p

S

細
胞
を
保
存
。
送
料
な
ど
を
除

い
て
l

ア
ン
プ
ル
当
た
り
大
学
や

公
的
研
究
機
関
な
ら2
万
8
8
0

0

円
、
製
薬
企
業
な
ど
民
聞
に
は

5

万
7
6
0
0

円
で
、
海
外
を
含

め
数
十
件
提
供
し
て
い
る
。

各
施
設
は
、
提
供
さ
れ
たip

S

細
胞
か
ら
病
気
の
特
徴
を
再
現

し
た
細
胞
を
作
り
、
病
気
の
原
因

を
探
っ
た
り
、
薬
の
候
補
物
質
を

試
し
た
り
し
て
創
薬
に
つ
な
げ
る

研
究
に
役
立
て
る
。

中
村
は
「
各
施
設
が
同
じ
病
気

の
i
p
S

細
胞
を
作
り
、
保
管
し

細胞凍結保存
説
明
す
るo

u
年
3

月
の
東
日
本
大
震
災
で

は
危
機
に
陥
っ
た。
地
震
直
後
に

一
得
が
停
震
、
冷
凍
を
続
け
る
た

め
、
非
常
用
電
源
に
切
り
替
え
た
。

す
ぐ
に
復
旧
し
た
が
、
非
常
用
電

源
は
約6
時
間
し
か
も
た
な
い
設

計
だ
っ
た
。
中
村
は
「
停
電
が
長

引
け
ば
、
細
胞
が
す
べ
て
だ
め
に

な
る
と
青
ざ
め
た
」
と
振
り
返
る
。

震
災
を
教
訓
に
、
非
常
用
電
源

を
1

週
間
は
も
っ
設
計
仕
様
に
拡

充
す
る
な
ど
、
災
害
対
策
を
強
化

し
た
。
中
村
は
「患
者
さ
ん
か
ら

の
大
切
な
預
か
り
も
の
。
し
っ
か

り
と
守
り
、
幅
広
く
提
供
し
て
医

療
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
い

vつ
。

<>

京
都
大
・lp
S

細
胞
研
究
所
で

も
・1
P
S
細
胞
を
大
量
に
培
養
し

て
、
凍
結
保
存
す
る
「i
p
S

細

胞
ス
ト
ッ
ク
」
を
臼
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
。
た
だ
、
還
研
の
「
パ

ン
ク
」
が
創
薬
目
的
な
の
に
対
し
、 の

高
須
直
子
(
臼
)
以
下
旬
人
体
制

で
、
他
人
に
移
植
し
て
も
免
疫
に

よ
る
拒
絶
反
応
が
起
き
に
く
い
白

血
球
の
型
を
持
つ
健
康
な
人
か
ら

採
血
し
、i
p
S

細
胞
を
作
製
し

て
い
る
。

患
者
個
人
か
ら
そ
の
都
度
、i

p
S

細
胞
を
作
れ
ば
拒
絶
反
応
は

起
き
な
い
が
、
「オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
」
で
も
あ
り
、
時
間
と
費
用
が

か
さ
む
。
一
方
、
ス
ト
ッ
ク
が
で

き
れ
ば
・I
P
S
細
胞
を
医
療
機
関

に
素
早
く
、
安
く
提
供
で
き
る
。

高
須
は
「i
p
S

細
胞
に
よ
る
再

生
医
療
の
普
及
に
は
、
ス
ト
ッ
ク

が
不
可
欠
だ
」
と
理
解
を
求
め
る
。

同
研
究
所
は
日
本
赤
十
字
社
な

ど
と
連
携
し
、
該
当
す
る
白
血
球

の
型
を
持
つ
人
に
協
力
を
依
頼
。

協
力
者
の
血
液
を
基
に
、
同
研
究

所
内
の
「
細
胞
調
整
施
設(
F
i

T
)
」
で
、
専
門
の
技
術
者
がi

p
S

細
胞
の
作
製
や
培
養
、
安
全

性
検
査
、
凍
結
保
存
な
ど
を
行
う

。

施
設
内
は
、
不
純
物
が
入
ら
な

れ
、
担
当
の
技
術
者
し
か
出
入
り

で
き
な
い
。

施
設
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
日
本

人
の
げ
%
に
使
え
る
白
血
球
型
の

i
p
S

細
胞
を
作
製
、
保
存
。

日

年
夏
に
は
外
部
へ
の
提
供
も
始
め

た
。

泣
年
度
ま
で
に
日
本
人
の
大

半
に
使
え
る1
0
0

種
類
前
後
の

i
p
S

細
胞
を
そ
ろ
え
る
計
画

だ
。ス

ト
ッ
ク
へ
の
協
力
の
申
し
出

は
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る。
高
須

は
「i
p
S

細
胞
で
多
く
の
患
者

の
命
を
救
え
る
よ
う
、
ス
ト
ッ
ク

を
充
実
さ
せ
て
い
く。
そ
れ
が
協

力
者
へ
の
恩
返
し
に
な
る」
と
強

調
す
る
。
(
敬
称
略
、
「
医療
を

変
え
る
」
お
わ
り
)

読

売
(
大
阪
)・
朝
刊

2
0

1

6

年
2

月
8

日
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で娼載しております。
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居室議
開喜
神戸市が整備計画

神
戸
市
は
、
ポl
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
2

期
で
今
夏
に
着
工
す
る
「
神
戸
ア
イ
セ
ど
は
公
益
社
団
法
人
が
担

ン
タ
l
(
仮
称
)
」
の
詳
細
な
整
備
計
画
を
発
表
し
た

。

人
工
多
能
性
幹
細
胞
ぅ

。

(
i
p
S細
胞
切
を
使
い
、
目
の
病
気
の
研
究
と
治
療
、
就
労
守
護
を
一
体
的
岡
市
は
凶
年
度
当
初
予

算
で
、
神
戸
ア
イ
セ
ン
タ

に
智
之
エ
園
初
の
施
設
。
7

階
建
て
で
、
事
業
費
は
都
ぬ
億
円
を
具
込
む
。

2

1

の
用
地
を
借
り
上
げ
、

0
1
7

年
秋
の
申
歳
、
口
年
度
中
の
盟
零
息
子
。
(
金
珪
恒
幸
)
事
業
主
葎
で
あ
る
岡
市
の

い
ず
れ
も
ポl
ア
イ
2

整
備
場
所
は
、
同
財
団
イ
ナl

「
医
療
セ
ン
タ
ー
外
郭
団
体
に
無
償
で
貸
与

期
に
あ
る
先
端
医
療
振
興
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
駅
」
か
ら

2

階
ま
で
通
路
す
る
費
用19
8
2

万
円

財
団
と
理
化
母
斎
究
所
多
と
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
で
直
結
す
る
。
を
計
上
し
た
。
岡
市
の
担

細
胞
シ
ス
テ
ム
形
成
研
究
l

中
央
市
民
病
院
の
間
研
究
所
は
理
告
訴
究
当
者
は
露
療
後
す
ぐ
に

セ
ン
タ
ー
は
U
年
、
臨
床
で
、
両
病
院
と
通
路
で
つ
所
、
眼
科
病
院
(
初
出
。
茎
罰
練
が
で
き
る
な
ど

研
究
と
し
てi
p
S

細
胞
な
ぐ
。2
階
H

眼
科
病
院
は
先
端
医
療
振
興
財
団
カ
患
者
に
と
っ
て
役
立
つ
施

を
使
っ
た
自
の
難
病
患
者
受
付
、
視
覚
障
害
者
の
生
運
営
。
先
端
医
療
セ
ン
タ
設
に
し
た
い
」
と
話
し
て

へ
の
移
植
手
術
房
世
界
で
活
訓
練
施
設
マ

3

階
U

病
l

病
院
と
中
央
市
民
病
い
る
。

初
め
て
実
施
。
神
戸
ア
イ
院
外
来
マ

4
階
H

病
棟
、
院
の
眼
科
診
療
機
能
を

セ
ン
タ
ー
も
連
携
レ
て
研
手
術
室
マ
5
、

6

階
H

研
こ
の
眼
科
病
院
に
集
約
す

究
や
治
療
を
加
速
さ
せ
る
究
所
、
細
堕
選
最
設

l

る
。
細
堕
峯
は
企
業
、

方
針
だ
。
な
ど
を
想
定

。

ポ
l

ト
ラ
生
活
訓
練
や
就
労
亨
謹
な
神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
B

日
(
金
)

勝島細胞培養装置を開発
アークレイと京大糖尿病治療に活用

。 000 口

ア
ー
ク
レ
イ
が
京
都
大
と
共
同
開
発
し
た

勝
島
細
胞
の
培
養
装
置

臨
床
検
査
機
器
メ
1

カ
支
援
に
向
け
、
早
期
の
実

!
の
ア
l

ク
レ
イ
(
京
都
用
化
を
目
指
す
。

市
中
京
区
)
は
、
ヒ
ト
の
培
整
装
置
は
、
密
閉
し

i
p
S

細
胞
(
人
工
多
能
た
ま
ま
培
養
液
を
流
し
続

性
幹
細
胞
)
か
ら
騨
島
細
け
て
i
p
S

細
胞
か
ら
醇

胞
を
作
製
す
る
培
養
装
置
島
細
胞
へ
の
分
化
を
促
す

を
京
都
大
と
共
同
開
発
し
た
め
、
高
品
質
な
細
胞
に

た
。
牌
島細
胞
を
糖
尿
病
育
つ
と
い
う
。

患
者
に
移
植
す
る
治
療
の
騨
島
細
胞
は
、
血
糖
値

を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
の
イ

ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
重

要
な
役
割
を
持
つ
。
培
養

装
置
でi
p
S

細
胞
を
羽

田
程
度
育
て
た
結
果
、
血

糖
値
の
濃
度
に
応
じ
て
イ

ン
ス
リ
ン
を
分
聾9る
牌

島
細
胞
の
機
能
性
を
確
認

し
た
と
い
う
。

今
後
は
研
究
者
ら
の
意

見
を
聞
き
、
さ
ら
に
改
良

を
加
え
る。
高品
質
の
細

胞
を
大
量
供
給
す
る
た

め
、
装
置
の
大
剖
花
も
急

ぐ
。

(
堀
内
陽
平
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
9

日
(
土
)
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l

P
S

細
胞

、

臨
床
応
用
で
基
礎
成
果

サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン

慶
大
医
学
部
と
協
定

医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ「H
A
L

」
を
開
発
、
製
造
す
る
サ
イ
バ
ー
ダ
イ

ン
(
つ
く
ば
市
、
山
海
嘉
之
社
長
)
は
回
目
、
慶
応
大
医
学
部
と
、
身
体
機
能

の
再
生
治
療
を
共
同
研
究
す
る
連
携
協
定
を
結
ん
だ

。

完
治
困
難
な
状
態
が
続

く
脊
髄
損
傷
患
者
ら
に
対
し
、

H
A
L

医
療
用
を
用
い
て
再
生
治
療
の
有
効
性

を
研
究。
将
来
的
に
は
脳
血
管
障
害
な
ど
ほ
か
の
疾
患
へ
の
適
用
も
目
指
す

。

大
阪
市
で3
月
に
聞
か
れ

た
日
本
再
生
医
療
学
会
で
は

i
p
S

細
胞
の
臨
床
応
用
を

目
指
し
た
基
礎
成
果
の
報
告

が
あ
っ
た
。
再
生
医
療
の
分

野
で
は
本
物
に
近
い
自
の
角

膜
上
皮
を
作
っ
て
ウ
サ
ギ
に

移
植
し
、
効
果
を
確
か
め
た

と
大
阪
大
学
が
発
表
。
創
薬

で
は
認
知
症
の
治
療
薬
開
発

に
役
立
つ
細
胞
が
で
き
た
と

医
薬
基
盤・
健
康
・

栄
養
研

究
所
が
明
ら
か
に
し
た
。
実

用
化
に
向
け
た
研
究
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
む
。

京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教

授
ら
が
マ
ウ
ス
の
細
胞
か
ら

i
p
S

細
胞
を
作
っ
た
と
発

表
し
て
か
ら
今
年
で
叩
年
。

同
細
胞
を
病
気
な
ど
で
損
な

わ
れ
た
臓
器
の
細
胞
に
育
て

て
機
能
回
復
を
目
指
す
研
究

が
進
む
。
創
薬
に
役
立
て
る

共
同
研
究
は
、
神
奈
川
た
と
き
の
相
乗
効
果
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
不
可
簡
だ

県
が
川
崎
市
に
整
備
し
た
を
検
討
す
る

。

っ
た
こ
と
が
可
能
に
な

再
生
・

細
胞
医
療
の
産
業
H
A
L

を
装
着
し
た
歩
る」
と
協
定
締
結
の
意
義

拠
点
「ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
!
行
訓
練
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
を
強
調

。

聞
大
の
岡
野
栄

シ
ョ
ン
セ
ン
ター
」
や
同
ど
を
通
し
て
、
脳
波
や
損
之
医
学
部
長
は
「細
胞
治

大
学
病
院
で
行
う
。

交
通
傷
脊
髄
、
神
経
、
筋
肉
再
療
と
H
A
L

の
相
乗
効
果

事
故
や
運
動
な
ど
で
脊
椎
生
に
関
す
る
デ

l

タ
な
ど
を
生
み
出
し
、
患
者
に
有

を
損
傷
し
、
慢
性
的
に
重
を
調
べ
る
と
い
う

。

効
な
治
療
法
を
提
供
し
た

い
ま
ひ
で
困
っ
て
い
る
患
こ
れ
ら
の
研
究
を
応
用
い

」
と
意
気
込
ん
だ
。

者
が
対
象
と
な
る
。

し
て
、
従
来
の
治
療
法
で
医
療
用HA
L

は
昨
年

研
究
を
行
う
中
村
雅
也
は
治
せ
な
か
っ
た
脳
血
管
日
尺
厚
生
労
働
省
か
ら

教
授
に
よ
る
と
、
重
度
の
障
害
や
神
経
変
性
疾
患
、
医
療
機
器
と
し
て
承
認
さ

ま
ひ
の
あ
る
患
者
に
対
し
多
発
性
硬
化
症
な
ど
へ
の
れ
た

。

(
高
岡
健
作
)

て
H
A
L

が
ど
こ
ま
で
効
適
用
も
視
野
に
入
れ
る

。

果
を
発
揮
す
る
か
を
明
ら
同
日
、
墓
京
都
港
区
の

か
に
し
た
上
で
、ip
S

同
大
で
会
見
し
た
山
海
社

細
胞
由
来
の
神
経
幹
細
胞
長
は「再
生
医
療
と
ロ
ボ

の
移
植
とH
A
L

を
用
い
ッ
卜
が
融
合
す
る
こ
と
茨
城
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
6

年
4

月

間
町日
(
火
)

研
究
も
活
発
だ
。

今
回
の
学
会
で
阪
大
の
西

田
幸
二
教
授
ら
が
報tp
υた

の
は
、
自
の
角
膜
上
皮
の
再

生
技
術
だ
。
角
膜
は
黒
目
を

覆
う
透
明
の
膜
で
、
そ
の
島
原

も
外
側
に
あ
る
角
膜
上
皮
の

幹
細
胞
が
傷
つ
く
と
、
失
明

す
る
こ
と
が
あ
る
。
他
人
か

ら
の
移
植
も
可
能
だ
が
、
提

供
者
は
不
足
し
て
い
る
。

阪
大
はi
p
S

細
胞
で
目

の
発
生
段
階
を
再
現
し
、
本

物
に
近
い
角
膜
上
皮
を
作
り

シ
1

ト
状
に
し
た
。
こ
れ
を

角
膜
上
皮
を
持
た
な
い
ウ
サ

ギ
7

匹
の
目
に
移
植
し
、
瞳

が
透
明
に
な
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
効
果
が
実
証
さ
れ
た

こ
と
で
、
西
田
教
授
は
「
角

膜
の
難
病
患
者
に
移
植
す
る

臨
床
研
究
を
来
年
度
中
に
申

請
す
る
計
画
だ
」
と
話
す
。

医
薬
基
盤
研
の
研
究
成
果

は
認
知
症
の
治
療
薬
開
発
の

ス
ピ
ー
ド
向
上
に
役
立
ち
そ

う
だ
。
認
知
症
の
高
齢
者
は

2
0
2
5

年
に
7
0
0

万
人

に
達
す
る
見
通
し
だ
が
、
創

薬
は
難
航
し
て
い
る
。
ネ
ッ

認知症薬・角膜、研究進む
ク
の
一
つ
が
、
薬
が
脳
に
届

き
に
く
い
こ
と
だ
。
人
の
脳

で
は
血
管
で
門
番
役
を
担
う

細
胞
が
存
在
し
、
脳
に
不
要

な
物
質
を
通
さ
な
い
仕
組
み

が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
ヒ
トi
p
S

細
胞

か
ら
門
番
役
の
細
胞
を
作
っ

た
。
こ
の
細
胞
は
ど
ん
な
物

質
を
通
す
の
か
、
詳
し
く
調

べ
る
計
画
だ
。
通
過
し
や
す

い
物
質
は
新
薬
候
補
に
な

る
。

「5
年
以
内
に
製
薬
企

業
な
ど
と
活
用
を
検
討
す

る
」
(
川
端
健
二
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
)
考
え
だ
。

学
会
の
理
事
長
を
務
め
る

阪
大
の
津
芳
樹
教
授
はIP

S

細
胞
な
ど
を
使
う
再
生
医

療
に
つ
い
て
「
可
能
性
を
探

る
時
代
は
過
ぎ
た
。
普
通
的

な
治
療
法
を
目
指
さ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
強
調
し
て
い

る
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

6

年
4

月
3

日

(
日
)
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a
f

動
物
件
集
合
匪
受
精
卵
か
ら
始
ま
る
動
物
の
発
生
過

b
・

程
で
、
ヒ
トi
p
S

細
胞
な
ど
を
注
入
し
た
も
の
。
現

…
在
の
技
術
で
は
、ip
S

細
胞
の
特
定
臓
器
へ
の
分
化
を
完
全

…
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
た
め
、
誕
生
し
た
個
体
に
は
、

…
ヒ
ト
と
動
物
の
細
胞
が
予
想
外
の
形
で
混
ざ
り
合
っ
て
し
ま
う

…
懸
念
が
あ
る
。

い
る
が
、
子
宮
に
戻
し
て
発
生
を
さ
ら
に
す
る
宗
教
に
関
す
る
聞
い
も
あ
り
、
背
景

進
め
る
研
究
を
認
め
る
か
、
政
府
な
ど
で
に
あ
る
価
値
観
を
確
か
め
る
。
研
究
員
約

議
論
が
続
く
。
研
究
を
認
め
る
過
程
に
関

3
0
0

人
に
も
同
様
の
調
査
を
実
事
?
定

す
る
市
民
の
意
識
を
詳
細
に
尋
ね
る
調
査
で
、
市
民
の
意
識
と
比
較
検
討
す
る
。

は
初
め
て
と
い
う
。
再
生
医
療
の
研
究
の
進
展
を
背
策
に
、

調
査
で
は
市
民50
0

人
に
イ
ン
タ
ー
政
府
は
動
物
性
集
合
怪
研
究
の
規
制
を
緩

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
お
項
目
の
質
問
に
答
え
和
す
る
宵
街
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
今
年

て
も
b
っ
。
主
に
、
特
定
の
臓
器
を
作
れ
1

月
ま
で
の
約2
年
間
、
文
部
科
学
省
の

な
く
し
た
ブ
タ
の
座
に
ヒ
ト
i
p
S

細
胞
専
門
委
員
会
で
科
学
的
側
面
か
ら
課
題
を

を
注
入
す
る
研
究
を
題
材
に

、

社
会
と
し
検
討
し
、
今
後
は
倫
理
的
な
観
点
か
ら
の

て
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
議
論
に
移
る
。

意
見
を
聞
く
。
選
択
式
で
、
ヒ
ト
と
プ
タ
湾
井
研
究
員
は
「
動
物
性
窒
患
の
研

の
細
胞
が
混
ざ
っ
た
怪
を
作
る
マ
ヒ
ト
の
究
へ
の
規
制
は、

諸
外
国
で
も
ば
ら
つ
き

臓
器
を
持
っ
た
プ
タ
を
誕
生
さ
せ
る

マ
ブ
が
生
じ
て
い
る
。
市
民
廠
覚
を
反
映
す
れ

タ
の
体
内
に
あ
る
臓
絡
を
ヒ
ト
に
移
植
す
ば
よ
い
も
の
で
も
な
い
が
、
よ
り
多
様
性

る
ー
の
3
段
階
で
立
場
を
確
認
す
る
。
の
あ
る
議
論
に
す
る
た
め
の
材
料
に
な
れ

一
方、
自
分
や
家
族
の
細
胞
の
提
供
可
ば
」
と
し
て
い
る
。

否
も
質
問
動
物
実
験
へ
の
考
え
や
信
仰

i
P
S

研
究
許
容
範
囲
は
っ

ヒトの臓器、動物体内で作製

E，jIi Ìól~i!雪量ヨ: :=~j伝抱ÞJ1~n'ヨ

京都大 iPS細胞研究所の資料より
たっ作-b 

h
M
 

胞細
胞

の
細
&
1
C
M
 

ヒ

P

\
入

注

ヒ トとブタの細胞が
混ざったE

受
精
卵
か
ら
発
生
過
程
に
あ
る
動
物
座

に
、
ヒ
ト
i
p
S

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹

細
胞
)
を
混
ぜ
て
「
動
物
性
集
合
座
」
を

作
る
研
究
に
つ
い
て
、
京
都
大
i
p
S

細

胞
研
究
所
(
サ
イ
ラ
)
の
藤
田
み
さ
お
准

教
授
と
湾
井
努
研
究
員
ら
が
一
般
市
民
に

意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
i
p
S

細
胞

で
ヒ
ト

の
臓
器
を
動
物
の
体
内
に
作
る
研

究
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
、

宗
教
や
倫
理

観
な
ど
も
踏
ま
え
て
尋
ね
る
。
藤
田
准
教

授
は
「
年
内
に
結
果
を
ま
と
め
た
い
。
幅

広
い
議
論
の
材
料
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

す
。動

物
性
集
合
怪
の
研
究
は
、
町
田
の
状
態

か
ら
個
体
を
誕
生
さ
せ
、
医
療
に
応
用
す

る
ま
で
の
過
程
が
あ
る
。
現
在
、
ヒ

ト

細

胞
を
混
ぜ
た
動
物
性
集
合
座
は
発
生
初
期

の
受
精
後M
日
ま
で
作
製
が
認
め
ら
れ
て 京大市民対象に意識調査

議論の材料に

タ
ニ
テ
ィ
・

ゲ
ノ
ム
」
。
妊
婦

の
血
液
中
に
流
れ
こ
ん
だ
胎
盤

の
D
N
A
の
断
片
か
ら
胎
児
の

病
気
を
調
べ
る。
従
来
の
検
査

で
は
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど一部
の

胎
児
の
全
染
色
体
検
査

妊
婦
の
血
液
で
米
企
業
が
新
手
法
開
発

(
広
瀬一隆
)

京
都
新
聞

・
9
刊

2
0
1
6

年
4

月
U
日
(
水
}

の
長
さ
以
上
のD
N
A
配
列
の

欠
損
や
重
複
の
可
能
性
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う。

米
国
で
は
昨
年
夏
に
実
用
化

さ
れ
て
お
り
、
約1
1
0
0

人

る
。日

本
で
の
新
型
出
生
前
検
査

は
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど
を
対
象

に
2
0
1
3

年
か
ら
臨
床
研
究

と
し
て
実
施。
約
3

万
人
の
妊

い
疾
患
も
対
象
に
な
る
た
め
、

日
本
へ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
た

場
合
、
倫
理
的
な
面
で
議
論
を

呼
び
そ
う
だ。
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妊
婦
の
血
液
で
胎
児
の
病
気

を
調
べ
る
新
型
出
生
前
検
査
を

実
施
し
て
い
る
米
国
の
検
査
会

社
「
シl
ケ
ノ
ム
」
は
、
す
べ

て
の
染
色
体
に
あ
る
異
常
を
検

出
で
き
る
新
し
い
検
査
法
を
開

発
し
た
と
、7
日
ま
で
京
都
市

で
聞
か
れ
た
国
際
人
類
遺
伝
学

会
で
報
告
し
た
。

報
告
さ
れ
た
新
検
査
は
「
マ

染
色
体
が3
本
あ
る
疾
患
や
特

定
の
染
色
体
の
欠
損
な
ど
し
か

調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
新
し
い
検
査
で
は
、
す
べ

て
の
染
色
体
に
つ
い
て
、
一
定 の

妊
婦
の
検
査
で
は
、
お
な
か

に
針
を
刺
し
て
行
う
従
来
の
羊

水
検
査
で
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

複
雑
な
染
色
体
異
常
が
検
出

で
き
た
例
も
あ
る
と
し
て
い

婦
が
検
査
を
受
け
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
新
検
査
は

米
国
以
外
の
複
数
の
国
で
実
用

化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
だ
が
、
必
ず
し
も
重
く
な

受
精
卵
検
査
で
妊
娠
率
7

割

学
会
指
針
反
す
る
行
為

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
倫

理
委
員
長
の
苛
原
稔
徳
島
大

教
授
の
話
積
床
前
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
(
受
精
農
査
)

体
外
受
精?
υた
受
精
卵

と
妊
娠
率
や
流
産
と
の
関
係

に
あ
る
全
染
色
体
の
数
の
を
調
べ
る
た
め
、
学
会
が
主

異
常
を
調
べ
、
正
常
な
受
導
す
る
臨
床
研
究
の
準
備
を

精
卵
を
選
ぶ
「
着
床
前
ス
進
め
て
い
る
。
検
査
に
反
対

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
施
の
立
場
の
方
々
と
の
話
し
合

し
て
い
る
不
在
間
蟹
専
門
い
も
薬
官
、
検
査
の
在
り

の
産
婦
人
科
医
院
「
大
谷
方
を
探
っ
て
い
る
が
、
そ
う

レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
し
た
努
力
を
無
に
す
る
行
為

(
神
戸
市
中
央
区
)
の
大
だ
。
(
大
谷
徹
郎
氏
は
)
学

会
員
で
あ
る
以
上
は
、
特
定

ハ
合
軍
曹
長
は
羽
目
、
新

、
、
。
の
遺
伝
子
異
常
を
調
べ
る
固

た
な
技
術
を
導
入
し
た
結
ぽ
な
く
な
っ
た
と
し
う
グ
を
め
く
っ
て
は
、
日
本
的
に
限
り
検
査
が
認
め
ら
れ

果
、
妊
娠
率
が
約
6

割
か
昨
年
6
5

ロ
月
に
従
来
産
科
婦
人
科
鍾
ム
耳
が
指
針
る
と
し
た
会
告
(
倫
廻
指
針
)

ら
約7
割
に
向
上
し
た
、
の
技
術
で
検
査
し
た
延
べ
で
重
篤
な
遺
伝
子
異
常
な
を
守
る
べ
き
だ
。
信
念
で
や

と
発
表
し
た
。

2
3
9

人
(
平
均
年
齢
却
ど
を
除
い
て
認
め
て
い
な
る
な
ら
ば
、
学
会
を
辞
め
て

大
谷
院
長
に
よ
る
と
、-8
歳
)
の
妊
娠
率
は
伺
い
。
命
の
選
別
に
つ
な
が
害
諾
す
る
の
が
筋
だ
。

遺
伝
情
報
を
大
量
に
解
読
・
2
%
。

N
G
S
を
導
入
る
と
の
批
判
も
あ
る
が
、

で
き
る
「
次
世
代
シ
l

ケ
し
た
今
年
1

月
か
ら3
月
大
谷
院
長
は
「
着
床
し
ゃ

ン
サl
」

(
N
G
S
)を
初
め
で
は
、
延
べη
人
(
同
す
い
受
精
卵
を
辛
宮
に
戻

導
入
。
検
査
の
精
度
が
ア
羽
・
9

歳
)
の
妊
娠
率
が
す
の
が
目
的
。
命
を
つ
く

ツ
プし
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
叩
・
8
%
に
上
が
っ
た。
る
た
め
の
方
法
だ
」
と
主

た
異
常
の
見
落
と
し
が
ほ
着
床
前
ス
ク
リ

l

一
一
ン
張
し
た
。
(
森
信
弘
)

神
戸
の
産
婦
人
科
「
新
技
術
導
入
で
向
上
」

調E床前スクリーニングのイメージ

受精卵

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
却
日
(
火
)

異
常
判
明
の
%
%
中
絶

新
型
出
生
前
診
断
利
用
が
拡
大

妊
婦
の
血
液
か
ら
胎
児

の
病
気
の
有
無
を
た
や
す

く
調
べ
ら
れ
る
「
新
型
出

生
前
診
断
」(
N
I
P
T
)

で
、3
年
前
の
導
入
以
来
、

検
査
で
異
崎
市
が
確
定
し
て

妊
娠
を
続
け
る
か
ど
う
か

選
摂
で
き
た
人
の
う
ち
関

.
5

φ
に
あ
た
る3
3
4

人
が
中
絶
を
選
ん
で
い
た

乙
と
が
分
か
っ
た
。
検
査

を
受
け
た
女
性
は2
万
7

6
9
6

人
に
上
り
、
「
命

の
選
別
」
と
の
指
摘
が
あ

る
一
方
、
利
用
が
拡
大
し

て
い
る
実
態
が
浮
か
ん

だ
。新

型
出
生
前
診
断
を
実

施
し
て
い
る
病
院
グ
ル
ー

プ
「
N
I
P
T

コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
が
、
加
入
す
る

H
H施
設
の
昨
年
ロ
月
ま
で の

実
績
を
集
計
し
た
。

対
象
と
な
っ
て
い
る
疾

患
は
、
幻
ト
リ
ソ
ミl(ダ

ウ
ン
症
)
、
心
臓
疾
患
な

ど
を
伴
う
時
ト
リ
ソ
ミ
!

と
日
ト
リ
ソ
ミl
の
計3

種
類
。
い
ず
れ
か
で
陽
性

反
応
が
出
た
の
は
全
体
の

1

・
7

物
に
あ
た
る4
6

9

人
。
こ
の
う
ち
、
診
断

を
確
定
す
る
た
め
そ
の
後

に
行
っ
た
羊
水
検
査
で
異

常
が
な
か
っ
た
の
は
お

人
、
流
産
・
死
産
が
向
日
人

の
ほ
か
、
そ
の
後
が
不
明

の
人
な
ど
も
い
た
。
残
り

3
4
6

人
の
う
ち3
3
4

人
が
中
絶
し
た
の
に
対

し
、
異
常
が
分
か
っ
て
も

妊
娠
を
継
続
し
た
女
性
が

ロ
人
い
た
。

新
型
出
生
前
診
断
は
2

読

売
(
東
京)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4
月
8

日
(
金
)

0
1
3

年
4

月
、
実
施
機

関
を
日
本
医
学
会
の
認
定

施
絞
に
限
定
す
る
臨
床
研

究
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

話
歳
以
上
や
染
色
体
異
常

の
子
ど
も
を
産
ん
だ
経
験

の
あ
る
妊
婦
ら
が
対
象
。

従
来
の
羊
水
検
査
な
ど
よ

り
早
い
妊
娠
叩
週
前
後
か

ら
で
き
、
検
査
が
原
因
の

流
産
の
危
険
性
も
な
い
た

め
関
心
を
集
め
て
い
る
。

分
析
し
た
関
沢
明
彦
・

昭
和
大
教
授
(
産
婦
人
科
)

は
「
想
定
よ
り
も
検
査
の

精
度
が
高
い
と
と
が
分
か

っ
た
。
臨
床
研
究
の
形
で

漫
然
と
続
け
る
こ
と
に
は

批
判
も
あ
り
、
今
回
の
結

果
は
(
本
格
導
入
な
ど
)
今

後
の
あ
り
方
を
見
直
す
議

論
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
」

と
話
す
。
【
千
葉
紀
担

毎

日

{
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
臼
(
月
)



同rlnu附 Sokuhω

医療と安全管理総集版 2016

Eh雪刃
tヨF即乙、人の受精卵改変

専
門
調
査
会

基
礎
研
究
に
限
り

政
府
の
総
合
科
学
技
術・イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
会
議
の
生
命
倫
理
専
門
調
査
会
は
辺

目
、
人
間
の
受
精
卵
の
遺
伝
子
を
「
ゲ
ノ

ム
編
集
圏
」
と
い
う
新
技
術
で
改
変
す
る

こ
と
を
、
基
礎
研
究
に
限
っ
て
容
認
す
る

方
針
を
決
め
た。
不
妊
治
療
や
難
病
の
治

療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「社
会
的
に
妥
当
性
が
あ
る
」

と
判
断
し
た。
改
変
し
た
受
精
卵
を
女
性

の
胎
内
に
移
植
す
る
こ
と
は
禁
止
し
た

。

5

月
に
も
中
間
報
告
書
を
ま
と
め
る
。

ゲノム編集

調
査
会
は
こ
の
日
の
会
合

で
、
基
礎
研
究
の
う
ち
受
精
卵

の
成
長
に
関
わ
る
遺
伝
子
の
働

き
を
調
べ
る
研
究
ゃ
、
遺
伝
病

ゃ
が
ん
な
ど
の
治
療
に
つ
な
が

る
研
究
に
つ
い
て
は
容
認
し
う

る
と
結
論
づ
け
た。

自
や
髪
の
色
を
変
え
た
り
、

筋
肉
を
増
や
し
た
り
す
る
な

ど
、
親
の
望
ん
だ
容
姿
や
能
力

-人聞の受精卵に対するゲノム編集についての
調査会の判断

を
持
つ
「デ
ザ
イ
ナ
ーベ
ビ
l

」

に
つ
な
が
る
研
究
に
つ
い
て

は
、
「社
会
的
な
妥
当
性
が
あ

る
と
は
必
ず
し
も言
え
な
い
」

と
し
て
認
め
な
い
方
針
を
示
し

た
。改

変
し
た
受
精
卵
を
女
性
の

ヒ
ト
の
受
精
卵
操
作

H
I
V

匝
止
中
国
チ
l

ム
、2
例
目

国ゲノム編集文章者を編集
するように、遺伝情報を

自由に書き換える新技術。 従
来の遺伝子組み換え技術より
簡単で効率が高いため、近年、
世界中の研究室に普及した。
難病の治療法開発や、作物 ・
家畜の品種改良など多くの分
野で応用が期待されている。

胎
内
に
移
植
し
、
赤
ちゃ
ん
を

つ
く

る
臨
床
利
用
に
つ
い
て

は
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
ャ
ヨ
ぇ
、
倫
理
的
な
問
題
も

大
き
い
と
し
て
、
「
現
時
点
で

容
認
で
き
な
い」
と
禁
じ
た。

受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、

中
国
の
二
つ
の
研
究
チl
ム
が

既
に
実
施
し
、
論
文
を
発
表
し

て
い
る
。

英
国
で
は
今
年2
月
、

受
精
卵
を
改
変
す
る
研
究
計
画

が
認
可
さ
れ
、
近く
開
始
さ
れ

る
男
通
し
だ。

日
本
人
類
遺
伝
学
会
や
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
な
ど4
学
会

は
包
目
、
都
内
で
記
者
会
見
を

た
る
加
個
が
数
日
後
ま
で

生
存
し
、
こ
の
う
ち
の
日

係
に
当
た
る4
個
で
目
的

の
治
伝
子
が
改
変
さ
れ

た
。

聞
き
、
人
間
の
受
精
卵
の
ゲ
ノ

ム
編
集
に
つ
い
て
、
国
に
指
針

の
整
備
な
ど
を
求
め
た
。

難
病
治
療
法

開
発
に
期
待

喝
包

政
府
の
生
命
倫
理
専
門

戸
E

調
査
会
が
、
「生
命
の

萌
芽
(ほ
う
が
)」
と
さ
れ
る

人
閣
の
受
精
卵
を
改
変
す
る
こ

と
を
、
基
礎
研
究
に
限
り
容
認

し
た
の
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

に
対
す
る
高
い
期
待
が
背
景
に

あ
る。昨

年
4

月
、
中
国
・

中
山
大

の
研
究
チ
1

ム
が
受
精
卵
を

ゲ
ノ
ム
編
集
で
改
変
し
た
と
の

論
文
を
発
表
し
た
際
、
米
政
府

が
「飽
え
て
は
な
ら
な
い一線

だ
」
と
の
声
明
を
出
す
な
《

国
際
的
に
非
難
が
噴
出
し
た。

受
精
卵
の
改
変
は
、
米
国
で
は

政
府
助
成
が
禁
止
さ
れ
、
独
仏

な
ど
は
法
律
で
禁
止
し
て
い

る
。

だ
が
、
昨
年
ロ
月
に
米
英
中

め
る
」
と
の
声
明
を
ま
と

め
た
。

今
年2
月
に
は
英
研
究

所
が
、
受
精
卵
の
正
常
な

発
育
に
必
要
な
遺
伝
子
を が

中
、
中
と
な
っ

て
開
い
た
国
際

会
議
で
は
、
受
精
卵
改
変
の
基

礎
研
究
は
む
し
ろ
推
進
す
る
方

向
性
が
示
さ
れ
た。
不
妊
治
療

や
難
病
の
治
療
法
の
開
発
に
役

立
つ
技
術
だ
と
評
価
さ
れ
た
か

ら
だ
。

従
来
の
遺
伝
子
組
み
換
え
技

術
は
効
率
が
惑
く
、
受
精
卵
へ

の
適
用
は
現
実
的
で
な
か
っ
た

が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
登
場
で
容

易
に
な
っ
た。
調
査
会
の
原
山

優
子
会
長
は
「
現
段
階
で
、
ゲ

ノ
ム
編
集
の
可
能
性
す
べ
て
を

閉
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
認

識
で
、
調
査
会
は
ま
と
ま
っ
た
」

と
話
す。

倫
理
面
と
安
全
面
を
慎
重
に

判
断
し
な
が
ら
、
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
の
可
能
性
を
伸
ば
し
た

い
。
(
科
学
部
木
村
達
矢
)

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
日
(
土
)

合
理
性
が
乏
し
い
。
出
産

時
や
出
生
後
に
予
防
策
は

あ
り
、
研
究
の
必
要
性
が

あ
る
と
言
え
る
の
か
疑
問

だ
」
と
話
す
。
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l 社説… | 
遺
伝
子
を
効
率
良
く
改

変
で
き
る
最
新
技
術
「
ゲ

ノ
ム
編
集
」
を
使
っ
て
、

ヒ
ト
の
受
精
卵
がH
I
V

(
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
)
に

感
染
し
な
い
よ
う
操
作
し

た
と
、
中
国
・
広
東
医
科

大
の
チl
ム
が
米
生
殖
戻

学
会
の
学
術
誌
に
発
表
し

た
。

ヒ
ト
受
精
卵
の
遺
伝

子
改
変
は
、
昨
年4
月
に

中
国
の
別
の
チl
ム
が
初

め
て
墾
口
し
て
お
り
、
今

回
が2
例
目
。

論
文
に
よ
る
と
、
チ
ー

ム
は
、
不
妊
治
療
の
患
者

か
ら
提
供
を
受
げ
た
成
育

し
な
い
異
常
な
受
精
卵
を

使
用
。H
I
V
が
ヒ
ト
の

免
疫
細
胞
に
入
り
込
む
際

に
利
用
す
る
特
定
の
た
ん

ぱ
く
貿
が
で
き
な
い
よ

う
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を

使
っ
て
遺
伝
子
操
作
を
鼠

み
た
。

そ
の
結
果
、
必
個
の
受

精
卵
の
、2
D
、
回
品
切
に
当

ヒ
ト
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム

編
集
を
巡
っ
て
は
、
米
英

中
の
学
術
団
体
が
昨
年
ロ

月
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

い
た
国
際
会
議
で
、
ヒ
ト

の
受
精
卵
や
卵
子
、
精
子

に
対
す
る
遺
伝
子
改
変
に

つ
い
て
、
「
子
宮
に
戻
さ

な
い
基
礎
研
究
に
限
り
認

調
べ
る
基
礎
研
究
で
、
政

府
機
関
の
承
認
を
受
げ
た

と
発
表
し
た
。

今
回
の
研
究
に
つ
い

て
、
石
井
哲
也
・
北
海
道

大
教
授
(
生
命
倫
理
学
)

は
「
受
精
卵
の
段
階
で
の

感
染
症
予
防
が
目
的
の
遺

伝
子
改
変
で
、
医
学
的
な

受
精
卵
の
操
作

限
界
め
ぐ
る
議
論
を
急
げ

ヒ
ト
の
受
精
卵
を
人
の
手
で
操
作

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か

。

遺
伝
子
を
狙
い
通
り
に
改
変
す
る

「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
技
術
を
ヒ
ト
受
精

卵
に
使
う
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の

生
命
倫
理
専
門
調
査
会
は
き
の
う
、

基
礎
研
究
に
限
っ
て
認
め
、
改
変
し

た
受
精
卵
を
子
宮
に
戻
す
と
い
っ
た

臨
床
的
な
利
用
は
認
め
な
い
と
す
る

報
告
書
を
ま
と
め
た

。

こ
の
分
野
で
は
、
窪
行
す
る
米
国

と
英
国
、
中
国
の
各
税
学
ア
カ
デ
ミ

ー
が
昨
年
四
月
、
米
国
で
緊
急
の
国

際
会
議
を
共
催
し
、
日
本
を
含
む
約

加
カ
国
の
研
究
者
ら
が
参
加
。
同
じ

趣
旨
の
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。

改
変
し
た
受
精
卵
を
子
宮
に
戻
し

た
場
合
、
そ
こ
か
ら
育
つ
個
人
へ
の

安
全
性
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

子
孫

に
も
影
響
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

人
類
と
い
う
種
の
改
変
ま
で
も
た

ら
し
か
ね
な
い
授
術
だ
け
に
、
議
論

が
熟
さ
な
い
現
時
点
で
臨
床
利
用
を

認
め
な
い
の
は
当
然
だ
。

基
礎
研
究

で
許
さ
れ
る
こ
と
も
限
ら
れ
よ
う
。

専
門
調
査
会
の
報
告
書
が
守
ら
れ

る
よ
う
に
、
文
部
判
明
学
省
や
厚
生
労

働
省
は
法
規
制
も
視
野
に
、
枠
組
み

の
具
体
他
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る

。

ゲ
ノ
ム
編
集
は
約
初
年
前
か
ら
研

究
さ
れ
て
き
た
が
、3
年
ほ
ど
前
に

安
価
で
効
率
の
い
い
方
法
が
開
発
さ

れ
、
世
界
的
な
競
争
が
一
挙
に
激
し

く
な
っ
た

。

昨
年4
月
に
中
国
の
研
究
チl
ム

が
ヒ
ト
受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
試

み
た
と
発
表
し
、
倫
理
面
の
批
判
が

噴
き
出
し
た。
今
回
の
報
告
書
も
そ

う
し
た
動
き
を
受
け
て
の
こ
と
だ

。

ヒ
ト
受
精
卵
を
基
礎
研
究
に
使
う

と
、
卵
が
分
割
し
て
い
く
際
の
遺
伝

子
の
働
き
を
詳
し
く
調
べ
ら
れ
る
ほ

か
、
遺
伝
性
の
難
病
の
予
防
法
ゃ
が

ん
な
ど
の
新
た
な
治
療
法
の
開
発
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
無
制
限
に
臨
床
に
使
わ
れ

れ
ば
、
親
の
望
む
能
力
や
特
徴
を
持

つ
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
!
と
い
っ
た
、

病
気
以
外
へ
の
拡
大
も
あ
り
う
る
。

専
門
調
査
会
は
現
時
点
で
臨
床
利

用
を
認
め
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
安

全
性
や
後
の
世
代
へ
の
影
響
に
加

え
、
「
遺
伝
子
の
総
体
は
人
類
の
貴

重
な
遺
産
だ。
現
在
の
社
会
で
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
な
る
か
ら
と
特
定

の
遺
伝
子
を
次
世
代
に
伝
え
な
い
選

択
を
す
る
よ
り
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

【須
田
桃
子
】

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1
6

年
4

月

m
日
(
日
)

ヤ
ツ
プ
を
包
み
こ
む
社
会
を
築
く
べ

き
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
慎
重
な

議
論
が
必
要
」
と
も
主
張
す
る

。

ゲ
ノ
ム
編
集
周
辺
の
研
究
者
だ
け

で
は
手
に
余
る
議
論
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
家
畜
や
魚
で
の
ゲ
ノ
ム

編
集
は
研
究
が
盛
ん
だ
。

ヒ
ト
の
生

殖
細
胞
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ク
ロ
ー

ン
人
間
の
禁
止
な
ど
個
別
に
対
応
し

て
き
た
が
、
原
則
を
確
立
し
な
い
と

今
後
も
右
往
左
往
が
続
く
だ
ろ
う

。

生
命
の
改
変
、
と
り
わ
け
ヒ
ト
の

改
変
を
ど
う
考
え
、
ど
こ
に
限
界
を

置
く
か。
人
文
・

社
会
斜
学
の
専
門

家
も
加
え
た
議
論
を
急
ぎ
た
い

。

朝

日

{
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
日
(
主
)
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中小の技生かす医療機器
(脳内圧力測定/中耳炎検査 E

メ
ー
カ
ー
と
連
携
事
業
拡
大
に
寄
与

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
異
業
種
の
中
小
製
造
業
と
連
携
し
て
新
製
品
の
開
発
を
進

め
る
「
医
工
連
携
」
の
動
き
が
広
が
っ
て
き
た
。
電
子
回
路
殻
計
や
切
削
加
工
な
ど

の
技
術
を
生
か
し
て
医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。
中
小
製
造
業
は
医
療
現
場
に

販
路
を
持
つ
機
鰐
メ
ー
カ
ー
と
組
む
こ
と
で
医
療
分
野
に
参
入
で
き
る
。
機
器
メ
ー

カ
ー
も
外
部
の
技
術
を
取
り
込
む
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
で
独
自
製
品
を

投
入
で
き
る
。

脳
外
糾
の
手
術
用
具
を
製

造
販
売
す
る
フ
ジ
タ
医
引
相
続

械
(
東
京
・
文
京
、
前
多
宏
信

社
長
)
は
篭
子
機
器
製
造
の

イ
チ
カ
ワ
(
東
京
都
羽
村
市
、

市
川
博
士
社
長
)
や
信
州
大

学
と
協
力
し
て
音
波
で
脳
内

の
圧
力
を
測
る
装
置
を
開
発

し
た
。
音
波
を
発
し
て
跳
ね

返
っ
て
く
る
波
形
か
ら
推
計

す
る
。
イ
ヤ
ホ
ン
の
よ
う
に 両

耳
に
入
れ
て
測
る
た
め
、

患
者
の
負
担
が
少
な
い
。
年

内
の
承
認
申
請
を
目
指
す
。

脳
圧
測
定
は
脳
出
血
を
起

こ
し
て
い
る
か
を
判
定
す
る

治
療
で
重
要
と
さ
れ
る
。
イ

チ
カ
ワ
は
信
州
大
と
音
波
を

使
っ
た
疲
労
度
を
測
定
す
る

機
器
開
発
を
進
め
る
中
、
技

術
が
脳
外
料
で
も
応
用
で
き

る
こ
と
を
発
見
し
た
。

プ
リ
ン
タ
も
脳
圧
測
定
の
機

綜
開
発
を
進
め
て
い
た
。
同

社
の
主
力
製
品
は
鉛
子
(
か

ん
し
)
な
ど
の
手
術
器
具
。

電
子
医
療
機
鰐
の
設
計
技
術

を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
電

子
機
誌
の
分
野
で
豊
富
な
技

術
を
有
す
る
イ
チ
カ
ワ
を
合

む
3

者
連
携
が
実
現
し
た
。

前
多
社
長
は
「
大
企
業
で
は

採
算
が
取
れ
ず
参
入
で
き
な

f医工連鎖jのイメージ

V
医
工
連
携

本
来
は
大

学
内
の
医
学
部
と
工
学
部
が

連
携
し
て
製
品
を
開
発
す
る

こ
と
を
指
す
。
新
た
な
潮
流

と
し
て
、
医
療
機
総
メ
ー
カ

ー
が
技
術
の
あ
る
も
の
づ
く

り
企
業
と
連
携
し
、
医
療
現

場
が
求
め
る
製
品
を
開
発
す

る
取
り
組
み
が
活
発
に
な

り
、
医
エ
連
携
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

い
ニ
ッ
チ
な
製
品
で
も
中
小

に
は
事
業
拡
大
の
糸
口
に
な

る
」
と
期
待
す
る
。

レ
l

シ
ン
グ
カl
の
エ
ン

ジ
ン
部
品
な
ど
精
密
部
品
の

加
工
技
術
を
医
療
機
器
の
開

発
に
生
か
し
た
の
が
カ
テ
l

テ
ル
を
製
造
販
売
す
る
ク
リ

エ
l

ト
〆
デ
ィ
ッ
ク
だ。
医

師
向
け
の
展
示
学
会
で
知
り

合
っ
た
金
属
加
工
の
ス
ズ
キ

プ
レ
シ
オ
ン
(
栃
木
県
鹿
沼

市
、
鈴
木
拓
也
社
長
)
と
内

視
鏡
手
術
で
大
腸
な
ど
を
つ

ま
む
禄
具
を
開
発
し
た
。

直
径
約3
ミ
リ
の
細
長
い
棒

状
で
、
先
端
に
小
さ
な
は
さ

み
が
付
く
。
内
視
鏡
用
の
手

術
器
具
は
細
く
す
る
と
曲
が

り
ゃ
す
く
な
る
が
、
ス
ズ
キ

の
加
工
技
術
で
細
さ
と
強
度

を
両
立
さ
せ
た。

イ
チ
カ
ワ
の
電
子
機
綜
の
段
計

後
術
を
医
療
機
器
の
開
発
に
生

か
す
(
東
京
都
羽
村
市
)

東
京
都
は
中
小
企
業
の
医
療

機
器
産
業
へ
の
参
入
を
後
押
し

す
る
。2
0
1
6

年
度
予
算
で

は
医
工
連
携
に
充
て
る
助
成
金

の
制
度
を
新
設
し
た
。
問
年
度

ま
で
の3
年
間
で
はω億
円
を
確

保
し
て
い
る
。
都
内
に
は
事
業

所
を
合
め
る
と
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の8
割
が
拠
点
を
持
ち
、

大
学
病
院
も
集
中
し
て
い
る
。

医
療
機
続
開
発
に
適
し
た
環
境

に
あ
る
た
め
、
都
の
施
策
は
医

工
連
携
が
実
現
す
る
か
を
占
う

試
金
石
と
な
る
。

軌
道
に
乗
っ
た
製
品
も
あ

る
。
耳
鼻
咽
喉
判
明
用
機
器
の

第
一
医
税
(
東
京・
文
京
、

林
正
晃
社
長
)
は
精
密
機
器

の
石
沢
製
作
所
(
山
形
県
山

辺
町
、
石
沢
明
社
長
)
と
共

同
開
発
し
た
中
耳
炎
の
診
療

に
使
う
検
査
機
器
を20
1

4

年
末
か
ら
販
売
し
て
い

る
。
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド(
L

E
D
)を
採
用
し
、
従
来
品

と
比
べ
て
明
る
さ
を
増
し
た

ほ
か
、
使
用
時
間
を
伸
ば
し

た
。
利
便
性
が
医
師
か
ら
支

持
さ
れ
、
年20
0

台
の
ペ

ー
ス
で
売
れ
て
い
る
。
山
形

県
産
業
技
術
娠
興
機
構
の
仲

介
で
精
密
部
品
を
加
工
で
き

る
企
業
を
探
し
て
い
た
第
一

「医工連携」
都が後押し

医
税
と
医
療
分
野
参
入
を
検

討
し
て
い
た
石
沢
製
作
所
の

目
的
が
合
致
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
で
閣
内
の

医
療
機
器
市
場
は
砿
大
し
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
日
年
の
国
内
市
湯
の
規

模
は2
兆
7

千
億
円
と5
年

間
で2
割
増
え
た
。
だ
が
園

内
メ
ー
カ
ー
は
劣
勢
で
、
輸

入
超
過
に
焔
っ
て
い
る
。
医

療
機
器
は
製
品
化
ま
で
に
時

間
と
費
用
が
か
か
る
う
え
、

販
売
承
認
を
得
る
条
件
も
厳

し
い
か
ら
だ
。
興
業
種
の
中

小
企
業
は
既
に
実
績
の
あ
る

専
門
メ
ー
カ
ー
と
組
む
こ
と

で
診
入
を
阻
む
墜
を
乗
り
越

え
や
す
く
な
る
。
国
や
自
治

助
成
金
を
新
設

店
年
に
は
中
小
企
業
と
臨
床

機
関
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を

つ
な
ぐ
連
携
組
織
と
し
て
「
東

京
都
医
工
連
携H
U
B
(ハ
プ
)

機
構
」
を
設
立
し
た
。
医
療
現

場
か
ら
ニ
ー
ズ
を
集
め
、
中
小

製
造
業
が
持
つ
技
術
情
報
を
合

わ
せ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(
D
B
)

を
作
成
す
る
。
会
員
四
耳
録
し
た

企
業
が
現
場
の
ニ
1

ズ
や
企
業

の
技
術
力
を
把
渥
し
て
製
品
開

発
に
役
立
て
る
。
げ
年
度
中
に

D
B

を
基
に
し
た
製
品
の
発
売

を
目
指
す
。

体
の
後
押
し
も
追
い
風
と
な

り
、
今
後
も
「
医
工
連
携
」

が
広
が
る
可
能
性
が
高
い
。

課
題
も
残
る
。
医
療
と
も

の
づ
く
り
技
術
の
連
携
を
支

援
す
る
日
本
医
工
も
の
づ
く

り
コ
モ
ン
ズ
の
柏
野
聡
彦
理

事
は
ご
つ
一
つ
の
製
品
の

売
上
高
が
小
さ
い
た
め
、
事

業
と
し
て
独
り
立E
d
せ
る

に
は
多
種
多
量
の
製
品
開
発

が
必
要
と
な
る
」
と
指
摘
す

る
。
医
療
現
場
と
の
連
携
を

幅
広
く
し
て
多
く
の
医
療

ニ
ー
ズ
を
集
め
る
仕
組
み
作

り
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
四
日
(
月
)
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医
工
連
携
事
業
を
拡
大

l
C
S
T
 フ
ア

ン
ド
出
資
で
開
発
強
化

6

月
に
は
新
工
場
(
怖)も
稼
働

「
医
師
の
立
場
か
ら
製
品
化
の
手

助
け
を
し
た
い
」。
医
療
機
器
は
世

界
的
に
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
も
の

の
、
圏
内
で
も
米
国
製
の
シ
ェ
ア
が

圧
倒
的。
そ
ん
な
中
、
狭
く
な
っ
た

消
化
管
を
広
げ
る
機
械
や
内
視
鏡
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
、
国
産
手
術
用
機
器
の

開
発
に
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
挑
ん
で

い
る
。

そ
れ
に
懸
け
る
思
い
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
が
基
に
な
っ
て
い

る
。

滋賀医科大臨床研究開発センター 〈大津市)

久津見 弘さん (58)センタ一長

地
元
の
福
井
医
科
大
(
現
福
井
大
発
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
臨
床
試

医
学
部
)
を
一
九
八
七
年
に
卒
業
験
を
重
ね
て
規
制
を
ク
リ
ア
し
製
品

後
、
関
西
地
方
の
病
院
で
消
化
器
内
化
す
る
に
は
、
膨
大
な
時
間
と
費
用

科
の
臨
床
医
と
し
て
勤
務
。

特
に
勝
が
必
要
。

さ
ら
に
、
納
得
の
い
く
試

臓
が
ん
な
ど
の
内
視
鏡
診
断
や
治
療
作
機
が
で
き
て
も
法
律
な
ど
の
壁
も

に
携
わ
っ
た。
し
か
し
、
当
時
は
医
あ
り
、
製
品
化
に
は
至
ら
ず
に
研
究

療
機
器
は
今
よ
り
さ
ら
に
外
国
製
が
期
聞
を
終
え
た
。

多
く
、
圏
内
で
は
入
手
す
ら
難
し
い
「
培
っ
て
き
た
こ
と
を
社
会
に
還

も
の
も
。

患
者
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
元
で
き
な
い
か
」
。

そ
ん
な
思
い
に

な
器
具
を
自
分
で
作
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
れ
て
い
た
一O
年
、
医
療
機
器

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
の
承
認
審
査
を
担
う
独
立
行
政
法
人

二
O
O
五
年
か
ら
五
年
間
、
勤
務
「
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
(
P

し
て
い
た
神
戸
大
と
メ
ー
カ
ー
の
共M
D
A
)
」
へ
の
出
向
を
打
診
さ
れ

同
事
業
で
、
各
種
の
医
療
機
器
の
開
た
。
「
審
査
基
準
を
知
る
こ
と
は
、

機
器
開
発
で
医
療
に
貢
献

製
品
開
発
に
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
」

と
、
二
年
四
カ
月
間
、
審
査
の
現
場

も
経
験
し
た。

そ
の
問
、
機
器
に
関
わ
る
臨
床
試

験
の
審
査
や
デ1
タ
の
評
価
な
ど
を

担
当
し
、
規
制
当
局
と
企
業
、
大
学

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
で
き
た
。

「
早
い
段
階
で
、
ど
う
い
う
規
制
が

あ
る
の
か
を
知
っ
て
開
発
を
進
め
れ

ば
、
時
間
や
経
費
に
無
駄
が
生
じ
な

い
」
と
感
じ
た。

一
五
年
か
ら
現
職
。

「
開
発
を
通

じ
て
、
悪
性
度
の
高
い
が
ん
の
早
期

診
断
や
治
療
法
の
改
善
に
貢
献
し
た

い
。

海
外
に
も
販
売
で
き
る
製
品

を
、
滋
賀
か
ら
送
り
出
し
た
い
」
と

埼
玉

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
幻
日
(
木
)

意
気
込
む。

た
だ
、
学
内
で
は
着
任
す
る
一
年

半
前
、
高
血
圧
症
の
降
圧
剤
を
使
っ

た
臨
床
研
究
で
、
デ
ー
タ
の
不
正
操

作
が
発
覚
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
臨
床
研
究
の
倫

理
教
育
や
書
類
管
理
の
徹
底
に
も
、

全
力
を
尽
く
す。

「
研
究
者
か
ら
厄

介
が
ら
れ
る
が
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性

担
保
に
欠
か
せ
な
い
。

患
者
さ
ん
の

貢
献
を
無
駄
に
せ
ず
、
医
療
の
発
展

に
つ
な
げ
な
く
て
は
」
と
気
を
引
き

締
め
る。

(
浅
井
弘
美
)

中
日
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
5

日
(
火
)
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内
視
鏡
を
使
う
、
耳
の
最
新

手
術
の
技
術
向
上
に
向
け
、
県

内
の
も
の
づ
く
り
企
業
と
医
療

関
係
者
、
車
京
の
医
療
機
器
メ

ー
カ
ー
が
共
同
で
、
次
世
代
医

療
機
器
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
県
内
企
業
の
医
療
機
器
関

連
分
野
へ
の
参
入
促
進
や
事
業

拡
大
を
里
芋
県
も
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
。
医
工
連
携
の
一
つ
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
注
目
を

集
め
て
い
る。。

開
発
は
、
山
形
大
医
学
部
耳

血
鼻
咽
喉・頭
頭
部
(け
い
ぷ
)

外
科
学
講
座
の
欠
畑
誠
治
教
授

が
呼
び
掛
け
た。
欠
畑
教
授
は

内
視
鏡
下
耳
科
手
術
の
第
一
人

者
。
鼓
膜
の
内
側
に
真
珠
の
よ

う
な
擁
が
で
き
、
骨
を
破
援
し
、

難
聴
や
顔
面
神
経
ま
ひ
、
呂
ま

オ
フ
ィ
ス
用
椅
子
な
ど
を
製
造
す
る
タ
カ
ノ
は

1

月
、
医
師
が
手
術
時
に
使
う
椅
子
「
サ
ー
ジ
カ
ル
サ
ポ

ー
ト
チ
ェ
ア」
を
発
売
し
た
。
長
時
間
の
過
酷
な
作
業

を
強
い
ら
れ
る
手
術
医
の
負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
で

き
る
よ
う
に
、
細
部
に
わ
た
っ
て
工
夫
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る。
信
州
大
学
医
学
部
と
の
密
接
な
連
携
で
、

個
性
あ
る
製
品
を
生
み
出
し
た
。

I圏直回j調理現理規
耳の手術機器開発へ

い
を
引
き
起
こ
す
「
中
耳
真
珠
共
同
開
発
す
る
県
内
企
業
は

5

腫
」
な
ど
に
有
効
な
方
法
で
、
社
。
こ
の
う
ち
、
機
械
メ

l

カ

耳
の
裏
側
を
切
開
す
る
手
術
と
l

は
、
片
手
操
控
札
よ
り
短
時

比
べ
る
と
患
者
へ
の
負
担
が
軽
聞
で
患
部
な
ど
を
繊
細
に
切
除

く
安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
、
患
者
へ
の

た
だ
、
専
用
の
医
療
機
器・

負
担
が
少
な
く
、
よ
り
安
全
性

機
具
は
ま
だ
少
な
く
、
手
術
時
も
増
す
医
療
機
器
の
開
発
を
進

聞
の
短
縮
な
ど
、
さ
ら
な
る
技
め
て
い
る
。

県
は
同
年
度
、
県
次
世
代
医

療
関
連
機
器
研
究
会
を
設
立

し
、
こ
う
し
た
ス
キ
l

ム
を
活

用
し
な
が
ら
県
内
企
業
の
技
術

力
向
上
や
人
材
育
成
、
取
引

拡
大
な
ど
を
図
る
計
商
た
。
欠

畑
教
授
は
「
霞
先
端
の
医
療

と
、
山
形
の
も
の
づ
く
り
を
世

県
内
企
業
参
入
を
促
す

術
向
上
に
向
け
て
新
た
な
製
品
部
品
の
微
細
加
工
技
術
を
生

開
発
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
欠
か
し
、
3

年
前
か
ら
県
と
国
の

畑
教
授
は
「
外
耳
道
は
狭
い
た
補
助
金
を
受
け
て
試
作
を
展

め
、
取
り
回
し
が
い
い
機
器
が
開
。

2
0
1
7

年
度
に
市
販
す

必
要
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
る
計
画
で
進
め
て
い
る
。
医
療

現
在
、
欠
畑
教
授
、
医
療
機
分
野
へ
の
参
入
は
、
主
力
の
自

器
の
各
種
規
制
に
関
す
る
ノ
ウ
動
車
分
野
に
加
え
、
新
た
な
事

ハ
ウ
を
持
つ
医
療
機
器
メ
l

カ
業
の
柱
を
増
や
し
た
い
と
の
狙

l

「
第
一
医
科
」
(
墓
患
と
い
が
あ
る
。

そ
の
も
の
を
手
が
け
る
発
想

は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
松
尾
氏
の
要望
を

聞
き
な
が
ら
開
発
を
進
め

た
。
「
椅
子
に
も
人
の
身
体

に
も
詳
し
い
先
生
と
い
う
こ

と
も
あ
り
話
は
は
ず
ん
だ
」

(開
発
担当
の
倉
田
文
博
氏
)

と
い
う
。

分散楽に

て
い
る
。
だ
が
形
成
外
税
の

先
生
た
ち
は
じ
っ
と
し
て
い

て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
厳
し
い
条
件
で
疲

れ
に
く
い
も
の
を
作
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
か
っ
た
」
と
開

発
上
の
困
難
を
諮
る
。

ま
ず
、
蒸
れ
を
防
ぐ
た
め
、

表
面
を
メ
ッ
シ
ュ
に
す
る
こ

界
に
大
き
く
発
信
し
て
い
け

れ
ば
と
思
う
」
と
話
し
て
い

る
。

山
形
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
引
日
(
木
)

り

一慢
し
が
で
き
な
い
た
め

だ
。

そ
こ
で
ズ
レ
を
防
止
し
よ

う
と
、
座
面
の
一
部
を
波
形

に
し
て
み
ち
す
る
と
、
こ

の
波
形
の
形
状
が
体
圧
分
散

に
も
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

体
重
が
か
か
る
と
、
波

部
分
が
た
わ
ん
で
、
尻
の
ま 品

は
m山d
v
Mほど
だ
。
こ
れ

に
よ
り
手
術
医
が
自
然
と
椅

子
に
深
く
腰
鋳
げ
る
た
め
、

疲
れ
の
原
因
と
な
る
の
け
ぞ

る
よ
う
な
姿
勢
に
な
り
に
く

い
。
ま
た
手
術
周
に
使
う
顕

微
鏡
な
ど
を
足
元
のペ
ダ
ル

で
操
作
す
る
時
に
、
座
面
の

縁
が
太
も
も
の
裏
側
に
当
た
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松
尾
氏
は
、
自
宅
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
周
り
に

違
う
形
状
の
椅
子
を
6

っ
そ

ろ
え
る
ほ
ど
の
精
子
好
き
。

「
オ
フ
ィ
ス
の
椅
子
は
進
化

し
て
い
る
の
に
、
手
術
用
の

椅
子
は
な
ぜ
良
く
な
ら
な
い

の
だ
る
つ
」
と
常
々
思
っ
て

い
た
。
形
成
外
糾
で
は
m
i

m
時
間
座
っ
た
ま
ま
の
手
術

が
多
い
。
そ
れ
な
の
に
椅
子

は
ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ
ー
で
覆
わ

れ
た
丸
椅
子
が
ほ
と
ん
ど
。

尻
が
痛
み
、
蒸
れ
も
ひ
ど
い

と
い
う
。

産
学
連
携
は
タ
カ
ノ
に
と

っ
て
初
め
て
で
は
な
い
。
同

社
の
主
力
事
業
は
オ
フ
ィ
ス

家
具
大
手
に
供
給
し
て
い
る

椅
子
と
、
中
国・
台
湾
〆l

価
格
は
税
別
口
万
円
で
医

療
機
器
販
売
店
な
ど
を
通
じ

て
年
間
8
0
0
台
の
販
売
を

白
指
す
。
同
製
品
を
合
む
ヘ

ル
ス
ケ
ア
部
門
の
売
上
高
は

3
1
5
年
後
を
め
ど
に
現
在

の
2
倍
強
の
ω
億
円
に
引
き

上
げ
る
目
標
だ
。

「
タ
カ
ノ
さ
ん
は
椅
子
を

作
っ
て
る
よ
ね
。
手
術
の
時

に
座
る
椅
子
、
な
ん
と
か
な

ら
な
い
か
と
思
っ
て
る
ん
だ

よ
ね
」
。
き
っ
か
け
は
2
0

1
3
年
に
信
州
大
学
医
学
部

で
形
成
外
税
を
専
門
と
す
る

松
尾
清
特
任
教
慢
に
言
わ
れ

た
言
葉
だ
っ
た
。

加
時
間
着
席
も

カ
ー
に
出
荷
し
て
い
る
液
晶

の
検
査
装
置
。
後
者
は
信
州

大
学
の
研
究
者
と
の
連
携
で

1
9
8
0
年
代
に生
まれ
、

成
長
し
た
事
業
だ
。
た
だ
、

医
療
で
は
備
品
扱
い
の
椅
子

ック‘タ椅子好き医師と
初
年
聞
に
及
ぶ
オ
フ
ィ
ス

用
椅
子
の
開
発
経
験
を
持
つ

倉
田
氏
は
「
オ
フ
ィ
ス
用
の

椅
子
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機

能
な
ど
姿
勢
を
変
え
て
体
を

休
め
ら
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ

体圧

と
に
し
た
。
当
初
は
座
面
は

平
面
状
だ
っ
た
が
、
体
圧
分

散
が
十
分
で
な
く
、
尻
が
前

後
に
ズ
レ
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出
て

き
た
。
医
師
は
手
術
中
に
座

手術医の負担鰻滅のための工夫をちりばめている

座面を波状にして
ずれを防止し、体圧を
分散

E留蹴姻圃置闘輔通車量画掴

わ
り
で
お
わ
ん
の
よ
う
な
形

を
作
る
。
こ
れ
に
よ
り
体
圧

を
場
所
に
よ
っ
て
は
2
分
の

1
に
抑
え
た
。

転
が
ら
ず
安
全

座
面
の
奥
行
き
は
短
く
し

た
。
一
般
的
な
椅
子
は
ω
1

ω
d
v
M
だ
が
、
タ
カ
ノ
の
製

ち

人
3
2
0

打

)
万
，U
U
{

頭
職
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E
L
-
-
聞
は

は
右
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E
E

・
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成

師
(
山

・
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・
皿
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作

権
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白E
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外
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M
N郎

か
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・
z
(
削

'
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四
国
・
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・
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・
・

E
n
〆
』
ゆ
・
回

4

)
ハ
M
E
-
-
-∞
働

る
輸
司4
・
・
・
周2
労

は
左

-
-
E
生

憎
曙(
川
・
・
・
・
m出
厚

削
羽
山U
ι
E
も

全
E

圃
・
・
・
ゅ

師
人
山

1
1
川
1
h

F
E万
引
品
目

H
{

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
医
着
す
る
と
、
中
腰
の
姿
勢
で
体
重
を
m

師
は
1
9
9
4
年
か
ら
2
0
1
4
年
支
え
ら
れ
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
チ
ェ
ア
山

ま
で
の
初
年
闘
で
お
%
増
え
た
。
一
「
ア
ル
ケ
リ
ス
」
を
開
発
し
た
。
こ
山

方
、
外
税
医
の
数
は
U
年
で
2
万
8
れ
も
手
術
中
の
利
用
を
想
定
し
て
お
山

0
0
0
人
と
例
年
比
で
1
%
減
と
わ
り
、
同
製
品
は
装
着
し
た
ま
ま
歩
く
m

ず
か
に
減
っ
て
い
る
。
労
働
環
境
の
こ
と
も
で
き
る
。

過
酷
さ
か
ら
医
学
生
が
敬
遠
す
る
の
タ
カ
ノ
も
手
術
用
椅
子
に
先
立
叫

が
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
労
働
環
ち
、
日
年
に
立
っ
て
手
術
を
す
る
医
…

境
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
師
の
上
肢
と
体
幹
を
支
え
る
製
品
を
m

金
型
製
作
の
ニ
ッ
トl
(横
浜
市
)
発
売
し
て
い
る
。
医
師
の
身
体
的
な

m

は
千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
医
工
学
負
担
を
軽
減
す
る
製
品
は
今
後
も
増
山

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
組
ん
で
両
足
に
装
え
そ
う
だ
。
(
蓑
輪
星
使
)

負担軽減に商機

ら
な
い
た
め
、
足
に
負
担
が

か
か
り
に
く
い
。

他
に
も
背
も
た
れ
を
肩
幅

よ
り
も
小
さ
く
し
て
上
腕

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
た

ほ
か
、
キ
ャ
ス
タ
ー
を
あ
え

て
転
が
り
に
く
く
す
る
こ
と

で
、
手
存
使
わ
な
く
て
も
安

全
に
座
れ
る
よ
う
に
し
た
。

改
良
を
加
え
た
誤
作
品
を

発
売
ま
で
に
5
つ
ほ
ど
作

り
、
そ
の
た
び
に
信
州
大
医

学
部
の
形
成
外
税
の
医
師

に
、
実
際
に
手
術
に
使
っ
て

も
ら
っ
た
。
実
際
に
使
っ
た

女
性
医
師
は
「
猫
背
に
な
り

が
ち
だ
っ
た
姿
勢
が
良
く
な

り
、
長
時
間
の
手
術
も
耐
え

や
す
く
な
っ
た
」
と
話
す
。

「
こ
れ
ま
で
最
大
公
約
数

を
意
識
し
て
開
発
し
て
き
た

が
、
人
に
よ
っ
て
椅
子
に
求

め
る
こ
と
は
違
う
こ
と
が
わ

か
り
、
隔
が
広
が
っ
た
」
(
倉

田
氏
)
。
同
社
は
高
齢
者
や

障
害
者
向
け
の
車
椅
子
な
ど

も
製
造
し
て
い
る
。
開
発
経

験
は
新
商
品
の
開
発
に
も
役

立
ち
そ
う
だ
。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
お
日
(
火
)
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岡
田

医

の
コ

‘ Y 

大
阪
医
科
大
の
心
臓
外
科
医
と
福
井
市
の
編
み
物
会
社
の
技
術
者
ら
が
チ

1

ム
を
組

み
、
子
ど
も
の
心
臓
手
術
で
使
う
シ
!
ト
状
の
医
療
機
器
「心
臓
修
復
パ
ッ
チ」
を
開
発

し
た
。
国
産
で
は
初
の
シl
ト
で
、
2
0
1
8

年
の
臨
床
試
験
(治
験
)
を
目
指
す。
異

色
の
開
発
チl
ム
の
取
り
組
み
は
、
医
師
や
町
工
場
の
技
術
者
が
心
臓
の
人
工
弁
を
開
発

し
て
い
く
小
説「下
問
ロ
ケ
ッ
ト2

ガ
ウ
デ
ィ
計
画
」
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
、
作
者
で

直
木
賞
作
家
の
池
井
戸
潤
さ
ん
に
医
学
的
助
言
な
ど
も
行
っ
て
い
る

。

チ
ー
ム
は
「小
説

の
よ
う
に
早
く
実
用
化
し
た
い」
と
意
気
込
む。
(

浜
中
伸
之
)

-
再
手
術
の
負
担

チ
ー
ム
を
率
い
る
同
医
大
の

根
本
慎
太
郎
教
授(日
)
(小
児

心
臓
血
管
外
科)
は
、
年
間
約

1
0
0

人
の
子
ど
も
を
手
術
す

る
。

心
臓
に
は
左
右
に
心
房
と

心
室
が
一
つ
ず
つ
あ
り
、
生
ま

れ
つ
き
心
室
の
壁
に
穴
が
聞
い

て
い
た
り
、
血
管
が
狭
か
っ
た

り
す
る
病
気
が
手
術
対
象
と
な

る
。

こ
う
し
た
手
術
を
受
け
る

子
ど
も
は
全
国
で
年
間
約
1

万

現
在
使
わ
れ
て
い
る
の
は
外
わ
せ
て
伸
び
る
糸
を
素
材
に
し

国
製
で
、
伸
長
性
が
な
い
素
材

。

て
、
編
ん
だ
シl
ト
だ
っ
た。

乳
幼
児
の
心
臓
に
つ
な
が
る
肺

-
チ
ー
ム
結
成

動
脈
の
血
管
を
拡
張
す
る
手
術

で
は
、
シ
1

ト
が
使
わ
れ
だ
血
2
0
1
2

年
春
、
偶
然
見
た

管
部
分
が
成
長
せ
ず
、
5

年
を
新
聞
記
事
で
福
井
市
の「福
井

過
ぎ
る
と
再
手
術
す
る
ケ
1

ス
経
編
興
業
」
が
、
シ
ル
ク
を
使

が
増
え
る
と
い
う。
根
本
教
授
っ
た
人
工
血
管
の
開
発
を
進
め

は
「再
手
術
は
肉
体
的
、
精
神
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
同
社
の

的
負
担
が
大
き
い」
と
、
数
年
高
木
義
秀
専
務
(位
)に
相
談
し

前
か
ら
新
し
い
素
材
を
使
っ
た
た。
高
木
専
務
は
技
術
的
に
可

シ
l

ト
製
作
の
検
討
を
始
め
能
と
判
断。
苦
し
む
子
ど
も
を

た
。
理
想
は
、
体
内
で
溶
け
て
目
の
当
た
り
に
し
て「伺
と
し “' EE夢.. 

一二.国内初開発ト心臓シー
心
磁
修
復
パ
ッ
チ
を
使
っ
た

治
療
の
イ
メ
ー
ジ
図

専
用
の
編
み
機
を
購
入
し
、

同
社
の
工
場
で
、
同
年
夏
か
ら

計
画
に
着
手
。
根
本
教
授
が
、

シ
1

ト
の
仕
様
を
考
え
、
工
場

で
は
編
み
込
ん
だ
シ1
ト
が

一

方
向
に
し
か
伸
び
な
い
な
ど
、

失
敗
を
繰
り
返
し
た
が
、
技
術

者
ら
が
編
み
方
を
改
良
し
、
約

3

年
か
け
て
面
積
が
最
大4
倍

程
度
ま
で
伸
び
る
試
作
品
を
完

成
さ
せ
た。
大
手
繊
維
メ
ー
カ

ー

「帝
人
」
も
糸
の
素
材
加
工

な
ど
で
協
力。
プ
タ
の
大
動
脈

に
シ
1

ト
を
取
り
付
け
た
実
験

で
は
、
シ
ー
ト
が
血
管
の一部

に
置
き
換
わ
る
こ
と
も
確
認
し

た
。

根
本
教
授
は
「
再
手
術
し
な

く
て
す
む
パ
ッ
チ
が
で
き
た」
。

-
小
説
ド
ラ
マ
化

今
回
の
計
画
を
、
高
木
専
務

可
欠
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
授
け
て

い
た
だ
い
た」
「
中
小
企
業
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
」
な
ど

の
謝
辞
を
記
し
た
。

高
木
専
務
は
「
絶
対
に
シ
ー

ト
を
作
る
と
い
う
町
工
場
の
熱

い
思
い
が
、
池
井
戸
さ
ん
に
も

伝
わ
っ
た
と
思
う」
と
話
す
。

2

年
後
の

治
験
目
標

圏
内
で
使
用
さ
れ
る
医
療
機

器
は
、
リ
ス
ク
に
応
じ
て
4

ク

ラ
ス
に
分
類
さ
れ
、
「
心
臓
修

復
パ
ッ
チ
」
は
、
最
も
リ
ス
ク

が
高
い
ク
ラ
ス4
に
あ
た
る
。

ク
ラ
ス
3

と
4

は
、
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構(P
M
D
A
)

の
審
査
を
受
け
、
承
認
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
修
復
パ
ッ
チ
は

海
外
製
の2
種
類
と
さ
れ
る。

医
療
機
器
の
輸
出
額
増
大
に

力
を
入
れ
る
国
は
、2
年
後
の

治
験
を
目
指
す
今
回
の
計
画
に

注
目
し
て
い
る。
安
倍
首
相
は

日
日
、
東
京
都
内
で
の
日
本
商

工
会
議
所
通
常
会
員
総
会
で
、

中
小
企
業
の
商
品
開
発
に
触

れ
、
修
復
パ
ッ
チ
の
素
材
を
使

っ
た
関
連
口
聞
と
し
て
「福
井
市
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田幸旨
人
お
り
、
う
ち
約4
割
が
シ
ー

ト
を
使
っ
た
治
療
を
受
け
る
。

池
井
戸
さ
ん

自
分
の
細
胞
に
置
き
換
わ
る
糸

と
、
心
臓
や
血
管
の
成
長
に
合
て
も
自
分
た
ち
の
技
術
で
命
を

救
い
た
い
」
と
強
く
思
っ
た
。

「

誠
意
、
粘
り
に
感
銘」

池
井
戸
潤
さ
んの
話
「根
本
教
授
や
福
井
経

編
さ
ん
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
取
材
を

通
じ
て
知
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
る
人
た
ち
の
ひ
た
む
き
さ
や
誠
意
、
粘
り
、

熱
量
に
は
感
銘
を
受
け
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
小
説
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
現
実

に
こ
う
し
た
新
技
術
に
挑
む
人
た
ち
が
い
る
か

ら
こ
そ
将
来
の
医
療
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」

医療機器輸出国が支援

政
府
は
、
医
療
機
器
の
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
、
各
分
野
の
専

門
家
集
団
が
企
業
の
海
外
進
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
作
る

方
針
を
固
め
た。
日
本
の
先
端
技
術
を
生
か
し
、
拡
大
す
る
世
界

の
医
療
機
器
市
場
の
需
要
を
取
り
込
み
た
い
考
え
だ

。

5

月
末
に

も
閣
議
決
定
す
る「経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
(
骨

太
の
方
針
)
に
盛
り
込
む
方
向
だ。

弁
理
士

・
企
業
O
B

医
療
機
器
の
国
際
市
場
は
、
先

進
国
の
高
齢
化
や
途
上
国
の
人
口

婚
で
拡
大
傾
向
に
あ
る。
2
0
1

4

年
に
は
世
界
で
約3
4
0
0

億

"
が
規
模
だ
っ
た
が
、
四
年
に
は
約

4
7
0
0

億
"
が
に
ま
で
膨
ら
む
見

通
し
だ
。

し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
展

開
は
遅
れ
て
お
り、
日
年
の
医
療 専

門
家
集
団
創
設

機
器
の
輸
出
入
は
約80
0
0

億

円
の
輸
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
昨
年7
月
、

日
年
に
約5

0
0
0

億
円
だ
っ
た
輸
出
額
を
初

年
頃
ま
で
に
1

兆
円
に
倍
増
す
る

目
標
を
打
ち
出
し
た。

日
本
は
高
い
技
術
を
持
つ
企
業

が
少
な
く
な
い
が
、
「煩
雑
な
手

続
き
が
海
外
進
出
の
ネ
ッ
ク
に
な

は
昨
年
、
知
人
を
介
し
て
知
り

合
っ
た
池
井
戸
さ
ん
に
話
し

た
。
根
本
教
授
も
高
木
専
務
か

ら
紹
介
を
受
け
、
油
井
戸
さ
ん

に
心
臓
手
術
の
現
場
を
見
せ
る

な
ど
し
た
。
小
説
は
昨
秋
ド
ラ

マ
化
さ
れ
、
福
井
経
編
の
工
場

も
撮
影
場
所
に
な
っ
た。

巻
末
で
池
井
戸
さ
ん
は
、
「
医

療
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

と
い
う
、
こ
の
物
語
に
必
要
不

子供用っ
て
い
る
」
と
の
声
は
多
い。
流

通
経
路
の
開
拓
も
容
易
で
は
な

い
。

こ
の
た
め
、
政
府
は
弁
理
士

や
企
業O
B

な
ど
現
地
の
事
情
に

精
通
し
て
い
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ

を
創
設。
参
入
前
の
情
報
収
集
や

現
地
当
局
に
提
出
す
る
書
類
作

成
、
参
入
後
の
販
路
拡
大
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
が
支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
方
針
だ
。

日
本
貿
易
振
興
機
構(ジ
ェ
ト

ロ
)
や
官
民
一
体
で
日
本
式
医
療

の
海
外
展
開
を
進
め
る
社
団
法
人

「メ
デ
ィ
カ
ル
・

エ
ク
セ
レ
ン
ス

・

ジ
ャ
パ
ン」
(M
E
J
)
の
情

報
活
用
も
計
画
す
る。
ま
ず
は
米

国
へ
の
参
入
支
援
に
優
先
的
に
取

り
組
み
、
欧
州
な
ど
に
拡
大
す
る

予
定
だ。

の
中
小
企
業
は
大
阪
医
科
大
の

協
力
の
も
と
、
生
体
適
合
性
の

高
い
糸
を
用
い
、
成
長
に
合
わ

せ
て
大
き
さ
が
変
わ
る
試
作
品

を
完
成
さ
せ
た」と
評
価
し
た。

読

売
(
大
阪
)・朝
刊

2
0
1
6

年
3

月

却
日
(
日
)

売 (東京) ・ 朝刊| 20 1 6年4月 24日 ( 日 ) I l豆
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ユ
ダ
ヤ
難
民
助
け
た
医
師

日本海地誌調査研究会(福井県敦賀市)が、第二次

世界大戦中に敦賀港に上陸したユダヤ人難民を診察し
たとされる地元の医師を特定した。 医師は、産婦人科
医院を港の近くで開業していた故竹内隆良さん=1985
(昭和60) 年、 84歳で死去=だったことを当時の看護
師らの証言から結論付けた。 古江孝治理事 (65) は「か
つての市民の優しさや思いやりを知る上で貴重な記
録」 と話す。 (敦賀支局・古根村進然)

研
究
会
に
よ
る
と
、
四
一
年

の
新
聞
記
事
に
、
ド
イ
ツ
語

や
ラ
テ
ン
語
を
扱
う
敦
賀
の
医

師
に
対
し
て
、
流
産
の
治
療
を

受
け
た
難
民
女
性
の
夫
が
感

謝
を
表
す
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
載

っ
て
い
る
。

会
は
二
O

一
一
一

年
、
隆
良
さ
ん
の
長
男
で
産
婦

人
科
医
の
佳
一
さ
ん
(
八
-UH
岡

市
H

へ
の
聞
き
取
り
か
ら
そ
の

敦賀で特定、「戦中診察J~iE言

医
師
が
隆
良
さ
ん
と
推
察
し

た
。今

年
一
月
に
古
江
理
事
が
詳

し
く
調
べ
、
桂
一
さ
ん
が
子
ど

も
の
こ
ろ
、
電
話
で
ド
イ
ツ
語

を
話
す
隆
良
さ
ん
を
見
た
の
を

確
認
し
た。

加
え
て
、
桂
一
さ

ん
か
ら
、
医
院
の
看
護
師
だ
っ

た
永
井
つ
ね
さ
ん
(
九
る
が
流
産

の
処
置
に
必
要
な
器
具
を
消
毒 し

、
隆
良
さ
ん
の
往
診
に
付
き

添
っ
て
「
小
林
別
館
」
で
外
国

人
を
看
護
し
た
と
い
う
証
言
を

得
た
と
い
う。

研
究
会
は
O
六
年
三
月
に

「
敦
賀
上
陸
ユ
ダ
ヤ
難
民
足
跡

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ1
ム
」

を
結
成。
市
内
外
で
一
年
間
聞

き
取
り
調
査
を
し
、
三
十
二

件
の
証
言
を
集
め
た
。

内
容
は

金
ケ
崎
町
の
「
人
道
の
港

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
の
パ
ネ
ル
な

ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る。
古

江
理
事
は
「
ム
ゼ
ウ
ム
に
専
用

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど

し
、
今
回
の
証
言
も
広
く
市
民

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

す
。隆

良
さ
ん
は
礼
儀
正
し
く
、

曲
が
っ
た
こ
と
の
嫌
い
な
性

格
。

桂
一
さ
ん
は
「医
師
と
し

て
当
然
に
診
て
、
き
ち
ん
と

処
置
し
た
と
思
う。
証
言
を
通

し
て
敦
賀
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し

た
。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
包
日
(
金
)

研
究
室

「
飲
み
込
み
の
検
査
に
来
ま
し
た

。

お
口
を

聞
け
て
く
だ
さ
い
」
|
。

2

月
下
旬
松
本
市

の
国
立
病
院
機
構
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
中

居
樫
本
病
院。
こ
の
目
、
松
本
歯
科
大
(
塩
尻

市
)
の
小
笠
原
存
薮
授(訂
)は
、
検
査
の
要
請

を
受
け
て
同
病
院
を
訪
れ
、
入
院
患
者
の
良
か

ら
内
視
鏡
を
入
れ
た
。

患
者
は
神
経
の
病
気
で

食
べ
物
を
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い
幅
下
障
害
」

学科歯者害膏平授教札正
快
柏
原

齢
制

喧
本
ぉ

バ
サ

円A
釘T

障害者らへの治療考える

が
あ
る。
小
笠
原
教
授
は
、
患
者
が
ゼ
リ

l

状

の
食
べ
物
を
飲
み
込
む
様
子
を
見
て
、
飲
み
込

み
ゃ
す
い
食
べ
方
を
検
問
し
た

。

専
門
は
障
害
者
歯
科
学
。

病
気
や
障
害
に
よ

っ
て
生
じ
る
嚇
下
障
害
の
診
断
や
対
応
も
担

う
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
ロ
内
が
乾
燥
し
て
粘

膜
が
制
が
れ
た
誌
上
皮
膜
」
が
、
喉
に
付
い

て
窒
息
や
感
染
症
の
原
因
に
な
る
こ
と
を
解

明
。

小
ま
め
な
歯
磨
き
や
粘
膜
の
保
湿
で
乾
燥

さ
せ
な
い
こ
と
が
予
防
に
つ
な
が
る
と
し
た

。

病
気
や
障
害
で
通
常
の
歯
科
治
療
が
で
き
な

い
人
へ
の
対
応
も
専
門
と
す
る

。

歯
科
大
病
院

に
は
毎
週
、
知
的
障
害
や
身
体
障
害
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
の
あ
る
自
著
1
5
0
5
2
0
0

人

ほ
ど
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
。
叩
人
の
歯
科
医

師
と
共
に
治
療
に
当
た
っ
て
い
る

。

治
療
中
に
動
い
て
し
ま
う
患
者
に
は
、
笑
気

ガ
ス
や
全
身
麻
酔
で
眠
ら
せ
て
治
療
す
る
と
と

も
。

治
療
の
痛
み
や
麻
酔
薬
カ
心
臓
の
病
気
に

影
響
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
は
、
治
療
が
可
能

か
ど
う
か
を
慎
重
に
検
討
す
る

。

自
閉
症
の
人

は
「
何
を
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
の
恐
怖

か
ら
治
療
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
り
、
文
字
や

絵
を
使
っ
て
丁
軍
に
説
明
す
る
と
い
う

。

「
障
害
が
あ
る
人
の
多
く
は
、
痛
み
が
あ
っ

て
も
訴
え
ら
れ
な
い
」
と
小
笠
原
教
授

。

「
特

別
な
事
情
が
あ
る
人
で
も
、
歯
や
口
の
健
康
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
歯
科
医
療
を
提
供

し
た
い
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
O
T
6

年
4

月
1

日
(
金
)
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重
い
難
聴
の
医
学
生
が
医
師

国
家
試
験
に
合
格
し
た
。

佐
賀

大
学
医
学
部
で
学
ん
だ
吉
田
朔

ペ
ヤ
矢
田)H
佐
賀
市
東
佐
賀
町

H
。

4

月
か
ら
研
修
医
と
し
て

現
場
に
立
ち
、
将
来
は「障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な

り
、
人
生
の
選
択
肢
を
増
や
し

て
あ
げ
た
い
」
と
夢
を
描
く
。

自
ら
の
障
害
を
、
患
者
の
悩
み

を
推
し
量
る
強
み
に
し
て
、
再

び
挑
戦
の
日
々
を
送
る

。

-
質
問
攻
め

吉
田
さ
ん
は
「
先
天
性
両
耳

性
難
聴」
で
、
難
聴
で
は
最
も

重
い
2

級
の
障
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。

補
聴
器
か
ら

の
音
声
と
、
話
者
の
口
の
動
き

を
見
て
内
容
を
理
解
し
て
い
る

が
、
「早
口
だ
と
聴
き
取
り
に

く
く
、
頭
の
中
で
言
葉
を
変
換

で
き
な
い
と
き
も
あ
る」
。

重い難聴越え医師に

吉
田
期
さ
ん
言
葉
佐
賀
町
)

佐
賀
西
高
か
ら
九
州
大
医
学
に
佐
賀
大
医
学
部
へ
入
学
し

部
保
健
学
制
に
進
学
し
、
検
査
た
。

技
師
を
目
指
し
て
い
た
。

4

年

.
「
生
命
線
」

次
に
参
加
し
た
難
聴
児
と
の
交

流
会
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

保
護
臨
床
現
場
で
の
実
習
で
は
、

者
か
ら
「ど
う
す
れ
ば
話
せ
る
苦
心
す
る
場
面
も
少
な
く
な
か

よ
う
に
な
る
の
か」
「育
て
方
、
っ
た。
学
術
的
な
専
門
用
語
が

関
わ
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」

飛
び
交
う
会
議
の
内
容
が
、
思

と
質
問
攻
め
に
合
っ
た
。

つ
よ
う
に
聴
き
取
れ
な
い
。

や

「
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
れ
り
取
り
を
そ
の
場
で
パ
ソ
コ
ン

た
ら
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
経
験
に
入
力
し
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
も

談
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

あ
っ
た
が
、
「話
を
正
確
に
理

医
学
的
な
知
識
が
あ
れ
ば
、
解
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ
た
り
、

も
っ
と
説
得
力
の
あ
る
説
明
聞
き
間
違
え
て
診
断
を
下
し
た

が
で
当
与
~
だ
ろ
う
に
」

。

こ
う
り
し
た
ら
、
医
療
事
故
な
ど
重

痛
感
し
、
医
師
に
な
ろ
う
と
大
な
結
果
に
な
り
か
ね
な
い

」
。

一
念
発
起
し
て
、2
浪
の
末
不
安
を
拭
う
よ
う
に
慎
重
な
対

き
こ
も
り
の
原
因
に
な
る
可
能

性
も
あ
る。
こ
う
し
た
『
負
の

連
鎖』
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
聞

こ
え
づ
ら
さ
に
阜
め
に
気
付

者
」
、
話
せ
る
よ
う
に
な
る
教
育

に
つ
な
げ
た
い」
と
語
る。

中
学
時
代
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
続
け
て
い
る
。

難
聴
者
に

応
を
心
掛
げ
た
。

よ
る
「
デ
フ
パ
レ1
」
の
全
日

4

月
か
ら
の
研
修
先
、
国
立
本
チ
l

ム
メ
ン
バ
ー
に
選
ぱ

病
院
機
構
佐
賀
病
院
(
佐
賀
市
)
れ
、
国
際
大
会
へ
の
出
場
も
予

は
、
発
言
の
音
声
を
即
時
に
文
定
し
て
い
る

。

聞
こ
え
づ
ら
く

字
に
変
換
し
て
画
面
に
表
示
す
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
ず
、
周

る
ソ
フ
ト
を
準
備
し
て
く
れ
り
と
関
係
を
築
ぎ
な
が
ら
一
歩

た
。
「
生
命
線」
に
な
る
詰
者
ず
つ
|。
そ
ん
な
こ
と
を
伝
え

の
口
の
動
事
注
乞
確
実
に
見
極
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思

る
た
め
、
医
師
ら
と
話
す
際
は
っ
て
い
る

。

(
古
川
公
弥
)

い
っ
た
ん
マ
ス
ク
を
外
し
て
も

ら
う
配
慮
も
依
頼
し
た
。

将
来
は
耳
鼻
税
医
か
小
児
桝

医
に
な
る
の
が
目
標
だ。「
聞

こ
え
な
い
と
話
し
方
が
分
か
ら

な
い
。

人
の
輪
に
入
れ
ず
、
引

-ｭ
r
v
l
l圃

トEdv
 
置U~諸宗・・

佐
賀
新
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・
朝
刊
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6
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4

月
叩
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(
日
)
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ー

ひ
ょ
一
コ
ご|

こ
の
人H
2
5変
わ
ら
ず
、
元
気
に

走
り
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

。

そ

う
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

」

N
P
O
法
人
「
阪
神
高
齢
者
・

閣
筈

邑
白
昆
童
毒
素
ッ
ト
ワ
l

ク
」
の
理
事
長
を

企
刷
仁
務
め
た
黒
田
裕
子
さ
ん
の
こ
と
だ

。

亡

「
l

く
な
っ
た
の
は2
年
間
が
ん
に
む
し

切
」
ば
ま
れ、
議
疋
雲
つ
セ

L
1
1

阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
内
外

、

h
-
の
被
災
地
で
、
高
齢
者
3
ど
の
守
護
に

J

力
を
注
い
だ。
護
霊
東
日
本
大
震
災

P
E

、

の
被
災
地
に
も
伝
え
、

2
4時
間
態
勢
の

レ
肺
九
見
守
り
活
動
の
先
頭
に
立
っ
た

。

ミ
C

存
命
な
ら
熊
本
に
も
真
っ
先
に
駆
け

マ
命

付
け
た
に
違
い
な
い
。

E
4
t
h
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
の
黒
田
さ
ん
が
痛

J

み
な
ど
自
ら
の
体
の
変
調
に
気
付
か
な

F

め
川

か
っ
た
は
ず
が
な
い
。

た
だ
、
さ
ほ
ど

'
}

深
刻
に
考
え
な
か
っ
た
さ
♀
~

。

自
分

ミ
ζ

の
こ
と
よ
り
も
人
の
た
め
に
人
生
を
燃

十
|

焼
し
た。
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。

r
E

ご
本
人
は
も
う
い
な
い
。

だ
が
、
不

E
E
E
思
議
な
こ
と
に
存
在
感
は
薄
れ
な
い

。

日
誌

昔
、
墓
罪
空
会
天
国
の
黒
田

E

ニ
ハ
さ
ん
に
「
人
権
賞
」
を
贈
っ
た
と
知
つ

て
、
深
く
得
心
し
た
。

三上喜美男

な
ど
が
名
を
連
ね
る
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
5

年
で
、
東

北
で
も
支
援
に
奔
走
し
た
黒
田
さ
ん
が

候
補
に
な
っ
た
。
且
取
も
弱
い
立
場
の
人

々
に
寄
り
添
い
、
露
間
取
り
組
ん
だ

活
動
が
決
め
手
に
な
っ
た
と
い
う

。

確
か
に、

黒
田
さ
ん
ほ
ど
人
生
を
丸

ご
と
他
者
の
支
援
に
さ
さ
げ
た
人
は
そ

う
い
な
い。
昼
は
昼
で
務
審
の
訪問

な
ど
に
汗
を
流
し
、

夜
は
夜
で、

も
う

一
つ
の
活
動
の
柱
で
あ
る
が
ん
患
者
の

相
談
に
携
帯
電
話
で
応
じ
た

。

「
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
夜
一
人
で
考

え
て
い
る
と
、
と
て
も
つ
ら
く
な
る
時

が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
い
つ
で
も
電

話
し
て
ね
っ
て
」
。
生
前
、
そ
う
語
っ

て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

仮
設
で
も
一
人
一
人
の
「
カ
ル
テ
」

を
つ
く
っ
て
個
別
に
支
え
る
仕
組
み
を

構
築
し
た
。
病
め
る
人
の
孤
独
や
不
安

と
向
き
合
っ
た
医
療
者
と
し
て
の
体
験

が
原
点
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る

。

身
を
も
っ
て
守
護
の
モ
デ
ル
を
歪

9

一
方
で
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
妥
協
を
許
さ
な
か
っ
た

。

「
自
分

の
好
き
な
時
間
に
好
き
な
こ
と
を
好
き

な
だ
け
や
る。
そ
れ
で
は
だ
め
」
。

黒

田
さ
ん
の
活
動
言
。
継
い
だ
宰
辛

子
さ
ん
は
そん
な
言
葉
を
田
植
す
る
。

弱
者
に
優
し
く
、
守
護
す
る
側
に
厳

し
い
。

「
黒
田
さ
ん
な
ら
ど
う
す
る
だ

ろ
う
」
と
自
問
す
る
守
護
者
の
声
を
東

北
で
も
聞
く。
ま
か
れ
た
「
種
」
は
熊

本
に
も
届
い
て
い
る
は
ず
だ
。

論説副委員長

回
歳

一克
漁
師
准
看
護
師
の
道

遠
洋
マ
グ
ロ
船
に
約
幼
年
間
乗
り
続
け
て
き
た

宮
城
県
気
仙
沼
市
唐
桑
町
の
鈴
木
掠

寸さ
ん
(閃
)

が
7

日
、
気
仙
沼
市
医
師
会
付
属
准
看
護
学
校
に

最
高
齢
の
新
入
生
と
し
て
入
学
し
た

。

人
生
の
大

半
を
洋
上
で
過
ご
し
て
き
た
鈴
木
さ
ん
は

、

船
員

を
辞
め
た2
0
1
0

年
か
ら
「地
域
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
介
護
施
設
に
勤
務。
さ
ら
に

「ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
て
高
齢
社
会
を
支
え
た
い
」
と
准
看

護
師
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

気仙沼・鈴木さん

「

地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」

真
新
し
い
自
の
ス
ニ
ー
カ
ー

に
ス
l

ツ
姿
の
鈴
木
さ
ん
は
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
却
歳
前
後

が
中
心
の
同
級
生
担
人(女
性

釘
人
、
男
性7
人
)
と
共
に
入

学
式
に
臨
ん
だ。
同
校
の
開
校

(1
9
5
3

年
)
以
来
、
最
高

齢
の
新
入
生
と
な
っ
た
。

眉
聞
に
刻
ま
れ
た
し
わ
に
、

ご
つ
ご
つ
し
た
指。
漁
業
が
盛

ん
な
唐
桑
町
に
生
ま
れ
た
鈴
木

さ
ん
は
中
学
を
率
業
す
る
と4

0
0
J
級
の
大
型
船
に
乗
り
、

世
界
中
で
マ
グ
ロ
を
追
っ
た。

地
元
で
暮
ら
す
の
は
、
年
に1

か
月
と
い
う
生
活
が
続
い
た。

船
を
降
り
た
の
は2
0
1
0

年
8

月
。
「
残
り
の
人
生
は
地

域
に
尽く
し
た
い
」
と
、
そ
の

3

か
月
後
に
ホl
ム
ヘ
ル
パ
1

2

級
(現
・

介
護
職
員
初
任
者

研
修
)
を
取
得。
地
元
の
介
護

施
設
で
働
き
始
め
た。

東
日
本
大
震
災
が
起きた
の

は
、
仕
事
に
慣
れ
た
頃
だった
。

高
台
に
あ
っ

た
施
設
は
無事
だ

っ

た
が
、
沿
岸
部
は
壊
滅
。

被

災
し
た
施
設
か
ら
お
年
寄
り
が

加
入
ほ
ど
運
ば
れ
て
き
た。
電

気
や
水
道
が
止
ま
る
中
、
鈴
木

さ
ん
ら
は
不
眠
不
休で
対
応
し

た
。
「
介
護
の
仕
事
の
や
り
が

い
を
感
じ
た」
と
振
り
返
る。

施
設
で
は
、
演
歌
を
歌っ
た

り
獅
子
踊
り
を
鍛
露
し
た
り
し

て
、
高
齢
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

J¥ 

「え
い
い
つ
つ
あ
ん
が
当
直
の

日
は
本
当
に
安
心」
と
、
利
用

者
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

鈴
木
さ
ん
は
「も
っ
と
現
場

で
役
立
ち
た
い
」
と
准
看
護
学

校
へ
の
入
学
を
決
意。
願
書
を

出
し
に
行
っ
た
窓
口
で
は
「
お

子
さ
ん
の
受
験で
す
か
」
と
尋

ね
ら
れ
た
が
、
施
設
で
働
き
な

が
ら
、
数
学
や
国
語
を
学
び
直

し
、
昨
年
ロ
月
、
学
生
服
姿
の

高
校
生
に
交
じ
っ
て
受
験
し
、

合
格
し
た。
2

年
間
学
び
、
資

格
を
取
得
し
た
後
は
、
元
の
介

護
施
設
に
戻
る
つ
も
り
だ。

厚
生
労
働
省
が
昨
年
6

月
に

公
表
し
た
推
計
に
よ
る
と
、2

0
2
5

年
度
に
必
要
な
介
護
職

員
数
に
対
し
、
確
保で
き
る
人

数
の
割
合
を示
す
充
足
率
は
、

宮
城
県
が
印
%
と

全
国
最
低。

鈴
木
さ
ん
は
新
た
な
船
出
に
、

「率
業
し
た
ら
『
老
々
介
護』

に
な
っ
け
ど
、
若
い
者
に
負
け

ず
体
が
続く
限
り
頑
張
り
た
い

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
た。

続

売
{東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
8

日
(
会
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問
弁
護
士
会
は
人
権
擁
護
に
賞
献
し

た
個
人
や
団
体
を
毎
年
表
彰
し
て
い

る
。
過
去
の
受
賞
者
に
は
、
自
殺
予
防

に
取
り
組
む
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟

県
内
離
島
初
と
な
る「
診

療
看
護
師」
の

一人
と
し
て
、

県
五
島
中
央
病
院
に1
日
付

で
採
用
さ
れ
た
。

医
師
が不

在
で
も
、
包
括
的
な
手
順
書

に
基
っ
き
、
脱
水
症
状へ
の

輸
液
や
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量

の
調
整
な
ど
、診
察
な
し
に

犯
の
特定
の
医
療
行
為
が
で

看護師雇用ミスネソチ深刻
ナースセンター求人倍率2.79倍、就職6%

神
戸
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
市
臼

(
月
)

県内陸島初のE会療看穫師

首議会桑さん

チ
ー
ム

医
療
へ
使
命
感

き
る
重
要
三
役
を
担
、
っ

。

長
崎
市
出
身。
旧
東
京
女

子
医
科大
看
護
短
大
を
卒
業

後
、
病
院
勤
務
を
経
て
岡
市

内
で
長
い
間
、
訪
問
看
護
の

経
験
を
積
ん
だ
。

終
末
期
の

が
ん
患
者ら
と
接
し
「
人
間

が
い
ろ
ん
な
症
状
や
痛
み
に

苦
し
む
姿
を
間
近
で
見
た
」
。

も
っ
と
深
い
知
識
を
身
に
付

け
て
多
種
多
様
な
要
望
に
応

え
た
い
と
先
月
、大
分
県
立

看
護
科
学大
大
学
院
で
修士

課
程
を
修
了
し
、診療
看
護

師
の
認
定
を受
け
た。

院
外
や
、
過
疎
化
を
極
め

都
道
府
県
の看
護
協
全
が
看
護

職
員
の
再
就
職
や
転
職
を
仲
介
、

支
援
す
る
各
地
の
「
ナ
l

ス
セ
ン

タ
ー
」
で2
0
1
4

年
度
の
求
人

倍
率
が2
・

叩
倍
と
過
去
叩
年
で

最
高
だ
っ
た
の
に
、
実
際
に
就
職 で

き
た
の
は
日
人
に1
人
に
満
た

な
か
っ
た
こ
と
が
、
日
本
看
護
協

会
の
ま
と
め
で
分
か
っ
た

。

条
件
が
折
り
合
わ
な
い
「
ミ
ス

マ
ッ
チ
」
が
深
刻
で
、
看
護
師
不

足
の
解
消
に
不
安
を
残
す
結
果

。

1 
求
人~

時
oJ..........J 最
20凶 06 08 10 12 14 
年度 ※日本看護協会まとめ

2.0 

1.5 
2 

5 

協
会
で
は
意
欲
あ
る
求
職
者
へ
の

情
報
提
供
や
相
談
受
け
付
け
、
復

職
の
た
め
の
研
修
な
ど
で
各
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
を
強
め
る

。

ま
と
め
に
よ
る
と
、
ナl
ス
セ

ン
タ
ー
で
の
求
人
倍
率
は
凶
年
度

は
l

・

位
倍
、ω
年
度
は2
・

日

倍
で
、
そ
の
後
は
毎
年
上
昇
し
て

い
る
。

し
か
し
、
求
人
と
求
職
の

条
件
が

一致
し
て
最
終
的
に
就
労

で
き
た
の
は
、
は
年
度
で
登
録
者

同
万6
千
人
に
対
し
て
わ
ず
か
1

万
2

千
人
弱
、6
・
2

劣
だ
っ
た。

協
会
の
分
析
で
は
、
各
ナ
l

ス

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は

、

民
間
業

者
や
ハ
ロl
ワ
!
ク
に
比
べ
て
子

育
て
世
代
や
子
育
て
が一段
落
し

る
二
次離
島
で
の
取
り
組
み

に
も
意
欲
的。

「
人
が少
な

い
か
ら
適
切
な
医
療
を受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
格
差
を
生

み
た
く

な
い
。
一
人

一人
の

総
合
的
な
相
談
に
乗
り
、
少

し
で
も
生
活
が
健
や
か
に
な

る
手
伝
い
を
し
た
い」
と
チ

ー
ム
医
療
へ
の
使
命
感
を
持 っ

。
五島
市
吉久
木
町
で
暮

'2
9
。

M
歳

。

(石
田
慶
介
)

長
崎
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4
月
明
記
日
(
金
)

て
再
就
職
を
考
え
る
却
代
以
上
の

女
性
の
割
合
が
高
い
。

多
く
が
非

常
勤
や
日
中
勤
務
を
求
め
て
い

る
の
に
対
し
、
求
人
は3交
代
、

夜
勤
月
8

固
な
ど
の
フ
ル
タ
イ

ム
が
多
か
っ
た。

訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
や
介
護
施
設
な
ど
病

院
以
外
の
求
人
が
増
え
た
半
間
、

求
職
者
に
は
病
院
の
人
気
が
高
い

と
い
う
食
い
違
い
も
明
ら
か
に
な

っ
た。協

会
広
報
部
は
「
短
時
間
勤
務

や
日
勤
常
勤
な
ど
の
多
様
な
勤
務

が
可
能
で
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
の
仕
組
か
な
ど
が
撃
っ
と
、

勤
務
時
間
の
延
長
や
夜
勤
増
を
受

け
入
れ
て
い
る
実
績
も
あ
る

。

求

人
側
に
も
配
慮
が
必
要
だ
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た。

ナ
l

ス
セ
ン
タ
ー
を
遇
じ
た
就

労
支
援
に
つ
い
て
は
昨
年
叩
月
、

看
護
職
員
が
離
職
時
に
ナ
!
ス
セ

ン
タ
ー
に
届
け
出
る
こ
と
を
努
力

義
務
と
す
る
制
度
が
始
ま
り
、
て

こ
入
れ
が
図
ら
れ
て
い
る
。

〈共
同
通
信
〉

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

6

年
4

月
市
日

(
土
)
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同
志
社
女
子
大
学
が
今
饗
開
般
2
年
目
の
看
護
学
部
に
定
員

ω
人
の
M
倍
の
志
願

者
を
集
め
た
。
宥
護
学
部
が
全
国
で
多
く
の
志
願
者
を
集
め
て
い
る
中
で
も
屈
指
の
人

気
だ
。-
年
目
か
ら
撮
先
端
装
置
で
君
護
の
技
を
磨
く
実
践
教
育
で
若
者
た
ち
を
両
引
き

付
け
て
い
る
。

同
志
社
女
子
大

最先端装置で看護実習
1876年 新島八重と米人宣教師が京都で女

子塾を始める

77年 同志社分校女紅場として般置認可

1930年 向志社女子専門学校と改称

49年 新学制のもと、女子専門学校を廃

し、同志社女子大学開般

86年 京都府原田辺市にキャンパスを開
般

2005年 薬学部を開般

15年 看護学部を開設

同志社女子大の歴史

本
部
が
あ
る
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
(
京
都
府
京
田
辺
市
)

に
昨
年
新
政
し
た
看
護
学
部

関
連
棟
。
授
業
で
学
ん
だ
技

術
を
繰
り
返
す
自
習
専
用
の

施
設
に
は
、
心
筋
梗
塞
や
肺

炎
な
ど
ロ
の
症
例
を
再
現
で

き
る
成
人
女
性
の
全
身
モ
デ

ル
5
体
が
ベ
ッ
ド
の
上
に
並

ぶ
。
呼
吸
音
聴
診
や
心
肺
蘇

生
、
血
液
測
定
の
技
術
を
磨

く
た
め
の
装
置
も
備
え
る
。

眠
っ
て
い
る
乳
児
に
そ
っ
く

り
な
の
は、
-
体
9
0
0
万

円
す
る
最
先
端
の
模
擬
実
習 に

助
言
を
受
け
な
が
ら
利
用

で
き
る
。
看
護
学
部
2
回
生

の
山
本
業
央
さ
ん
は「血
圧

測
定
や
ベ
ッ
ド
〆
イ
キ
ン

グ
、

肺
の
音
の
聞
き
取
り
な

ど
を
友
達
と
一
緒
に
自
習
で

き
る
」
と
話
し
て
い
た
。
模

擬
装
置
は
他
大
学
の
授
業
で

も
使
っ
て
い
る
が
「
自
習
の

た
め
だ
け
に
こ
れ
だ
け
の
設

備
を
そ
ろ
え
た
の
は
珍
し
い

は
ず
」
と
岡
山
寧
子
学
部
長

は
話
す
。

試
験
で
成
果
確
認

書
官
に
は
1
8
8
0

人
に
増
や

し
た
。
「
同
志
社
」
の
ブ
ラ

ン
ド
に
加
え
、
実
践
的
な
教

育
が
人
気
を
閣
押
し
上
げ
て
い

る
。看

護
学
部
で
は
実
践
力
を

高
め
る
た
め
、
1
1
4
年
次

に
連
続
し
て
「
看
護
実
践
総

合
演
習
」
と
い
う
授
業
を
設

け
て
い
る
。
看
護
の
現
場
で

遭
遇
す
る
こ
と
が
多
い
場
面

を
設
定
し
て
模
擬
訓
練
を
重

志
社
分
校
女
紅
場
(
に
よ
こ
ね
る
。
1
年
次
か
ら
医
療
機

う
ば
)
と
し
て
設
置
が
認
可
関
で
の
実
習
に
も
臨
む
。
ユ

さ
れ
た
際
は
、
新
島
襲
が
初
ニ
フ
ォ

ー

ム
を
着
て
医
療
の

代
の
校
長
に
な
っ
た
。
現
場
を
見
学・
体
験
し
「
学

こ
れ
と
は
別
に
、
新
島
慶
び
を
深
め
る
」
(
岡
山
学
部

は
1
8

8
6
年
、
京
都
府
に
長
)
と
い
う
。

看
護
師
養
成
の
学
校
と
病
院
学
習
成
果
は
客
観
的
臨
床

を
開
設
し
て
看
護
教
育
を
始

め
た
。
新
島
の
没
後
、
戦
後

の
人
材
難
な
ど
で
看
護
の
教

育
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
同

志
社
女
子
大
の
看
護
学
部
は

「
新
島
獲
が
医
療
教
育
に
か

け
た
情
熱
を
受
け
継
い
だ
」

(
岡
山
学
部
長
)
。
薬
学
部

を
2
0
0
5
年
に
開
設
し
た

の
に
続
く
新
学
部
と
な
る
。

看
護
師
の
育
成
に
対
す
る

現場を見学・体験

模擬訓練重ねる

看
護
系
の
学
部
学
税
を
設
げ
る

大
学
が
急
増
し
て
い
る
。
2
0
1

5
年
度
に
は
同
志
社
女
子
大
の
ほ

か
神
戸
女
子
大
や
神
奈
川
工
税
大

学
な
ど
が
看
護
系
の
学
部
を
新
設

し
た
。

文
部
糾
学
省
に
よ
る
と
、
1
9

9
6
年
に
必
大
学
で
定
員
2
8
3

8
人
だ
っ
た
の
が
2
0
1
6
年
に

は
2
4
6
大
学
2
万
1
3
9
4
人

報
解
析
や
情
報
発
信
に
つ
い
員
向
け
に
は
、
大
手
航
空
会

て
指
導
。
文
学
系
の
学
部
で
社
の
現
場
を
体
験
す
る
構
座

も
仕
事
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
を
設
け
、
教
員
志
望
者
に
は

る
よ
-
2悼
授
業
を
行
っ
て
い
京
都
府
の
教
育
委
員
会
と
連

る
。
表
象
文
化
学
部
の
日
本
携
し
て
学
校
で
の
イ
ン
タ

ー

語
日
本
文
学
判
明
で
は
、
国
際
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
。
管
理
栄

社
会
で
の
活
闘
を
前
提
に
し
養
士
の
志
望
者
に
は
国
家
試

た
日
本
語
の
指
導
筏
術
に
つ
験
の
対
策
を
指
導
す
る
。

能
力
紙
験
「
看
護
O
S
C
E

い
て
詳
し
く
講
義
す
る
。
こ
今
春
の
就
職
決
定
惑
はmm

(
オ
ス
キl
)
」
で
確
認
す
う
し
た
実
績
が
宥
護
学
部
の
・
4

%
。
人
気
職
種
、
航
空

る
。
限
ら
れ
た
時
間
内
に
僕
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
形
成
に
役
立
会
社
の
客
室
乗
務
員
の
就
臓

凝
患
者
を
看
護
し
、
教
員
ら
っ
て
い
る
。
者
数
は
、
「
全
国
の
女
子
大

の
評
価
を
基
に
自
ら
の
強
み
同
大
で
は
就
職
と
キ
ャ
リ
で
も
高
水
準
」
(
同
志
社
女

や
弱
み
を
抱
鐙
す
る
仕
組
み
ア
の
形
成
を
支
援
す
る
た
子
大
)
。
こ
の
春
の
卒
業
生

だ
。
模
擬
実
習
股
備
を
充
実
め
、
「
大
学
生
活
と
キ
ャ
リ
の

-
2
b
m人
が
笠
を
飛
ぷ
こ

さ
せ
た
自
習
室
で
の
反
復
に
ア
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
全
学
と
に
な
っ
た
。

よ
り
、
教
育
効
果
が
高
ま
る
共
通
の
斜
目
を
殻
け
て
い
こ
の
ほ
か
管
理
栄
養
士
国

と
み
て
い
る。
1

年
次
か
ら
る
。
早
い
段
階
か
ら
人
生
観
家
該
験
の
合
格
率
は

、

合
否

の
学
習
を
段
階
的
に
積
み
上
や
職
業
観
に
つ
い
て
考
え
る
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
昨

げ
て
実
践
力
を
高
め
る
手
法
よ
う
に
促
し
、
自
己
表
現
の
年
度
分
ま
で
3
年
連
続
で

ー

は
、
他
学
部
で
蓄
積
し
て
き
演
習
も
重
ね
る
。
0
0
%
。
薬
学
部
の
卒
業
生

た
実
績
を
生
か
し
た
。
の
累
計
7
6
4
人
の

-
2口
、

高
い
就
職
決
定
率

学
芸
学
部
の
国
際
教
養
学
問
山
%
が
薬
剤
師
免
許
を
取
得

税
で
は
全
員
が
英
語
圏
の
大
実
践
的
な
教
育
の
一
環
と
し
た
。
現
代
こ
ど
も
学
税
の

学
に
1
年
留
学
す
る
。
同
学
し
て
、
就
職
先
の
現
場
を
体

ω
人
(
重
複
を
除
く
)
が
小

部
情
報
〆
デ
ィ
ア
学
糾
は
少
験
し
て
学
習
に
生
か
す
取
り
学
校
教
員
採
用
紙
験
の
2
次

人
数
の
対
話
型
授
業
で
、
情
組
み
も
活
発
だ
。
客
室
乗
務
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。

慢
性
的
人
手
不
足
ど
う
対
応

…

入
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
く
あ
る
。

中
、
看
護
師
の
慢
性
的
な
不
足
を
さ
ら
に
看
護
の
あ
り
方
自
体
も
山

解
消
し
き
れ
て
い
な
い
。
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
社
会
保
障・
税
一
体
改
革
」
医
療
の
変
革
に
対
応
し
な
が
ら
、

の
鼠
算
に
よ
る
と
、
2
0
2
5
年
学
生
が
夢
を
抱
け
る
よ
う
な
教
育
川

に
看
護
職
員
は
約
2
0
0
万
人
が
内
容
を
構
築
で
き
る
か
ど
う
か
が
山

必
要
に
な
る
の
に
3
万im
万
人
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

実践的な教育に力
を入れている (京
田辺キャンパス)

系の学部学科急増



装
置
だ。

こ
こ
に
看
護
師
の
資
絡
を

持
つ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

常
駐
し
、
学
生
は
好
き
な
時

同
志
社
女
子
大
の
前
身
の
社
会
の
要
請
の
大
き
さ
を
て

女
子
塾
は
新
島
援
の
妻
、
八
ん
だ
面
も
大
き
い
。
定
員

ω

震
と
米
国
の
女
性
官
薮
師
が
人
に
対
し
、
志
願
者
は
同
年

1
8
7
6

年
に
始
め
た。
同
春
に
1
8
0
3

人
集
め
、
今

山
に
な
っ
た。

看
護
師
を
養
成
す
る

山
た
め
の
短
大
と
専
門
学
校
、
高
等

山
専
門学
校
、
高
校
で
も
定
員
が
増

え
て
い
る。
そ
れ
で
も
各
方
面
で

臨
)
A引
税
己
思
量

E
L
F

R
M
/

九
日
吋
斤

H
U
R
H
'
一
川U
J胃
士
会
弓

L
T
-

」
h
v
、
ト
ハn
H

リ
ノ
己
口
口
一

L
H
ケ
三
=
勺

\
2
4
μ
工
一

官
明
ら
品
川
W
C
6
3

等
援

昨
春
、山
陰
初
の4
年
制
看
護
大
学
と
し
て
倉
吉
市
に
開

学
し
た
鳥
取
看
護
大
(
近
田
敬
子
学
長
)

。

地
域
に
根
差
し

た
大
学
と
い
う
理
念
に
治
っ
て
取
り
組
ん
だ
「ま
ち
の
保
健

室
」
は
、
こ
の1
年
で
し
っ
か
り
と
浸
透
し
た

。

各
自
治
体

か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
活
動
は
鳥
取
県
内
全
域
へ
と
広
が

り
つ
つ
あ
る。

本
年
度
か
ら
は
行
政
と
連
携
し
て
事
業
展
開

す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
存
在
感
を
発
揮
し
そ
う
だ
。

(中
部
本
社
・
岡
野
耕
次)
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開
学
1

年
鳥
取
看
護
大

看
護
大
は
、1
年
生
時
か
住
民
ら
の
退
院
後
の
生
活
を
区
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る

ら
地
域
に
出
掛
け
て
住
民
ら
想
像
『
持
}
る
の
が
狙
い
だ

。

よ
う
に
な
り
、
県
中
部
以
外

と
交
流
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
体
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る
に
も
浸
透
し
た

。

験
学
習
な
ど
を
、
カ
リ
キ
ュ「ま
ち
の
保
健
室」
は
、
拠
こ
の
う
←
り
、
灘
手
公
民
館

ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

点
型
や
準
拠
点
型
な
ど
を
設
で
は
昨
年
日
月
と
今
年

1

月

学
生
に
地
域
の
あ
り
方
を
実
け
て
幅
広
く
展
開

。

岡
市
内
に
実
施。
参
加
者
は
初
回
よ

寄
与
』
、
患
者
に
な
り
得
る
で
は
上
井
、
灘
手
、
関
金
地
り

2

回
目
の
ほ
う
が
増
、
ぇ
、

松
井
幸
伸
館
長
(
閃
)
は
「認

知
度
は
上
が
っ
て
い
る
。

住

民
は
喜
ん
で
お
り
、
型
続

き
お
願
い
し
た
い」
と
歓
迎

す
る。

参
加
す
る
学
生
側
も
手
応

え
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で
に
4

回
参
加
し
た
と
い
う
2

年
生

の
砂
川
亜
優
琴
」
ん
(
幻
)
は

「
年
代
に
よ
っ
て
健
康
へ
の

意
識
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。

臨
床
で
生
か
宮
@」と

白
信
を
深
め
て
い
る
。

行
政
と
連
携

浸
透
が
進
む
一
方
、
2

年

生
は
病
院
実
習
が
始
ま
る
た

め
、
懸
念
さ
れ
る
の
は
入
手

看護「保健室」好評にぎわいも創出
が
不
足
す
る
見
通
し
だ。

一方
、
今
後
も
看
護
系
学
部
学

税
の
新
増
設
が
相
次
ぐ
見
通
し

で
、
供
給
過
剰
を
懸
念
す
る
声
も

不
足
。
地
域
ニl
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
世

話
人
の
養
成
や
看
護
師
と
の

連
携
が
課
題
と
な
る

。

看
護
大
は
前
年
度
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
増
や
す
た
め
に

「ま
め
ん
な
か
え
師
範
塾」

を
開
催。
講
座
の
修
了
者
に

ま
ち
の
保
健
室
に
参
加
し
て

も
ら
う
試
み
を
始
め
た
。

本

年
度
は
県
や
市
が
予
算
化

し
、
取
り
組
み
を
後
抑
し
。

市
総
合
政
策
課
は「看
護
大

の
存
在
は
地
域
の
健
康
つ
く

り
の
チ
ャ
ン
ス。

市
民
が
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
カ

増
え
れ
ば」
と
強
調
す
る。

若
者
増
え
た

住
民
の
健
康
づ
く
り
の
ほ

か
に
も
、
思
ナ
効
果
は
表
れ

始
め
た。
岡
市
の
石
田
耕
太

郎
市
長
は
「
特
に
上
井
地
区

の
人
た
ち
は
、
若
い
人
が
増

え
た
と
感
じ
て
い
る」と
話

す
。
に
ぎ
わ
い
に
も
好
影
響

(
佐
藤
教
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4
月

お
日
(
月
)

を
も
た
ら
し
、
「
若
い
人
た
ち

と
関
わ
る
こ
と
は
大
事
。

地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

も
ら
う
だ
け
で
も
意
味
が
あ

る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

地
域
に
密
着
し
た
取
り
組

み
が
広
が
る
な
ど
、
順
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
看
護

大
。

学
生
に
は
卒
業
後
に
県

内
で
就
職
し
て
も
弓
つ
こ
と

が
望
ま
れ
て
お
り
、
優
秀
な

人
材
の
地
元
運
河
が
看
護
師

不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
。

近
田
学
長
は「専
門
学
校

で
も
同
じ
資
格
が
取
れ
る

が
、
4

年
間
学
ぶ
こ
と
で
看

護
師
と
し
て
の
成
長
曲
綿
が

違
っ
て
く
る」
と
力
を
込
め

る
。

一
人
で
も
多
く
の
優
秀

な
看
護
師
を
地
元
に
輩
出
す

る
こ
と
が
、
最
大
の
目
標
と

な
る。日

本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0

1
6

年
4

月
間
旧
日
(
土
)
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た
」
。

全
国
の
私
立
医
大
・
医
学
を
幅
広
く
学
ぶ
異
色
の
講
警
ル

。

巨
額
先
行
投
資
」
だ
か
ら
だ

。

部
に
は
、
こ
ん
な
言
い
習
わ
し
が
東
勢
。
県
で
広
域
展
開
す
る
診
療
日
本
医
師
会
に
よ
る
と
、
入
学

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

実
習
は
、
交
通
費
や
宿
泊
費
を
大
か
ら
率
業
す
る
ま
で
に
掛
か
る
教

米
沢
市
の
翼
医
、
大
量
一
学
が
全
額
負
担
す
る
。
医
学
教
育
育
経
費
は
医
学
生
1

人
当
た
り
ー

さ
ん
(
悦
)
は
1
9
7
3

年
に
開
学
推
進
セ
ン
タ
ー
の
大
野
勲
教
授
億
円。
東
北
医
科
薬
科
大
の
場
合
、

し
益
霞
医
大
(
栃
木
県
壬
生
町
)
(
日
)
は
「
医
師
と
し
て
東
北
で
暮
こ
れ
を
自
譲
出
資
の
修
学
資
金

そ
う
感
じ
た。

の
1

期
生
だ
。
率
業
時
の
医
師
国
ら
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
由
貿
を
な
ど
で
賄
う

。

中
学
校
の
卒
業
式
当
日
、
震
災
家
試
験
に
向
か
っ
て
「
ど
こ
に
も
持
た
せ
た
い
」
と
強
調
す
る
。
「
牌
星
資
金
を
貸
与
さ
れ
る
学

日
開r諸
訳
語
号
訴
鵠
嬰
肝
・
「
預
か
り
も
の
」
持
凶
器
由
説
野

担
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

強
会
は
、
大
学
の
伝
統
と
し
て
今
学
生
に
は1
人
1

台
ず
つ
ノ
ー
し
て
地
域
に
お
返
し
し
な
け
れ
ば

葛
藤
を
抱
え
て
勉
強
す
る
日
々
が
も
続
い
て
い
る
」
と
話
す

。

ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
、
学
生
個
な
ら
な
い
」
と
大
野
教
授
は
言
う

。

地
域
医
療
再
生
志
育
て
る

東
北
医
科
薬
科
大
で
も
形
作
ら
々
と
教
員
の
双
方
向
性
を
確
保
す

れ
る
で
あ
ろ
う
校
風
を
、
大
学
側
る
。

1

学
年
当
た
り4
人
の
相
荏

の
準
備
か
ら
推
し
量
る
こ
と
が
で
教
員
を
配
し
、
信
藷
上
の
悩
み
ま

き
る
。

で
き
め
細
か
く
ケ
ア
す
る
。

-
年
生
-
が
履
修
す
る
「
大
学
基
一
見
、
過
保
護
に
も
思
え
る
配

礎
論
」
は
、
東
北
の
地
理
や
歴
史
慮
は
、
医
学
教
育
が
「
未
来
へ
の

日
町
修
学
資
金
制
度
お
人
に
は
富
樫
県
が
拠
出
す
る
卯
億
円
な
ど
を
原

戸川
川」
資
に
各3
0
0
0

万
円
、
加
入
に
は
大
学
が
1
5
0
0

万
円
を
貸
与

す
る
。

1
5
8

万
円
貸
与
の
学
生
は
、
星
探
独
自
の
修
学
資
金
制
度
を

併
用
で
き
る。
い
ず
れ
も
卒
業
後
、
東
北
各
地
の
医
療
機
関
に

6
1

ロ
年
動

務
す
れ
ば
返
済
は
不
寮
と
な
る
。

東
北
に4
月
、
新
レ
い
医
学
部

が
誕
生
す
る。
山
村
や
漁
村
へ。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
。

速

く
な
い
将
来
、
若
き
医
師
た
ち
が
、

地
域
医
療
再
生
の
使
命
を
胸
に
赴

く
日
の
た
め
に。

東
北
薬
科
大
か

ら
衣
替
え
す
る
新
生
「
東
北
医
科

薬
科
さ
。
そ
の
挑
戦
を
追
う
。

(
報
道
部
・
野
内
寅
史
)

-
葛
藤
抱
え
5

年

新
医
学
部
のt
舟
生
は
1
0
0

人
。

そ
の
う
ち
の
一
人
、
い
わ
き

市
の
鈴
木
法
警
」
ん
(
却
)H
盤
最

高
率
H
に
、
入
試
の
面
接
が
強
い

印
象
を
残
し
た。

面
接
官
は
、
東
北
の
医
療
過
疎

地
に
赴
任
す
る
意
思
を
繰
り
返
し

繰
り
返
し
尋
ね
た
。

口
先
だ
け
か
、

本
心
な
の
か
、
見
按
こ
う
と
し
て

い
る
。

選
ぶ
側
も
必
死
な
の
だ
。

砂@

5

年
続
い
た
。

政
府
は2
0
1
3

年
ロ
月
、
震

災
か
ら
の
東
北
復
興
を
目
的
に
幻

年
ぶH
L
」
な
る
医
学
部
新
設
を
決

定
。
破
格
の
修
学
資
金
制
度
H

周

H

が
、
鈴
木
さ
ん
ら
震
災
世
代
の

若
者
た
ち
を
医
学
の
門
へ
と
導
い

た
。A

V校
風
を
つ
く
る

「
校
風
は1
期
生
が
つ
く
っ

大
い
な
る
使
命
を
与
え
ら
れ
た

1

期
生
た
ち。
入
学
ま
で
つ
か
の

間
の
春
休
み
、
鈴
木
さ
ん
は
、
医

学
塁
同
の
英
単
語
や
ド
イ
ツ
語
の

基
礎
を
独
学
で
学
び
始
め
た

。

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
初
日
(
水
)
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l 空白の10年 l 
A
V崩
壊
ヘ
懸
念
も

四
面
楚
歌
(
そ
か
)
の
船
出
だ

っ
た
。

「
銀
座
で
美
容
外
科
を
開
業
す

る
と
言
い
出
さ
れ
た
ら
誰
も
止
め

ら
れ
な
い
」
「
卒
業
生
の
受
け
皿

に
な
る
病
院
は
多
く
な
い
。
修
学

資
金
制
度
は
必
ず
行
者
詰
ま
る
」

東
北
医
科
薬
科
大
は
運
営
協
議

会
の
廓
よ
、
医
学
部
設
置
の
根
拠

そ
の
も
の
に
厳
し
い
意
見
が
浴
び

せ
ら
れ
た
。

医
師
不
足
を
嘆
く
患
者
団
体
ま

で
も
が
ご
人
前
の
医
者
に
な
る

ま
で
叩
年
か
か
る
。
そ
の
聞
は
医

学
部
を
作
っ
た
効
果
が
な
い
。
現

場
の
医
師
が
教
員
に
な
っ
て
吸
い

上
げ
ら
れ
、
む
し
ろ
地
域
医
療
が

崩
壊
す
る
」
と
懸
念
を
表
明
し
た
。

砂@

-
期
生
が
地
域
に
赴
く
ま
で
の

叩
年
を
埋
め
る
|
。
こ
れ
も
ま
た 管

最
県
沿
岸
部
で
検
視
に
当
た
っ

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
5

年
を
経

て
、
再
ひ
被
災
地
に
献
身
す
る
。

察
火
か
ら
の
復
興
支
援
を
目
的

に
設
立
さ
れ
る
医
学
部
の
教
員
は

「
教
育
」
と
「
現
場
」
、
一
一
足
の

わ
ら
じ
を
履
く
。

東
北
大
病
院
高
度
整
聞
救
急
セ

教
員
医
師

新
医
学
部
の
使
命
と
な
る
。
臨
床

経
験
を
持
つ
教
員
医
師
H

闘
H

が

そ
の
任
に
当
た
る
。

-
被
災
地
に
献
身

解
剖
医
が1
県
1

人
と
い
う
状

態
も
珍
し
く
な
い
東
北
だ
が
、
法

医
学
教
室
の
教
授
に
は
、
高
木
徹

也
杏
林
大
准
教
授
(
姐
)
が
同
僚
の

杏
林
大
助
教
と
共
に
着
任
す
る
。

5
0
0
0

体
趨
の
遺
体
解
剖
を

手
掛
け
て
き
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は

元
因
の
究
明
を
通
じ
て
健
康
維

持
に
生
か
す
の
が
役
割
」
と
自
任
。

網目園田園畠

ン
タ
1

の
遠
藤
智
之
医
師
(
位
)

は
、
救
急
・
災
害
医
療
学
教
室
の

准
教
授
に
な
る
。
東
北
大
で
も
学

生
そ
指
導
す
る
傍
ら
、
石
巻
市
の

石
筆
亦
十
字
病
院
で
月
2

回
、
診

療
に
当
た
っ
て
き
た
。

新
医
学
部
の
付
属
病
院
(
仙
台

喜
最
野
区
福
室
)
は
こ
と
し
叩

月
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
予
定
だ
。
仙
台
東
聾
渇
路
の

仙
台
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も

近
く
、
広
く
沿
岸
部
か
ら
急
患
を

受
け
入
れ
る
。

-
争
奪
戦
始
ま
る

地
域
病
院
へ
の
医
師
派
遣
を
調

整
す
る
た
め
、
大
学
に4月
、
地

域
医
療
総A
E高
揖
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
。
こ
れ
を
見
越
し
、
水

面
下
で
は
早
く
も
医
師
争
奪
戦
が

始
ま
っ
て
い
る
。

信
頼
に
応
え
る
態
勢
を
築
き
た

い
」
と
語
る
近
藤E
(
た
か
し
)

病
医
長
だ
カ
、
一
方
で
吊
属
病

院
の
診
療
科
を
維
持
し
な
が
ら
、

全
て
の
医
師
派
遣
要
請
に
応
じ
る

の
は
不
可
能
亡
と
弱
音
が
漏
れ
る
。

新
医
学
部
は
、
船
出
の
後
も
難

し
い
か
じ
取
り
を
強
い
ら
れ
る
こ

ーーーーーー‘

足
の
わ
ら
じ

宮
田
柑
県
南
三
陸
町
の
津
波
被
災

者
9
8
6

人
が
い
ま
も
身
を
寄
せ

る
登
米
市
が
、
内
科
医
の
派
遣
を

要
請
。
付
属
病
院
も
非
常
勤
な
が

ら
週
2

回
の
派
遣
を
請
け
負
っ

。

た
。
コ
ハ
.
叶

y
m
日
の
記
事
で
、
宮

「
で
さ
@
だ
け
早
期
に
地
域
の
4
r
u

城
県
南
三
陸
町
か
ら

登
米
市
へ
の
避
難
者
は
、
2

月
末

現
在9
6
4

人
で
し
た
。

と
に
な
り
そ
差
。

河
北
新
報
・
朝
刊

2
O
T
6

年
3

月
引
日
(
木
)

副
配
ゴ
教
員
医
師
4

月
時
点
で
教

同
川
」
員
は
1
1
5

人
で
、
う
ち1

0
0

人
(
基
礎
白
人
、
臨
床
お
る
が

医
師
。
臨
床
の
教
員
医
師
の
採
用
元

は
東
北
薬
科
大
か
ら
の
内
部
笠
用
日

人
、
東
北
大
口
人
、
そ
の
他
の
宮
減

県
内
の
医
療
機
関5
人
、
東
北5
県

4

人
、
東
北
以
外
日
人
。

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
1

日
(
金
)
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地域定着 | 

着
率
は
叩%
以
下
(表
)
。
-
学

年
に
修
学
資
令
賞
与
学
生
白
人
、

一
磐
荏
有
人
が
混
在
す
る
新
医

学
部
で
は
、
な
お
さ
ら
理
念
の
共

有
が
難
し
い
と
み
る
。

A
V肩
代
わ
り
狙
う

新
医
学
部
の
拠
点
と
な
る
信
最

県
は
と
も
か
く
、
東
北D県
で
は

既
設
の
医
大
・
医
学
部
が
基
幹
病

院
を
筆
頭
に
地
域
の
隅
々
ま
で
人

『
へ
、E
P
髭
陸
且
宝
P
D
E
I畑
山
又
同
'
嘩
止
こ

i

ノ
E
壬
可
ふ
品
目
割
引v・
J

可
目
白
4ゴ
J
n
J
'
h届
二
p
v

が
、
6

年
間
寝
食
を
共
に
す
る
全
危
ぶ
む
声
が
早
く
も
上
が
っ
て
い
事
権
を
握
る

。

こ
こ
に
新
参
医
学
々
に
地
域
へ
入
り
込
み
、
少
与
9

寮
制
だ。
寮
生
活
で
学
生
た
ち
は
る。
地
域
定
着
の
難
し
さ
を
知
る
部
の
出
身
者
が
ど
う
入
り
込
む
の
つ
医
療
を
肩
代
わ
り
し
て
い
け

「
建
学
の
精
神
」
を
た
た
を
‘
荷
珍
広
自
凶

E
S
八
の
岡
崎
仁
昭
教
授
(町
)

か
も
大
き
な
課
題
だ
。

ば
、
東
北
医
科
薬
科
大
系
列
へ
と

れ
、
強
暴
療
医
と
し
て
無
医
村H
辿
需
出
身
H

だ
。

息
間
医
大
の
場
合
、
地
域
医
療
費
付
す
る
医
療
機
関
も
少
し
ず
つ

な
ど
に
赴
く
気
概
を
養
う
。

息
屋
大
卒
の
医
師
で
す
ら
、
振
興
協
会
(墓
尽
)
を
組
織
し
、
現
れ
る
だ
ろ
う」
と
無
手
勝
壊
」

義
務
年
限
を
終
え
た
後
の
地
元
定
公
設
病
院
の
運
営
を
請
け
負
う
こ
臨
む

。

A
-理
念
共
有
困
難

涯
率
と
で
閉
鎖
的
な
医
療
界
に
牙
城
を

息
間
医
大
を
巣
立
っ
た
医
師
は
身
着
築
い
て
き
た

。

東
北
で
は青
森
県

出
定

3
9
0
0

人
超。
そ
れ
で
も
東
北
大
元
東
通
村
の
一
束
通
地
域
医
療
セ
ン
タ

の
医
師
走
量
晋
さ
れ
な
か
っ
涜

l
、
震
県
大
和
町
の
公
立
黒
川

た
。

人
口
叩
万
当
た
り
の
医
師
数
自
師
病
院
、
福
島
県
磐
梯
町
の
保
健
医

砂@

は
2
0
1
4

年
末
現
在
、
全
国
平

均
の
2
4
4

・
9

人
に
対
し
て
東

北
は
2
1
5

・
6

人
に
と
ど
ま

る
。

こ
う
し
た
現
状
に
新
医
学
部

は
、
息
間
医
大
が
模
し
た
蟹T資

金
制
度
や
勤
務
年
限
の
輯
務
化
で

対
処
す
る。
だ
が
・
:
。

「
使
命
感
を
抱
く
奨
掌
&
芦
二

般
学
生
カ
半
々
。

難
し
い
か
じ
取

り
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
先
行
き
を

-
寮
で
気
概
養
う

「
{
思
間
医
大
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
そ
れ
を
乗
り
趨
え
る
よ
う

期
待
し
た
い」

新
医
学
部
の
設
置
主
体
に
東
北

医
科
薬
科
大
を
選
出
す
る
際
、
文

部
科
学
省
は
こ
う
助
言
レ
た
。

「
東

北
の
自
治
医
大
た
れ
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ。

息
屋
大
翁
木
県
下
野
市
)

は
1
9
7
2

年
、
医
療
過
疎
の
解

消
を
目
指
す
都
道
府
県
の
共
同
出

資
で
設
立
さ
れ
た
。

営
責
は
無
料1

代
わ
り
に
卒
業
後
は
、
出
身
地
の

診
療
所
よ
ど
に
最
低
9

年
間
の
勤

務
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

雇
師
に
な
っ
て
古
里
に
思
返

し
す
る
共
通
目
標
の
下
、
学
生
の

一
体
感
は
強
か
っ
た
」
。

自
治
医

大
O
B

で
東
北
大
卒
後
研
修
セ
ン

タ
ー
の
菅
野
武
助
教(部
)は
学
生

時
代
を
こ
う
振
り
返
る
。

制
度
化
さ
む
勉
方
誘
導
と
と

も
に
自
治
医
大
が
重
視
す
る
の

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
六
つ
の
拠

点
空
宇
る
。

新
医
学
部
は
地
域
に
浸
透
す
る

戦
略
を
ど
う
描
く
の
か
。

東
北
医

科
薬
科
大
の
高
柳
元
明
理
事
長

(町
)は
、
民
併
設
の
医
大
・
医
学
部

を
「
基
礎
研
究
を
重
視
す
る
あ
ま

り
、
過
疎
地
の
医
療
機
関
に
医
師

を
送
り
出
せ
て
い
な
い
」
と
批
評

す
る
。

そ
の
上
で
「本
学
の
医
師
が
個

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
1
日

(金
)
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医
療
志
す
生
徒
の
意
欲
向
上

地
方
の
拠
点
病
院
と
連
携
し
、
将
来
の
地
域
医
療
を
担
う
人
材

育
成
を
図
る
帯
広
柏
塞
局
校
(
島
芳
一
校
長

U
と
旭
川
医
科
大
学

(吉
田
晃
敏
学
長
)
と
の
「
高
大
病
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

2

0
1
5

年
度
で7
年
目
を
終
え
た
。
将
来
医
師
を
息
子
2

年
生

を
対
象
に1
年
間
に
わ
た
っ
て
ゼ
ミ
や
空
否
閏
を
実
施
、
病
院
体
験

や
講
漬
会
の
ほ
か
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
(
日
差
開
始
)
や

釧
路
湖
陵
高
生
と
の
交
流(
H年
度
思
な
ど
、
年
々
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
充
実。
こ
の
間
、
帯
柏
葉
高
か
ら
は
百
人
(
現
役
・
浪
人
を

含
む
)
が
医
学
部
に
進
学
し
た
。
医
療
現
場
や
医
療
人
と
直
接
の

触
れ
合
い
が
、
生
徒
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

。

|帯相葉高と旭川医大「高大病連携プロジェクトI

同
医
大
は
凶
年
度
、
文
科
省
の

蚕
の
高
い
大
学
教
霊
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
「
高
大
病
連
携
に
よ

る
ふ
る
さ
と
医
療
人
育
成
の
取
り

組
み
」
が
選
ば
れ
、
同
連
携
を
全

道
的
に
行
っ
て
い
る
。

帯
相
葉
高

で
は
ω
年
度
に
始
ま
り
、
同
大
出

身
の
医
師
が
い
る
帯
広
徳
洲
会
病

院
(
音
更
)
、
公
立
芽
室
病
院
(
芽

室
)
の
協
力
も
得
て
進
め
て
き
た
。

初
年
度
は3
年
生
を
対
象
に1

回
の
震
体
験
の
み
だ
っ
た
か
、

同
大
と
の
話
し
合
い
で
叩
年
度
か

ら
は
対
象
を2
年
生
に
変
更
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
。
日
年
度
は2
年
生
日
人
が
参

加
し
、
計
ロ
回
実
施
さ
れ
た
。

3

月
6

日
に
は
、
同
じ
事
業
に

参
加
す
る
釧
路
湖
陵
高
の
医
科
志 望

の
生
徒6
人
と
、
帯
相
墓
画
出

身
で
同
医
大5
年
生
の4
人
が
同

校
を
訪
れ
、
生
徒
と
合
同
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
聞
い
た
。
他
校
の
生
徒

や
先
輩
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
意

識
向
上
を
図
り
、
参
加
者
は
4

班

に
分
か
れ
て
「m
i
m年
後
の
地

域
医
療
」
の
テl
マ
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
話
し
合
っ
た
。

今
年
1

年
の
集
大
成
と
し
て
同

M
日
に
行
わ
れ
た
雇
痕
に
関
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表

会
」
で
は
、
医
科
キ
鍾
一
の

1

年
生

室
別
に2
年
生
一
人
ひ
と
り
が
関

心
の
あ
る
テl
マ
を
理
ひ
、
宇
ん

だ
こ
と
を
発
表
。
「
救
急
医
療
」
「
ス

ポ
ー
ツ
医
学
」
な
ど
幅
広
い
テ
ー

マ
で
報t
pレ
た。

1

年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終

プログラム充実、現場と触れ合い重視
ぇ
、
参
加
し
た
成
田
理
貴
君
(
口
)

は
「
公
立
芽
室
病
院
の
小
窪
正
樹

院
長
か
ら
聞
い
た
『
看
護
師
に
呼

ば
れ
た
ら
す
ぐ
駆
け
つ
け
ら
れ
る

の
が
理
想
の
医
者
』
と
い
う
話
が

心
に
残
っ
て
い
る
」
、
目
良
安
里
さ

ん
(
汀
)
は
「
釧
路
湖
陵
の
生
徒
と

の
交
流
は
、
違
う
角
度
か
ら
の
意

見
も
あ
り
視
野
が
広
が
っ
た
」
と

振
り
返
り
、
各
生
徒
は
「
医
者
を
目

指
す
意
志
が
固
ま
っ
た
」
と
受
験

に
向
け
て
気
を
引
き
締
め
た
。

帯
相
葉
高
か
ら
の
医
学
部
進
学

中
筆
者
は
増
え
て
い
る
が
、
A
O

や
地
域
枠
推
薦
房
活
用
す
る
に
は

セ
ン
タ
ー
試
験
百
%
以
上
が
必
要

で
、
結
果
に
よ
っ
て
諦
め
ざ
る
を

得
な
い
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
今

年
度
は
現
窓
2

人
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
松
岡
浩
明
進
路
指
導
部
長

は
「
英
国
数
を2年
間
で
固
め
る

こ
と
が
大
切
。
幅
広
い
知
識
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
受
験
指
導

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
。
(
松
田

E

弓
)

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
6

年
4

月
8

日
(
金
)

医
師
幼
年
に
余
剰

M
万
人

厚
労
省
推
計
大
学
定
員
見
直
し
ヘ

厚
生
労
働
省
は
、
医
師

不
足
対
策
で
大
学
の
医
学

部
定
員
を
増
や
し
た
結

果
、2
0
3
3

年
に
は
必

要
な
医
師
数
を
確
保
で
き

る
と
の
推
計
を
発
表
し

た
。
今
後
、
有
識
者
会
議

で
推
計
値
を
精
査
し
、
定

員
の
見
直
し
を
進
め
る
一

方
、
地
域
や
診
療
科
に
よ

っ
て
医
師
数
に
偏
り
が
あ

る
た
め
、
偏
在
の
解
消
策

を
検
討
す
る
。

推
計
に
よ
る
と
、
必
要

な
医
師
数
は
、
団
塊
の
世

代
室
主
員
百
歳
以
上
と
な

る
お
年
に
は
剖
万40
0

0

人
で
、
初
年
ご
ろ
ま
で

増
え
続
け
る
が
、
人
口
減

少
や
少
子
化
に
よ
り
そ
の

後
は
減
少
す
る
。

一方
、
医
師
数
は
医
学

部
定
員
が
侃
年
度
か
ら
凶

年
度
ま
で
増
え
続
り
る
結

果
、
回
年
に
は
医
師
の
需

要
が
最
も
多
い
場
合
で
も

そ
の
時
点
で
必
要
と
さ
れ

る
約
詑
万
人
を
満
た
し
、

羽
年
に
は
必
要
数
を
1

万

8
0
0
0

人
程
度
上
回
る

男
通
し
と
い
う
。

医
学
部
定
員
を
同
年
度

の
9
2
6
2

人
の
ま
ま
と

仮
定
し
、
今
後
の
人
口
変

動
や
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
を

基
に
推
計
。
医
師
の
労
働

時
閣
の
ほ
か
、
女
性
医
師

や
研
修
医
の
仕
事
量
も
考

慮
し
た
。

医
師
の
総
数
と
し
て
は

確
保
さ
れ
る
計
算
だ
が
、

医
師
不
足
に
悩
む
地
域
は

少
な
く
な
い
。

人
口
叩
万
人
当
た
り
の

医
師
数
は
東
京
、
京
都
な

ど
は
3
0
0

人
以
上
だ

が
、
埼
玉(
1
5
2人
)
、

茨
城
(
1
6
9人
)
な
ど

で
少
な
い
。

厚
労
省
は
医
学
部
卒
業

後
に
地
元
で
勤
務
す
る

「
地
域
枠
」
制
度
の
拡
大

も
検
討
す
る
。

毎2
0
1
6

年
4

月
1

日
(
金
)

日
(
東
京
)
・
夕
刊
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成
人
の
8

割
が
骨
慰
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
歯
周

病
。

歯
茎
や
歯
を
支
え
る
骨
が
嬢
さ
れ
、
歯
を
失
う

大
き
な
原
因
と
も
な
っ
て
い
る。
そ
こ
で
、
欠
損
し

た
部
分
に
お
な
か
の
脂
肪
か
ら
取
り
出
し
た
幹
細
胞

を
移
植
し
歯
茎
や
骨
に
再
生
さ
せ
る
、
と
い
う
研
究

が
大
阪
大
歯
学
部
付
属
病
院(大
阪
府
吹
田
市)
で

歯
周
病
治
療
に
再
生
医
療

歯垢

歯石

歯周ポケット

歯肉の炎症

磁壊した骨

-.-t軍国~~

歯周組織
歯肉(歯茎)

セメント質

歯根膜

歯檀骨

進
ん
で
い
る。
世
界
初
の
試
み
と
な
る1
例
目
の
患

者
の
手
術
は
す
で
に
成
功
。

治
療
法
を
開
発
し
た
村

上
伸
也
教
授
は
「自
己
の
細
胞
な
の
で
副
作
用
が
少

な
く
、
簡
単
な
手
術
で
安
全
に
治
療
で
き
る
。

臨
床

研
究
を
重
ね
て
早
期
に
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
(

坂
口
至
徳
)

阪
大
歯
学
部
病
院

全
身
に
悪
影
響

歯
周
病
は
、
歯
垢
に
合
ま
れ

る
細
菌
が
引
き
起
こ
す
炎
症

で
、
歯
茎
や
歯
槽
骨
な
ど
の
歯

周
組
織
を
溶
か
し
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
隙
聞
を
つ
く

る
。

そ
の
た
め
、
歯
が
ぐ
ら
つ

い
て
抜
け
た
り
、
歯
茎
が
-
?
ん

だ
り
、
出
血
し
た
り
す
る。
最

近
で
は
、
歯
周
病
は
口
の
中
だ

け
で
な
く
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬

化
な
ど
全
身
の
疾
患
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る。

村
上
教
授
ら
の
治
療
法
で

は
、
ま
ず
、
患
者
の
腹
部
の
脂

肪
を
採
取
し
、
骨
や
筋
肉
な
ど

に
変
化
す
る
性
質
が
あ
る
幹
細

胞
を
探
り
出
し
培
養
す
る。
こ

の
幹
細
胞
を
歯
周
組
織
が
失
わ

れ
た
部
分
に
移
植。
幹
細
胞
は

時
聞
を
か
け
て
骨
や
歯
茎
の
細

胞
に
変
化
す
る。
「
移
植
し
た

幹
細
胞
は
、
骨
の
再
生
を
促
す

タ
ン
パ
ク
質
を
分
泌
し
て
お

り
、
歯
槽
骨
の
形
成
を
助
け

る
」
と
竹
立
匡
秀
助
教
は
説
明

す
る
。移

植
手
術

-
例
自
の
患
者
と
な
っ
た
の

は
、
兵
庫
県
在
住
のω
代
の
女

自
分
の
幹
細
胞
が
歯
茎
や
骨
に

性
。

同
病
院
で
歯
周
病
の
治
療
す
る
に
は
制
限
が
あ
っ
た

。

を
受
け
た
際
、
右
下
前
歯
の
歯
脂
肪
組
織
か
ら
採
取
し
た
幹

局
組
織
が
幅2
戸
、
深
さ4
F

細
胞
を
使
っ
た
治
療
法
で
あ
れ

ほ
ど
破
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ば、

特
に
制
限
は
な
く
、
さ
ら

分
か
っ
た
。

竹
立
助
教
か
ら
、
に
自
分
の
細
胞
を
移
植
す
る
た

臨
床
研
究
の
説
明
を
聞
い
た
上
め
拒
絶
反
応
も
少
な
い
。

埋
め

で
、
研
究
の
参
加
に
同
意
し
込
む
だ
け
で
骨
な
ど
の
細
胞
が

た
。

腹
部
か
ら
採
取
し
た
脂
肪
で
き
、
失
わ
れ
た
歯
周
組
織
を

組
織
か
ら
、
幹
細
胞
を
分
離
し
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

患

て
2

カ
月
間
培
養。
昨
年
1

月
者
の
負
担
も
大
き
く
な
い。

に
細
胞
の
移
植
手
術
を
実
施
し
研
究
グ
ル
ー
プ
は
来
年
春
ま

た
。

局
部
麻
酔
を
し
て1
時
間
で
に
ロ
人
を
対
象
に
臨
床
研
究

ほ
ど
の
手
術
で
、
入
院
の
必
要
を
行
い
、
安
全
性
や
有
効
性
を

も
な
か
っ
た
。

2

週
間
後
に
は
確
認
す
る。
村
上
教
授
は
「研

歯
茎
は
通
常
の
状
態
に
も
ど
究
に
参
加
し
て
、
す
で
に
治
療

り
、
9

カ
月
後
の
エ
ッ
ク
ス
線
し
た
患
者
に
つ
い
て
は
、
術
後

検
査
で
歯
槽
骨
が
再
生
し
て
い
も
順
調
に
経
過
し
て
い
る

。

慎

る
こ
と
を
確
認
し
た。

重
に
検
討
し
た
う
え
で
早
期
に

女
性
は
「歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
一
般
の
医
療
と
し
て
実
現
し
て

消
え
て
う
れ
し
い。
高
齢
に
な
い
き
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
る。

つ
で
も
歯
が
抜
け
る
こ
と
な
く
天
野
敦
雄
・
聞
大
学
院
歯
学

安
心
し
て
食
事
が
で
き
ま
す」

研
究
耕
長
は
「健
常
な
歯
周
組

と
喜
ん
で
い
る。

織
を
取
り
戻
す
再
生
医
療
は
大

き
な
課
題。
実
現
に
向
け
て
積

少
な
い
拒
絶
反
応

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い」と

こ
れ
ま
で
も
、
進
行
し
た
歯
話
し
て
い
る。

周
病
に
つ
い
て
は
、
人
工
膜
を

使
っ
た
G
T
R
法
な
ど
の
再
生

治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
欠

損
部
分
の
進
行
度
な
ど
、
適
応

産
経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
5

日
(
火
)

[編集の都合上、写真を曹l費しておリます 60 
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ロ
ボ
手
術腎
が
ん
に
も
保
険

ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
腎
臓
が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術
に
、

4

月
か
ら
公
的
医
療
保
険
カ
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
前
立
腺
が
ん
に
続
く
適
用
だ
。
腹
腔
鏡
手
術
は
、
お
な
か
を
切
り
開
く
開

腹
手
術
と
比
べ
て
患
者
の
体
の
負
担
が
少
な
い
一
方
、
技
術
面
の
難
易
度
は
高
い
と
さ
れ
る

が
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
繊
細
な
作
業
も
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

ロボットロボット支握手術のイメージ国
インテユイティプサージ力ル社の資料を
もとに作製

操作台

腎震がんで実絡している主主E翁続(先進医療で行っていた病院)

弘前大病院、 秋田大病院、 東北大病院、 聖路加国際病院、 順天堂大111露天堂医院、

藤田保健衛生大病院、 名古屋市立大病院、 名古屋大病院、 神戸大病院、
岡山大病院、 鳥取大病院、 広島大病院、 徳島大病院、 九州大病院

兵
庫
県
の
会
社
員
男
性
(
回
)

は
2

月
、
腎
臓
が
ん
の
手
術
を

神
戸
大
病
院
で
受
け
た
。

腫
療
の
大
き
さ
は2
・
4

号
。

右
の
腎
臓
の
一
部
を
摘
出

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
な
か

に
開
け
た
穴
か
ら
カ
メ
ラ
や
器

具
を
入
れ
て
行
う
腹
腔
鏡
手
術

で
、
医
師
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
介
し

て
機
具
な
ど
を
操
作
す
る
方
法

を
選
択
し
た
。

使
わ
れ
た
の
は
医
療
機
器
と

し
て
圏
内
で
唯
一
承
認
さ
れ
て

い
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ

ピ
ン
チ
」
。
ア
ー
ム
と
呼
ば
れ

る
3

本
の
「
腕
」
に
カ
メ
ラ

ゃ
、
臓
鰭
を
つ
か
ん
だ
り
切
っ

た
り
す
る
器
具
を
装
着
し
、
腹

部
に
聞
け
た
直
径
約15
2

今

の
穴
か
ら
体
内
に
入
れ
た
。

手
術
台
か
ら
数
計
離
れ
た
操

作
台
で
、
執
万
医
が3
次
一
忍
幽

像
を
見
な
が
ら
両
手
と
両
足
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
や
ペ
ダ
ル
を

操
作
す
る
と
、
ァ1
ム
が
動
く

仕
組
み
だ
。
ほ
か
に
助
手
2

人

が
吸
引
な
ど
を
す
る
た
め
の
も

の
も
含
め
、
腹
部
の
穴
は
計
6

カ
所
に
な
っ
た
。

男
性
は
手
術
の9
日
後
に
退

院
。
2

週
間
後
に
は
復
職
し

た
。
「
傷
口
の
痛
み
を
少
し
我

慢
す
れ
ば
、
退
院
の
翌
日
か
ら

で
も
働
け
た
」
と
振
り
返
る
。

当
時
は
保
険
が
使
え
ず
、
全

額
自
己
負
担
で
受
け
た
。
手
術

費
は
1
4
0

万
円
程
度
か
か
っ

た
と
い
う
。
保
険
適
用
と
な
っ

た
4

月
か
ら
は
手
術
貨
は
叩
万

7
3
0
0

円
で
、
自
己
負
担
は

そ
の
1
1
3

割
で
済
む
よ
う
に

な
っ
た
。
高
額
療
養
費
制
度
を

使
え
ば
所
得
に
応
じ
て
負
担
は

さ
ら
に
抑
え
ら
れ
る
。

u
s
m
年
に
全
国
のH
病
院

で
、
検
査
費
や
入
院
費
な
ど
に は

保
険
が
使
え
る
「
先
進
医

療
」
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

に
よ
る
腎
臓
が
ん
の
手
術
(
部

分
切
除
)
を
受
け
た
患
者10

3

人
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
手

術
中
に
腎
臓
の
血
流
を
遮
断
し

た
時
聞
は
中
央
値
で
四
分
。

ロ

ボ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
腹
腔
鏡
手

術
で
は
却s
m
分
程
度
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る。

神
戸
大
病
院
泌
尿
様
耕
の
藤

海
正
人
教
授
は
「
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
は
よ
り
精
密
で
自
由
度

の
高
い
動
き
が
で
き
る
。
腎
臓

の
中
に
埋
ま
っ
た
腫
場
な
ど
腹

腔
鏡
で
は
難
し
い
場
合
で
も
、

開
腹
せ
ず
に
治
療
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と
話
す。

今
年
度
は
全
国m
s
ω
病
院

で
計1
千
件
ほ
ど
の
実
施
が
見

込
ま
れ
て
い
る。

医
師
の
訓
練
が
重
要

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
米
国

を
中
心
に
広
が
っ
て
き
た。

ダ
ピ
ン
チ
を
製
造
販
売
す
る

米
国
の
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ

ー
ジ
カ
ル
社
の
日
本
法
人
に
よ

る
と
、
作
年
末
ま
で
に
世
界
で

3
5
9
7

台
(
米
国2
3
9
9

台
、
日
本2
1
1

台
)
が
導
入

さ
れ
た
。
価
格
は
日
本
に
多
い

機
種
で1
台
約
2

億
5

千
万
円

(
希
望
小
売
価
格
、
税
別
)

。

昨
年1
年
聞
に
ダ
ピ
ン
チ
を
使

っ
た
手
術
は
世
界
で
約
白
万
件

あ
り
、
う
ち4
割
が
婦
人
税
系
、

3

割
が
泌
尿
鰭
税
系
だ
っ
た
。

日
本
で
は
、
四
年4
月
に
保

険
適
用
と
な
っ
た
前
立
腺
が
ん

と
今
回
の
腎
臓
が
ん
の
ほ
か
、

胃
が
ん
と
咽
喉
頭
が
ん
、
子
宮

頚
が
ん
が
先
進
医
療
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。

操
作
は
「
腹
腔
鏡
手
術
に
比 ベ

て
習
得
し
や
す
い
」
と
さ
れ

る
。
た
だ
、
患
者
の
臓
鰭
に
触

れ
る
感
覚
カ
な
い
点
に
医
師
は

慣
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

四
年
に
名
古
屋
大
病
院
で
、

ダ
ピ
ン
チ
を
使
っ
た
胃
が
ん
の

手
術
で
死
亡
事
故
が
起
き
た
。

報
告
替
で
は
、
執
万
医
は
胃
が

ん
の
腹
腔
鏡
手
術
を50
0

例

以
上
経
験
し
て
い
た
が
、
こ
の

手
術
で
は
鰭
具
で
勝
臓
を
強
く

圧
迫
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

医
薬
品
医
療
機
鰭
総
合
機
構

(
P
MD
A
)
に
よ
る
と
、
昨

年
日
月
末
ま
で
に
、
画
像
の
消

失
や
カ
メ
ラ
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続

不
良
と
い
っ
た
装
置
の
不
具
合

が
疑
わ
れ
る
ケ1
ス
が
約
叫
件

報
告
さ
れ
て
い
る
。
不
具
合
と

の
関
連
は
不
明
だ
が
、
手
術
時

聞
が
延
び
た
り
手
術
法
を
変
更

し
た
り
し
た
例
も
あ
っ
た
。

同
社
は
、
ダ
ビ
シ
チ
を
操
作

す
る
医
師
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
講
習
や
、
認
定
施

設
で
の
1
5
2

日
間
の
訓
練
な

ど
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

日
本
泌
尿
様
内
視
鏡
学
会
の

寺
地
敏
郎
理
事
長
は
「
新
し
い

手
術
を
安
全
に
進
め
る
た
め
、

講
習
会
な
ど
教
育
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
諮
る
。(

南
宏
美
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
日
日
(
水
)
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診察料、スマホとまとめて後払い
ソフトパンクは 3 月 28日、病 : を決済に限定するなどの工夫に

院の診察料をスマートフォン j より実現にこぎ着けた。
(スマホ)の通信料とまとめて i スマート病院会計はソフトノ〈
後払いできる新サービス「スマ j ンクの携帯電話の利用者とその
ート病院会計」を始めた。患者 !家族が利用できる。ウェプサイ
が診察後に会計を待つことなく i トで利用登録した上で、対応す
帰宅できるほか、病院にも会計 j る医療機関にかかった際に受付
業務を効率化できる利点があ i でサービス利用を申し出て携帯
る。 前例のないサービスだけに ! の電話番号を伝えるだけで使え
ハード、ルはあったが、対象範囲 i る。

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
同
日
(
木
)

- ・ ・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・・ ・・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・ ・・ .... . .. . . . . . . .. . . . .. ....

診
察
料
は
そ
の
場
で
払
わ

ず
携
帯
電
話
の
通
信
糾
な
ど

と
ま
と
め
て
支
払
え
る。
後

払
い
な
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
が
使
え
る
病
院
も
あ
る

が
、
会
計
で
名
前
を
呼
ば
れ

る
ま
で
待
つ
必
要
が
あ
る
点

で
は
現
金
払
い
と
変
わ
ら
な

新
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
料
が

l

回
に
つ
き
1
0
0

円

(
税

別
)
か
か
る
が
、
受
診
後
に

会
計
を
待
た
ず
に
帰
宅
で
き

る
。
処
方
築
が
あ
る
場
合
は

優
先
し
て
受
け
取
れ
る
。

「
体
調
が
悪いの
に
待合

室
で
長
く
待
た
さ
れ
、
診
察

後
さ
ら
に
会
計
ま
で
待
た
さ

れ
る
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ

る
」
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
新

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
高
橋

宏
祐
デ
ジ
タ
ル
企
画
統
括
部

長
は
力
を
込
め
る
。

患
者
だ
け
で
な
く
病
院
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
現
金

を
扱
う
手
聞
が
減
り
、
事
務

効
率
を
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

I
T

(情
報
技
術
)
関
連
の

混
雑
防
ぎ
、
病
院
に
も
利
点

診察料会計待ち短く
ソフトパンク、スマホで後払い

く
収
ま
る
と
い
う
。

診
察
料
の
計
算
な
ど
の
会

計
業
務
を
診
察
後
に
回
せ
る

た
め
、
日
中
は
患
者
対
応
に

専
念
し
や
す
い
。
混
雑
時
に

急
い
で
計
算
す
る
必
要
が
な

く
な
り
請
求
ミ
ス
も
減
ら
せ

る
。
会
計
待
ち
の
患
者
が
減

れ
ば
待合
室
や
駐
車
場
な
ど

の
混
雑
を
緩
和
し
や
す
く
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が

る
。当

初
は
東
京
医
糾
歯
制
大

学
医
学
部
付
属
病
院
(
東
京

・
文京
)
な
ど
約
印
の
医
療

機
関
で
利
用
で
き
る
。
新
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
厚
生
中

央
病
院
(
東
京
・
目
黒
)
の

篠
原
幸
政
医
事
課
長
は
「
新

た
な
投
資
が
不
要
な
の
が
魅

力
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
「
愚

大
叩
分
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た

会
計
の
待
ち
時
間
が
減
らせ

る
」
と
患
者
の
負
担
軽
減
に

期
待
を
寄
せ
る。

ス
マ
ホ
で

診
察
糾
が
後
払
い
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
の
本
格
展
開
は
圏
内

初
と
い
う
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
よ
れ
ば

病
床
数
が
却
床
以
上
の
病
院

は
全
国
に
約90
0
0

、
加

床
未
満
の
診
療
所
な
ど
は
叩

万
ほ
ど
に
達
す
る
と
い
う
。

中
長
期
的
に
は
対
応
す
る
医

療
機
関
を
「3
割
の
3

万
趨

ま
で
広
げ
た
い
」
(
高
橋
統

括
部
長
)
。
開
始
か
ら
1

年

間
で
1
0
0
0

超
に
増
や
す

の
が
当
面
の
目
標
だ
。

攻
め
の
蛍
業
戦
略
と
並
行

し
て
、
類
似
サ
ー
ビ
ス
を
防

ぐ
「
守
り
」
の
対
策
も
購
じ

て
い
る
。
新
サ
ー
ビ
ス
は
医

療
関
連
の
支
払
い
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
エ
ム
イ
!

エ
ッ
ク
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
(
東
京
・
新
宿
)
の
仕
組

み
を
活
用
し
て
お
り
、
聞
社

の
親
会
社
の
日
本
メ
デ
ィ
カ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
(
東
京
・
千
代 田

)
が
特
許
を
取
得
し
て
い

る
。携

帯
電
話
の
料
金
や
動
薗

な
ど
の
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
N

T
T

ド
コ
モ
な
ど
大
手3
社

で
似
た
り
寄
っ
た
り。ソ
フ

ト
バ
ン
ク
は
他
社
顧
客
の
獲

得
と
自
社
顧
客
の
つ
な
ぎ
と

め
に
向
け
て
、
特
徴
的
な
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

現
状
を
打
開
す
る
に
は
サ

ー
ビ
ス
で
稼
ぐ
事
業
モ
デ
ル

へ
の
転
換
が
欠
か
せ
な
い
。

と
い
っ
て
も
簡
単
に
ま
ね
さ

れ
る
よ
う
で
は
結
局
横
並
び

の
料
金
競
争
に
陥
っ
て
し
ま

う
。
ス
マ
ホ
を
起
点
に
健
康

支
援
や
利
便
性
な
ど
独
自
の

価
値
を
提
供
で
き
る
か
。
ス

マ
ー
ト
病
院
会
計
は
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
に
と
っ
て

、

主
力
の

圏
内
携
帯
事
業
を
今
後
も
伸

ば
せ
る
か
の
試
金
石
と
な
り

そ
う
だ。
(
大和
田
尚
孝
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
刊
日
(
木
)

機
器
を
新
た
に
用
意
す
る
必

要
が
な
く
、
導
入
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
。
手
数
料
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
よ
り
も
安
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射
水
市
本
町(新
撰)の
矢
野
神
経

R
M

」
内
判
明
医
院
(矢
野
博
明
院
長)が
、
毎

月
第3
木
曜
日
の
午
後
に
、
待
合
室
を
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
開
放
し
て
い
る

。

今
月
か

ら
医
院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ミ
ニ
講

座
を
始
め
、
初
回
の
幻
自
は
「転
倒
防
止」

に
つ
い
て
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
し
た

。

同
医
院
は
昨
年
叩
月
か
ら
、
第

3

木
曜
日

の
午
後
にH
喫
茶
矢
野μ
と
し
て
喫
茶
ス
ペ

ー
ス
を
設
置
。

当
初
は
在
宅
介
護
を
テ

l

マ

に
し
た
交
流
会
と
し
て
設
置
し
た
が
、
徐
々

に
地
元
住
民
の
参
加
も
多
く
な
っ
た

。

参
加

者
か
ら
は「交
流
の
場
に
な
る」「閉
じ
こ

も
り
防
止
に
な
る
」
な
ど
と
歓
迎
す
る
声
が

上
が
っ
て
い
る

。

多
く
の
人
が
集
ま
る
機
会
を
さ
ら
に
有
効
i待合室が喫茶コーナーI

活
用
し
よ
う
と
、
今
月
か
ら
叩
分
ほ
ど
の
購

画
習
会
を
企
画
。

初
回
は
同
医
院
の
理
学
療
法

β
I
士
、
飯
島
忠
雄
さ
ん
が
講
師
を
務
め
た

。

飯

山
も
島
さ
ん
は
「転
倒
で
骨
折
す
る
と
運
動
機
能

晴
世
が
落
ち
て
さ
ら
に
転
倒
し
や
す
く
な
る

」
と

日
明
話
し
、
回
線
を
上
げ
て
姿
勢
良
く
歩
く
こ
と

ι
が
転
倒
防
止
に
つ
な
が
る
な
ど
と
説
明
し
て

一
片
い
た
。

台
H
門
戸

医矢野神経内科医院

診
療
、
ネ
ッ
ト
予
約
O
K

臨
海
好
生
館
き
ょ
う
か
ら

佐
賀
県
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生

館
(佐
賀
市
)
は6
目
、
地
域
医

療
機
関
向
け
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
診
療
予
約
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
る
。

即
時
に
空

き
状
況
が
確
認
で
き
、
手
続
き

も
簡
単
に
な
る
シ
ス
テ
ム
で
、

患
者
の
待
ち
時
間
短
縮
な
ど
利

便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

好
生
館
は2
0
1
4

年
四
月

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
包
日
(
金
)

医
療
機
器
部
品

地
域
で
再
利
用

筑
紫
野
・
二
日
市
病
院

済
生
会
二
日
市
病
院
(
筑
紫

野
市
)
が
企
業
や
九
州
大
と
提

携
し
、
X
線
機
器
の
ベl
ス
メ

タ
ル
な
ど
の
使
用
済
み
医
療
機

器
の
使
え
る
資
源
を
、
地
域
の

雇
用
を
創
出
し
な
が
ら
再
利
用

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。参

加
し
て
い
る
の
は
、
二
日

市
病
院
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
社
「
w
i
s
h
」
(
福
岡
市

博
多
区
)
、
産
業
魔
棄
物
を
中

以
降
、
地
域
医
療
機
関
か
ら
の

一は
予
約
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ

紹
介
患
者
に
関
し
、
来
院
の
日

一の
た
め
利
用
車
は
全
紹
介
患
者

時
を
指
定
し
て
予
約
を
受
け
付
一
の
約

1

割
に
留
ま
っ
て
い
た
。

げ
る
サ
ー
ビ
ス
を
運
用
し
て
き
一
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
シ
ス

た
。

し
か
し
、
原
則
的
に
電
話
一
テ
ム
で
は
空
き
状
況
が
す
ぐ
に

と
フ
ァ
ク
ス
で
の
や
り
と
り
だ一分
か
り
、
同
じ
画
面
で
直
接
予

っ
た
た
め
時
闘
が
か
か
っ
て
い
一
約
で
き
る

。

好
生
館
側
も
、
電

た
。

ま
た
、
空
当
校
況
が
把
握
享
カ
ル
テ
の
管
理
や
検
査
の
効

し
に
く
く
、
好
生
館
の
休
業
日
一
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

。

間
処
理
す
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ

l

パ
l

」
(
岡
市
南
区
)
、
九

大
の
ユ
ヌ
ス
&
椎
木
ソl
シ
ヤ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

(
岡
市
東
区
)
。

使
用
済
み
医
療
機
器
は
処
理

方
法
に
ル
1

ル
が
な
い
と
い

い
、
w
i
s
h
の
森
内
安
信
社

長
は
「
捨
て
ら
れ
て
い
く
機
器

に
あ
る
貴
重
な
資
源
が
も
っ
た

い
な
い
と
思
っ
て
い
た
」
。

住
組
み
は
こ
う
だ。

病
院
が

廃
棄
処
分
す
る
医
療
機
器
の
処

理
を
w
i
s
h
に
相
談。
中
古

で
使
え
る
か
、
部
品
を
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
か
を
分
析
し
、
部

品
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
場
合

婦
人
斜
と
小
児
糾
を
除
く
幻
診

療
制
で
導
入
し
、
予
約
は
診
察

日
の
前
営
業
日(月
闇
日
を
希

望
す
る
場
合
は
金
曜
日
)
の
午

後
4

時
ま
で
受
け
付
け
る
。

開
始
時
は
県
内
問
医
療
機
関

で
運
用
す
る。
好
生
館
は
「県

内
外
に
活
用
を
呼
び
掛
け
て
お

り
、
利
用
で
き
る
病
院
を
増
や

は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ1
パ
1

に
分

解
を
依
頼
す
る
。

九
大
は
環
境

負
荷
が
ど
れ
ほ
ど
減
る
の
か
、

再
使
用
で
き
る
部
品
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
を
デ
ー
タ
佑
す
る

の
が
役
割
だ
。

取
り
組
み
は
昨
年
夏
か
ら
数

件
実
施
さ
れ
て
い
る
。

(吉
田
真
梨)

朝

日

(
福
岡
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
初
日
(
水
)

し
て
い
き
た
い」
と
話
し
て
い

る
。

(瀬
戸
健
太
郎)

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
6

日
(
水
)



附nnu附 Sokuhou

医療と安全管理総集版 201 6

遺伝性がん診療
地域ぐるみで

遺伝性腫鎗の地域1$疲ネットワークのイメージ

乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど
に
か
か
り
ゃ
す

い
体
質
が
、
親
か
ら
子
へ
遺
伝
す
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
が
原
因
の
「
遺
伝
性
腫
晴
樹
」
を

地
域
ぐ
る
み
で
診
療
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

各
地
で
広
が
っ
て
き
た
。
ま
だ
詳
し
い
医
師

が
少
な
く
、
遺
伝
子
検
査
や
予
防
的
な
手
術

な
ど
を
手
掛
け
る
医
療
機
関
が
限
ら
れ
る
た

め
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
共
有
し
、

地
域
を
一
つ
の
病
院
に
見
立
て
て
多
様
な
選

択
肢
を
示
す
。
全
国
か
ら
患
者
の
情
報
を
集

め
る
鼠
み
も
始
ま
る
。

3

年
か
ら
凶
年
に
か
け
て
予
防

の
た
め
両
方
の
乳
房
と
卵
巣
を

取
り
除
い
た
こ
と
な
ど
が
き
っ

か
け
だ
。
テ
ョ
リー
さ
ん
は
母

や
侵
方
の
祖
母-
2乞
乳
が
ん
や

卵
巣
が
ん
で
亡
く
し
た
。

遺
伝
性
腫
痕
の
多
く
は
、
細

胞
が
が
ん
化
す
る
の
を
防
ぐ

「
抑
制
遺
伝
子
」
が
生
ま
れ
つ

き
変
異
し
、
十
分
に
働
か
な
い

の
が
原
因
と
さ
れ
る
。
主
な
手

掛
か
り
は
家
族
や
親
族
に
発
症

者
が
い
る
か
ど
う
か
。
乳
が
ん 布

し
て
い
る
か
な
ど
を
詳
し
く

確
認
。
疑
い
が
強
ま
れ
ば
、
選

択
肢
と
し
て
変
異
を
調
べ
る
遺

伝
子
検
査
を
提
案
す
る
。
変
異

が
あ
れ
ば
定
期
的
な
検
診
で
が

ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
、
患

者
が
望
め
ば
発
症
リ
ス
ク
を
減

ら
す
た
め
の
乳
房
切
除
や
卵
巣

摘
出
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

た
だ
遺
伝
性
腫
湯
が
注
目
さ

れ
出
し
た
の
は
最
近
で
習
熟
し

た
医
師
は
多
く
な
い
。
近
場
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
喧
伝
子
検

東海など患者の負担軽く
し
た
。
名
古
屋
市
立
大
病
院
(
名

古
屋
市
)
や
県
立
静
岡
が
ん
セ

ン
タ
ー

(
長
泉
町
)
な
ど
、
=
一

室
・

岐
阜
を
含
む4
県
の
約ω

医
療
機
関
が
参
加
。
主
に
H
B

O
C

の
治
療
で
連
携
す
る
。

-
近
場
で
受
診

医
師
は
遺
伝
性
が
疑
わ
れ
る

患
者
多
}
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

詳
細
な
検
査
が
で
き
る
別
の
病

院
に
紹
介
。
切
除
手
術
な
ど
が

必
要
な
ら
実
施
で
き
る
病
院
に

依
頼
す
る
。
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
診

加
す
る
大
瀬
戸
久
美
子
さ
ん
は

「
地
域
全
体
で
一
つ
の
病
院
と

な
る
の
が
目
標
。
患
者
は
東
京

な
ど
に
行
か
ず
に
自
宅
周
辺
で

受
診
で
き
る
」
と
話
す
。

九
州
・

神
縄
で
も
九
州
が
ん

セ
ン
タ
ー
(
福
岡
市
)
を
事
務

局
に
、
日
年
春
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
発
尾
全
8

県
の
約
加
医

療
機
関
がH
B
O
C

や
大
腸
が

ん
の
治
療
で
協
力
し
て
い
る
。

同
セ
ン
ター
の
織
田
信
弥・
腫

規
事
毎
T研
究
室
長
は
「
九
州 は

広
い
。
患
者
の
時
間
的
、
経

済
的
負
担
を
減
ら
し
た
い
」
と

話
す
。
北
海
道
に
も
札
幌
医
大

や
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
(
と

も
に
札
幌
市
)
な
ど
に
よ
る
同

様
の
枠
組
み
が
あ
る
。

親
族
で
か
か
っ
た
人
は
、
予

防
手
術
後
の
状
態
は
|
|
。
こ

う
し
た
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
も
年
内
に
は
始
ま
る
。
研
究

団
体
「
日
本H
B
O
C

コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
(
東
京
)
事
}
中
心

に
、
各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と

連
携
し
て
全
国
規
模
で
情
報
を

集
め
る
。
日
本
乳
が
ん
学
会
な

ど
3

金
会
は
、H
B
O
C

の
遺

伝
子
検
査
や
手
術
な
ど
の
治
療

体
制
を
評
価・
認
定
す
る
機
構

を
立
ち
上
げ
る
予
定
だ
。

い
ず
れ
に
も
携
わ
る
昭
和
大

医
学
部
(
東
京
)
の
中
村
清
吾

教
授
(
乳
線
外
税
)
は
「
遺
伝

の
可
能
性
を
い
か
に
早
く
発
見

し
、
予
防
に
つ
な
げ
る
か
が
大

切
だ
。
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
の

手
術
は
医
療
保
険
の
対
象
外
だ

が
、
適
用
を
目
指
し
た
い
」
と

話
す
。
(
平
野
慎
太
郎
)

'i! に年
け変確 変ん程か喫 Jト
で異率遺臭化度か煙が~医

控室装事究室主君主お 5 で憩
いつ別~ ~，\れ。E?2発~カ
。たに警 些 J 遺璽liËワウ
伊j 人か異 め原伝境も」ロ'/

是主お話 至男産主竺 j 乙き
「てらか 自大規伝般 3 主主 T
B がずら 制半は、的"自民
R ん 50 子 遣は全加に 5 品 J
C に%に 伝細体齢食

? 25 告 圭容すき蓄 j
」わ、る のが%がや ι

」発症全体の 5 %

に確認を j 
てつは|つん 5
お、「がた)認

くど親あ人し
とん族るがた
いなが。い人
いが集昭るが
」んま和③い

議に重大特急;か機学定
か会のの何:

すつな中が回き
るたど村んも言

。室長警率先 j
聞が教いに
いい授 | な
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「
親
族
に
乳
が
ん
の
発
症
者

が
複
数
い
ま
す
。
遺
伝
子
検
査

を
受
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
」

。

3

月
、
関
東
地
方
の
医
療
機
関

-
習
熟
医
師
少
な
く

西諸住民グループ
や
卵
巣
が
ん
が
多
け
れ
ば
、
い

ず
れ
か
を
発
症
す
る
遺
伝
性
乳

が
ん
・
卵
巣
が
ん
症
候
群(H

B
O
C
)の
可
能
性
が
あ
る
。

ま
ず
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
同

様
の
が
ん
が
家
系
内
で
ど
う
分 査

を
受
げ
ら
れ
る
地
蛾
は
東
京

や
大
阪
に
限
ら
れ
る
。

発
症
し

て
い
な
い
部
位
を
取
り
除
く
手

術
を
す
る
に
は
、
病
院
内
の
倫

理
委
員
会
の
承
認
も
必
要
だ
。

そ
こ
で
東
海
地
方
で
は
印

山
と
い
う
遺
伝
子
が
変
異
し
た
女
性
の
発
症
性
ヒ
ペ

m
率
は
乳
が
ん
で6
割
、
卵
巣
が
ん
で4
割
伝

L
M
M

…
書
さ
れ
る
。
男
性
は
前
立
腺
が
ん
に
団

関

，
な
る
危
険
性
が
上
昇
す
る
と
い
う

。

1
1

遺
伝
性
を
疑
う
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
家

系
内
に
①
若
く
し
て
が
ん
に
羅
患
(
り
か

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

で
ω
代
の
女
性
が
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
。

こ
う
し
た
相談
は
増
え
て
い

る
。
米
人
気
女
優
の
ア
ン
ジ
エ

リ
l

ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
が
発

症
し
て
い
な
い
の
に、
2
0
1

2
0
1
6

年
4

月
げ
日
(
臼
)

カ
ー
ド
作
成
、

小
林
、
ャ
え
び
の
市
、
高
原
町
の

住
民
ら
で
つ
く
る
地
域
医
療
を
考

え
る
会
(山
下
浩
司
会
長)は
、

西
諸
地
域
の
医
療
の
現
状
や
課
題

な
ど
を
ま
と
め
た
啓
発
カ
l

ド
を

作
成
し
た。
時
間
内
受
診
や
が
ん

検
診
の
喜
荏
な
ど
、
地
域
医
療

の
課
題
解
決
に
向
け
て
住
民
サ
イ

ド
で
で
き
る
取
り
組
み
も
紹
介

。

来
月
か
ら
広
報
紙
な
ど
と
一
緒
に

住
民
へ
の
配
布
を
始
め
る

。

カ
ー
ド
は
両
面
カ
ラ
1

で
、
西

諸
地
域
で
は
小
児
科
を
中
心
に
医

師
が
不
足
し
て
い
る
影
響
で
、
休

日
や
夜
間
の
急
病
や
入
院
へ
の
対

応
が
困
難
な
現
状
を
紹
介
。
「
日

ご
ろ
か
ら
子
ど
も
の
様
子
を
観
察

来
月
配
布

し
、
早
め
の
受
診
を
」
「
(昼
間

の
仕
事
な
ど)
自
己
都
合
を
理
由

に
し
た
時
間
外
受
診
を
や
め
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る

。

西
諸
地
域
で
が
ん
や
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
で
亡
く
な
っ
た
人
の

霊
泉
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
一

方
で
、
特
定
健
診
の
受
診
率
が
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を

数
値
を
李
え
て
恒
謁
。
「
生
活
習

慣
に
気
を
配
り
、
検
診
を
活
用
し

て
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
に
務

め
て
」
と
記
し
た
。

休
日
や
夜
間

の
急
病
時
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
県
が
空
寵
す
る
電
話
相
談
の

番
号
も
紹
介
し
て
い
る
。

作
成
に
は
県
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
l

育
成
・

強
化
事
業
を
活
用

。

山
工
震
は
「
若
者
か
ら
高
齢
者

ま
で
目
を
通
し
て
も
ら
い
、
限
り

あ
る
医
療
資
源
を
上
手
な
活
用

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

(新
坂
英
伸)

宮
崎
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
幻
自
(
水
)

65 



-
T

の
普
及
で
身
泡
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
を
活
用
し
て
医
師
が
患
者
を
診
察
す
る

遠
隔
診
療
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

。

長
く
原
則
禁
止
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
厚
生
労

働
省
が
昨
年
出
し
た
通
知
が
事
実
上
の
解
禁
と
受
け
止
め
ら
れ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
相
次

ぎ
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
始
め
た
。

だ
が
、
健
康
保
険
で
は
遠
隔
診
療
を
し
て
も
医
療
機
関
に

支
払
わ
れ
る
報
酬
は
低
く
、
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
未
知
数
だ
。

Klrlnuki Sokuhou 
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香
川
と
徳
島
の
県
境
山

間
部
に
位
置
す
る
高
松
市

塩
江
地
区
。
車1
台
が
や

っ
と
通
れ
る
険
し
い
道
を

市
民
病
院
塩
江
分
院
の
訪

問
看
護
師
、
山
崎
『
」
や
か

ベ
ヤ
ん
(
指
示
運
転
し
て
い

く
。
藤
沢
賢
瓦
(
釘
)
は

山
の
中
の
一
軒
家
に1
人

暮
ら
し
だ
。

「
体
調
は
お
変
わ
り
な

い
で
す
か
」。
山
崎
『
ヤ
ん

が
持
っ
て
き
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
画
面
か
ら
、
分

院
の
主
治
医
が
語
り
爵
け

る
。

藤
沢
『
ヤ
ん
は
こ
た
つ

に
入
り
つ
放
し
の
た
め
、

脚
に
低
温
や
け
ど
を
し
て

い
た
。

山
崎
さ
ん
が
端
末

の
カ
メ
ラ
を
患
部
に
向

け
、
医
師
が
確
認
。

緊
急

性
は
な
『
淳
」
う
だ
つ
た
。

ベンチャー企業次々参入
藤
沢
ペ
ヤ
ん
は
「
症
状
を

言
っ
た
ら
調
べ
て
く
れ
る

し
、
薬
も
出
し
て
も
争
え

る
の
で
あ
り
が
た
い」
と

安
心
し
た
笑
顔
を
見
せ

た
。
た
だ
塩
江
分
院
は
、

テ
レ
ビ
電
話
の
診
察
に
つ

い
て
は
診
療
報
酬
は
受
け

取
っ
て
い
な
い
。
香
川
県 0

1
4

年
の
調
査
に
よ
る

と
、
遠
開
の
在
宅
診
療
を

手
筋
け
る
病
院
は
全
国
で

出
カ
所
、
診
療
所
で
も
5

4
4

カ
所
に
と
ど
ま
る。

V
ス
マ
ホ診
察

し
か
しI
T

の
高
度
伯

や
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
普
及

で
、
政
府
の
規
制
改
革
会 識

か
ら
見
直
し
を
求
め
ら

れ
た
同
省
は
昨
年8
月
に

通
知
を
出
し
、
離
島
や
へ

き
地
な
ど
は
例
示
で
あ
っ

て
限
定
で
は
な
い
こ
と
を

明
確
化
し
た。

こ
れ
を
受
け
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
医
療
情
報
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業

が
、
都
市
部
の
吟
議
所
な

ど
に
相
次
い
で
遠
隔
診
療

シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
始
め

た
。
多
忙
?
之
宮
社
員
ら
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ。

医
師
紹
介
を
手
掛
け
る

「M
R
T
」
(
璽
泉
)
は

I
T
企
業
と
組
み
、
ス
マ

低
い
報
酬
、
普
及
は
未
知
数

は
遠
隔
医
療
で
国
の
特
区

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
あ

く
ま
で
そ
の
事
業
の
一
環

だ
。厚

労
省
は
従
来「
診療

は
医
師
の
直
接
対
面
が
基

本
」
と
し
て
、
遠
隔
診
療
は

離
島
や
へ
き
地
、
慢
性
疾

患
な
ど
で
の
例
外
と
位
置

付
け
て
き
た。
同
省
の2

ITを使った遠隔診療のイメージ
自宅や贋場テレビ電話線能医療機関

---←三露呈→
パソコンや
スマホなど 。処方隻

音
声
入
力
看
護
師
お
助
け

患者

ー
ト
フ
ォ
ン
で
医
師
の
診

察
を
受
ぜ
り
れ
る「ポ
ケ

ッ
ト
ド
ク
タ
ー

」
と
い
う

事
業
を4
月
か
ら
開
始
予

定
。

全
国
約1
3
0
0

の

医
療
機
闘
が
参
加
す
る
。

初
診
は
対
面
の
必
要
が
あ

る
が
、2
度
回
以
降
は
テ

レ
ビ
電
話
で
受
診
で
き
、

保
険
も
適
用
さ
れ
る
。

き
で
記
入
す
る
た
め
時
間
が

か
か
っ
て
い
た
。
同
僚
の
看

護
師
と
の
情
報
交
換
な
ど
も

訪
問
を
重
ね
る
現
場
で
は
難

一
定
の
料
金
を
払
う
と

医
師
に
健
康
相
談
で
き
る

保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
も
加

え
る
考
え
で
、
今
後
3
年

で
1

万
医
療
機
関
の
参
加

を
目
指
す。

ネ
ッ
ト
上
で
病
気
事
典

な
ど
手
一
提
供
す
る
「
メ
ド

レ
ー
」
(
車
京
)
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
支

払
え
る
同
様
の
シ
ス
テ
ム

「C
L
I
N
I
C
S

」
を

開
発
、
複
数
の
診
療
所
が

導
入
を
決
め
た
。

薬
が
必

要
な
患
者
に
は
自
宅
に
処

方
築
を
配
送
す
る
。

都
内
で
小
児
制
診
療
所

4

カ
所
を
開
く
医
療
法
人

社
団
「ナ
イ
ズ
」
も
、
親

が
頻
繁
に
連
れ
て
く
る
の

が
難
し
い
子
ど
も
ら
を
対

象
に
、1
月
か
ら
独
自
に

保
険
適
用
で
遠
隔
謡
を

始
め
て
い
る。

V
標
準
化
も
課
題

普
及
の
壁
に
な
っ
て
い

る
の
が
診
療
報
酬
だ
。

テ

レ
ビ
霞
話
に
よ
る
診
察
で

医
療
機
闘
が
得
る
報
酬
は

原
則
的
に
電
話
再
診
料

成
。
メ
モ
を
作
成
す
る
こ
度

手
闘
が
な
く
な
る-
2ぇ
、
メ

モ
し
忘
れ
て
い
た
部
分
を
思

い
出
す
の
に
時
間
が
か
か
っ

(7
2
0

円
)
の
み。
他

に
も
『
逗
$
与
ま
な
報
酬
が

入
る
対
面
診
療
に
比
べ
る

と
、
収
入
は1
1
2

劃
に

減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

そ
の
た
め
新
規
参
入
の

動
き
は
、
利
益
よ
り
も
将

来
性
に
期
待
し
て
他
社
に

先
駆
け
よ
う
と
い
う
側
面

日
皇
i
。

ィ
，
，
刃
包'
l
w

日
本
遠
隔
医
療
営
会
の

原
量
宏
会
長
は「企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
で
医
療

機
関
を
囲
い
込
む
の
で
は

な
く
、
標
準
化
し
て
進
め

る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。

そ

の
上
で「適
切
に
使
え
ば
、

生
活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
や
医
療
の
効
率
化
、

介
護
す
る
家
族
の
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
り
、
国
民

全
体
の
利
益
に
な
る
」
と

し
て
、
国
に
報
酬
の
引
き

上
げ
を
求
め
て
い
る
。

(
共同
通
信
〉

東
奥
田
報
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
刊
日
(月
)

患
者
宅
を
手
分
け
し
て
い

る
同
僚
の
看
護
師
と
連
絡
で

き
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

機
能
ゃ
、
感
染
予
防
の
た
め
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齢
化
の
進
展
で
病
床
数
が
不

足
す
る
と
み
て
、
在
宅
医
療

に
重
点
を
慣
く「地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し

て
お
り
、
東
邦H
D

は
今
後

も
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
医

吟
訪問塑笠l

記録作成の手間が省け、
帰宅できる

医
薬
品
卸
大
手
の
東
邦
ホ
1

ル
デ
ィ
ン

グ
ス
(
H
D
)は
4

月
か
ら
、
在
宅
医
療

に
従
事
す
る
看
護
師
向
け
の
業
務
支
援
サ

ー
ビ
ス
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
に
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
貸
与
し
、
患
者
宅
に
訪
問
し
て
看

護
し
た
際
に
作
成
す
る
看
護
記
録
を
音
声

入
力
な
ど
で
効
率
的
に
作
成
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
提
供
す
る
。
医
薬
品
卸
が
訪
問
看

護
師
向
け
の
事
業
に
参
入
す
る
の
は
珍
し

く
、
初
年
度
で3
億
円
程
度
の
売
り上げ

を
目
指
す。

専用タブ‘ レット貸与

訪問看護の

東邦HD、4月から

訪
問
看
護
は
病
気
や
障
害

を
持
つ
人
が
自
宅
で
療
養
す

る
際
に
利
用
す
る
。
業
務
は 各

地
に
あ
る
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た

看
護
師
が
担
う
。

政
府
は
高

音声入力で業務効率化や時間の有効活用につなげる

企事
来従

出先で記録
療
機
関
が
増
加
す
る
と
み
て
し
く
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
た
り
、
間
違
え
て
記
載
し
た
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
に
耐
え

需
要
の
取
り
込
み
を
目
指
し
残
業
時
間
の
地
加
な
ど
負
荷
り
す
る
心
配
も
少
な
い

。

ら
れ
る
フ
ィ
ル
ム
を
装
備
す

て
い
る
。
が
憎
唱
え
や
す
い
面
が
あ
る
。

音
声
認
識
ソ
フ
ト
は
、
東
る
な
ど
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
反

訪
問
看
護
師
は
患
者
宅
で
東
邦H
D
が
始
め
た
支
援
邦H
D

が
薬
局
か
ら
の
注
文
映
さ
せ
て
い
る
。

端
末
の
使

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
患
部
の
処
サ
ー
ビ
ス
「
エ
ニ
フ
ナ
!
ス
」
を
受
け
付
け
る
コ
ー
ル
セ
ン
用
料
は

l

台
あ
た
り
月9
0

置
な
ど
を
し
た
後
、
看
護
記
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
搭
タ

l

の
業
務
の
効
率
化
に
向00
円
で
、
初
年
度
で
3
0

録
と
い
う
害
類
を
作
成
す
載
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
け
て
開
発
し
た
も
の
を
応
用

0
0

台
の
契
約
を
目
指
す
。

る
。
通
常
は
処
置
し
た
内
容
に
入
力
す
る
こ
と
で
看
護
記
し
た
。

1
0
0

文
字
程
度
の
医
薬
品
卸
事
業
を
主
力
と

な
ど
を
簡
単
に
メ
モ
し
て
お
録
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
長
い
文
章
で
も
認
識
で
き
、
す
る
東
邦

H
D

は
、
薬
局
や

き
、
全
て
の
訪
問
を
終
え
て
た
。
業
務
を
効
率
化
し
て
看
訪
問
看
護
師
が
よ
く
使
い
、
医
院
向
け
の
業
務
支
援
な
ど

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
っ
た
あ
護
師
が
時
閣
を
有
効
に
活
用
床
ず
れ
を
意
味
す
る

「梼
癒
を
新
し
い
収
益
の
柱
と
し
て

と
記
録
を
作
成
す
る
看
護
師
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
園
田
(
じ
よ
く
そ
う
)
」
と
い
っ
育
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

が
多
い
と
い
う
。

大
の
狙
い
だ。

た
専
門
用
語
も
ス
ム
ー
ズ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

実
際
に
は
業
務
上
の
課
題
入
力
は
専
用
で
開
発
し
た
入
力
で
き
る

。

サ
ー
バ
ー
に
は
注
射
器
な
ど
の
医
療
材
料

は
少
な
く
な
い
。
訪
問
看
護
音
声
認
識
ソ
フ
ト
で
で
き
る
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

言
葉
の
販
売
で
つ
な
が
り
は
あ
っ

師
は
年
齢
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
よ
う
に
し
、
看
護
師
が
看
護
な
ど
を
解
析
し
て
よ
り
使
い
た
が
、
本
格
的
な
業
務
支
援

も
多
く
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
扱
の
合
間
や
次
の
訪
問
先
へ
移
や
す
く
す
る
学
習
機
能
も
搭
に
よ
っ
て
取
引
関
係
の
強
化

い
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
手
量
盲
動
す
る
聞
に
お
お
む
ね
作
載
し
た
。
に
も
広
げ
て
い
く
考
え
た
。

四
倍
付
で
1

人
の
看
護
師
が

在
宅
医
療
の
支
援
照
準

1
日
に
回
れ
る
患
者
宅
は
飯

4

1

大
5

軒
程
度。
1

回
の
看
護

医
薬
品
卸
、
収
益
源
確
保
へ

あ
た
り
、診
療
報
酬
1
8
4

5
0

円
支
払
わ
れ
る{

エ
ニ

医
薬
品
卸
各
社
は
、
利
益
東
邦H
D

が
訪
問
看
護
師
掛
け
て
き
た
。
フ
ナ

l

ス
で
業
務
が
効
率
化

率
の
改
善
が
経
蛍
課
題
に
な
向
け
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
医
療
業
界
で
新
た
な
市
場
し
、
訪
問
軒
数
が
増
え
れ
ば
、

っ
て
い
る
。
東
邦
ホ
ー

ル
デ
め
る
背
景
に
は
、
卸
業
務
以
を
作
り
つ
つ
あ
る
の
が
在
宅
看
護
師
の
負
担
軽
減
だ
け
で

イ
ン
グ
ス
(
H
D
)の
営
業
外
に
安
定
し
た
収
益
源
を
確
医
療
。
往
診
サ
ー
ビ
ス
を
す
な
く
、
待
遇
改
善
に
も
つ
な

利
益
率
は2
0
1
5

年
3

月
保
し
た
い
と
の
狙
い
が
あ
る
医
院
や
薬
局
が
増
え
、
訪
が
る

。

医
療
従
事
者
の
報
酬

期
で
0

・
9
%
。
愚
大
手
の
る
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
も
病
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

7

を
簡
単
に
上
げ
る
こ
と
は
で

メ
デ
ィ
パ
ル
ホ1
ル
デ
ィ
ン
院
向
け
の
電
子
予
約
シ
ス
テ
0
0
0

軒
を
超
え
た
。
き
な
い
な
か
、
新
サ
ー
ビ
ス

グ
ス
で
も
、
医
薬
品
卸
事
業
ム
の
開
発
や
、
薬
剤
師
に
薬
た
だ
多
数
の
患
者
を

1

カ
へ
の
期
待
が
広
が
り
そ
う

だ
け
で
み
る
と1
%
を
切
る
の
詳
細
情
報
を
包
括
で
ア
ド
所
で
診
る
病
院
と
異
な
り
、
だ

。

(
朝
団
賢
治
)

水
準
だ
。
最
近
は
後
発
薬
の
パ
イ
ス
を
す
る
コ

l

ル
セ
ン
患
者
宅
を1
軒
ず
つ
訪
問
す

急
速
な
普
及
で
取
り
扱
う
品
タ
l

の
設
置
な
ど
、
医
薬
品
る
在
宅
医
療
は
生
産
性
の
低

目
の
単
価
が
低
下
し
、
収
益
節
な
ら
で
は
の
視
点
で
医
療
さ
が
課
題
。
東
邦

H
D

は
そ

性
は
悪
化
し
て
い
る
。
業
界
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
手
こ
に
目
を
付
け
た
。

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
7

日
(
木
)
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危
険
性
を
除
去
で
き
る
ほ
か
、
脳
梗
て
い
る

。

塞
な
ど
で
言
葉
が
不
自
由
に
な
っ
て
一
方
、
こ
れ
ま
で
無
償
だ
っ
た
と

も
、
カ
1

ド
、
シ
ー
ル
の
所
持
で
情
び
う
め
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
、
診
療
報

報
を
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

酬
改
定
で
従
来
、
診
療
所
か
ら
病
院

県
医
師
会
が
、
県
の
補
助
を
受
け
に
対
す
る
紹
介
状
作
成
に
支
払
わ
れ

て
2
0
1
4

年
4
月
に
北
九
州
市
と
て
き
た
「
診
療
情
報
提
供
斜
」
(
患

粕
屋
郡
で
ス
タ
ー
ト
。

今
年
3

月
現
者
1

人
に
つ
き
月1
回
に
限
り2
5

在
で
お
市
郡
の1
8
8

診
療
所
と
、
0
0

円
)
に
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な

と
び
う
め
ネ
ッ
ト
は
、
か
か
り
つ
日
の
救
急
医
療
機
闘
が
参
加
し
て
い
っ
た

。

医
師
会
関
係
者
は
「
診
療
所

げ
医
が
患
者
の
同
意
を
得
て
既
往
症
る
。

の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
り
、
登
録
数
増

や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
服
用
薬
、
医
療
機
関
や
市
民
へ
の
理
解
は
広
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
」
と
期
待
す
る

。

警
忌
薬
、
家
族
の
緊
急
連
絡
先
、
延
が
り
つ
つ
あ
る
が
課
題
は
手
続
き

。

患
者
約
前
人
を
登
録
さ
せ
、
緊
急

命
治
療
を
希
望
す
る
か
な
ど
の
患
者
医
師
が
少
な
い
診
療
所
で
、
日
々
の
搬
送
時
に
役
立
て
た
経
験
も
あ
る
北

情
報
を
事
前
登
録
。

急
病
な
ど
の
際
、
診
察
に
加
え
、
患
者
一
人
一
人
へ
の
九
州
市
若
松
区
の
手
島
内
科
医
院
院

緊
急
搬
送
先
の
病
院
や
救
急
隊
が
イ
シ
ス
テ
ム
説
明
な
ど
に
割
け
る
時
間
長
の
手
島
久
文
さ
ん
(
臼
)
は
「
こ
の

ン
タ
l

ネ
ッ
ト
端
末
で
情
報
を
共
有
は
限
ら
れ
る
。

ま
た
「
定
期
的
な
情
シ
ス
テ
ム
は
い
ざ
と
い
っ
と
き
に
は

す
る

。

報
更
新
も
欠
か
せ
ず
、
余
裕
は
な
い
」
大
き
な
武
器
に
な
る

。

現
場
の
医
師

登
録
者
に
は
携
帯
型
カ
1

ド
と
シ
(
県
内
の
医
師
)
と
い
っ
た
声
も
あ
の
苦
労
は
多
い
が
、
も
っ
と
広
が
つ

l

ル
を
発
行。
薬
の
投
与
な
ど
で
の
り
、
資
録
数
低
調
の
背
崇
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た

。

(
古
川
努
)

と
び
う
め
ネ
ッ
ト

福
岡
県
医
師
禽
か
、
県
内
の
診
療
所
や
救
急
医
療
機
関

と
連
携
し
て2
年
前
に
運
用
を
始
め
た
診
母
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
と
び
う
め
ネ
ッ
ト
」
の
患
者
登
録
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
。

情
報
通
信
技
術
(
I
C
T
)を
使
っ
て
登

録
し
た
患
者
情
報
を
共
有
し
救
命
に
生
か
す
シ
ス
テ
ム

で
、
5

万
人
分
の
デ
ー
タ
蓄
積
能
力
に
対
し

、

3

月
現
在

の
登
録
は
約3
5
0
0

人
。

患
者
へ
の
説
明
や
同
意
、
登

録
作
業
な
ど
が
す
べ
て
地
域
の
医
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

4
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
同
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
も
報
酬
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら、

医
師
会
は
登
録
数
の
増
加
を
期
待
し

て
い
る

。

医師任せの登録壁

低
空
飛
行

報
酬
対
象
化
を
機
に
増
加
期
待

西
日
本

新
聞
・
夕
刊

2
0

・
，6

年
4
月
4

日
{
月
)
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診
療
情
報
、
一

元
的
に
管
理

富
士
フ

ィ
ル
ム
病
院
間で
共
有
も

富
士
フ
ィ
ル
ム
は
日
目
、

病
院
内
の
各
診
療
判
明
が
扱
う

診
療
情
報
を
一
元
的
に
管
理

.

保
管
で
き
る
統
合
シ
ス
テ

ム

「シ
ナ
プ
ス
プ
イ
エ
ヌ

エ
l

」
を
同
日
に
発
売
す
る

と
発
表
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
録
影
装
置(
C
T
)

で
銀
影
し
た
函
像
や
内
視
鏡

検
査
の
画
像
な
ど
を
一
元
管

理
す
れ
ば
、
医
師
が
総
合
的

な
診
断
を
す
る
の
に
役
立

つ
。

複
数
の
病
院
聞
の
情
報

も
共
有
で
き
、
地
域
医
療
連

携
に
も
活
用
で
き
る
。

病
院
で
はC
T

や
磁
気
共

鳴
画
像
装
置
(
M
R
I
)な

ど
で
撮
影
し
た
画
像
や
、
内

視
鏡
検
査
の
画
像
、
手
術
の

際
に
顕
影
し
た
動
画
な
ど
を

放
射
線
制
や
循
環
器
糾
と
い

っ
た
診
療
税
ご
と
に
異
な
っ

た
医
用
画
像
管
理
シ
ス
テ
ム

(
P
A
C
S
)など
で
別
々

に
管
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
統
合
す
る
の
が
「
シ
ナ
プ

ス
プ
イ
エ
ヌ
エ
1

」
で
、

す
べ
て
の
情
報
を
専
用
の
ビ

ュ
l

ワ
ー
か
ら
参
照
で
き
、

患
者
ご
と
の
診
療
情
報
を一

覧
可
能
村
~
。

日
一
国
肘
健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進

メ
ー
カ
ー
が
異
な
っ
て
い

て
も
問
題
な
い
。
グ
ル
ー

プ

病
院
で
複
数
の
施
設
の
診
療

情
報
も
一
元
管
理
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
病
院
で
撮

影
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像

を
、
別
の
病
院
で
参
照
し
て

患
者
の
負
担
を
減
ら
し
、
作

業
効
溜
の
向
上
に
つ
な
げ
ら

れ
る。
こ
う
し
た
統
合
シ
ス

テ
ム
は
珍
し
い
と
い
う
。
各

シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
際
に

生
じ
る
デl
タ
移
行
の
手
聞

を
減
ら
せ
る
と
み
て
い
る
。

今
年
1

月
に
大
阪
大
学
医

学
部
付
属
病
院
に
先
行
導
入

し
、
稼
働
を
始
め
た
。

導
入

す
る
病
院
の
規
模
に
よ
っ
て

も
違
う
が
、
大
病
院
の
場
合

で
価
格
は8
0
0
0

万
円
以

上
。

蓄
積
す
る
デl
タ
量
の

多
い
中
規
模
以
上
の
病
院
の

ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
み
て
い

る
。

医
療
に
関
わ
る
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
県
民
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
、
県
内
の
医
療
を
提
供

す
る
側
と
受
け
る
側
の
計
6

団
体

が
日
目
、
活
動
の
連
携
協
定
を
結

ぷ
。

双
方
か
ら
複
数
の
団
体
が
加

わ
る
協
定
は
全
国
で
初
め
て
と
い

う
。

か
か
り
つ
け
医
の
普
及
な
ど

に
取
り
組
み
、
県
民
の
健
康
寿
命

を
延
ば
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す

。

医療 6 団体の連携協定

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
ロ
日
(
火
)

協
定
を
結
ぶ
の
は
、
医
療
を
提

供
す
る
側
が
マ
県
医
師
会
マ
県
歯

制
医
師
会マ
県
薬
剤
師
会
。

受
け

る
側
はマ
健
康
保
険
組
合
連
合
会

福
弁
連
合
会マ
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会マ
全
国
健
康
保
険
協

会
福
井
支
部
。

具
体
的
な
活
動
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
、
歯
税
医
師
、
薬
剤
師
の

普
及
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
促
進
啓
発
な
ど
を
計
画
す
る

。

健保連福井連合会

福井県国保連

全信健康保険協錨井支部

-健康寿命延ばす

.生活の貨の向上

県医師会

県餓科医師会

県猿剤師会

歯
制
健
診
を
勧
め
た
り
、
一
般
健

診
で
も
再
検
査
の
勧
奨
を
し
た
り

し
て
重
症
化
予
防
に
も
努
め
る

。

団
塊
の
世
代
が
百
揖
以
上
の
後

期
高
齢
者
に
な
る
「
2
0
2
5

年

間
題
」
を
に
-
?
ん
だ
取
り
組
み

。

県
内
で
も3
人
に1
人
が
臼
蝿
以

上
に
な
る
と
み
ら
れ
、
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医
療
や
地

域
包
括
ケ
ア
に
向
け
、
連
携
協
力

を
目
指
し
た。
患
者
や
医
療
保
険

加
入
者
、
事
業
主
な
ど
へ
向
け
幅

広
く
、
的
確
な
情
報
発
信
に
努
め

る
。締

結
式
は
回
目
、
福
井
市
の
県

医
師
会
館
で
行
い
、
6

団
体
の
代

表
者
が
調
印
す
る
。

事
務
局
と
な

る
全
国
健
康
保
険
協
会
福
井
支
部

の
企
画
総
務
部
で
は「6
団
体
が

手
を
携
え
、
健
康
づ
く
り
活
動
を

福
井
県
全
体
の
大
差
動
当
と
し

て
、
県
民
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

(石
井
敬
夫
)

福
井
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
げ
日
{
日
)
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大津市内で洋菓子店を営む糖尿病のパティシヱが、京都府立医科大付属病

院(京都市上京区)と低糖質スイーツを共同開発した。食事制限などで我慢を

強いられる自身の経験から、安心や幸せを感じられるよう味や価格にもこだ

わった。同じ病気に苦しむ人の聞で静かな人気を呼んでいる。

l 自身も患う大津のパティり | 

ス
イl
ツ
を

大
津
市
本
宮
2

丁
目
の
菓
子
工
房

「
メ
ソ
ン
ド
ロl
ス
ノ
ア
」
の
松
本
禅
宏

さ
ん
(
担)
o
m歳
で
菓
子
職
人
の
道
に

入
っ
た
が
、
急
に
甘
い
も
の
を
食
べ
る

生
活
に
変
わ
り
、
-
年
ほ
ど
し
て
職
場

で
倒
れ
た
。
京
都
の
実
家
に
近
い
同
病

院
で
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
、
入
院
し
た
。

食
事
制
限
が
一
生
つ
き
ま
と
う
木
安

に
加
え
「
こ
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い

か
も
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
同
病

院
糖
尿
病
医
療
チl
ム
「
T
e
a
m

F
U
T
A
B
A
(チ
!
ム
ふ
た
ば
)
」

の
医
師
か
ら
「
糖
尿
病
で
も
一
線
で
活

躍
す
る
職
人
が
い
る
」
と
励
ま
さ
れ
、

京
都
や
東
京
で
修
業
を
続
け
た
。

独
立
開
業
の
準
備
を
進
め
て
い
た
2

0
1
3

年
の
冬
、
チ
ー
ム
ふ
た
ば
か
ら

「
お
い
し
い
低
糖
質
の
ス
イ

l

ツ
を
作

れ
な
い
か
」
と
依
頼
さ
れ
た
。
同
病
院

の
医
師
や
患
者
を
対
象
に
試
食
会
を
聞

き
、
改
良
を
重
ね
たoM
年
秋
の
開
店

に
合
わ
せ
、
焼
き
菓
子
や
プ
リ
ン
、
生

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど5
種
類
の
「
ふ
た

ば
ス
イ1
ツ
」
を
発
売
し
た
。

商
品
は1
0
0
J将
来
満
で
一
般
的

な
津
菓
子
と
比
べ
糖
質
は
半
分
程
度
。

小
麦
粉
や
卵
黄
の
量
を
減
ら
し
、
小
ぷ 「食事制限励みに」医大病院と開発

甘
み
は
感
じ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
き
、
カ
カ
オ
や
バ
ニ
ラ
ピ
l

ン
ズ
の

風
味
に
こ
だ
わ
る
。
松
本
さ
ん
は
「
商

品
コ
ン
セ
プ
ト
は
週
1

回
食
べ
て
も
問

題
の
な
い
も
の
。
つ
ら
い
食
事
制
限
や

運
動
の
モ
チ
ベl
シ
ョ
ン
に
な
れ
ば
」

と
話
す
。

ふ
た
ば
ス
イl
ツ
は
府
立
医
大
病
院

の
売
店
で
も
販
売
し
て
い
る
。
糖
尿
病

患
者
だ
け
で
な
く
、
血
糖
値
の
高
い
妊

婦
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
人
に
も
好
評
と

い
う
。

松
本
さ
ん
の
主
治
医
だ
っ
た
チ

l

ム

ふ
た
ば
の
山
崎
真
裕
医
師
(
必
)
は
「
血

糖
値
の
上
昇
が
気
に
な
っ
た
り
、
食
べ

終
わ
っ
た
後
も
罪
悪
感
を
感
じ
た
り
す

る
患
者
は
い
る
。
当
事
者
で
あ
る
松
本

さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
患
者
に
と
っ
て
本

当
に
い
い
も
の
を
作
れ
る
」
と
説
明
す

る
。松

本
さ
ん
は
「
ふ
た
ば
ス
イ
1

ツ
を

開
発
す
る
こ
と
で
菓
子
づ
く
り
の
基
礎

や
理
論
を
掘
り
下
げ
ら
れ
、
職
人
と
し

て
肥
や
し
に
な
っ
た
。
ケ
ー
キ
や
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
も
商
品
化
し
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
る
。
菌
貞
仁
志
)

か
れ
た
自
販
機
が
入
り
口
前
に

置
か
れ
た
。
店
を
訪
れ
た
中
央

区
の
主
婦
渋
木
絹
子
さ
ん
(
臼
)

は
「
機
会
が
あ
れ
ば
こ
ち
ら
で

買
い
た
い
。
さ
さ
や
か
だ
が
、

役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
し
た
。

管
理
す
る
コ
カ
・
コ
l

ラ
イ

ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
新
潟
支
社
に

よ
る
と
、
小
田
川
か
ん
経
験
者
支

援
の
自
販
機
は
県
内
外
で
計

1

9
2

台
置
か
れ
て
い
る
。
認
定

N
P
O
法
人
の
林
三
枝
副
理
事

長
は
「
小
児
が
ん
経
験
者
が
社

会
か
ら
孤
立
し
な
い
よ
う
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

小
児
が
ん
支
援
へ

寄
付
付
き
自
販
機

新
潟
の
清
水
商
事

小
児
が
ん
経
験
者
を
支
援
し

よ
う
と
、
ス
ー
パ
ー
「
清
水
フ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
を
展
開
す
る

清
水
商
事
(
新
潟
市
中
央
区
)

は
、
新
潟
市
な
ど
の
直
営
日
店

に
、
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付

す
る
清
涼
飲
料
の
自
動
販
売
機

を
設
置
。
県
民
の
関
心
を
高
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
と
期

待
し
て
い
る
。

売
り
上
げ
の
中
か
ら
、
商
品

1

本
当
た
り2
円
を
、
小
児
が

ん
経
験
者
の
就
労
支
援
を
行
う

認
定N
P
O
法
人
「
ハl
ト
リ

ン
ク
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
(
新
潟
市
中
央
区
)
に
寄

付
。
就
労
支
援
施
設
の
運
営
や

職
業
訓
練
に
充
て
る
。

4
月
上
旬
に
、
各
店
へ
の
設

置
を
進
め
た
。
中
央
区
堀
之
内

の
清
水
フl
ド
セ
ン
タ
ー
と
や

の
店
で
は
「
あ
な
た
の
笑
顔
を

も
う
一
度
見
た
い
か
ら
」
と
帯

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
市
日
(
金
)
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体調不良や味覚変調時の参考に

京都府立

り
に
し
て
価
格
も
抑
え
た
。
「
砂
糖
を

使
わ
な
く
て
も
香
り
を
混
ぜ
る
こ
と
で

低
糖
質
商
品
5

種

乳
が
ん
患
者
に
レ

若い年代がかかる可能性がある乳が

んは、治痕後の生活支援も重要だ。 が

ん患者を支援するNPO法人キャンサ

ーリボンズ(東京)は、調理の負担を

軽減したレシピ集を作り本にまとめ

た。 NPO関係者は「おいしく食べる

ことは生きること」と食の大切さを呼

び掛けている。 (寺本康弘)

「
が
ん
の
怖
さ
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
一
家
が
崩
れ
て
し
ま
う
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
『
マ
心
配
が
大

き
か
っ
た
」

キ
ャ
ン
サ
l

リ
ボ
ン
ズ
の
メ

ン
バ
ー
の
栗
橋
登
志
さ
ん(
F
U

H

川
崎
市
宮
前
区H
は
二
0
0

八
年
八
月
、
住
民
検
診
で
左
胸

60品考案作り置きOK、手順少なく

に
が
ん
が
見
つ
か
っ
た。
大
学

生
の
息
子
と
中
学
生
の
娘
の
母

と
し
て
家
事
を
し
つ
つ
、
実
家

の
父
の
介
護
も
手
伝
っ
て
い

た
。

自
分
が
何
も
で
き
な
く
な

っ
た
ら
、
家
族
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
不
安
が
募
っ
た
。

手
術
後
の
抗
が
ん
剤
治
績
で

は
、
副
作
用
の
た
め
体
は
だ
る

く
、
味
覚
も
な
く
な
っ
た
。

食

事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
考
え
ら
れ

京

都
(
滋
賀
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
幻
自
(
日
)

シ
ピ
本

ず
、
買
い
物
に
{
ワ
\
の
も
負
担

だ
っ
た
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
購
入
し
た
パ
ン
や
レ
ト
ル

ト
食
品
、
友
人
に
作
っ
て
も
ら

っ
た
食
寧
で
し
の
い
だ。
「
家

族
に
迷
惑
を
か
け
、
自
分
は
必

要
が
な
い
人
間
な
の
で
は
」
と

落
ち
込
ん
だ。

再
発
へ
の
不
安
も
あ
り
、
自

分
の
食
事
は
野
菜
中
心
で
低
カ

ロ
リ
ー
に
な
っ
た。

そ
の
一
方

〈カプのスープ〉 米と水と
一緒に煮てミキサーにかける。
カブは大恨より早く火が通る。
おかゅのような感覚で食べら
れ、弱った胃にもやさしい。 焼

いたベーコンやカレー粉を載せ
れば、食べ盛りの子どもたちも

満足できるボリュームになる。
くヒジキのサラダ〉 煮物の

イメージが強いヒジキは湯通し

をしてサラダに。 煮炊きのとき
の独特のにおいが気にならず、
火を使う時間も少なくて済む。

くキンカンと大穏と三ツ葉の
サラダ〉 キンカンと三ツ葉の
さわやかな香りがあり、食べや

すい。 気分がリラックスする。

-おすすめ料理

で
「
子
ど
も
た
ち
に
は
栄
養
た

っ
ぷ
り
の
食
事
を
食
べ
さ
せ
た

い
」
。

「
家
族
な
ら
同
じ
も
の

を
食
べ
た
い
け
ど
、
そ
れ
が
で

き
な
い
の
も
悲
し
か
っ
た
」
と

話
す。キ

ャ
ン
サ1
リ
ボ
ン
ズ
が
一

四
年
に
乳
が
ん
患
者
二
百
二
十

九
人
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
「
味
の
濃
い
も
の
が

食
べ
た
く
な
り
、
作
っ
た
料
理

の
昧
が
濃
す
ぎ
る
と
家
族
に
言

わ
れ
た
」
「
手
の
し
び
れ
で
米

が
と
げ
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の

苦
労
が
あ
っ
た。

こ
の
意
見
を
踏
ま
え
、NP

O
メ
ン
バ
ー
の
医
師
や
管
理
栄

養
士
、
料
理
研
究
家
の
村
岡
奈

弥
さ
ん
ら
が
六
十
品
の
レ
シ
ピ

を
考
案
し
、
「
乳
が
ん
の
人
の

た
め
の
日
常
レ
シ
ピ
」(ブ
ッ

ク
エ
ン
ド
発
行
、
千
七
百
二
十

八
円
)
と
し
て
出
版
し
た
。

ま

た
一
部
を
、
料
理
レ
シ
ピ
検
索

サ
イ
ト
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド」
に

掲
載
し
た。

レ
シ
ピ
の
特
長
は
、
疲
れ
な

い
よ
う
火
を
使
う
時
聞
を
短

く
、
手
順
を
少
な
く
し
た
。

患

者
と
家
族
が
同
じ
食
事
を
楽
し

め
る
よ
う
ア
レ
ン
ジ
の
し
や
す

さ
や
体
調
が
良
い
と
き
に
作
り

置
き
で
き
る
こ
と
も
配
慮
さ
れ

て
い
る。

栗
橋
さ
ん
は
「
体
が
大
変
な

時
に
は
、
料
理
を
考
え
ら
れ
な

い
。

簡
単
な
レ
シ
ピ
は
あ
り
が

た
い
」
。

キ
ャ
ン
サ
l

リ
ボ
ン

ズ
の
岡
山
慶
子
副
理
事
長
は

「
日
本
で
、
乳
が
ん
患
者
が
食

事
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
体
制

は
十
分
で
は
な
い。
本
が
そ
の

一
助
と
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

71 
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生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
異
常
が

あ
る
先
天
性
心
疾
患圏
は
、
医

療
の
進
歩
で
乳
幼
児
期
で
の
手

術
が
可
能
に
な
り
、
多
く
の
患

者
が
成
人
し
て
社
会
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
は
欠
か
せ
な
い
が
、
患

者
に
も
「
自
立
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
(
赤
湾
良
太
)

先天性心疾患

@ 

「
ま
だ
遊
び
た
い
」

東
京
都
渋
谷
区
の
公
園
で
、

2
5
4

歳
の
子
ど
も
た
ち
が
保

育
士
に
不
満
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
た
。
こ
の
子
た
ち
の
胸
や

お
な
か
に
は
手
術
の
痕
が
残

る
。
健
常
児
で
は
問
題
に
な
ら

な
い
感
染
症
も
、
こ
の
病
気
の

子
ど
も
が
か
か
る
と
重
症
化
し

自立ヘ支援乳幼児期に手術

罰

先
天
性
心
疾
患
心
臓
病
の
う
ち
、

E

生
ま
れ
つ
き
心
臓
の
墜
に
穴
が
開
い

て
い
た
り
、
弁
が
狭
く
血
流
が
惑
か
っ
た

り
す
る
病
気
の
総
称
。
心
室
に
穴
が
聞
い

て
い
る
「
心
室
中
隔
欠
損
症
」
、
同
症
な

ど
四
つ
の
疾
患
を
合
併
し
た
「
フ
ア
ロ
l

B
鱗
鶴
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
多
く
は

原
因
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

自
身
の
病
気
理
解
促
す

や
す
い
。
外
出
の
機
会
が
少
な

い
た
め
、
週2
回
の
通
園
は
何

よ
り
の
楽
し
み
だ
。

こ
こ
は
、
心
臓
病
の
子
を
持

つ
親
た
ち
が
自
主
運
営
す
る
保

育
グ
ル
ー
プ
「
こ
ぐ
ま
圃
」
0

1
9
7
3

年
の
設
立
時
か
ら
関

わ
る
園
長
の
田
中
千
賀
子
さ
ん

は
、
「
子
ど
も
は
同
年
代
の
友

達
と
の
遊
び
を
通
じ
て
成
長
す

る
。
心
臓
病
の
子
は
普
段
、
母

親
が
付
き
っ
き
り
で
面
倒
を
み

て
お
り
、
自
立
に
向
け
て
親
離

れ
、
子
離
れ
を
促
す
の
も
目
的

の
一
つ
」
と
語
る
。

呼
吸
障
害
な
ど
の
重
い
心
不

全
症
状
が
表
れ
る
難
病
「
縦
臨

腕
献
(
遺
残
)
症
」
の
長
男

(
2
)

と
、
都
内
か
ら
電
車
で
約
1

時

間
か
け
て
周
囲
に
通
う
女
性

(
担
)
は
「
息
子
は
こ
こ
に
来
て

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
周
り

の
子
に
刺
激
さ
れ
た
み
た
い
」

と
目
を
細
め
る
。

先
天
的
な
心
臓
病
を
持
つ
子

ど
も
は
、
約1
0
0

人
に
1

人
。

大
半
が3
、

4

歳
ま
で
に
手
術

を
終
え
、
ほ
ぽ9
劃
が
成
人
す

る
。
そ
の
数
は
現
在
、
約
印
万

人
と
推
計
さ
れ
、
毎
年
約
1

万

人
ず
つ
増
え
て
い
る
。

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守

歪
毒
務
局
長
主
義
亨
さ

ん
(
日
)
は
「
私
た
ち
の
会
員
も 成

人
が4
割
以
上
。
か
つ
て
は

却
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
が
主

た
る
関
心
恵
だ
っ
た
が
、
今
は

大
人
に
な
っ
て
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
か
が
錬
題
」
と
話
す
。

会
員
の
相
談
内
容
も
、
学
校
や

会
社
、
妊
娠
出
産
な
ど
社bE
­

活
に
関
す
る
も
の
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。

外
見
は
健
常
者
と
変
わ
ら
な

い
が
、
多
く
は
線
治
で
は
な
い

た
め
、
成
人
後
に
改
め
て
、
治

療
や
手
術
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
心
機
能
の
低
下
や
不
盤
脈

が
出
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
。

し
か
し
、
職
場
で
は
、
会
社
や

同
僚
に
病
気
の
こ
と
を
き
ち
ん

と
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
難
し

く
、
残
業
な
ど
で
無
理
を
重
ね
、

体
調
を
惑
化
さ
せ
た
例
も
報
告

さ
れ
て
い
る
。

長
野
県
立
こ
ど
も
病
院
循
環

器
セ
ン
タ
ー
長
の
窓
践
聡
さ

ん
(
印
)
は
「
病
気
に
よ
っ
て
は
、

長
期
生
存
も
可
能
に
な
っ
た
。

自
分
の
病
気
を
患
者
自
ら
が
早

く
か
ら
理
解
し
、
自
分
に
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
努
力
を
す

れ
ば
、
よ
り
良
い
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
乞
』
指
摘
す
る
。 自

立
を
促
す
た
め
、
同
病
院

で
は
、
小
学
生
に
な
る
と
自
分

の
病
名
を
・
け
る
よ
う
に
す

る
。
心
臓
の
異
常
を
絵
に
描
き
、

ど
ん
な
手
術
を
受
け
た
か
、
何

の
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
な
ど
も

周
囲
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
高
校
を
事
業
し
て
社
会
に

出
る
と
、
体
調
管
理
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
問
題
に
直
面

し
、
親
任
せ
で
は
済
ま
な
く
な

る
か
ら
だ
。

同
様
の
取
り
組
み
は
他
の
病

院
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

安
河
内
さ
ん
は
「
心
臓
病
と

共
に
生
き
る
覚
悟
を
決
め
、
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
患
者

に
、
私
た
←h「
も
何
が
で
き
る
か

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
6

日
(
水
)



と安全管理総集版 2016年 7号

「難治性血管奇形」に理解を
NPOみらいプラネット

県内全小中に教材DVD配布

血
管
が
変
形
し
体
に
腫
れ
や
富
理
事
長
が
自
身
の
経
験
か
ら

激
し
い
痛
み
が
出
る
病
気
「
難
原
作
を
執
筆
し
た
。

治
性
血
管
奇
匿
の
患
者
や
支
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成

援
者
で
つ
く
るN
P
O

法
人
み
を
受
け
、
東
京
大
の
映
画
制
作

ろ
い
プ
ラ
ネ
ッ
ト
(
山
口
県
難
サ
ー
ク
ル
が
撮
影
に
協
力
。
撮

治
性
血
管
奇
形
相
互
支
援
会
、
影
は
県
内
で
も
行
わ
れ

、
山
口

有
富
健
理
事
長
)
が
制
作
を
進
市
の
ガ
l

ル
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
「C

め
て
い
た
小
申
学
生
向
貯
の
学a
r
a
A
H
F
u
r
e
」
(
カ
ラ
フ

習
教
材D
V
D

「
咲
き
誇
れ
、
レ
)
の
メ
ン
バ
ー
も
出
演
し
た
。

強
く|
I
r
r
e
p
l
a
c
e

有
富
理
事
長
ち
が
と
の
ほ

a
b
l
e

」
が
完
成
し
た
。
難
ど
、
県
庁
を
訪
れ
、
洩
原
司
県

病
患
者
や
陣
智
者
ろ
埜
爵
調
教
育
長
にD
V
D
を
手
渡
し
て

者
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
教
省
現
場
で
の
活
用
を
要
望
。

う
と
、
本
年
度
か
ら
県
内
の
全
有
富
理
事
長
は
「
病
気
だ
か
ら

小
中
学
校
に
無
償
配
布
す
る
。
何
も
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
る

有
富
理
事
長
に
よ
る
と
、
難
風
潮
を
な
く
し
た
い
。
難
病
患

治
性
血
管
奇
形
謹
話
す
る
治
者
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
平
等

療
法
が
な
く
、
見
掛
廿
で
は
病
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
を
受

気
と
分
か
り
に
く
い
た
め
詐
病
げ
ら
れ
る
共
生
社
会
の
実
現
に

を
疑
わ
れ
る
な
ど
、
差
別
や
偏
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

見
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
埜
冨
D
V
D
は
5
0
0

部
を
制
作

的
弱
者
へ
の
差
別
や
偏
見
の
な
し
、
県
内
の
全
小
申
学
校
に
配

い
共
生
社
会
を
目
指
し
て
教
材
布
す
る
。
今
後
、
有
富
理
事
長

D
V
D

を
制
作
し
た
。
の
原
作
本
「
負
げ
る
も
の
か
/
」

D
V
D

は
短
縮
ド
ラ
マ
(
却
の
売
り
上
げ
を
D
V
D
の
配
布

会
と
教
員
向
け
の
学
習
手
引
、
費
用
に
充
て
、
5

年
間
で
全
国

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
か
ら
寄
せ
ら
の
小
中
学
校
、
高
校
に
5

万
部

れ
た
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
3

部
を
配
布
す
る
と
と
を
目
標
に
し

構
成
。
短
編
ド
ラ
マ
は
、
血
管
て
い
る
。

奇
形
を
抱
え
る
主
人
公
の
少
女

が
い
じ
め
に
遭
い
な
が
ら
も
理

解
の
あ
る
仲
間
に
出
会
い
成
長

す
る
物
語
。
発
症
か
ら
凶
年
間
、

診
断
が
つ
か
ず
に
苦
し
ん
だ
有

山
口
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
6

年
4

月
1

日
(
金
)

ト
と
日

@
励
砂
巴

入
院
患
者
に
闘
病
生
活
の
励
み
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
島
根
大
医
学
部
付
属

病
院
(
出
雲
市
塩
冶
町
)
が
、
ペ
ッ
ト
の
小
型
犬
と
の
「
面
会

」
を
小
児
科
と

緩
和
ケ
ア
の
病
棟
で
受
け
入
れ
る
方
針
を
決
め
た

。

大
切
な
「
家
族
」
と
の
触

れ
合
い
を
願
う
患
者
の
声
に
応
え
た
。

衛
生
・
騒
音
対
策
を
講
じ
、
2
0
1
6

年
度
中
の
実
現
を
目
指
す
。

(
片
山
大
輔
)

島根大病院 16年度実現ヘ

島
大
病
院
で
は
、
長
期
入
院
患

者
か
ら
「ペ
ッ
ト
に
会
い
た
い
」

と
の
声
が
以
前
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

き
た
。

心
を
癒
や
し
、
励
み
に
な

っ
て
入
院
生
活
の
買
が
向
上
す
る

と
と
を
期
待
し
、
終
末
期
の
患
者

を
支
え
る
緩
和
ケ
ア
と
、
小
児
科

の
医
師
が
昨
冬
、
面
会
受
り
入
れ

の
要
望
閉
闘
を
井
川
幹
夫
病
院
長
に

提
出。
乙
と
し
2

月
の
経
営
企
画

戦
略
会
議
で
承
認
さ
れ
た
。

計
画
に
よ
る
と
、
面
会
で
き
る

の
は
同
じ
病
棟
の5
階
に
あ
る
緩

和
ケ
ア
と
、6
階
の
小
児
セ
ン
タ

ー
の
個
室
合
わ
せ
て
約
加
室
。

予

防
接
種
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
犬

に
限
り
、
体
重
が7
キ
ロ
に
満
た
な

い
小
型
を
想
定
し
て
い
る
。

面
会
に
は
、
予
防
接
種
証
明
白

の
提
出
と
主
治
医
の
許
可
が
必

小型犬対象要望受け小児科など

要
。
一
度
に
持
ち
込
め
る
の
は1

匹
、
時
聞
は
加
分
以
内
と
す
る。

病
院
に
入
る
前
の
シ
ャ
ン
プ
ー
や

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
加
え
、
個
室
以

外
の
場
所
で
は
専
用
キ
ャ
リ
ー
バ

ッ

グ
で
の
移
動
を
条
件
と
す
る
。

今
後
、
衛
生
・
騒
音
対
策
を
詰

め
る
。

移
動
の
経
路
で
は
、
多
く

の
人
が
利
用
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
は
な
く
、
階
段
の
利
用
を
求
め

る
と
と
を
検
討
し
て
い
る
。

規
則

を
策
定
し
、
受
け
入
れ
を
具
体
化

す
る
。

山
陰
両
県
の
病
院
で
は
先
駆
的

な
試
み。
井
川
病
院
長
は
「
早
い

段
階
で
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
話
し
た。

山
陰
中
央
新
報
・朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
日
(
月
)
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病
気
な
ど
で
呼
吸
機
能
が
低
下
し
、
喉
付
近
か
ら
の
気
管
切
開
で
人
工

呼
吸
器
を
装
着
す
る
患
者
に
と
っ
て
、
怖
い
の
が
気
管
に
た
ま
る
疲
だ

。

増
え
る
と
気
道
が
ふ
さ
が
り
、
呼
吸
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ

。

こ
の
た

め
家
族
ら
が
時
々
、
疲を取
り
除
い
て
や
る
必
要
が
あ
る
が
負
担
は
小
さ

く
な
い
。

こ
の
間
題
を
解
消
し
よ
う
と
開
発
さ
れ
た
の
が
、
医
療

・

福
祉

機
器
メ
ー
カ
ー
「
徳
器
技
研
工
業
」
(
大
分
県
字
佐
市
)
が
製
造

・

販
売

す
る
電
動
式
の
疲
吸
引
器
「
ア
モ
レ
S
U
1
」
。

気
管
内
の
疾
をM
時
間

持
続
で
自
動
的
に
少
し
ず
つ
吸
い
取
る
能
力
が
あ
り
、
利
用
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
。

(
編
集
委
員・西
山
忠
宏
)

徳詰t査研工業の語草取引銭『アモレSU lJ
の装矯イメージ

人工呼扱器本体

九
州
北
部
に
あ
る
住
宅
の一

室
。

脳
梗
塞
な
ど
で
ベ
ッ
ド
に

寝
た
き
り
の
叩
代
男
性
は
「
ア

モ
レ
S
U
1

」
を
昨
年
秋
か
ら

使
っ
て
い
る。

訪
問
診
療
す
る

医
師
か
ら
薦
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
は
気
管
内
に
焼
か

た
ま
る
と
、
人
工
呼
吸
器
の
ア

ラ
ー
ム
が
鳴
り
、
気
付
い
た
印

代
の
萎
が
疲
吸
引
装
置
の
管
を

手
に
持
っ
て
、
喉
付
近
の
切
開

口
か
ら
気
管
の
方
へ
と
入
れ
て

除
去
し
て
い
た。

妻
は
「
私
が

睡
眠
を
取
る
探
夜
か
ら
明
け
方

の
問
、
ア
ラ
ー
ム
は3、
4
回

は
鳴
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
」
と
話
し
、

「
私
の
負
担
が
軽
く
な
っ
た
こ

と
よ
り
も
、
夫
の
苦
し
さ
を
軽

く
で
き
て
い
る
こ
と
が
伺
よ
り

疲自動吸引器介護を軽減
大分の医療機器会社販売気管切開患者に

も
う
れ
し
い
」
と
喜
ぶ
。

男
性

は
た
ま
っ
た
疾
で
皐
古
し
く
な

っ
て
目
が
覚
め
る
だ
け
で
な

く
、
妻
が
入
れ
る
疲
吸
引
装
置

の
管
で
、
む
せ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

R
H
U

R

H
U
 

ア
モ
レ
S
U
1

の
開
発
の
中

心
は
、
徳
器
技
研
工
業
社
長
の

徳
永
修
一
さ
ん
(
邸
)
と
、
大
分

協
和
病
院
(
大
分
市
)
院
長
の

山
本
真
さ
ん
(
引
)

。

日
立
製
作
所
の
技
術
者
と
し

て
新
潟
で
働
い
て
い
た
徳
永
さ

ん
は
、
初
代
半
ば
で
同
社
を
辞

め
て
宇
佐
市
にU
タ
l

ン
。

全

身
の
筋
肉
が
徐
々
に
動
か
な
く

な
る
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

(
A
L
S
)の
患
者
ら
で
つ
く

る
「
日
本A
L
S
協
会
大
分
県

支
部
」
が1
9
9
5

年
に
で
き

る
と
き
、
A
L
S
患
者
の
兄
が

い
る
友
人
か
ら
「
技
術
者
と
し

て
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

さ
れ
支
部
発
足
当
初
か
ら
参

加
。

体
の
一
部
が
触
れ
る
だ
け

で
鳴
る
ナ1
ス
コ
ー
ル
な
ど
、

患
者
に
役
立
つ
機
器
を
次
々
と

作
っ
て
き
た。

山
本
さ
ん
は
長
年
、
在
宅
の

A
L
S

患
者
の
訪
問
診
療
に
従

事
し
て
お
り
、
家
族
が
夜
中
も

起
き
て
吸
引
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
疲
の
問
題
」
を
何
と
か

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

2

人
は
支
部
の
活
動
を
通
じ

て
知
り
合
い
、
山
本
さ
ん
が
徳

永
さ
ん
に
「
疲
の
自
動
吸
引
器

を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
」
と

提
案。

こ
れ
を
機
に
開
発
が2

0
0
0

年
に
始
ま
り
、
徳
永
さ

ん
と
山
本
さ
ん
は
他
の
医
師
ら

と
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
、
試

作
品
を
伺
度
も
作
る
な
ど
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
日
年
に
商
品
化

に
こ
ぎ
つ
け
た。

徳
永
さ
ん
は
「
相
当
な
時
間

と
開
発
費
を
つ
ぎ
込
ん
だ
。

山

本
先
生
と
意
見
が
食
い
違
っ

て
口
を
利
か
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
開
発

の
苦
労
を
振
り
返
り
「
世
界
で

も
例
が
な
い
機
器
が
で
き
た

。

技
術
者
と
し
て
大
き
な
仕
事

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

、

う
れ
し
い
」
と
話
す
。

山
本
さ

ん
も
「
安
会
荏
と
有
効
性
を
兼

ね
備
え
た
も
の
が
で
き
た
」
と

語
る。

R
H
U

R

M
G
 

気
管
切
開
で
の
人
工
呼
吸
器

装
着
は
、
喉
付
近
の
切
開
口
か

ら
気
管
の
中
に
入
れ
た
医
療
器

具
「
カ
ニ
ュl
レ
」
に
人
工
呼

吸
器
本
体
の
管
を
つ
な
げ
て
実

現
ア
モ
レ
S
U
1

は
、
疲
吸

引
路
が
付
い
た
カ
ニ
ュ
i

レ

(
別
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
)
を

使
う。

ア
モ
レ
S
U
1

の
使
用
に
は

医
師
の
管
理
が
必
要
。

本
体
は

公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず

価
格
は
時
万
円
(
税
別
)
。

疲

吸
引
路
付
き
カ
ニ
ュl
レ
は
同

保
険
が
適
用
さ
れ
、
患
者
負
担

は
通
常
の3
割
負
担
だ
と1
3

0
0

円
程
度
に
な
る。

負
担
軽

減
の
仕
組
み
も
あ
る
。

た
だ
し
、

2

週
間
に1
回
程
度
交
換
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う

。

利
用
者
は
全
国
各
地
に
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
約9
5
0

台

が
売
れ
た。
徳
器
技
研
工
業H

0
9
7
8
(
3
3
)
5
5
9
5

。

R
包

R
白

疾
自
動
吸
引
器
に
つ
い
て
は

気
管
切
開
で
な
く
経
口
型
の

人
工
呼
吸
器
を
使
う
患
者
向

げ
は
、
九
州
保
健
福
祉
大
(
宮

崎
県
延
岡
市
)
の
竹
沢
真
吾
教

授
ら
が
開
発。
2
0
1
6

年
度

中
に
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
(
P
M
D
A
)に
医
療
機

器
と
し
て
承
認
申
請
す
る
方

針
。

西
日

本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
2

日
(
土
)
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と安全管理総集版 2016年 7号

「あなた、おじいさんありがとう J -0  J Aグループの

出版・文化団体が募集した、月刊家庭雑誌「家の光」 の読

者体験手記で、出雲市灘分町の福間清子さん(65)の作品が

愚優秀賞に輝いた。 脳内出血の後遺症で左半身が不自由に

なり絶望したものの、夫や義父の支えで笑顔を取り戻した

日々をまとめた。 手記のタイトルは 「笑顔は短高のご、ちそ

う Jo 5 月 l 日発売の 6 月号で掲載される。 (片山大輔〕

圏

灘分・
福間さん

家
に
一
戻
っ
た

幸
せ
つ
づ
る

福
間
さ
ん
は
川
崎
歳
だ
っ
た
1
9
9

8

年
秋
、
自
宅
で
脳
内
出
血
で
倒
れ
、

一
命
は
取
り
留
め
た
が
左
半
身
ま
ひ

が
残
っ
た。

思
う
よ
う
に
動
か
な
い
体
に
落
ち

込
ん
だ
時
に
励
ま
し
て
く
れ
た
の

は
、
毎
日
の
よ
う
に
病
院
に
来
て
く

れ
た
義
父
・

隆
一
さ
ん
と
、
苦
し
い

リ
ハ
ビ
リ
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
夫

・

幹
夫
さ
ん
(
前
)
。

2

人
の
お
か
げ

で
装
具
を
着
け
て
歩
け
る
よ
う
に
な

り
、
言
葉
も
回
復
し
た。

手
記
の
タ
イ
ト
ル
は
、1
年
3

カ

月
閣
の
入
院
生
活
を
終
え
て
自
宅
に

戻
り
、
福
間
さ
ん
の
料
理
を
久
し
ぶ

り
に
3

人
で
囲
ん
だ
時
、
隆
一
さ
ん

が
言
っ
た
一
言
か
ら
と
っ
た
と
い

う
。

食
卓
に
笑
顔
が
広
が
り
、
生
き

る
希
望
を
与
え
て
く
れ
た言
葉
だ
っ

た
。手

記
に
は2
0
1
1

年
に
倒
歳
で

亡
く
な
っ
た
隆
一
さ
ん
を
介
護
し
た

時
の
思
い
も
記
し
て
い
る
。

手
記
は
雑
誌
を
発
行
す
る
家
の
光 協

会
(
東
京
都
)
が
年1
回
、
テ
ー

マ
を
変
え
て
募
集。
今
回
は
「
あ
な

た
が
い
た
か
ら
」
を
テl
マ
に
昨
年

7
3

叩
月
に
全
国
か
ら1
8
3

点
が

寄
せ
ら
れ
、
最
優
秀
賞1
点
と
優
秀

賞
2

点
な
ど
を
決
め
た
。

福
間
さ
ん
は
「2
人
以
外
に
も
多

く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
今
の
幸
せ

が
あ
る。
す
べ
て
の
人
の
お
か
げ
で

頂
い
た
賞
で
、
こ
れ
か
ら
も
人
生
を

楽
し
ん
で
生
き
て
い
き
た
い」
と
笑

顔
を
見
せ
た。山

陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
8

日
(
金
)
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循

圏
内
初
例
の
心
服
移

国

修
正
大
血
管
転
位
症

模
型
で
方
法
検
討

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
(
吹
田
市
、
国
循
)
は
、
生
ま
れ
つ
き
心

臓
の
左
心
室
と
右
心
室
の
位
置
が
逆
に
な
っ
た
心
臓
病
「
修
正
大
血
管
転
位

症
」
の
男
性
患
者
に
、
圏
内
で
初
め
て
心
臓
移
植
手
術
を
し
た
と
発
表
し
た
。

3
D

プ
リ
ン
タ
ー
で
事
前
に
患
者
の
心
臓
模
型
を
製
作
し
、
手
術
方
法
を
検

討
し
た。
容
体
は
安
定
し
て
お
り
、
1
5
2

カ
月
で
退
院
で
き
る
男
通
し

。

{
畠
山
哲
部】

血
液
循
環
は
本
来
、
肺

で
酸
素
が
取
り
込
ま
れ
た

血
液
が左
心
房
に
概
れ
、

押
し
出
す
力
の
強
い
左
心

室
か
ら
大
動
脈
を
伝って

全
身
に
行
き
渡
る。
し
か

し
、
同
症
の
患
者
は
力
の

弱
い
右
心
室
が
全
身
に
血 液

を
送
る
た
め
、次第
に

心
機
能
が
低
下
し
、
心
不

全
な
ど
を
引
き
起
と
す
。

国
循
に
よ
る
と
、
移
植

を
受
け
た
の
は
印
代
の
患

者
。

初
代
で
心
臓
の
弁
の

手
術
を
受
廿
た
が
そ
の
後

に
心
不
全
が
悪
化
、
3

年

前
に
は
植
え
込
み
型
の
補

助
人
工
心
臓
を
付
け
る
手

術
を
受
け
た
。
己
れ
に
先

立
ち
、
日
本
臓
器
移
植
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
心
臓
移
植

の
希
望
登
録
を
し
て
い

た
。手

術
は3
月
上
旬
だ
っ

た
。

統
括
し
た
国
循
の
中

谷
武
嗣
移
植
部
門
長
は

「3
D

の
模
型
で
事
前
に

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
と
と

が
で
き
た。
圏
内
の
心
臓

移
植
は
拡
強
型
心
筋
症
な

ど
が
大
半
だ
が
、
今
回
の

患
者
の
よ
う
に
先
天
性
の

心
臓
病
で
心
不
全
が
悪
化

し
た
患
者
に
も
可
能
な
こ

と
が
証
明
で
き
た
」
と
話

す
。毎

日

(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
3

日
(
日
)

米

子

生と死に向き合う
日本臨床腎移植学会で高校生

生命倫理テーマに意見発表

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
多
圭
会
場
に
開

か
れ
た
「第
叫
回
日
本
臨

床
腎
移
霊
会
」
で
、
倉

吉
東
、
米
子
東
、
松
江
北

の
各
高
校
生
グ
ル
ー
プ
が

「剖
世
紀
の
医
療
技
術
と

生
命
倫
理
を
架
橋
せ
よ
」

を
テ
l

マ
に
意
見
発
表
。

参
加
し
た
医
師
ら
か
ら
温

か
い
称
賛
の
拍
手
が
送
ら

れ
た。倉

吉
東
の
中
西
凌
太
さ

ん
ら
文
理
学
術
ク
ラ
ス
の

7

人
は
臓
器
移
植
を
論

じ
、
日
本
で
臓
器
提
供
が

増
え
な
い
要
因
を
、
宗
教

的
背
景
に
よ
る
価
値
観
の

違
い
や
、
医
者
と
患
者
の

意
識
の
堕
り
に
あ
る
と

指
摘
し
た
上
で「ど
う
生

き
る
の
か。
個
々
に
死
生

観
を
確
立
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
述
べ
た
。

臓
器
提
供
に
賛
同
す
る

立
場
か
ら
、
米
子
東
の
岩

波
綾
香
代
表
ら
言
語
技
術

同
好
会
の4
人
は
、
心
の

ケ
ア
の
充
実
を
訴
え
、
ヶ

ア
組
織
「J
M
S
O
」
の

設
置
を
提
言
し
た
。

ま
た
松
江
北
の
森
脇
友

璃
子
部
長
らES
S

部
の

ロ
人
は
、
出
生
前
診
断
に

伴
う
中
絶
の
問
題
を
賛

成
、
反
対
に
分
か
れ
て
英

語
で
討
論。
偏
見
の
な
い

生
き
や
す
い
社
会
を
構
築

し
、
問
題
解
決
に
向
け
て

は
「他
人
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
想
像
力
が
必

要
」
と
強
調
し
た。

学
会
に
は
医
師
ら
約
1

5
0
0

人
が
参
加。
高
校

生
た
ち
の
生
と
死
に
向
き

合
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
に
「将
来
に
期
待
し

た
い
」
と
感
噴
の
声
が
聞

か
れ
た。

(上
本
康
成
)

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
2

日

(
土
)
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臓
器
移
植
啓
発
の
漫
画

音
声
付
き
動
画
で
公
開

臓
器
移
植
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ

ツ
ク
に
よ
ろ
し
く
」
や
「
海
猫
」
で

知
ら
れ
る
漫
画
家
の
佐
藤
秀
峰
さ
ん

が
漫
画
を
描
き
、
日
本
移
植
学
会
の

ホ
l

ム
ペ
l

ジ
で
音
声
付
き
の
動
画

と
し
て
公
開
し
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
は
「
ヒ
ー
ロ
ー
つ
な

が
る
い
の
ち
」
。
小
学
3

年
の
勉
強

好
き
の
男
の
子
が
主
人
公
。
あ
る
日
、

同
級
生
の
女
の
子
が
重
い
心
臓
病
に

6

歳
未
満
臓
器
提
供
ヘ

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
(
移
植
ネ
ッ
ト
)
は
お
目
、

神
奈
川
県
内
の
病
院
に
入
院
中

の
6

歳
未
満
の
女
児
が
臓
器
移

植
法
に
基
づ
く
脳
死
と
判
定
さ

れ
、
臓
器
提
供
の
手
続
き
に
入

っ
た
と
発
表
し
た
。
脳
死
と
判

定
さ
れ
た6
歳
未
満
の
子
ど
も

か
ら
の
臓
器
提
供
は
6

例
目
。

倒
れ
、
見
舞
い
に
行
っ
た
病
院
の
集

中
治
療
室
の
前
で
、
移
植
手
術
で
し

か
彼
女
が
助
か
る
道
は
な
い
と
知
切
り

さ
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

漫
画
は
A
5
判
の
小
冊
子
と
し
て

も
印
刷
、
移
植
手
術
を
行
っ
て
い
る

全
国
約2
0
0

の
医
療
機
関
に
配
布

し
た
。
ホ
ー
ム
ペl
ジ
の
動
画
は
ダ

ウ
ン
ロ
l

ド
も
で
き
る
。

開
会
の
ホ1
ム
ペ
l

ジ
は
、
Z

酔

H
Hミ
当
喝
さ
・

P
回
m
w∞
-
O
吋
・
』
U
よ
臼
て

6
例
呂

移
植
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
女

児
は
頭
部
外
傷
で
脳
死
と
み
ら

れ
る
状
態
に
な
り
、
幻
日
午
前

日
時
比
分
、
病
院
が
移
植
ネ
ッ

ト
に
連
絡
し
た
。
2

回
の
脳
死

判
定
が
行
わ
れ
、m
日
午
後
日

時
担
分
に
終
了
し
た
。
提
供
は

家
族
の
総
意
と
い
う
。

心
臓
が
国
立
循
環
器
病
研
究

病
気
腎
移
植
審
査

厚
労
省
が
開
始
ヘ

徳
洲
会
、
先
進
医
療
を
要
望

見
解
を
示
し
て
き
た
。

病
院
側
は2
0
1
1

年
叩
月

に
先
進
医
療
へ
の
申
事
乞
し
た

が
、
厚
労
省
の
専
門
家
会
議
は

ロ
年8
月
、
手
術
後
の
健
康
状

態
の
デ1
タ
が
不
十
分
な
ど
と

し
て
認
め
な
か
っ
た
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
そ
の

後
、
叩
例
の
手
術
の
経
過
を
ま

と
め
「が
ん
の
再
発
は
な
い」

と
す
る
論
文
を
海
外
の
専
門

誌
に
発
表
す
る
な
ど
、
再
申
請

に
向
げ
て
準
備
を
進
め
て
い

た

〈
共同
通
信
〉

腎
臓
が
ん
な
ど
の
患
者
か
ら

摘
出
し
た
腎
臓
を
腎
不
全
患
者

に
移
植
す
る「病
気
腎
移
植」に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
U
臼

ま
で
に
、
先
進
医
療
の
適
用
を

求
め
る
宇
和
島
徳
洲
会
病
院

(愛
媛
県
宇
和
島
市
)
の
再
申
請

を
受
理
す
る
方
針
を
固
め
た

0

6

月
に
も
同
省
部
会
で
有
効
性

や
安
会
在
な
ど
を
審
査
す
る
。

病
気
腎
移
植
は
臨
床
研
究
と

し
て
の
実
施
は
認
め
ら
れ
て
い

る
が
、
保
険
は
適
用
さ
れ
て
い

な
い
。

先
進
医
療
に
指
定
さ
れ

る
と
、
治
療
費
の
う
ち
、
手
術

を
除
く
入
院
、
投
薬
な
ど
の
費

用
に
保
険
が
適
用
さ
れ
る
。

病

院
側
は
臓
器
提
供
者
不
足
が
解

決
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る

が
、
日
本
移
植
学
会
は
が
ん
再

発
の
リ
ス
ク
を
指
摘
し
、
安
全

性
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
の

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
幻
自
(
水
)

セ
ン
タ
ー
で
日
歳
未
満
女
児

に
、
肺
は
岡
山
大
病
院
でm歳

未
満
女
児
に
、
肝
臓
は
慶
応
大

病
院
で
却
代
男
性
に
、
問
料
艇
は

藤
田
保
健
衛
生
大
病
院
で
初
代

男
性
に
、
腎
臓
は
虎
の
門
病
院

分
院
で
却
代
女
性
、
北
里
大
病

院
で
印
代
男
性
に
移
植
さ
れ
る

予
定
。朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
幻
自
(
土
)

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
市
日
(
金
)
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が
ん
対
策
が
、
が
ん
患
者
を

中
心
に
展
開
さ
れ
る
の
は
当
然

だ
が
、
家
族
に
対
す
る
配
慮
も

忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

患
者
が
亡
く
な
っ
た
後
の
遺
族

の
悲
し
み
ゃ
苦
し
み
、
い
わ
ゆ

る
グ
リl
フ
か
ら
の
脱
却
を
他

者
が
支
援
す
る
グ
リ1
フ
ケ
ア

の
大
切
さ
を
論
じ
た
い
。

グ
リ1
フ
の
程
度
は
、
亡
く

な
っ
た
人
と
ど
れ
ほ
ど
親
し
か

っ
た
か
に
よ
っ
て
遣
う
。
通
常

は
1

年
ほ
ど
で
、
見
か
け
上
、 普

通
の
生
活
に
戻
る
。
こ
れ
を

ノ
ー
マ
ル
グ
リl
フ
と
呼
ぶ
。

一
方
、2
年
も
3

年
も
苦
し
み

続
け
、
と
き
に
自
死
し
た
り
す

る
人
が
出
る
よ
う
な
場
合
を
、

複
雑
な
グ
リ1
フ
と
呼
ぶ
。
こ

の
状
態
は
明
ら
か
に
何
ら
か
の

他
者
の
介
入
が
必
要
で
あ
る
。

垣添忠生
日本対がん協会
会長

死別の悲しみ

問
題
は
当
人
が
ど
れ
ほ
ど
苦

し
ん
で
い
る
の
か
、
外
か
ら
は

見
え
に
く
い
こ
と
だ
。
特
に
男

性
は
し
ば
し
ば
、
「
妻
が
亡
く

な
っ
た
く
ら
い
で
落
ち
込
む
こ

と
は
な
い
」
と
強
が
っ
た
り
、

肩
ひ
じ
を
張
っ
て
自
分
が
置
か

れ
た
状
況
を
正
し
く
見
な
か
っ

が
ん
対
策

た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。

わ
が
国
の
医
療
現
場
は
極
め

て
多
忙
で
あ
る
。
が
ん
患
者
が

亡
く
な
る
ま
で
は
、
医
師
も
看

護
師
も
全
力
を
尽
く
す
。
し
か

し
、
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
退

院
す
る
と
、
す
ぐ
に
次
の
患
者

が
入
っ
て
き
て
、
そ
の
対
処
に 全

力
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
「
あ
の
人
の
遺
族

は
ど
う
し
て
い
る
か
」
と
気
に

は
な
っ
て
も
、
遺
族
を
ケ
ア
す

る
余
裕
は
な
い
。

唯
一
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
や
ホ

ス
ピ
ス
で
働
く
医
師
や
看
護
師

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
遺 い

る
と
、
周
囲
の
人
か
ら
、
「
あ

な
た
、
い
つ
ま
で
泣
い
て
い
る

の
」
「
元
気
を
出
し
て
頑
張
り

な
さ
い
」
と
い
っ
た
声
を
か
け

ら
れ
る
。
そ
れ
は
善
意
の
声
か

け
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
層
傷

つ
く
場
合
が
多
い
。

全
国
に
は
N
P
O
法
人
の
遺

遺
族
の
ケ
ア
も

族
会
を
聞
い
た
り
、
グ
リ
1

フ

カ
l

ド
を
遺
族
に
送
っ
た
り
し

て
い
る
。
し
か
し
、
自
死
を
願

う
よ
う
な
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
対
処
し
切
れ
な
い
重

い
問
題
も
多
い
。

ま
た
、
遺
族
が2
か
月
も3

か
月
も
涙
に
く
れ
て
苦
し
ん
で 族

会
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
配
偶
者
を
が
ん
で
亡
く

し
た
人
、
自
死
し
た
人
の
遺
族
、

子
ど
も
に
先
立
た
れ
た
人
、
犯

罪
や
事
故
で
家
族
を
失
っ
た
人

な
ど
、
様
々
な
人
が
い
る
。

ほ
ぽ
共
通
し
た
体
験
を
経
て

い
る
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど
苦
し
み を

訴
え
、
泣
い
て
も
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
。
約1
年
も
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る

と
、
徐
々
に
立
ち
直
っ
て
毎
年

数
十
人
が
背
中
業
し
て
い
き
、
新

た
に
数
十
人
の
人
た
ち
が
加
わ

っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
2

0
0

人
ほ
ど
の
人
た
ち
で
定
常

状
態
が
保
た
れ
て
い
る
、
と
あ

る
遺
族
会
で
聞
い
た
。

国
の
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
に
は
、
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
遺
族
を
含
め
た
「
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
の
緩

和
ケ
ア
」
の
必
要
性
が
書
き
こ

ま
れ
た
。
だ
が
不
幸
に
し
て
、

こ
う
し
た
遺
族
会
な
ど
に
も
た

ど
り
つ
け
な
か
っ
た
人
は
、
一

人
で
苦
し
み
値
い
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊
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1
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年
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目
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております.
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緩
和
ケ
ア
、
遺
族
ケ
ア
の
必

要
性
は
、
む
ろ
ん
、
が
ん
だ
け

の
問
題
で
は
な
い。

わ
が
国
で
は1
9
5
0

年
代

初
め
に
は
、8
割
の
人
が
自
宅

で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

国
民
皆

保
険
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、

徐
々
に
病
院
で
亡
く
な
る
人
が

増
え
て
い
き
、
現
在
は
8

割
の

人
が
病
院
で
亡く
な
る
。
人
の

死
ぬ
場
所
が
こ
の
半
世
紀
余
り

で
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
臨
終
の
場
に
は
、

家
族
、
孫
や
ひ
孫
ま
で
も
含
め

た
家
族
が
周
り
に
集
ま
り
、
人

が
亡
く
な
る
姿
、
死
を
目
撃
し

て
い
た
。

し
か
し
、
現
代
に
お

い
て
は
、
人
の
死
を
間
近
に
自

に
す
る
機
会
は
激
減
し
た
。

家

族
は
臨
終
の
場
か
ら
遠
ざ
け
ら

垣
添
中
山
生
氏19
4
1

年
生

ま
れ。
東
大
医
学部
助
手
な
ど
を

経
て
国
立
がん
セ
ン
タ
ー
病
院
勤

務
。

手
術
部長
、
院
長
、

総
長、

名
沓
総
長
を
歴
号
2
0
0
7

年

3

月
か
ら
現
織。

れ
、
心
電
図
の
モ
ニ
タ
ー
の
波

形
に
全
員
の
注
意
が
向
け
ら
れ

る
。

い
わ
ば
「死
の
密
室
化」

が
起
き
て
い
る。

そ
れ
だ
け
に
、
遺
族
は
葬
儀 望

し
た
の
で
、
年
末
の4
日
間

だ
っ
た
が
、
私
が
全
神
経
を
集

中
し
て
自
宅
で
看
護
し
た。

私
は
妻
が
亡
く
な
る
こ
と
は

覚
悟
し
て
い
た
が
、
実
際
に
亡

く
な
っ
て
体
が
冷
た
く
な
り
、

や
が
て
灰
に
な
り
、二
度
と
対

話
が
で
き
な
い
苦
し
み
は
尋
常

で
は
な
か
っ
た。
亡
く
な
っ
て

最
初
の3
か
月
、
私
は
強
い
ア

ル
コ
ー
ル
と
涙
に
く
れ
た。
そ

専
門
職
育
て

な
ど
が
終
わ
っ
て
日
常
に
戻
る

と
、
よ
り
深
い
悲
し
み
の
中
に

突
然
、
置
き
去
り
に
さ
れ
る。

実
は
私
自
身
に
も
実
体
験
が

あ
る
。

私
の
妻
は
小
細
胞
肺
が

ん
と
い
う
難
治
が
ん
に
か
か

り
、
わ
ず
か4
〆
で
発
見
し
た

の
に
治
す
こ
と
が
で
き
ず
、
­

年
半
の
闘
病
後
に
亡
く
な
っ

た
。死

期
を
悟
っ
て
い
た
妻
が
、

「家
で
死
に
た
い
」
と
強
く
期

多
く
の
人
が
配
偶
者
を
失
っ
て

苦
し
み
続
け
て
き
た
が
、
「
が

ん
の
専
門
家
で
も
奥
さ
ん
を
亡

く
し
て
こ
ん
な
に
悲
し
む
の
な

ら
、
自
分
も
も
う
少
し
頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思
う」
と
い
っ
た

前
向
き
の
便
り
が
多
か
っ
た
。

現
在
、1
年
間
に
が
ん
で
亡

く
な
る
人
は
約
加
万
人
。

う
ち

却
万
人
は
配
偶
者
を
亡
く
し
て

い
る
、
と
い
う
。

全
国
に
こ
れ

公
的
体
制
ぞ

れ
か
ら
、
自
ら
ク
リl
フ
ワ
ー

ク

(悲
噴
か
ら
立
ち
直
る
?
と

自
ら
種
々
の
努
力
を
す
る
こ

と
)
を
実
践
し
、
-
年
が
か
り

で
何
と
か
見
か
け
上
、
普
通
の

生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た。

こ
の
間
の
経
験
を
『
妻
を
看

取
る
日
』
と
題
し
て
書
籍
と
し

て
刊
行
し
た
ら
、
同
じ
よ
う
な

立
場
の
見
知
ら
ぬ
読
者
か
ら
、

驚
く
ほ
ど
の
数
の
手
紙
や
は
が

き
、
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た。

だ
け
多
く
苦
し
み
続
け
て
い
る

人
が
い
る
な
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
は
な
く
、
何
ら
か
の

公
的
な
仕
組
み
が
必
要
で
は
な

'
ν品
川。わ

が
国
は
世
界
に
誇
り
う
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
も
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
患
者
の
た
め
の

制
度
で
あ
る。
遺
族
の
ケ
ア
に

伺
か
で
き
な
い
か
、
と
厚
生
労

働
省
の
知
己
に
相
談
す
る
と
、

「セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
例
え
ば

が
ん
拠
点
病
院
で
『
当
院
で
は

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
及
び
グ

リ

l

フ
ケ
ア
も
提
供
し
て
い
ま

す
』
と
い
っ
た
掲
示
を
す
る
こ

と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か」
と

聖
口
を
い
た
だ
い
た
。

た
だ
、
現
状
で
は
実
施
で
き

る
拠
点
病
院
は
限
ら
れ
て
い
る

し
、
何
よ
り
も
ケ
ア
を
担
当
す

る
人
相
の
育
成
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。

欧
米
で
は
、
グ
リl
フ
ケ
ア

が
定
着
し
て
い
る。
患
者
の
体

の
問
題
は
医
師
や
看
護
師
が
、

心
や
精
神
の
問
題
は
チ
ャ
プ
レ

ン
と
呼
ば
れ
る
訓
練
を
受
け
た

専
門
職
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
の
一
環
と
し
て
、
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
を
担
当
し
て
い
る
と
い

う
。

チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
患
者
、

家
族
の
文
化
、
死
生
観
、
価
値

観
、
信
念
を
大
切
に
し
た
ケ
ア

を
提
供
す
る
専
門
職
と
い
え

る
。わ

が
国
で
は
、
担
当
す
る
専

門
職
が
十
分
で
は
な
い
が
、
と り

あ
え
ず
精
神
科
医
、
緩
和
医

療
医
、
臨
床
心
理
士
な
ど
が
担

当
し
、
同
時
に
新
た
な
人
材
育

成
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
欧
米
で
は
、
子
ど

も
の
う
ち
か
ら1
年
に
1

日
、

生
と
死
の
問
題
を
考
え
る
日
を

設
定
し
た
り
、
死
の
準
備
教
育

を
進
め
た
り
す
る
な
ど
、
親
を

失
っ
た
子
ど
も
の
再
生
を
促
す

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
各
種
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
で
も
、「が
ん
教
育
は

子
ど
も
か
ら
」
と
し
て
、
多く

の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
が
、
ぜ
ひ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
に
人
の
生
命
の
有
限
性

を
含
め
た
グ
リ1
フ
ケ
ア
も
含

め
る
と
良
い
と
思
う。

が
ん
診
療
の
レベ
ル
を
全
国

的
に
高
め
る
努
力
と
並
行
し

て
、
家
族
や
遺
族
の
ケ
ア
、
特

に
グ
リl
フ
ケ
ア
を
求
め
る
人

た
ち
に
、
ケ
ア
を
提
供
す
る
体

制
を
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
た
い
。

読

売
(
墓
泉
)
・
朝
刊
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新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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超
高
齢
社
会
が
到
来
し
、
亡
く

な
る
人
が
年
々
猶
え
る
多
死
時
代

を
迎
え
た
今
、
「
ク
オ
リ
テ

ィ

1

・
オ
プ
・
デ
ス
(Q
O

D

薗
)
」
(
死
の
質
)
と
い

う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

死
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、

よ
り
良
い
生
を
実
現
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
う。
本

人
と
家
族
に
と
っ
て
、
質
の
高
い

死
と
は
何
か
を
問
う
年
間
企
画
で

は
、
ま
ず
、
自
宅
で
の
看
取
り
を

考
え
る
。
(

大
広
悠
子
)

1

月
お
日
午
後
日
時
半
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
の
住
宅
街
。

自
宅

1

階
に
あ
る
自
室
で
眠っ
て
い
た

山
本
節
子
さ
ん(卯
)が
、
大
きく

顎
を
上
下
さ
せ
て
息
を
し
始
め

た
。
臨
終
の
時
が
迫
っ
て
い
た
。

老
衰
と
末
期
が
ん
で
、3
か
月

前
か
ら
ほ
ぼ
寝
た
き
り
に
近
か
っ

た
節
子
さ
ん。
こ
の
日
は
昼
か
ら

血
圧
が
下
が
り
、
同
居
す
る
長
女

の
由
香
さ
ん(日
)は
、
携
帯
電
話

で
訪
問
看
護
師
と
何
度
も
連
絡
を

取
っ
た。

「
お
別
れ
が
近
づ
い
た

ら
、
顎
を
使
っ
て
呼
吸
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
よ
」。

看
護
師
の
落

ち
着
い
た
声
に
、
唇
を
か
み
し
め
、

う
な
ず
い
た。

節
子
さ
ん
の
呼
吸
の
間
隔
は
少

し
ず
つ
聞
い
て
い
く。
「
次
の
呼

吸
で
最
後
か
も
」
と
思
う
と
、
由

られた」の望み「かなえ
家で看取る

国 Q00 Quality of 印刷
の略で、直訳は「死の質」 。

生活や人生の質 ( QOL) を高め
ようと最期までより良く生きるこ
とを支えることが、死の質も高め
るとの考え方。 欧米では、 一時点
の死 (Death) ではなく、死にゆ
く過程や死後の遺族ケアも含む
fDyingJ を使うことも多い。

じ
ま
せ
た。
そ
の
数
分
後
、
呼
吸

は
静
か
に
止
ま
っ
た。

な
じ
み
の
看
議
師
や
介
護
士
が

駆
け
つ
け
、
医
師
に
連
絡。
翌
幻

日
午
前1
時
指
分
、
死
亡
が
確
認

さ
れ
た。

「最
初
は
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、

母
の
希
望
通
り
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
見
送
れ
て
良
か
っ
た。
家
に
は

2

人
き
り
で
、
ずっ
と
母
を
見
つ

め
て
い
ら
れ
た」
と
、
由
香
さ
ん

は
ほ
ぼ
笑
む。
家
族
の
写
真
や
使

い
慣
れ
た
家
具
に
固
ま
れ
て
の
旅

立
ち
だ
っ
た。

<
V

北
海
道
で
独
り
暮
ら
し
だ
っ
た

節
子
さ
ん
は
、
日
年
ほ
ど
前
か
ら

一
人
娘
の
由
香
さ
ん
夫
婦
の
元
で

暮
ら
し
始
め
た。
仕
事
で
夫
婦
が

不
在
の
日
中
は
、
毎
日
散
歩
に
出

か
け
、
ご
近
所
と
も
顔
な
じ
み
に

。

由
香
さ
ん
夫
婦
に
「延
命
治
療
は

-置期を迎えたい喝所
その位2 rわからお

-死亡者数の推移
(2015年以降は推計値)し

な
く
て
い
い
か
ら
、
で
き
る
限

り
家
に
居
さ
せ
て。
病
院
は
雰
囲

気
が
嫌
」
と
、
家
で
最
期
を
迎
え

た
い
思
い
を
伝
え
て
い
た。

3

年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
足
腰
が

弱
り
、
在
宅
医
療
や
食
事
介
助
な

ど
の
訪
問
介
護
を
利
用
し
始
め

た
。

「私
の
せ
い
で
仕
事
を
辞
め

な
い
で
」
と
、
夫
婦
を
思
い
や
る

節
子
さ
ん
に
、
由
香
さ
ん
は「高

校
率
業
後
に
家
を
出
て
、
母
と
暮

(2015年までは「人口動態統針J o 16年以降は国立
社会保田直・人口問題研究所「日本の将来推計人口J) (2012年、内閣府間ベ)

ら
す
の
は
久
し
ぶ
り。
大
好
き
な

母
の
た
め
に
も
、
仕
事
を
辞
め
ず
、

自
宅
で
看
取
り
た
いF
」
考
え
た
。

A
V
 

し
か
し
、
そ
の
思
い
は
揺
れ
た

。

「自
宅
で
見
ら
れ
な
く
なっ
て

か
ら
で
は
、
入
れ
る
施
設
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
よ
」
。
昨
年
7

月
、

節
子
さ
ん
に
末
期
の
が
ん
が
見
つ

か
っ
た
時
、
病
院
の
医
師
は
、
ホ

ス
ピ
ス
や
介
護
施
設
を
探
す
よ
う

促
し
た。
訪
問
診
療
を
し
て
い
た

医
師
も
「家
は
大
変
だ
か
ら
:
:
」

と
歯
切
れ
が
悪
か
っ
た
。

自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
の
は
、

そ
れ
ほ
ど
大
変
な
の
だ
ろ
う
か
。

迷
い
始
め
た
由
香
さ
ん
を
支
え
た

の
は
、
訪
問
看
護
師
や
介
護
士
の

言
葉
だ
っ
た。

「最
期
に
な
れ
ば
、
病
院
と
自

宅
で
で
さ
る
こ
と
に
差
は
あ
り
ま

せ
ん
。

自
宅
で
も
痛
み
止
め
が
使

え
ま
す
し
、
呼
吸
を
楽
に
す
る
機

器
も
持
っ
て
来
ま
す」
「
心
を
決

め
て
く

だ
さ
れ
ば
、
全
力
で
支
え

ま
す
よ
」

担
当
し
た
訪
問
看
護
師
の
吉
川

敦
子
さ
ん
は
「本
人
も
家
族
も
自

宅
で
の
暮
ら
し
を
望
ん
で
い
た
。

希
望
を
か
な
え
た
い
と
感
じ
た

し
、
か
な
え
ら
れ
る
と
思
っ
た」

と
振
り
返
っ
た。

(山
本
節
子
さ
ん
、
由
香
さ
ん
は

仮
名
で
す
)
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香
さ
ん
は
、
節
子
さ
ん
の
手
を
握

っ
て
「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」

と
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
た
。
ず
っ

と
閉
じ
て
い
た
節
子
さ
ん
の
目
が

う
っ
す
ら
聞
き
、
目
尻
に
涙
を
に

今
後
、
日
本
は
多
死
社
会
と

な
る
。
年
間
死
者
数
は20
1

5

年
に1
3
0

万
人
を
超
え
、

却
年
に1
6
7

万
人
で
ピl
ク

に
。
こ
れ
は
、
現
在
の
福
岡
市

や
神
戸
市
の
人
口
(
と
も
に
約

1
5
4

万
人
)
に
匹
敵
す
る
規

槙
だ
。
医
療
の
進
歩
な
ど
で
平

問
寿
命
が
延
び
、
却
年
後
に
は

人
口
の
5

人
に
1

人
が
百
歳
以

日本「多死社会Jヘ

が
ん
の
震
期
を
自
宅
で
、
埋
え

る
場
合
と
病
院
で
迎
-
え
る
場
合

末期のがん患者
平均生存期間の比較

減約笈別人を対象にした...曹ー -し
筑波大と神戸大チームの研究による

母上
に
な
る
中
、
高
齢
の
死
者
数

が
急
治
す
る
の
は
必
然
だ
。

「
そ
う
し
た
時
代
に
重
要
な

の
が
、
よ
り
良
い
逝
き
方
を
考

え
る
Q
O
D

と
い
う
視
点
だ
」

と
、
袖
井
孝
子
・
お
茶
の
水
女

子
大
名
沓
教
授
は
言
う
。
1
9

8
0

年
代
か
ら
欧
米
で
使
わ
れ

始
め
、
目
世
紀
に
入
り
研
究
が

盛
ん
に
。
望
ん
だ
「
死
に
場
所
」 訪

問
看
護
師
、
介
護
士
が
支
援

や
治
療
法
が
得
ら
れ
、
苦
痛
が

少
な
く
、
人
生
の
ふ
り
返
り
や

遺
言
・
墓
な
ど
の
準
備
を
し
、

家
族
と
の
時
聞
が
あ
る
こ
と

が
、
Q
O
D

を
高
め
る
と
指
摘

さ
れ
る
。
医
療
チl
ム
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
あ

る
こ
と
が
、
家
族
の
満
足
度
に

も
つ
な
が
る
と
い
う
。

だ
が
、
内
閣
府
が
ロ
年
に
日

歳
以
上
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

「
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」

と
回
答
し
た
人
が
臼
・6
%
だ

っ
た
の
に
対
し
、
実
際
は
8

割

近
く
が
医
療
機
関
で
死
亡
し
て

い
る
。
国
は
今
後
、
急
増
す
る

死
者
数
を
病
院
で
受
け
入
れ
き

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
在
宅
看

取
り
を
進
め
る
が
、
高
齢
期
の

住
ま
い
や
在
宅
医
療
、
介
護
な

と
入
院
で
の
生
存
期
間
を
比
較

し
た
。そ

の
結
果
、
余
命
が
日
単
位

と
完
全
ま
れ
た
患
者
の
平
均
生

存
期
間
は
、
自
宅
で
日
目
だ
っ

た
の
に
対
し、
病
院で
は
9

目
、

週
単
位
の
患
者
は
自
宅
が
お

目
、
病
院
が
却
日
と
、
自
宅
の

方
が
長
か
っ
た
。
月
単
位
の
患

者
で
は
自
宅
は
回
目
、
病
院
は

臼
日
で
、
統
計
的
に
は
差
が
な

い
と
の
結
果
だ
っ
た
。
ま
た
、

自
宅
で
亡
く
な
っ
た
患
者
は
、

亡
く
な
る
前
の2
1
3

日
間
の

点
滴
と
、
緩
和
ケ
ア
を
開
始
し

て
か
ら3
週
間
以
内
の
抗
生
物

ど
の
体
制
盤
備
は
手
探
り
だ
。

多
死
時
代
に
向
け
、
社
会
全
体

で
Q
O
D

を
高
め
る
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
(
本
田
麻
由
美
)

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

「
在
宅
」
寿
命
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず

筑
波
大
な
ど
分
析
末
期
が
ん
、
入
院
と
比
較

と
で
は
、
生
存
期
間
に
ほ
と
ん
ア
を
行
う
圏
内
の
回
医
療
機
関

ど
遣
い
が
な
い
か
、
む
し
ろ
自
で
、
在
宅
や
病
棟
で
診
療
を
受

宅
の
方
が
や
や
長
い
と
す
る
調
け
た
却
歳
以
上
の
進
行
が
ん
の

査
結
果
を
、
筑
波
大
と
神
戸
大
患
者
計
2
0
6
9

人
を
対
象
に

の
チ
l

ム
が
6

日
ま
で
に
ま
と
分
析
し
た。
全
身
状
態
や
症
状

め
た
。
末
期
の
が
ん
患
者
が
在
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
初
回
診

宅
医
療
を
選
ん
で
も
寿
命
が
縮
察
時
の
余
命
を
専
門
的
な
評
価

む
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
示
す
手
法
で
予
測
、
余
命
が

U
日
以

結
果
と
な
っ
た。

下
の
日
単
位
と
日1
日
日
の
週

調
査
は2
0
1
2

年
9
月
i

単
位
、
回
日
以
上
の
月
単
位
の

M
年
4

月
、
専
門
的
な
緩
和
ケ
3

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
在
宅

2
0
1
6

年
4

月
3

日
(
日
)

質
投
与
が
、
病
院
で
亡
く
な
っ

た
患
者
よ
り
も
少
な
か
っ
た

。

調
査
を
実
施
し
た
筑
波
大
の

浜
野
淳
講
師
(
総
合
診
療
)
は

「症
状
な
ど
に
関
す
る
情
報
が

十
分
で
な
い
た
め
、
自
宅
の
方

が
長
生
き
す
る
と
ま
で
は
一
言
え

な
い
。

し
か
し
家
に
帰
っ
て
も

寿
命
が
短
く
な
る
可
能
性
は
低

い
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
主
治

医
や
患
者
の
不
安
を
和
ら
げ
る

こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
い
る。(共

同
通
信
〉

茨
械
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
7

日
(
木
)
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訪
問
看
護
事
業
な
ど
を
手
が
げ
る
タ
ツ
ミ
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
(
横
浜
市
、
瀬
崎
哲
也
社
長
)
は
運
蛍
す
る
訪

問
看
護
事
業
所
を20
1
7

年
5

月
ま
で
に
現
在
の2
倍

に
増
や
す。
神
奈川
県
内
を
中
心
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
新
た
に
叩
カ
所
開
設
す
る
計
画
だ
。
国
は
入
院
患

者
を
減
ら
し
地
域
で
医
療
、
介
護
を
切
れ
目
な
く
提
供
す

る
「地
域
包
括
ケ
ア
」
を
推
進
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
進

む
な
か
で
需
要
が
大
き
い
と
判
断
し
た
。

ンヨシ-
ア

ス嘩
る

E

、
間
口

鶴
え
定
熔
o
z
引
0
0
0

鎗
は
附
加
m
m
m

看
護
師
や
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
と
い
っ
た
ス
タ

ッ
フ
数
も
約8
劃
増
の2
0

0

人
体
制
に
す
る
予
定
。
週

4

日
の
常
勤
制
度
や
、
初
月

か
ら
取
れ
る
有
給
休
限
制

度
、
週1
日
3

時
間
か
ら
の

非
常
動
勤
務
と
い
っ
た
柔
軟

-
・
・
F
h
d

E
1

会
一

E
4

箇
一

E
1

鍵
一

E
E
E
-

品
一

-
a

，

m一

-
-
-
-
-
-
-
n
国
一

l
1
1
1
U
年
冶
一

-
m

所
一一

4

札
m
出

一

神
奈
川
中
心
に
却
ヵ
所

「
タ
ツ
ミ
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
現
在
のω事

業
所
か
ら
、
げ
年
5

月
ま
で

に
別
事
業
所
に
増
や
す
。
横

浜
市
や
藤
沢
市
な
ど
、
神
奈 川

県
内
を
中
心
に
新
規
開
設

す
る
。
利
用
者
数
は
月
2
0

0
0
1
2
5
0
0

人
と
、
現

在
に
比
べ
て3
倍
前
後
に
増

や
す
計
画
だ
。

在
宅
み
と
り
課
題
探
る

札
幌

医
師
、
看
護
師
ら
シ
ン
ポ

道
内
の
医
療
、
福
祉
関
係
者
や
市
民
で
つ
く
る
「
日
本
死
の
臨
床
研
究
会
北
海
道
支
部
」

は
日
目
、
在
宅
の
み
と
り
を
テ
l

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
札
幌
市
北
区
の
藤
女
子
大
で

聞
い
た
。
在
宅
診
療
医
や
訪
問
看
護
師
ら

4

人
が
各
自
の
取
り
組
み
ゃ
考
え
を
語
り
、
約
2

0
0

人
の
参
加
者
と
と
も
に
、
在
宅
医
療
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
。
(
坂
本
有
香
)

坂
本
医
院
(
札
幌
市
西
区
)

の
院
長
坂
本
仁
さ
ん
は
、
在
宅で
の
み
と
り
を
進
め
る
た
め
に

は
「
チ
l

ム
で
の
取
り
組
み
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

開
業
医
の
多
く
は1
人
で
診

な
勤
務
体
系
を
墜
え
、
入
手

不
足
が
続
く
な
か
で
も
必
要

な
要
員
を
確
保
す
る
考
え
。

「基
本
給
は
一
般
的
な
水
準

だ
が
、
働
き
ぶ
り
に
応
じ
て

給
与
に
反
映
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
プ
制
度
も
採
り
入
れ

た
」
(
同
社
)
と
い
う
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
看
護
師
が
利
用
者
の

自
宅
に
出
向
き
、
医
師
の
指

示
曾
に
基
づ
き
病
状
を
観
察

し
医
療
処
債
を
す
る
。
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
へ
ル
パ
ー
な

ど
と
連
携
し
介
護
予
防
や
リ

ハ
ビ
リ
、
在
宅
で
の
み
と
り

の
支
援
も
手
が
け
る
。

利
用
者
本
人
や
家
族
の
要

望
を
聞
き
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
・

見
直
し
に
携
わ
る
居
宅

介
護
支
援
事
業
所「タ
ツ
ミ

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
」
も
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

療
し
て
お
り
、M
時
間
の
対
応

が
必
要
な
み
と
り
に
は
、
消
極

的
だ
と
い
う
。
主
治
医
が
不
在

の
時
に
代
わ
っ
て
担
当
す
る

「
連
携
医
」
体
制
を
、
仲
間
の

医
師
た
ち
と
構
築
し
て
い
る
こ

と
を
墾
巴
た
。

高
齢
者
対
象
の
下
宿
を
運
営

す
る
N
P
O
法
人
花
凪
(
西
区
)

の
理
事
長
木
村
美
和
子
さ
ん

は
、
下
宿
で
実
際
に
行
っ
た
み

と
り
の
事
例
を
紹
介
。
み
と
ら

併
設
し
て
い
く
。

タ
ツ
ミ
メ
デ
ィ
カ
ル
は
日

年
秋
に
訪
問
看
護
事
業
に
参

入
し
た
。
注
文
住
宅
事
業
な

ど
の
タ
ツ
ミ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

(
横
浜
市
)
の
子
会
社
だ
っ

た
が
、
同
社
は
今
年
2

月
に

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
「
R
I

Z
A
P
(
ラ
イ
ザ
ッ
プ
)
」

を
運
営
す
る
健
康
コ
ー
ポ
レ

|
シ
ョ
ン
が
買
収。
タ
ツ
ミ

メ
デ
ィ
カ
ル
は
買
収
対
象
と

な
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
は
独

立
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。タ

ツ
ミ
メ
デ
ィ
カ
ル
で
は

事
業
所
の
開
設
増
で
げ
年
5

月
期
に
今
期
見
込
み
比
約
2

.
5

倍
の
叩
億
円
の
売
上
高

を
目
指
す
。

一
般
社
団
法
人
・

全
国
訪

問
看
護
事
業
協
会
に
よ
る
と

全
国
の
訪
問
看
護
ス
テ
l

シ

ヨ
ン
は
凶
年
に82
4
1

カ

所
。ω
年
比
で
は
約ω
%
増

え
、
場
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
。

事
業
所
の
運
営
は
企
業
だ

け
で
な
く
、
医
療
恋
人
や
財

団
法
人
に
よ
る
運
営
も
多

く
、
比
較
的
小
規
模
な
事
業

者
が
多
い
。
厚
生
労
働
省
の

調
べ
(
凶
年
叩
月
時
点
)
に

よ
る
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
開
般
主
体
は
企
業
な

ど
の
営
利
法
人
が
約4
割

で
、
医
療
法
人
が3割
強
、

社
団
・
財
団
法
人
が
1

創
と

な
っ
て
い
る
。(

井
上
孝
之
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
5

日
(
火
)

れ
る
人
の
意
思
や
価
値
観
に
寄

り
添
っ
た
支
援
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
市
日
(
月
)
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高
齢
化
に
伴
う「多
死
社
会」

が
到
来
、
患
者
の
尊
厳
を
よ
り
重

視
し
た
終
末
期
医
療
に
結
び
付
け

る
狙
い
が
あ
る
。

患
者
の
意
思
を

確
認
す
る
た
め
、
質
問
叩
項
目
を

設
定。
ま
ず
は
、
心
肺
が
止
ま
っ

た
場
合
に
蘇
生
処
置
や
人
工
呼
股

器
導
入
を
す
る
か
ど
う
か
を
尋

ね
、
延
命
治
療
へ
の
考
え
を
示
し

て
も
ら
う。 終

末
期
の
意
思
忠
実
に
反
映

南
砺
市
民
病
院
独
自
指
針
を
策
定

南
砺
市
民
病
院(南
砺
市
井
波
、
清
水
幸
裕
院
長
)
は
、
終
末
期
医
療
に
患
者
の
意
思
雀
曇
大
に
反
映

す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
指
針
を
策
定
し
、
今
月
か
ら
運
用
を
始
め
た

。

延
命
治
療
を
す
る
か
ど
う
か

な
ど
の
意
思
確
認
や
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
意
見
調
整
を
経
て
、
治
療
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
指
示
曹
を
作

成。
認
知
症
や
急
病
で
患
者
の
意
思
確
認
が
難
し
く
な
っ
て
も
、
そ
の
思
い
を
十
分
く
み
取
っ
た
ケ
ア
が

可
能
に
な
る

。

同
病
院
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
県
内
初

。
(

南
砺
総
局
長
・
宮
田
求
)

患
者
の
尊
厳
重
視

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
の
対
応
と
し
て
浮
上
す
る
人

工
栄
養
法
に
つ
い
て
も
、
胃
に
管

を
つ
な
い
で
流
動
食
を
送
る
「胃

ろ
う
」
や
点
滴
な
ど
手
法
別
に
、

取
り
入
れ
る
か
ど
う
か
を
問
う

。

危
篤
状
態
で
、
苦
痛
の
除
去
と

治
療
の
い
ず
れ
を
優
先
す
る
か

や
、
終
末
期
に
過
ご
し
た
い
場
所

も
尊
ね
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
を
最
期
ま
で
続
げ
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
も
配
慮
す
る

。

延
命
治
療
や
人
工
栄
養
法
を
導

入
後
の
中
止
に
つ
い
て
は
、
刑
事

責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、
選
択
肢
に
盛
り
込
ま
な

か
っ
た。

患
者
に
は
家
族
と
相
談
の
上
、

回
答
し
て
も
ら
う
。

書
面
で
提
出

を
受
げ
た
病
院
の
ケ
ア
チ
l

ム

が
、
患
者
ら
と
意
見
調
整
し
た
上

で
、
署
名
を
記
入
し
、

「医
師
に
よ

る
指
示
曹」と
す
る。

清
水
院
長
は

「
延
命」
意向
細
か
く
表

示

南
砺
市
民
病
院
が
作
成
す
る
ず
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
意
向
も
踏

指
示
曹
は
、
延
命
治
療
や
人
工
栄
ま
え
た

「医
師
に
よ
る
指
示
曹
」

聾
法
導
入
へ
の
意
思
を
、
き
め
に
高
め
、
態
者
の
望
み
を
よ
り
確

細
か
く
表
示
で
き
る
の
が
特
徴
実
に
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

だ。

こ
と
も
、
大
き
な
特
徴
だ

。

延
命
治
療
を
す
る
か
ど
う
か
に
一
人
一
人
の
死
生
観
が
絡
む
問

つ
い
て
「し
な
い」
と
答
え
た
場
題
で
あ
る
だ
げ
に
、
微
妙
な
判
断

合
、
人
工
呼
吸
器
は
導
入
し
な
い
が
今
後
も
間
わ
れ
る

。

清
水
院
長

と
判
断
で
き
て
も
、
人
工
栄
養
法
は
指
針
に
つ
い
て

「完
成
形
で
は

に
つ
い
て
は
判
断
が
分
か
れ
る
可
な
い

」
と
し
た
上
で「患
者
と
の

能
性
が
あ
る

。

こ
の
た
め
、
人
工
対
話
を
積
み
重
ね
、
熟
成
度
を
高

呼
吸
器
な
ど
と
人
工
栄
養
法
の
設
め
た
い

」
と
し
て
い
る
。

聞
を
分
け
、
あ
い
ま
い
さ
を
で
き

る
だ
け
取
り
除
い
た

。

こ
れ
ら
を
、
患
者
の
意
思
乞
示

し
た
「事
前
指
示
曹」に
と
ど
め

「指
示
曹
を
作
成
す
る
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
、
患
者
の
人
生
観
を
知
り
、

そ
の
思
い
に
、
よ
り
深
く
寄
り
添

え
る
よ
う
に
な
る」と
し
て
い
る

。

今
月
か
ら
院
内
に
貼
り
紙
を

し
、
終
末
期
の
意
思
表
示
を
希
望

す
る
患
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る。

清
水
院
長
が
説
明
に

当
た
り
、
指
示
曹
作
成
に
も
取
り

組
む。
将
来
は
在
宅
医
療
へ
の
適

用
を
目
指
す

。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
初
日

(
水
)
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読
売
新
聞
朝
刊
の
人
気
コ
ー

ナ
ー
「
人
生
案
内
」
で
、
回
答

者
を
務
め
る
精
神
科
医
の
野
村

総
一
郎
さ
ん
が
昨
年
、
東
京
都

千
代
田
区
で
診
療
を
始
め
た
。

患
者
一
人
に1
時
間
か
け
る
診

療
は
丁
寧
だ
が
、
対
応
で
き
る

患
者
数
が
限
ら
れ
る
た
め
保
険

診
療
で
は
利
益
が
出
な
い
。
手

弁
当
で
行
う
が
、
患
者
た
ち
を

次
々
と
回
復
さ
せ
て
い
る
。

(
佐
藤
光
展
)

精神科医

野村総一郎さん

精
神
科
治
療
は
「
薬
物
偏
重
」

と
批
判
さ
れ
て
久
し
い
。
患
者

が
多
い
う
つ
病
で
も
、
抗
う
つ

薬
が
劇
的
に
効
く
例
は
限
ら

れ
、
認
知
行
動
療
法固
な
ど
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
へ
の
期
待
が

精
神
科

次々回復時間患者一人に

富

認
知
行
動
療
法
患
者
が
医

E

療
者
と
の
対
話
を
通
し
て
、

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
を
招
く
考
え
方

や
行
動
の
癖
を
修
正
し
て
い
く
治

療
法
。
う
つ
病
や
不
安
障
害
な
ど

を
対
象
と
し
て
い
る
。

高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
医
師
が
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
長
い
時
聞
を
か
け
て

も
診
療
報
酬
は
あ
ま
り
増
え

ず
、
5

分
診
療
で
薬
を
出
し
、

多
く
の
患
者
を
診
た
方
が
利
益

は
増
え
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
得
意
な
精
神
科
医
が
少
な
い 少

数
の
患
者
さ
ん
を
時
聞
を
か

け
て
診
る
よ
う
に
な
る
と
、
次

々
と
回
復
し
て
い
っ
た
」

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
は
以

前
か
ら
磨
い
て
き
た
が
、
「
人

生
案
内
」
の
回
答
経
験
も
人
間

理
解
に
役
立
っ
た
と
言
う
。

「
限
ら
れ
た
情
報
だ
け
で
質

患
者
は
関
東
地
方
に
住
む
鈎

歳
代
の
男
性
。
周
囲
か
ら
「
ト

ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
み
ら
れ

て
孤
立
し
、
う
つ
症
状
が
感
化

し
て
会
社
を
休
み
が
ち
に
な
っ

た
。
自
宅
近
く
の
診
療
所
で
う

つ
病
と
診
断
さ
れ
、
抗
う
つ
薬

を
長
く
飲
ん
だ
が
改
善
せ
ず
、

受
診
し
た
。
野
村
さ
ん
は
時
聞

を
か
け
て
話
を
聴
い
た
。

男
性
は
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、

納
得
で
き
な
い
と
上
司
に
も
反

論
し
た
。
他
人
の
い
い
か
げ
ん

な
言
動
が
許
せ
ず
、
飲
食
店
な

ど
で
は
店
員
の
振
る
舞
い
や
言

葉
遣
い
に
も
腹
を
立
て
て
文
句

「

人
生
案
内
」回
答
経
験
会
生
か
し

こ
と
も
あ
り
、
精
神
科
で
十
分

な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
提
供
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

防
衛
医
大
で
精
神
科
教
授
や

病
院
長
を
務
め
た
野
村
さ
ん

は
、
こ
の
状
視
に
危
機
感
を
強

め
、
利
益
に
こ
だ
わ
ら
な
い
診

療
を
始
め
た
。
き
っ
か
け
は
病

院
長
時
代
の
経
験
だ
っ
た
。

「
臨
床
の
第
一
線
か
ら
離
れ
、

患
者
拘
束
l

万
人

問
者
の
僅
か
れ
た
状
況
を
物
語

の
よ
う
に
推
察
し
、
明
確
な
回

答
を
示
す
。
精
神
科
診
療
で
は

医
師
の
決
め
つ
け
は
禁
物
で
、

結
論
を
出
す
の
は
患
者
さ
ん
だ

が
、
患
者
さ
ん
の
状
担
を
よ
り

細
か
く
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
『
人
生
案
内
』
の

お
か
げ
」

回
復
例
を
み
て
み
よ
っ
。

を
言
っ
た
。
「
歩
き
ス
マ
ホ
」

で
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
人
と
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

野
村
さ
ん
は
、
男
性
が
憤
る

気
持
ち
も
理
解
で
き
た
が
、
度

が
過
ぎ
て
自
分
を
追
い
込
ん
で

い
た
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。
自

分
の
言
動
を
客観
的
に
見
つ
め

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
、
日
記
を
曾
く
こ
と
を
勧
め た

。
そ
の
日
記
を
診
察
日
に
持

参
し
て
も
ら
い
、
行
動
を
一
緒

に
振
り
返
り
な
が
ら
、
「
そ
の

時
ど
う
感
じ
た
か
」
「
な
ぜ
そ

の
よ
う
に
行
動
し
た
か
」
「
相

手
は
ど
う
感
じ
た
と
思
う
か
」

な
ど
と
尋
ね
て
、
男
性
と
話
し

合
っ
た
。

や
が
て
男
性
は
、
自
分
の
「
正

義
」
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
相
手
の
事
情
も
考
え
た
対

応
が
大
切
だ
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
仕
事
を
頑
張
る
タ
イ

プ
だ
っ
た
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が

減
る
と
社
内
評価
が
上
が
り
、

う
つ
症
状
も
消
え
た
と
い
う
。

野
村
さ
ん
は
「
丁
寧
な
診
療

を
行
え
ば
、
回
復
す
る
患
者
は

増
え
る
。
良
好
な
診
療
結
果
を

示
す
こ
と
で
、
精
神
科
診
療
の

あ
り
方
を
見
直
す
動
き
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

読

古
冗(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月

刊日
日
(
水
)

精
神
科
外
来
で
デ
イ
ケ
ア
と
呼
ば
れ
る
集
団
療
法
の
長
期
利
用
が
厳
し
く
制

約
さ
れ
る。
患
者
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
場
で
も
あ
り
、
国
が
重
視
す
る

H

か

か
り
つ
け
機
能H
に
近
い
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ。

医
療
団
体
の
呼
び
掛
け
に
、
見
直
し
撤



叩
年
で
2

倍
「

安
易
に
行
う
例
」指
摘
も
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精
神
科
で
身
体
拘
束
を
受
け

る
患
者
の
数
が
、2
0
1
3

年

の
調
査
日
に1
万
人
を
超
え
、

叩
年
間
で2
倍
に
僧
え
た
こ
と

が
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
分
か

っ
た
。
閉
鎖
し
た
個
室
に
隔
離

さ
れ
る
患
者
も
1

万
人
に
迫

り
、
地
加
を
続
け
て
い
る
。

調
査
は
、
精
神
保
健
福
祉
資

料
作
成
の
た
め
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

精
神
科
が
あ
る
全
国

の
病
院
か
ら6
月
初
日
時
点
の

病
床
数
や
従
業
者
数
、
在
院

患
者
数
な
ど
の
報
告
を
集
計
、

今
年
は
臼
年
分
が
ま
と
ま
っ

た
。患

者
の
手
足
や
腰
な
ど
を
専

用
の
道
具
で
ベ
ッ
ド
に
く
く
り

付
け
る
身
体
拘
束
ゃ
、
保
護
室

と
呼
ば
れ
る
閉
鎖
個
室
に
入
れ

る
隔
離
は
、
本
人
や
他
人
を
傷

つ
け
る
行
為
を
防
ぐ
た
め
、
精

神
保
健
指
定
医
の
資
格
を
持
つ

医
師
の
判
断
で
行
う
。

ロ
時
間

以
内
の
隔
離
は
指
定
医
資
格
を

持
た
な
い
医
師
で
も
行
え
る。

身
体
拘
束
を
受
け
る
患
者

は
、
こ
の
調
査
項
目
が
追
加
さ

れ
た
凶
年
は5
1
0
9

人
だ
っ

た
。

川
護
増
え
続
け
、
日
年
は

l

万
2
2
9

人
と
な
っ
た。
隔

離
患
者
も
こ
の
間7
7
4
1

人

か
ら
9
8
8
3

人
に
僧
え
た。

一
方
、
入
院
患
者
数
は
減
る

傾
向
に
あ
る
。
閃
年
は
1
6
6

2

施
設
に
約
泣
万90
0
0

人

だ
っ
た
が
、
日
年
は16
1
6

施
設
に
約
却
万7
0
0
0

人
と

な
っ
た
。

同
省
は
「症
状
が
激
し
い
急

性
期
の
患
者
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l

型
認
知
症
患
者
の
入
院
は
近

年
増
え
て
い
る
が
、
身
体
拘
束

や
隔
離
の
熔
加
と
の
関
連
は
分

か
ら
な
い
」
と
す
る。

杏
林
大
保
健
学
部
の
長
谷
川

利
夫
教
授
は
「
認
知
症
患
者
の

身
体
拘
束
は
介
護
保
険
制
度
で

は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

病
院
で
は
転
倒
防
止
な
ど
の
目

的
で
安
易
に
行
う
例
が
目
立

つ。
拘
束
さ
れ
る
人
の
苦
痛
は

甚
だ
し
く
、
国
や
自
治
体
は
矯

加
の
原
因
を
早
急
に
調
査
す
る

べ
き
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

デ
イ
ケ
ア
の

F

縮
小
dな
ぜ

原
則
二
年
ご
と
に
国
が
見
直
す
医
療

の
公
定
価
格
(
診
療
報
酬
)
が
改
定
さ

れ
た
。

だ
が
中
に
は
、
首
を
か
し
げ
た

く
な
る
内
容
も
あ
る。

精
神
医
療
分
野
の
デ
イ
ケ
ア
の
制
度

変
更
は、
そ
の
一
つ
だ。

厚
生
労
働
省
な
ど
に
よ
れ
ば
、
精
神

科
デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
患
者
の
七
割
近
く

は
統
合
失
調
症。
う
つ
病
な
ど
の
気
分

障
害
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
依
存
症
な

ど
の
疾
患
も
対
象
だ。

大
半
が
専
門
の
医
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
運
営
さ
れ
、
十
数
人
な
ど
一
定
数
の

患
者
が
通
い
な
が
ら
、
主
治
医
の
治
療

と
併
せ
、
集
団
活
動
に
取
り
組
む

。

教
室
の
授
業
さ
な
が
ら
病
気
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
機
能
訓
練
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重
ね
る

。

孤
立
す
る
患
者
の
♂
心
の
リ
ハ
ビ
リ
H

は
欠
か
せ
な
い
と
い
う。

と
こ
ろ
が
今
回
の
改
定
で
、
そ
ん
な

患
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
が
縮
小
H
さ
れ

か
ね
な
い
制
約
が
、
一
年
以
上
の
長
期

継
続
利
用
に
設
け
ら
れ
た
。

現
在
、
一
年
を
超
え
る
利
用
は
「
週

五
日
」
を
限
度
に
診
療
報
酬
に
算
定
す

る
。

だ
が
、
四
月
か
ら
は
「
精
神
保
健

福
祉
士
に
よ
る
患
者
の
意
向
聴
取
」
な

ど
、
定
め
ら
れ
た
三
要
件
を
す
べ
て
満

た
さ
な
け
れ
ば
、
そ
の
日
数
は
「
週
三

日
」
に
短
縮
さ
れ
て
し
ま
う
。

し
わ
寄
せ
は
確
実
に
患
者
に
来
る
。

回
の
署
名
は
四
万
人
分
を
超
え
た
。

厚
労
省
は
「よ
り
自
立
し
た
生
活
へ

の
移
行
を
促
す
」
た
め
の
見
直
し
と
説

明
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
誠
実
に
現
場
の

実
情
を
見
た
の
か。

再
発
や
挫
折
を
繰
り
返
す
患
者
も
少

な
く
な
い。

「
自
立
」
に
は
根
気
と
時

聞
が
い
る。
デ
イ
ケ
ア
参
加
を
伺
日
続

け
ら
れ
る
か、
生
活
リ
ズ
ム
を
ど
う
取

り
戻
す
か
が
意
味
を
持
つ
の
だ
。

「
福
祉
士
が
い
な
い
医
療
機
関
は
通

常
の
運
営
自
体
も
難
し
く
な
る
」
と
、

危
機
感
を
抱
く
精
神
科
医
も
い
た
。

患
者
数
が
三
百
万
人
を
超
え
、
な
お

増
え
て
い
る
精
神
疾
患
。

国
も
が
ん
や

脳
卒
中
な
ど
に
加
え
五
大
疾
病
に
指

定
、
重
点
対
策
を
訴
え
た
は
ず

。

程
度
の
差
は
あ
れ
、
デ
イ
ケ
ア
併
設

の
医
療
機
関
は
、
長
期
入
院
者
の
受
け

皿
や
大
病
院
へ
の
橋
渡
し
な
ど
地
域
の

「
か
か
り
つ
け
」
の
役
割
も
持
つ
。

患
者
の
人
生
同
様
、
仮
に
病
名
が
同

じ
で
も
症
状
は
一
人
一
人
違
う
。

一
律

に
デ
イ
ケ
ア
利
用
を
縮
め
る
よ
う
な
改

定
は
、
や
は
り
お
か
し
い。
効
率
優
先

で
は
な
く
少
し
長
い
目
で
、
患
者
本
位

の
改
善
案
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

東
京
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
沼田
(
月
)

85 
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世
の
中
が
ま
す
ま
す
厳
格
に
な
り
、
コ

ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
(
法
令
順
守
)
が
強
く

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

そ
れ
と
セ

ッ
ト
で
求
め
ら
れ
る
「
説
明
責
任
」
に
つ

い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
先
日

あ
っ
た。
路
地
裏
の
酒
場
で
、
知
人
で
も

あ
る
総
合
病
院
の
ベ
テ
ラ
ン
勤
務
医
が
ぼ

や
き
混
じ
り
に
語
っ
て
く
れ
た
話
だ
。

「急
病
の
患
者
が
自
の
前
に
い
る
。

助

か
る
か
ど
う
か
は
五
分
五
分
。

で
も
そ
の

場
に
患
者
の
家
訴
は
い
な
い

。

手
術
を
し

て
い
い
も
の
か
、
帰
路
す
る」

人
命
を
救
う
の
が
医
師
の
仕
事
だ

。

死

に
そ
う
な
患
者
が
い
る
の
に
、
な
ぜ
手
術

を
た
め
ら
う
の
か
?

「家
族
に
き
ち
ん
と
同
意
書
の
サ
イ
ン

を
も
ら
っ
て
手
術
を
し
て
も
、
患
者
に
障

害
が
残
っ
た
場
合
ど
う
な
る
か
。

家
族
や

親
類
が
病
院
に
抑
し
か
げ
て『術
前
の
説

東京消防庁

E 孟ヨ
EZ雪

不
搬
送

謹書島

説
明
責
任
の
副
作
用

明
が
不
十
分
だ
っ
た』
『
手
術
の
せ
い
で

こ
ん
な
状
態
に
な
っ
た
』
と
非
難
さ
れ

る
。

二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
者
に
お
ま
え

呼
ば
わ
り
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ」

こ
の
医
師
い
わ
く
、
一
刻
を
争
う
と
き

で
も
同
意
書
を
必
ず
取
る
。

一
事
前
説
明
を

尽
く
し
た
H

証
拠
H
だ
が
、
そ
の
数
は
、

手
術
同
意
書
、
麻
酔
同
意
書
、
輸
血
同
意

管
、
血
液
製
剤
同
意
管
、
データ
ベ
ー
ス

登
録
同
意
管
、
身
体
拘
束
同
意
書
な
ど
印

種
類
近
く
上
る
と
い
う
か
ら
大
変
だ
。

話
の
延
長
線
で
出
て
き
た
の
は
、
急
病

人
が
出
た
航
空
機
内
の
「お
医
者
さ
ん
い

ま
す
か
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
っ
た。

同
意
書
も
な
い
う
え
、
処
置
が
う
ま
く
い

か
ず
に
患
者
側
に
訴
え
ら
れ
て
も
航
空
会

社
が
助
げ
て
く
れ
な
い
か
ら「自
分
は
名

乗
り
で
な
い」
と
一
言
う
。

そ
う
い
え
ば
先
日
、
日
本
航
空
と
日
本

医
師
会
が
、
航
空
機
に
医
師
が
搭
乗
す
る

際
に
日
航
側
が
座
席
情
報
を
把
握
で
き
る

「医
師
の
事
前
登
録
制
度」を
導
入
す
る

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た。
急
病
人
が
出

た
ら
、
乗
務
員
が
す
ぐ
医
師
に
救
護
を
依

頼
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
救
護
に

失
敗
し
た
と
き
の
リ
ス
ク
は
医
師
が
背
負

う
の
だ
ろ
う
か。

日
航
の
広
報
部
に
聞
く

と
こ
う
答
え
て
く
れ
た。

「医
療
措
置
を
受
け
た
お
客
さ
ま
に
何

ら
か
の
損
筈
が
発
生
し
た
場
合
は
、
医
師

が
訴
え
ら
れ
た
場
合
を
合
め
、
弊
社
が
民

事
上
の
賠
償
責
任
を
負
い
ま
す
」

そ
う
か
。

そ
れ
な
ら
ば
医
師
も
安
心
し

て
救
護
措
置
が
で
き
る。
乗
客
の
立
場
と

し
て
も
ほ
っ
と
で
き
る。

で
も
:。
説
明
責
任
を
強
く
迫
る
社
会

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
医
療
側
が
す
く
む

構
図
に
変
わ
り
は
な
い。
「
説
明
責
任
社

会
」
の
度
が
過
ぎ
る
と
、
倒
れ
る
と
き
は

家
族
や
親
類
一
同
の
同
意
書
が
す
ぐ
取
れ

る
時
と
場
所
を
選
ぼ
う!
と
い
っ
た
ブ
ラ

ッ

ク
ジ
ョ
ー
ク
が
真
顔
で
諮
ら
れ
は
し
な

い
か
と
、
半
ば
本
気
で
考
え
て
い
る

。

月
に
「
死
者
に
関
す
る
個
人
情

報
の
提
供
基
準
」
を
作
成
し
、

4

月
か
ら
運
用
を
始
め
た
。
間

基
準
は
モ
デ
ル
要
領
と
同
様
に

配
偶
者
と
子
、
父
母
ら
を
請
求

対
象
者
と
し
た
が
、
「
写
レ
の

交
付
」
は
認
め
な
か
っ
た
。

毎
日
新
聞
が
全
国
加
政
令
市

の
消
防
部
局
に
死
者
の
救
急
記

録
の
写
し
が
逼
族
に
提
供
で
き

る
か
を
尊
ね
た
と
と
ろ
、
相
模

原
の
み
「
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
」

と
し
、
他
の
凶
市
は
「
で
き
る
」

ま
た
は
「
お
お
む
ね
で
き
る
」

と
回
笛
し
た
。
塑
玄
約3
年
の

写
し
の
提
供
は
名
古
屋
加
件
、

軍吉

認
知
症
男
性
遺
族
に

東
京
都
中
野
区
の
路
上
で
倒
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
な
が
ら
救
鐙
さ
れ
ず
死
亡
し
た
認
知

症
の
男
性
(
当
時
間
歳
)
の
遺
族
が
、
男
性
を
救
急
搬
送
し
な
か
っ
た
東
京
消
防
庁
に
救
急
記

録
の
写
し
の
提
供
を
求
め
た
と
と
ろ
、
「
死
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
を
理
由
に
拒
否
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
は

4

月
1

日
に
始
め
た
新
制
度
に
基
づ
き
認
め

こ
の
た
め
男
性
の
長
女
(
臼
)

は
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

き
開
示
請
求
し
た
が
、
同
庁
は

「
あ
な
た
(
長
女
)
を
本
人
と

す
る
情
報
で
は
な
い
」
と
し
て

産

経
{
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
2

日
(
土
)

た
が
、
な
ぜ
写
し
を
提
供
で
き

な
い
の
か
」
と
憤
っ
て
い
る
。

処
置
適
否
判
断
に

写
し
提
供
不
可
欠

救
急
記
録
の
項
目
は
多
岐
に

わ
た
る
上
、
対
象
者
の
容
体
や

処
置
内
容
を
専
門
用
語
で
書
い

た
も
の
も
あ
り
、
遺
族
に
よ
る

鹿
見
だ
け
で
は
処
置
の
適
否
な

ど
を
判
断
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
遺
族
へ
の
救
急
記
録
開

示
を
巡
り
、2
0
1
2

年
に
都

に
改
替
を
求
め
た
医
療
問
題
弁

護
団
副
幹
事
長
の
五
十
嵐
裕
美

弁
護
士
は
「
遺
族
は
身
近
な
人
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ら
れ
る
見
通
し
だ
が
、
全
国
の
加
政
令
市
の
唱

2
っ
四
市
の
消
防
部
局
は
写
し
も
提
供
し
て
お
り
、

専
門
家
は
「
遺
族
の
権
利
を
無
視
し
て
い
る
」
と
、
東
京
消
防
庁
の
対
応
を
厳
し
く
批
判
し
て

い
る
。

【銭
湯
裕
司】

「
死
者
プ

男
性
は2
0

1

4

年
8

月
目

目
、
横
浜
市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
か
ら
行
方
不
明
に
な
り
、

同
幻
自
にJ
R

中
野
駅
近
く
の

路
上
で
倒
れ
て
い
る
の
が
見
つ

か
っ
た
も
の
の
、
駆
げ
つ
り
た

中
野
消
防
署
の
救
急
隊
は
搬
送

ラ
イ
パ
シ
l

」
理
由

せ
ず
、
同
部
日
に
近
く
の
公
園
男
性
の
遺
族
は
救
急
記
録
の

で
死
亡
し
た
。
璽
京
消
防
庁
は
閲
覧
や
写
し
の
提
供
を
求
め
た

「
搬
送
の
必
要
性
は
あ
っ
た
が
が
、
東
京
消
防
庁
は
「
死
者
の

本
人
が
拒
否
し
た
」
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」
な
ど

本
人
署
名
の
同
意
醤
を
取
り
、
を
理
由
に
拒
否
し
、
不
搬
送
の

搬
送
し
な
か
っ
た
と
と
が
判
明
根
拠
と
し
た
同
意
曾
す
ら
見
せ

し
て
い
る
。
な
か
っ
た
。

同
年7
月
に
却
下
。
却
下
取
り

消
し
請
求
も
東
京
都
が
同
叩
月

に
棄
却
し
た
。

一
方
、
死
者
の
個
人
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た

都
情
報
公
開・
個
人
情
報
保
護

審
議
会
は
凶
年
叩
月
、
請
求
対

象
者
を
「
配
偶
者
、
子
、
父
母
」

な
ど
と
し
、
情
報
提
供
の
方
法

を
「
口
頭
に
よ
る
説
明
、
閲
覧

ま
た
は
写
し
の
交
付
」
と
す
る

モ
デ
ル
要
領
を
ま
と
め
た
。
と

の
要
領
と
男
性
の
案
件
な
ど
を

受
け
、
東
京
消
防
庁
は
今
年
3

総
務
省
消
防
庁
と
厚
生
労
働
省
は
、
病
院
聞
で
緊

急
性
の
低
い
患
者
を
移
動
さ
せ
る
転
院
搬
送
に
つ
い

て
、
救
急
車
を
使
わ
な
い
よ
う
都
道
府
県
に
要
請
し

た
。

転
院
搬
送
は
全
国
で
毎
年
約
印
万
件
に
上
る
が
、

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
が
利
用
さ
れ
る
ケ
!
ス

が
後
を
絶
た
ず
、
同
庁
な
ど
は
病
院
や
民
間
の
患
者

搬
送
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
促
す。

総務省消防庁など要請

転
院
搬
送
は
本
来
、
消
防
法

に
定
め
る
救
急
業
務
で
は
な
い

が
、
1
9
7
4

年
の
同
庁
見
解

で
、
緊
急
性
が
あ
れ
ば
救
急
業 務

と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
し

た
。し

か
し
首
都
圏
の
消
防
本
部

に
よ
る
と
、
転
院
鍍
送
の
中
に

は
、
病
院
側
の
入
院
患
者
数
の

調
鐙
や
、
「無
料
の
救
急
車
を

使
い
た
い
」
と
の
患
者
の
要
望

を
理
由
に
救
急
車
が
出
動
す
る

ケ
l

ス
が
あ
る
と
い
う。
別
の

消
防
本
部
は
「
医
師
か
ら
『
緊

急
性
が
あ
る
』
と
言
わ
れ
れ
ば

救
急
搬
送
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
経
聞
を
感
じ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
」
と
打
ち
明
け
る
。

同
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
の
全

国
の
救
急
出
動
件
数
(
速
報
値
)

は
過
去
最
多
の
約6
0
5

万
件

で
、
う
ち
転
院
搬
送
は
約
日
万

京
都
げ
件
な
ど
で
、
相
模
原
と

「
来
把
鰻
」
の
横
浜
を
除
く
同

市
で
実
績
が
あ
っ
た
。

東
京
消
防
庁
の
担
当
者
は

「
他
の
自
治
体
が
い
か
よ
う
に

扱
お
う
と
も
死
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
る
も
の
だ
と
い
う
認

識
が
あ
る
。
提
供
し
た
紙
が
第

三
者
に
渡
れ
ば
死
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
傷
つ
け
る
ご
と
が
想

定
さ
れ
る
」
と
説
明
。
男
性
の

長
女
は
「
父
が
最
後
に
書
い
た

署
名
を
見
た
か
っ
た。
よ
う
や

く
陸
自
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ

件
あ
っ
た
。

昨
年
の
全
国
消
防

長
会
の
調
室
で
は
、75
1

消

防
本
部
の
う
ち8
割
近
い
5
8

6

本
部
が
転
院
鍛
送
に「問
題

が
あ
る」
と
回
答
し
た
。

緊
急
で
は
な
い
転
院
搬
送
に

は
、
病
院
の
所
有
車
両
ゃ
、
各

消
防
本
部
が
認
定
す
る「患
者

等
搬
送
事
業
者
」
の
民
間
車
両

を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
防
災
救
急
協
会
に
よ
る

と
、
寝
台
付
き
民
間
車
両
の
利

用
料
金
の
平
均
は
、
泊
分
で
約

4
0
0
0

円
と
い
う
。

同
庁
が
設
置
し
た
有
識
者
検

討
会
は
今
年3
月
下
旬
、
転
院

鍛
送
の
救
急
車
利
用
に
つ
い

て
、
緊
急
手
術
な
ど
他
の
搬
送

手
段
の
利
用
が
で
き
な
い
患
者

の
最
期
の
状
回
を
知
る
権
利
が

あ
り
、
医
師
の
カ
ル
テ
は
国
の

指
針
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
。
「
他
の
自
治
体

は
対
応
し
て
い
る
の
に
、
都
が

死
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
理
由

に
提
供
し
な
い
の
は
お
か
し

い
。
臣
民
だ
け
で
は
書
き
写
し

て
も
原
本
と
同
じ
も
の
と
は
確

認
で
き
ず
、
裁
判
な
ど
に
も
使

え
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

毎

日

{
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
6

年
4

月
4

日

(
月
)

に
限
定
す
る
よ
う
求
め
る
指
針

の
作
成
を
提
言。
同
庁
な
ど
は

同
月
末
、
都
道
府
県
の
消
防
、

衛
生
の
担
当
部
局
に
対
し
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
指
針

策
定
を
求
め
る
通
知
を
出
し

た
。同

庁
関
係
者
は
「暖
際
だ
っ

た
仕
組
み
を
明
確
化
す
る
こ
と

は
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な

息
者
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
話
し
て
い
る。

読2
0
1
6

年
4

月
3

日
(
日
)

売
(
東
京
)・
朝
刊

緊
急
患
者
に
限
定
ヘ
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九
州
大
学
助
教
の
広
津
崇

亮
(
羽
)
は
、
小
さ
な
線
虫

を
使
っ
て
、
が
ん
の
阜
期
診

断
法
の
開
発
に
挑
む
。
線
虫

が
が
ん
患
者
の
尿
の
に
お
い

を
か
ぎ
分
け
て
近
寄
っ
て
い

く
性
質
を
利
用
す
る
。
昨
年

叩
月
に
は
実
用
化
を
目
指
す

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上

げ
た
。
が
ん
の
診
断
に
は
高

価
な
薬
剤
や
機
器
が
使
わ
れ

る
が
、
線
虫
に
よ
る
高
精
度

診
断
法
が
確
立
す
れ
ば
「
コ

ス
ト
を
安
く
で
き
る
」
と
夢

の
実
現
に
向
け
て
ま
い
進
す

る
。3

年
ほ
ど
前
、
が
ん
探
知

犬
の
研
究
を
し
て
い
た
伊
万

里
有
国
共
立
病
院
医
師
の
園

田
英
人
(
現
・
九
大
助
教
)

か
ら
「
線
虫
を
使
っ
て
が
ん

を
診
断
で
き
な
い
か
」
と
い

う
メ
1

ル
が
舞
い
込
ん
だ
。

線
虫
は
に
お
い
を
か
ぎ
分
け

る
能
力
に
優
れ
て
い
る
の

で
、
「
い
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」
と
広
津
は
早
速
返

事
を
出
し
た
。

犬
は
が
ん
の
に
お
い
を
か

ぎ
分
け
る
感
度
は
高
い
が
、

集
中
力
が
な
い
。1
日
5

検

体
を
調
べ
る
の
が
限
界
で
、

飼
育
も
大
変
だ
。
臨
床
応
用

は
難
し
い
。
そ
こ
で
線
虫
に

九州大学助教

広津崇亮氏(43)悉
ひ
各
つ
・

た
か
あ
き

1
9

7
2

年
山
口
県
生
ま
れ
。
間
四
年

東
京
大
学
卒
。20
0
1

年
同

大
大
学
院
理
学
系
研
究
判
明
博
士

課
程
修
了
。
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
な
ど
を
経
て
、ω

年
か
ら
現
職
。
凶
年
に
弁
上
研

究
奨
励
賞
を
受
賞
。

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。

が
ん
患
者
の
に
お
い
を
調

べ
る
試
糾
に
は
血
液
、
尿
、

呼
気
な
ど
あ
る
が
、
尿
に
た

ど
り
着
く
ま
で
に
は
「
試
行

錯
誤
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

線
虫
使
い
が
ん
早
期
診
断

ま
ず
血
液
で
調
べ
た
が
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
尿
の

原
液
で
も
だ
め
だ
っ
た
が
、

叩
倍
に
薄
め
る
と
判
定
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
線
虫
の
好
き
な
に
お
い

を
濃
く
し
す
ぎ
る
と
、
嫌
い

に
な
る
こ
と
を
基
礎
研
究
で

突
き
止
め
て
い
た
の
で
、
薄

め
て
み
た
。
す
る
と
う
ま
く

い
っ
た
」
と
基
礎
の
重
要
性

を
痛
感
す
る
。

健
常
者2
1
8

人
、
が
ん

患
者
加
入
の
尿
で
精
度
を
調

べ
た
。
プ
レ
ー
ト
に
尿
を
1

滴
た
ら
し
、
線
虫
を
印
匹
ほ

ど
放
す
。
却
分
後
に
過
半
数 が

ん
患
者
の
尿
を
か
ぎ
分
け
、

線
虫
が
左
に
寄っ
て
い
く

が
近
寄
る
か
ど
う
か
で
診
断

し
た
。
が
ん
患
者
を
が
ん
と

診
断
で
き
る
感
度
は
約
問

%
、
健
常
者
を
健
常
者
と
判

断
で
き
る
の
は
町
%
だ
っ

た
。
線
虫
の
唄
覚
神
経
を
媛

す
と
寄
っ
て
い
か
な
い
な
ど

証
明
実
験
も
積
み
重
ね
た
。

成
果
は
2
0

1

5

年
3

月
、
米
糾
学
誌
プ
ロ
ス
ワ
ン

に
発
表
し
、
国
内
外
で
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。
今
も
一

般
の
人
か
ら
「
調
べ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

相
次
い
で
い
る
と
い
う
。

広
津
は
東
京
大
学
理
学
部

生
物
学
制
で
酵
母
の
研
究
を し

て
い
た
教
授
(
当
時
)
の

山
本
正
幸
の
研
究
室
に
入
っ

た
。
そ
の
と
き
、
助
手
だ
っ

た
飯
野
雄
一
(
現・
東
大
教

授
)
の
も
と
で
、
線
虫
の
研

究
を
始
め
た
。

線
虫
の
交
尾
行
動
の
研
究

で
修
士
号
を
取
得
。
そ
の
後

「
青
い
パ
ラ
を
作
り
た
い
」

と
サ
ン
ト
リ
ー
に
入
社
。
お

茶
の
商
品
開
発
に
携
わ
っ
た

が
、
「
も
う
少
し
研
究
し
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
飯
野

研
究
室
に
戻
っ
た
。

線
虫
の
唄
覚
の
研
究
で
憎

士
号
を
取
り
、
そ
の
成
果
が

英
制
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
l

に
載

においで判別手軽に
っ
た
。
線
虫
の
唄
覚
神
経
の

中
で
働
く
あ
る
信
号
伝
達
経

路
が
、
が
ん
で
起
き
て
い
る

経
路
と
同
じ
だ
っ
た
と
い
う

驚
く
べ
き
内
容
だ
っ
た
。

回
年
、
九
大
理
学
部
生
物

学
制
に
助
手
と
し
て
移
り
、

4

年
前
に
自
ら
の
研
究
室
を

立
ち
上
げ
た
。
そ
の
後
、
に

お
い
の
濃
度
に
よ
る
線
虫
の

好
き
嫌
い
の
変
化
を
解
明

し
、
線
虫
で
が
ん
遺
伝
子
の

た
ん
ぱ
く
質
が
働
く
様
子
を

蛍
光
で
と
ら
え
る
こ
と
に
も

世
界
で
初
め
て
成
功
。
こ
れ

ら
の
成
果
は
著
名
な
制
学
誌

に
相
次
ぎ
掲
載
さ
れ
、
注
目

を
浴
び
た
。

昨
年
目
月
に
立
ち
上
げ
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
社
名
は
「
ス

マ
ー
ト
エ
レ
ガ
ン
ス
」
。
エ

レ
ガ
ン
ス
(
線
虫
)
で
ス
マ

ー
ト
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
狙
い
を
込
め
た
。
今

後
、
圏
内
の
病
院
で
臨
床
研

究
を
進
め
、
「3
年
後
を
メ

ド
に
実
用
化
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

H

敬
称
略

(
西
山
彰
彦
)

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
7

日
(
木
)
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高
地
肺
水
腫
は、
標
高
約2
5

0
0
M
以
上
の
高
山
に
登
っ
た
と
き
に
発
症
す
る
高
山
病
。

肺
に
水

が
た
ま
っ
て
岬
吸
困
難
に
陥
り
、

地
肺
水B

信
州
大
医
学
部
(
松
本
市)の
花
岡
正
幸
教
授

(臼
)H
呼
吸
器
肉
強
子
け
が
、
高
山
病
の
一
種
「
高

地
肺
水
腫
」
の
発
症
に
特
定
遺
伝
子
の
変
異
が
影
響

し
て
い
る
可
能
性
を
突
き
止
め
、

8

月
日
日
に
初
め

て
迎
え
る
国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
に
合
わ
せ
て
日

本
登
山
医
学
会
が
作
る
医
師
向
け
高
山
病
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
(幅
翠
む
に
研
究
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
が4
目
、

分
か
っ
た。
高
山
で
山
岳
救
助
に
携

わ
る
人
ら
が
肺
水
腫
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
か

ど
う
か
を
事
前
に
調
べ
る
こ
と
も
可
能
と
い
い
、
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
委
員
長
も
務
め
る
花
岡
教
授

は
「
安
全
登
山
の
た
め

、

治
療
や
予
防
に
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る。

診療指針に反映へ

重
い
症
状
に
な
る
と
死
亡
す
る
例

も
あ
る。
信
大
医
学
部
第1
内
科

の
グ
ル
ー
プ
が1
9
9
0

年
代
初

め
、
低
酸
素
が
肺
の
動
脈
の
庄
力

を
上
げ
る
肺
高
血
圧
を
起
こ
す
た

め
発
霊
9

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

ま
た
、
別
の
研
究
者
が
卯
年

代
後
半、
圧
力
を
下
げ
る
作
用
が

あ
る
一
酸
化
窒
素
が
肺
動
脈
で
つ

く
ら
れ
な
い
場
合
に
発
症
す
る
可

能
住
を
指
摘
。

信
大
グ
ル
ー
プ
は

同
時
期、
高
山
病
と
遺
伝
子
の
関

係
性
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た

。

花
岡
教
授
は2
0
0
0

年
以

降
、
一
酸
化
窒
素
を
つ
く
る
酵
素

「e
N
O
S

」
の
設
計
図
に
な
る

遺
伝
子
に
着
目。
県
内
外
の
社
会

人
山
岳
会
の
団
体
に
依
頼
し
、
高

所
で
笠
山
し
て
も
問
題
カ
出
な
い 健

康
な
日
人
と
、
信
大
病
院
で
治

療
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
全
国
の

元
患
者
引
人
の
血
液
を
採
取
し

て
、
そ
の
遺
伝
子
を
解
析
レ
た

。

そ

の
結
果
、
元
患
者
は
健
康
な
人
に

比
べ
て
、
一
酸
化
窒
素
の
生
成
を

阻
害
す
る2
種
類
の
遺
伝
子
の
変

異
型
「G
I
u
2
9
8
A
S
P
」

「e
N
O
S
4
a」
を
多
く
持っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「G
l
u
2
9
8
A
S
P
」
を

持
つ
割
合
は
、
健
康
な
人
が
日
・

7
%

(8
人
)
だ
っ
た
の
に
対
し

元
患
者
は
日・
2

%
(
幻
人
)。

「e
N
O
S
4
a

」
は
健
康
な
人

9

・

8
%

(5
人
)
、
元
患
者H
U

・

5
%

(口
人
)
。
さ
ら
に
両
方

を
持
つ
人
の
割
合
は
健
康
な
人
は

0
%
、

元
患
者
お・
8
%
(日
人
)

だ
っ
た
。

花
岡
教
授
は
研
究
結
果
か
ら

「
血
液
検
査
な
ど
で
肺
水
腫
に
な

り
や
す
い
人
の
傾
向
が
分
か
る

。

変
異
型
を
持
っ
て
い
る
人
は
急
激

な
高
度
変
記
を
避
け
、
少
し
ず
つ

高
厚
L順
応
す
る
な
ど
の
対
策
も

立
て
ら
れ
る」
と
説
明
す
る。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
高
地
肺

水
腫
を
含
む
各
種
の
高
山
病
に
つ

い
て
、
病
態
生
理
や
症
状
の
ほ
か
、

診
断
、
予
防
、
治
療
(
現
場
、
搬

送
中
、
入
院
後)
の
具
体
的
な
方

法
が
盛
り
込
ま
れ
る
弔
定
だ

。

日

本
登
山
医
学
会
元
理
事
長
の
小
林

俊
夫
さ
ん
(河
)
H松
本
市
H

は

「こ
れ
ま
で
高
地
肺
水
腫
の
治
療

や
予
防
な
ど
は
経
験
則
に
基
づ
い

て
い
る
面
が
あ
っ
た
。

学
術
的
な

研
究
に
基
づ
い
た
指
針
が
で
き
る

こ
と
で
、
適
切
な
治
療
や
予
防
が

広
が
る
こ
と
に
つ
な
が
る」と
期

待
す
る。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
5

日
(
火
)
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叩
年
で
幻
人

東
京
勾
区

産
後
う
つ
影
響
か

自
殺
で
亡
く
な
っ
た
妊
産
婦
が
東
京
お
区
で

2
0
0
5
5

M
年
の
叩
年
聞
に
針
白
人
に
上
る
乙
と
が
、
東
京
都
監
察
医

務
院
な
ど
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
妊
産
婦
の
自
殺
数
に
つ
い

て
の
本
格
的
な
調
査
結
果
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
初
め
て
。

出
産
数
に
占
め
る
割
合
は
叩
万
人
あ
た
り
8
・
5

人
と
な
り
、

出
血
な
ど
に
よ
る
妊
産
婦
死
亡
率
の
約
2

倍
に
上
る
。
妊
娠

.
出
産
期
の
死
因
と
し
て
自
殺
が
患
も
多
い
と
と
に
な
り
、

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
充
実
な
ど
が
急
が
れ
る
。
【阿
部
周
一
〕

日
本
産
科
婦
人
科
単
ム
冨
な
ど

一泊
目
、
都
内
で
あ
っ
た
同
掌
会

の
調
査
依
頼
に
基
づ
き
、
同
院一で
報
告
し
た
。
お
区
の
閃s
u

と
順
天
堂
大
の
竹
田
省
教
授

一
年
の
自
殺
者
の
記
録
を
調
べ
た

(
産
婦
人
科
学
)
が
調
査
し
、
結
果
、
「
妊
娠
中
」
の
女
性
お

固
形
が
ん
リ
ス
ク
に
賛
否

路
一
一
m低
線
量
被
ば
く
で
の
死
亡

長
崎
市
の
付
属
機
関
、
市
原

一際
的
な
研
究
の
最
新
結
果
か

子
爆
弾
放
射
線
影
響
研
究
会
の

一ら
、
1
0
0

戸
約
以
下
の
低
線

第
6

回
会
合
が
叩
目
、
岡
市
平一量
被
ぱ
く
を
し
た
場
合
に
固
形

野
町
の
長
崎
原
爆
資
料
館
で
あ

一が
ん
で
死
亡
す
る
リ
ス
ク
に
つ

っ
た
。
朝
長
万
左
男
会
長
が
国一い
て
「
わ
ず
か
な
が
ら
生
じ
る 一人

と
「
出
産
後1
年
未
満
」
の

一女
性
的
人
の
針
白
人
が
含
ま
れ

一

て
い
る
と
と
が
判
明
し
た
。
自

殺
の
時
期
で
は
、
「妊
娠
2

カ

月
」
の
ロ
人
、
「
出
産
後4
カ

月
」
の
9

人
が
多
か
っ
た
。

「
出
産
後1
年
来
満
」
の6

割
に
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症

な
ど
の
精
神
疾
患
の
通
院
歴
が

あ
っ
た
。
う
ち
半
数
が
産
後
半

年
ご
ろ
ま
で
に
発
症
す
る
と
さ

れ
る
「
産
後
う
つ
」
だ
っ
た
。

ま
た
、
「
出
産
後1
年
来
満
」

の
4

割
、
「妊
娠
中
」
の6
劃

に
は
精
神
疾
患
で
の
通
院
歴
は

な
か
っ
た
が
、
中
に
は
育
児
に

悩
む
も
の
の
受
診
を
拒
否
し
て

い
た
人
も
い
た
と
い
う
。

回
E
P
U年
の
お
区
内
の
出
産

数
は
計
九
万9
5
1

人
。
都
が

集
計
し
た
出
産
数
日
万
人
あ
た

り
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
4

・
­

人
(
師5
日
年
平
均
)
で
、
自

殺
者
は
約2
倍
に
な
る
。

同
単
玄
耳
は
来
年
改
定
す
る
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
妊
産
婦

の
精
神
面
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
産

後
う
つ
に
な
る
危
険
性
の
高
い

女
性
を
早
期
に
見
つ
け
る
問
診

な
ど
の
具
体
策
を
盛
り
込
む
方

針
。
竹
田
教
授
は
「
自
殺
が
と

れ
ほ
ど
多
い
と
は
驚
き
だ
。
全

国
的
な
数
を
把
握
し
、
自
殺
の

リ
ス
ク
が
高
い
女
性
を
医
療
と

行
政
が
連
携
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
提
言
し
た
。 精

神
面
の
ケ
ア
充
実
を

「恥
削

J

圏
内
の
妊
産
婦
死一上
、
胎
児
や
母
乳
に
影
響
す
る

書
亡
率
は
、
医
療
技
術

一心
配
か
き
服
用
語
断
し

の
進
歩
な
ど
で
年
々
減
少
し
、一て
症
状
の
悪
化
を
招
く
ケ
l

ス

己
乙
叩
年
は
出
産
数
回
万
人
当一が
多
い
と
い
う
。
精
神
科
と
産

た
り
3
3
4

人
前
後
と
、
印
年一婦
人
科
が
連
携
し
薬
の
処
方
を

前
の
白
人
か
ら
大
幅
に
低
く
、一調
整
す
る
な
ど
、
適
切
な
フ
ォ

よ
り
安
全
な
出
産
が
可
能
に
な一ロ
ー
が
あ
れ
ば
教
え
た
命
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
東
京一っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

都
監
察
医
務
院
な
ど
の
調
査一
患
近
で
は
助
産
師
や
保
健
師

で
、
と
れ
ま
で
集
計
か
ら
漏
れて
が
妊
産
婦
の
精
神
面
の
簡
単
な

て
い
た
「
自
殺
」
を
坦
え
る
と
、

一相
棋
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
が
整

妊
産
婦
の
死
亡
率
は
拡
大
す
る一い
つ
つ
あ
り
、
専
任
職
員
付
き

と
と
に
な
る
。

一の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
自
治

調
査
で
は
、
出
産
後
に
自
殺一体
も
壇
え
て
い
る
。
妊
産
婦
の

し
た
人
の
3

分
の
l

が
産
後
う

一自
殺
は
、
圏
内
で
年
間3
万
人

つ
だ
っ
た
と
と
が
分
か
っ
た
。

一近
く
が
自
ら
命
を
絶
つ
状
回
に

産
後
う
つ
は
、
ホ
ル
モ
ン
パ
ラ一比
べ
れ
ば
少
な
い
が
、
残
さ
れ

ン
ス
の
変
化
や
育
児
の
悩
み
な一た
家
族
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

ど
か
ら
、
圏
内
で
出
産
し
た
女一お
産
を
よ
り
安
心
・
安
舎
札
す

性
の
約
叩
人
に1
人
が
な
る
と

一る
た
め
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
充
実

さ
れ
る
。
ま
た
自
殺
し
た
妊
産一が
不
可
欠
だ
。
【阿
部
周
一】

婦
の
約
半
数
が
精
神
科
の
通
院

副

歴
が
あ
っ
た
。
妊
娠
中
や
出
産

4

後
は
社
会
か
ら
孤
立
し
が
ち
な

こ
と
を
否
定
で
き
な
い」
と
し

一み
。
白
血
病
を
除
く
固
形
が
ん

一な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
被
爆

た
の
に
対
し
、
別
の
委
員
か
ら一に
つ
い
て
、l
o
o
-
-
r官
以
下

一未
指
定
地
域
住
民
の
健
康
被
害

否
定
的
な
見
方
が
出
た
。

一で
も
積
算
被
ば
く
線
量
の
上
昇

一に
つ
い
て
「わ
ず
か
で
あ
る
が
、

研
究
は
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
、

一に
比
例
し
て
固
形
が
ん
の
死
亡一あ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
す
る
知

米
国
の
原
発
や
核
燃
料
施
設
な

一率
の
上
昇
が
確
認
さ
れ
た
と
し一里
と
し
た
。

ど
で
働
い
た
約
加
万
人
を
対
象

一て
、
昨
年
叩
月
に
英
医
学
誌
に

一
こ
の
日
は
、
自
然
放
射
線
量

に
、
国
際
が
ん
研
究
機
関
(
本

一発
表
し
た
。

一が
高
い
イ
ン
ド
南
部
の
住
民
を

部
フ
ラ
ン
ス)
な
ど
のチ
l

ム
一
こ
の
研
究
成
果
を
朝
長
会
長一対
象
に
し
た
調
査
か
ら
、
積
算

が
実
施
。
白
血
病(血
液
の
が

一は
説
明。
個
人
的
意
見
と
し
て一被
ば
く
線
量
が1
0
0
2

長
以

ん
)
の
リ
ス
ク
上
昇
は
確
認
済一
「慎
重
に
描
註
し
な
い
と
い
け一下
の
場
合
の
が
ん
リ
ス
ク
は
上

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
鈎
日
{
日
)

昇
し
な
い
と
の
結
果
も
示
さ
れ
、

ほ
か
の
委
員
は「
リ
ス
ク
が
有

意
に
増
え
て
い
る
と
は
章
え
な

い
」

と
指
摘
し
た。
(原
口
司)

長
崎
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
引
日
(
木
)
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離婚・死別の経験者脳卒中リスク 3割増
うち出血を伴う脳Z拝中は男性が1. 48

倍、fr;位が1. 35倍と強い関連がみられ
た。脳梗塞は男女ともに1. 16倍だった。
また、配偶者を失って子どもと同居
している人の脳率中リスクは、婚姻状

視が変わらず子どもと同居していない
人に比べ、男性が1.44倍、女性が1. 45
倍と高かった。 配偶者を失ったことに
加え、親という役目によって影響が増
している可能性があるという。

解析した大阪大の本庄かおり特任准
教授(社会疫学)は「脳率中の発症予
防では、高血圧や飲酒、喫煙などの生
活習慣に加えて生活環境の変化も考慮
する必要がある」と話す。(石塚広志)

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
発
表

離婚や死別によって配偶者を失った
人は、状視の変わらない既婚者に比べ
て脳卒中のリスクが 3割近く培えると
の調査結果を国立が人研兜センターや

大阪大などの研究チームが発表した。
配偶者を失うと飲酒量が増える芯どの
報告はあるが、脳率中との関連を示し
た研究は珍しいという。
全国 9 地境の45~74歳の既婚の男女

計約 5 万人を平均で約15年間追跡。 そ
の間に脳卒中を発症した2134人につい

て、婚姻状祝の変佑との関連を調べた。
婚姻状視が変わらなかった人を 1 と

した場合、離別・死別した人の脳事中リ
スクは男女ともに1. 26倍だった。 この

朝

日

{
東
京
)
・
夕
刊
2
0
1
6

年
3

月
引
日
(
木
)

常
総
の
浸
水
地
域

4-
、
，

U
町
・

立
日

a
4
i
昨
年9
月
の
関
東
・
東
北

ι
ι
'
豪
雨
で
、
鬼
怒
川
の
堤
防
が

内
M

決
壇
し
浸
水
被
害
を
受
廿
た

4
2
1
茨
城
県
常
総
市
の
地
域
で
、

W
曲
問
被
災
後
の1
カ
月
聞
に
脳
率

E
E
A
中
で
入
院
し
た
患
者
数
が
前

説
古
河
年
の
ほ
ぼ
同
時
期
と
比
べ
約

引
制
剖
4

倍
に
増
え
て
い
た
と
の
調

E
H
F
査
結
果
を
、
筑
波
メ
デ
ィ
カ

品
主
コ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
(
岡
県
つ

川
V

く
ば
市
)
な
ど
の
チ
l

ム
が

l

割
引
汁ま
と
め
た
。
札
幌
市
で
聞
か轄す詰実ZE務長 3

113iziifiiii 
号車宮室長持52時
民間病院調査精神ストレス影響か
員三宮堤弓番矢定雲し 9 患間昨と
塁、数脳堤にどなが自定票て雪 g

fi e ii;27ii i;f i? 
?21ii113?51ifii 

が
ん
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
実
用
化
に
め
ど

久
留
米
大
(
福
岡
県
久
留

米
市
)
は
日
目
、
研
究
を
進

め
て
い
る
「
が
ん
ペ
プ
チ
ド

ワ
ク
チ
ン
」
に
つ
い
て
、
国

の
医
薬
品
承
認
に
向
け
た
園
田

終
段
階
の
治
験
に
入
り
、
早

げ
れ
ば2
0
1
8

年
度
後
半

に
承
認
申
請
し
て
四
年
度
に

も
実
用
化
す
る
め
ど
が
立
っ

た
と
発
表
し
た
。
承
認
さ
れ

れ
ば
圏
内
初
の
が
ん
ワ
ク
チ

ン
と
し
て
、
保
険
診
慣
の
適

用
対
象
に
な
る
。

が
ん
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン

は
、
が
ん
細
胞
表
面
の
ペ
プ

チ
ド
(
た
ん
ぱ
く
質
の
断
片
)
抗
炎
症
剤
の
み
授
与
し
た
場

を
利
用
し
た
治
療
法
。
患
者
合
と
、
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン

に
注
射
す
る
己
と
で
人
体
の
を
合
わ
せ
て
投
与
し
た
場
合

免
疫
機
能
を
維
持
す
る
「
キ
を
比
べ
た
結
果
、
併
用
し
た

ラ
l
T

細
胞
」
が
活
性
化
し
、
ほ
う
が
生
存
期
聞
が

3

年
3

が
ん
細
胞
を
破
壇
す
る
。
手
カ
月
伸
び
た
と
い
う
。
同
大

術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
綿
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
を
目

次
ぐ
第4
の
治
療
法
と
し
て
指
し
て
閃
年
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

注
目
さ
れ
て
い
る
。
企
業
を
設
立
。
凶
年
か
ら
進

久
留
米
大
は
臨
床
試
験
め
て
い
る
医
薬
品
承
認
に
向

で
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
効
か
け
て
が
ん
患
者
を
対
象
に
実

な
く
な
っ
た
直
後
の
前
立
腺
施
し
て
い
る
治
験
で
も
同
様

が
ん
患
者η
人
を
対
象
に
、
の
成
果
が
期
待
で
き
る
可
能

免
疫
維
持
細
胞
を
活
性
化

久留米大 19年度にも

変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

調
査
し
た
渡
辺
憲
幸
医
師

(
脳
神
経
外
科
)
は
「
被
災

直
後
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が

脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す
危
険

要
因
に
な
り
得
る
と
と
が
謹

付
け
ら
れ
た
。
偉
片
付
り
な

ど
の
心
労
の
影
暫
も
推
測
さ

れ
る
た
め
、
被
災
直
後
は
特

に
被
災
者
へ
の
手
厚
い
ケ
ア

が
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

【五
+
嵐
和
大】

毎

日

(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
悶
日
(
水
)

性
が
あ
る
と
い
う
。

久
留
米
大
は
叩
年
に
ワ
ク

チ
ン
外
来
を
開
設
、
自
由
診

療
で
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
を

投
与
し
て
い
る
が
、
費
用
は

月
額
却
万
ら
却
万
円
。
保
険

適
用
に
な
れ
ば
負
担
は
9

万

円
程
度
に
な
る
と
い
い
、
聞

大
の
山
田
亮・
先
端
癌
治
療

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
(
印
)
は

ご
日
も
早
く
患
者
の
元
に

ワ
ク
チ
ン
を
届
け
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。【中
村
清
雅】

毎2 
0 

皇 I ~
ま|福
ßI 里!
日 I • 

31 事i

91 
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薬
の
成
分保
護
し
て
腫
蕩
に

東
大
、
光
当
て
る
と
分
解

東
京
大
学
の
長
線
輝
行
教
授
、
山
口
哲
志
講
師
ら
は
患
部
に
届
い
た
薬
に
光
を
当
て
る
と
効
果
を
現
す
薬
物
送
達

シ
ス
テ
ム

(
D
D
S
)を
開
発
し
た
。
薬
の
成
分
の
た
ん
ぱ
く
質
を
別
の
た
ん
ぱ
く
質
で
固
め
て
患
部
に
届
け
る
の

で
、
途
中
で
薬
の
成
分
が
分
解
し
て
効
か
な
く
な
っ
た
り
副
作
用
を
起
こ
し
た
り
す
る
心
配
が
少
な
い
。
様
々
な
た

ん
ぱ
く
質
を
選
択
的
に
患
部
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
が
ん
の
治
療
な
ど
に
有
効
と
み
て
い
る
。

が
ん
の
治
療
に
応
用

長
棟
教
授
ら
は
、
薬
の
成
が
バ
リ
ア
!
の
役
割
を
果
た

分
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質
の
表
し
て
、
凝
集
体
は
体
内
に
入

面
に
「
ピ
オ
チ
ン
」
と
い
う
っ
て
も
分
解
さ
れ
に
く
く
な

分
子
を
結
合
。
こ
れ
と
「
ス
る
た
め
、
バ
リ
ア

1

に
守
ら

ト
レ
プ
ト
ア
ピ
ジ
ン
」
と
い
れ
た
薬
の
成
分
の
た
ん
ぱ
く

う
た
ん
ぱ
く
質
を
混
ぜ
る
質
は
分
解
さ
れ
た
り
、
逆
に

と
、
ビ
オ
チ
ン
が
ノ
リ
の
役
毒
と
し
て
働
き
副
作
用
を
起

目
を
し
て
凝
集
体
が
で
き
こ
し
た
り
し
な
く
な
る
。

る
。

ス
ト
レ
プ
卜
ア
ピ
ジ
ン
た
ん
ぱ
く
質
を
血
中
に
投 与

し
患
部
に
届
い
た
後
、
態
き
る
。

部
に
可
視
光
や
紫
外
光
を
あ
自
然
界
で
は
、
主
に
病
気

て
る
と
、
ピ
オ
チ
ン
と
薬
の
の
原
因
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質

た
ん
ぱ
く
質
と
の
結
合
が
切
な
ど
の
中
に
、
凝
集
す
る
こ

れ
、
た
ん
ぱ
く
質
が
薬
と
し
と
で
分
解
さ
れ
に
く
く
な
る

て
働
く
よ
う
に
な
る。
た
ん
ぱ
く
質
が
あ
る
こ
と
が

二
つ
の
た
ん
ぱ
く
質
の
量
わ
か
っ
て
い
る
。
研
究
グ
ル

や
混
ぜ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調lプ
は
こ
の
た
ん
ぱ
く
質
の

節
す
れ
ば
凝
集
体
の
大
き
さ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
、
新

を
自
由
に
制
御
で
き
る。
試
手
法
を
考
案
し
た
。

験
管
で
混
ぜ
る
と
応
分
程
度
た
ん
ぱ
く
質
に
は
、
生
体

で
凝
集
体
を
作
る
こ
と
が
で
内
の
酵
素
で
分
解
さ
れ
る
も

+
志

方し新る
-
せ

一
4
u働で

+
J
 

だ部患一院副
の
や
毒
性
が
強
い
も
の
も
多

く
、
全
て
を
製
剤
化
で
き
な

い
。

腫
療
に
薬
を
選
択
的
に

運
ぷ
リ
ポ
ソl
ム
な
ど
の
微

小
な
カ
プ
セ
ル
に
は
多
く
の

た
ん
ぱ
く
質
は
封
入
で
き
な

か
っ
た。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
細
胞

毒
性
を
持
っ
た
、
サ
ボ
リ
ン

②凝集する①2種類のたんぱく
質をまぜる

ヲ肘
薬のたんぱく 質

与こ

-
• . 一九r

胞
，
也
F

細

-

a
司

カ

• 
を
人
の
大
腸
が
ん
細
胞
の
中

に
入
れ
る
実
験
を
し
た
。
凝

集
さ
せ
た
サ
ボ
リ
ン
を
投
与

し
た
場
合
、
最
初
は
加
%
程

度
の
細
胞
し
か
死
滅
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

光
を
当
て
る
と
死
滅
す
る
細

胞
が
単
独
で
サ
ボ
リ
ン
を
投

与
し
た
と
き
と
同
じ
約
印
%

⑤凝集がなくなり薬の
たんぱく質が働く

ま
で
増
え
た。
今
後
は
、
マ

ウ
ス
で
実
験
し
て
、
分
解
を

防
げ
る
か
検
証
す
る
。

(
荒
牧
寛
人
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
5

日
(
火
)
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悪性中皮腫に効果
す
主
才
少
拾
お
ん
剤
開
発

ん
が
つ
く
っ
た
物
質
「
ス
タ
ウ

ロ
ス
ポ
リ
ン
」
を
、
既
に
開
発

し
て
い
る
ナ
ノ
テ
ク
抗
が
ん
剤

に
封
入
し
、
相
乗
効
果
を
得
た
。

大
き
さ
は
叩Y
M

(l
y
M
は

叩
億
分
の
l
M
)。
が
ん
幹
細

胞
に
よ
り
再
発
や
転
移
の
可
能

性
が
高
か
っ
た
肺
が
ん
や
腎
が

ん
、
す
い
臓
が
ん
に
も
効
果
が

確
認
で
き
て
い
る
と
い
う。

石
綿
は
、1
9
7
0
1

叩
年

代
を
ピ
1

ク
に
輸
入
さ
れ
て
お

り
、
潜
伏
期
聞
が
約ω
年
な
の

で
、
今
後
、
中
皮
腫
の
患
者
数

は
ピ
l

ク
を
迎
え
る
と
予
想
さ

れ
、
か
か
る
と1
年
で
半
数
が

亡
く
な
る
と
い
う
。
薬
が
認
可

さ
れ
る
ま
で
は
数
年
か
か
る
と

い
う
。

研
究
成
果
の
論
文
は
月

内
に
米
国
化
学
会
発
行
の
専
門

誌
に
掲
載
さ
れ
る。(滝

村

「新治療法ヘ有望」

ナ
ノ
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
(
川
崎
市
川
崎
区
殿

町
)
の
片
岡
一
則
セ
ン
タ
ー
長

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
日
目
、

抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
に
耐

性
が
あ
り
、
が
ん
の
再
発
や
転

移
の
元
に
な
る
「
が
ん
幹
細
胞
」

を
狙
い
撃
ち
し
て
消
滅
さ
せ
る

ナ
ノ
テ
ク
抗
が
ん
剤
の
開
発
に

成
功
し
た
、
と
発
表
し
た
。
治

療
法
が
壁
斗
し
て
い
な
か
っ
た

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
に
よ
る

悪
性
申
皮
腫
に
対
す
る
効
果
も

確
認
し
、
「
今
後
患
者
数
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
と
予
墾C
れ
る

悪
性
申
皮
腫
の
新
し
い
治
療
法

と
し
て
有
望
」
(嘉
納
宏
昭
主

幹
研
究
員
。
と
い
う。

グ
ル
ー
プ
は
、
開
発
し
た
薬

を
悪
性
中
皮
腫
に
か
か
っ
た
マ

ウ
ス
に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
全

て
3

カ
月
以
上
の
生
存
が
確
認

さ
れ
、
投
薬
休
止
後
も
半
数
以

上
が
9

カ
月
以
上
再
発
が
見
ら

れ
な
か
っ
た。
片
岡
セ
ン
タ
ー

長
は
「
人
間
で
い
う5
年
生
存

率
に
当
た
る
。

が
ん
細
胞
の
み

な
ら
ず
、
悪
性
度
の
高
い
が
ん

幹
細
幅
を
も
消
滅
さ
せ
、
マ
ウ

ス
を
治
癒
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
」
と
い
う
。

今
回
開
発
し
た
新
規
ナ
ノ
治

療
薬
は
、
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
掌
賞
受
賞
の
大
村
智
さ

認
知
症
予
防
に
効
果

ハンセン病治療薬

誠
)

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
間
日
(
火
)

ハ
ン
セ
ン
病
や
結
核
の
治
療
に
こ
の
薬
が
た
ん
ぱ
く
質
の
働
き
を

使
わ
れ
る
既
存
の
薬
に
、
認
知
症
抑
え
る
と
み
て
い
る
。
リ
フ
ァ
ン

の
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
を
、
大
ピ
シ
ン
は
1
9
6
0

年
代
か
ら
あ

阪
市
立
大
の
富
山
貴
美
准
教
授
ら
る
抗
生
物
質
で
、
結
核
治
療
に
も

が
マ
ウ
ス
の
実
験
で
確
か
め
、
英
使
わ
れ
て
い
る
。

科
学
誌
「ブ
レ
ー
ン
」
に
論
文
を
富
山
准
教
授
は

「人
の
場
合
、

発
表
し
た。

認
知
症
を
発
症
し
て
か
ら
で
は
治

研
究
チ
l
ム
は
、
「リ
フ
ァ
ン

文
療
が
難
し
い
が
、
認
知
症
リ
ス
ク

ピ
シ
ン
」
と
い
う
薬
を
使
う
ハ
ン
論
の
あ
る
人
が
こ
の
薬
を
早
く
か
ら

セ
ン
病
患
者
は
使
わ
な
い
患
者
に
が
使
え
ば
予
防
で
き
る
可
能
性
が
あ

比
べ
、
認
知
症
に
な
る
割
合
が
低
大
る

」
と
話
す。

い
こ
と
に
注
目。

認
知
症
の
状
態
立
横
田
隆
徳
・
東
京
医
科
歯
科
大

に
し
た
マ
ウ
ス
に
、
こ
の
薬
を1

市
教
授
(神
経
内
科
)
の
話
「
今
後

日
l

回
、
1

か
月
間
与
え
た
。
阪
に
期
待
の
持
て
る
成
果
だ

。

脳
疾

プ
ー
ル
を
泳
が
せ
て
足
場
に
た
大
息
の
治
療
研
究

で
は
動
物
で
効
果

ど
り
着
く
ま
で
の
時
聞
を
計
る
実
が
あ
っ
て
も
人
に
は
効
か
な
い
ケ

験
で
記
憶
力
を
調
べ
る
と
、
正
常
1

ス
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
検
証
が

な
マ
ウ
ス
と
同
じ
程
度
に
改
善
し
必
要

」

た
。認

知
症
の
多
く
は
、
脳
内
に
特

定
の
た
ん
ぱ
く
質
が
た
ま
っ
て
、

神
経
細
胞
の
機
能
を
妨
げ
る
の
が

原
因
と
さ
れ
る
。
研
究
チ
l

ム
は
、

読

官
冗(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
4

日
(
月)
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支
持
療
法
臨
床
試
験
ヘ

厚
生
労
働
省
は
、
が
ん
に
伴
う
症
状
、
抗
が
ん
剤
な
ど
の
治
療
に
よ
る
副
作
用
や
後
遺
症
な

ど
に
つ
い
て
、
症
状
の
軽
減
や
予
防
を
目
指
す
治
療
「
支
持
療
法
」
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
と
と
を
決
め
た
。
今
春
か
ら
必
要
な
調
査
・
研
究
を
開
始
し
、
臨
床
認
験
な
ど
を
実

施
し
て
具
体
的
な
治
療
法
を
開
発
す
る
。
治
療
に
取
り
組
む
患
者
の
負
担
軽
減
ゃ
、
日
常
生
活

の
改
善
に
つ
な
げ
る
。

が
ん
治
療
は
、
手
術
、
放
射

線
治
療
、
抗
が
ん
剤
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
治
療
が
実
施
さ
れ る

が
、
副
作
用
や
後
遺
症
な
ど

を
伴
う
乙
と
が
多
い
。
特
に
、

抗
が
ん
剤
で
は
脱
毛
や
し
び

れ
、
皮
膚
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
副
作
用
が
出
る。
副
作
用
の

つ
ら
さ
に
よ
っ
て
、
治
療
が
継

厚労省

続
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
後
遺

症
が
治
療
後
の
生
活
の
支
障
と

な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
患
者
の

悩
み
や
負
担
と
な
る
。
己
れ
ら

を
軽
減
す
る
ケ
ア
を
「
支
持
療

法
」
と
呼
ぶ。
治
療
の
継
続
や

患
者
の
生
活
を
支
え
る
と
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た。

圏
内
で
は
、
支
持
療
法
に
関

カ￡

ん

で
も
妊
娠
に
希
望
を

す
る
研
究
が
少
な
く
、
欧
米
に

比
べ
て
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、

体
や
心
の
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る

緩
和
ケ
ア
と
の
関
係
も
明
確
で

は
な
い
。

研
究
に
は
、
公
募
で
集
ま
っ

た
圏
内
の
複
数
の
医
療
機
闘
が

参
加
す
る
。
医
師
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
ら
が
チl
ム
を
作

り
、
抗
が
ん
剤
に
よ
っ
て
起
き

る
し
び
れ
や
皮
膚
障
害
な
ど
の

副
作
用
を
軽
く
す
る
治
療
法
、

手
術
に
よ
っ
て
リ
ン
パ
液
の
流

れ
が
悪
く
な
っ
て
む
く
む
リ
ン

パ
浮
腫
を
改
善
す
る
リ
ハ
ビ
リ

ゃ
、
体
重
が
減
少
し
た
場
合
の

栄
養
の
取
り
方
の
開
発
が
想
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
副
作
用
が
起

き
る
仕
組
み
の
解
明
も
同
時
に

進
め
る
。

見
が
増
え
た
こ
と
や
、
が
ん
を

患
っ
た
タ
レ
ン
ト
の
報
道
な
ど

で
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
受
け
て
導
入
し
た
。

女
性
は
未
婚
で
も
禾
受
精
卵

が
ん
医
療
が
進
み
、
全
て
の

が
ん
の
診
断
か
ち5
年
後
の
生

存
率
は6
劉
と
な
り
、
が
ん
に

な
っ
て
も
社
会
生
活
に
復
帰
す

る
人
や
通
院
し
な
が
ら
抗
が
ん

剤
治
療
を
受
け
る
患
者
が
増
-
え

て
い
る
。
研
究
期
間
は20
1

8

年
度
ま
で
の
3

年
闘
を
予

定
。
支
持
療
法
に
詳
し
い
田
村

和
夫
・

福
岡
大
医
学
部
教
授
は

「
が
ん
治
療
は
、
が
ん
を
対
象

と
し
た
治
療
と
、
そ
れ
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
支
持
療
法
の
両

輪
が
働
く
と
と
で
う
ま
く
進

む
。
支
持
療
法
は
患
者
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
重
要
だ
」
と
話
す
。

【
細
川
賞
代
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
旧
日
(
水
)

る
検
査
に
費
用
の
半
額
で
最
大

2
5
0
0

円
を
助
成
し
て
い

る
。

さ
ら
に
B

型
肝
炎
や
お
た

ふ
く
か
ぜ
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
を
市
独
自
に
無
料
で
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卵
子
、
精
子
の
凍
結
保
存

い
す
み
市
全
国
初
助
成

い
す
み
市
は
、
が
ん
治
療
の
影
響
で
妊
娠
の
可
能
性
が
消
失
し
な
い
よ
う
精
子
や
卵
子
、

受
精
卵
、
卵
巣
組
織
を
凍
結
保
存
す
る
「が
ん
・
生
殖
医
療
助
成」に
乗
り
出
し
た
。

治

療
費
の
半
額
以
内
で
上
限
却
万
円
。

全
国
の
市
町
村
で
初
め
て
の
試
み

。

担
当
者
は
「若

く
し
て
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

。

将
来
、
妊
娠
で
き
る
希
望
を
も
っ
て
生
活
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る。

7 薬品費用対効果検証
厚労省公表 「オフ。ジーボJなど

厚
生
労
働
省
は
釘
目
、

高
額
な
医
薬
品
な
ど
の
価

格
に
費
用
対
効
果
の
観
点 を

導
入
す
る
仕
組
み
に
闘

し
、
検
討
対
象
と
す
る
医

薬
局
と
医
療
機
器
の
品
目

絡

-E圃盟事弓翻E...................... . 

ソパルデイ

ハーボ二一

価

4万2239円(1錠)
5万4796円(同)

72万9849円 (!曲、1' )
腫

一

炎
色

一

肝
/

…
国
間
ん一ん

型
~/

一

住
が

一が

C
司

態
肺

一乳

ボ
ラ一イ

ジ
サ
プ
ド
オ
カ

費用対効果の検討対象の
主な医薬品と医療機器

名 称 対象の病気

23万5108円(悶)
-圏直車同事i主主椙E.................... .. 

アクティパRC
ジャック

カワスミNajuta胸部ステントクラフトシステム
胸部大動脈溜(りゅう 185万円

ふるえなど 207万円
外傷性軟骨欠領症 208万円

重度大動脈弁狭窄 431万円(きょうさく)症サピ工ン XT

を
公
表
し
た
。
副
高
」

と
判
断
さ
れ
れ
ば
次
回
の

診
療
報
酬
改
定(
2
0
1

8

年
度
)
で
価
格
が
引
き

下
げ
ち
れ
る
。

検
討
対
象
に
な
っ
た
の

は
、
年
間
約3
5
0
0

万

円
か
か
る
と
言
わ
れ
る
抗

が
ん
剤
「
オ
プ
ジ
l

ボ
」

ゃ
、
C

型
肝
炎
治
療
薬
の

「
ソ
パ
ル
デ
イ
」
な
ど
7

医
薬
品
の
ほ
か
、
患
者
の

細
胞
を
体
外
で
培
養
す
る

再
生
医
療
製
品
の
「
ジ
ャ

ツ
ク
」
な
ど5
医
療
機
器

も
選
ば
れ
た
。
同
日
の
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

(
中
医
協
)
の
専
門
吏
冨 市

の
子
育
て
支
援
政
策
の
一

環
。

市
健
康
高
齢
者
福
祉
課
に

よ
る
と
、
が
ん
治
療
で
放
射
線

療
法
や
化
学
療
法
を
受
け
る
と

妊
娠
す
る
可
能
性
が
低
く
な
る

ケ
l

ス
が
あ
る
と
い
う
。

検
査

精
度
の
発
達
で
が
ん
の
早
期
発

で
了
家
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
既
存
晶
と
比

べ
て
優
れ
た
効
果
が
あ
る

一
方
で
、
価
格
が
高
か
っ

た
り
、
売
上
高
か
大
き
か

っ
た
り
し
て
い
る
。
今
後
、

製
造
企
業
の
自
己
分
析
に

加
え
、
厚
労
省
も
制
声
量

業
か
ら
デl
タ
の
提
供
を

受
け
て
分
析
と
評
価
を
行

う
。
そ
の
結
果
、
「
費
用

対
効
果
が
惑
い
」
と
評
価

さ
れ
れ
ば
効
果
に
見
合
う

価
格
に
引
き
下
げ
る
。

厚
労
省
は
、
今
回
は
「
試

行
的
導
入
」
と
し
て
お
り
、

国
年
度
以
降
の
本
格
導
入

に
向
け
、
対
象
品
目
の
選

と
卵
巣
組
織
の
凍
結
、
卵
巣
組

織
の
移
植
に
対
し
て
助
成
が
受

け
ら
れ
る。
既
婚
の
場
合
の
み

受
精
卵
の
凍
結
も
合
ま
れ
る
。

男
性
は
既
婚
、
未
婚
を
間
わ
ず

精
子
凍
結
が
可
能
だ
。

年
齢
制

限
は
な
く
、
医
師
が
認
め
た
ケ

ー
ス
の
み
対
象
と
な
る
。

が
ん

治
療
後
に
は
、
岡
市
の
不
妊
治

療
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と

も
で
き
る。

岡
市
は
子
育
て
支
援
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
県
内
で
初
め
て

新
生
児
の
聴
覚
異
常
を
発
見
す

定
基
準
や
評
価
体
制
な
ど

に
つ
い
て
引
き
続
き
議
論

行
っ
て
お
り
、
「子
育
て
環
境

の
良
べ
注
乞
ア
ピ
ー
ル
し
て
若
い

人
の
流
出
に
歯
止
め
を
掛
け
た

い
」
と
し
て
い
る。

県
内
で
は
鴨
川
市
内
の
病
院

で
精
子
や
卵
子
な
ど
を
凍
結

保
存
す
る
治
療
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ
は

同
課
8
0
4
7
0

(6
2

)
1

1よ
R
u
n
L
。

千
葉

日

報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
辺
目
(
金
)

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

1
9
9
0

年
代
初
め
に
豪

州
で
導
入
さ
れ
、
英
国
や

カ
ナ
ダ
、
韓
国
な
ど
も
取

り
入
れ
て
い
る
。

医
療
費
は2
0
1
3

年

2

倍
な
ら
「
費
用
対
効
果
度
に
初
め
て

ω
兆
円
を
突

が
悪
い
」
と
し
て
価
格
を
破
し
た
。
医
療
の
高
度
化

下
げ
る
。
は
、
高
齢
化
と
と
も
に
医

医
薬
局
な
ど
は
安
全
性
療
保
険
財
政
に
大
き
な
影

や
有
効
性
な
ど
が
確
認
さ
鵬
首
を
与
え
る
。
今
回
の
措

れ
、
保
険
適
用
が
決
ま
る
置
を
き
っ
か
け
に
、
限
ら

と
、
価
格
は
ほ
ぼ
2

年
に
れ
た
財
源
を
ど
う
活
用
す

1

回
の
診
療
報
酬
改
定
で
る
の
か
、
社
会
全
体
で
の

市
場
の
実
勢
価
格
の
動
き
慎
壷
な
議
論
が
求
め
ら
れ

に
合
わ
せ
て
改
定
さ
れ
る
て
い
る
。
【細
川
貴
代】

だ
け
で
、
効
果
と
見
合
う

か
ど
う
か
は
考
慮
さ
れ
て

と
な
か
っ
た
。

一
方
、
海
外
で
は
既
に

費
用
対
効
果
に
よ
る
評
価

す
る
。

【野
田
武
】

「

コ
ス
ト

意
識
」
導
入
狙
い

和
船

J
国
が
高
額
な

「清
司
医
薬
品
や
医
療

機
器
の
価
格
に
「
費
用
対

効
果
」
に
よ
る
評
価
を
導

入
す
る
の
は
、
薬
価
に
「
コ

ス
ト
意
識
」
を
持
た
せ
る

狙
い
が
あ
る
。

費
用
対
効
果
に
よ
る
評

価
は
、
例
え
ば
、
高
価
な

抗
が
ん
剤
を
使
用
す
る
と

と
で
健
康
状
態
や
生
活
の

貿
が
ど
れ
だ
け
改
善
す
る

か
、
類
似
の
効
果
を
持
つ

既
存
薬
と
比
較
す
る
。
効

果
は
同
じ
な
の
に
値
段
が

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4
月
沼
田
(
木
)
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保
険
が
利
く
治
療
と
利
か
な
い
最
先
端
の
治
療
を
組
み
合
わ

せ
た
混
合
診
療
の
規
制
を
緩
め
る
「
患
者
申
し
出
療
養
」
が

4

月
に
始
ま
っ
た。
厚
生
労
働
省
は
は
目
、
対
象
と
な
る
治
療
の

安
全
性
や
有
効
性
を
審
査
す
る
評
価
会
議
の
初
会
合
を
開
催

。

近
く
の
医
療
機
関
で
最
先
端
医
療
を
索
早
く
受
け
ら
れ
る
態
勢

が
整
っ
た
が
、
課
題
も
残
る
。

評
価
会
議
初
会
合

評
価
会
議
は
学
識
経
験
者
や

患
者
団
体
の
代
表
な
ど
国
人
で

構
成
さ
れ
る。
こ
の
日
は
対
象

外
と
な
る
治
療
な
ど
に
つ
い
て

議
論
し
た。

混
合
診
療
は
保
険
が
利
く
部

分
も
含
め
て
全
額
が
患
者
の
自

己
負
担
だ
が、
先
進
医
療
な
ど

に
限
っ
て
保
険
適
用
の
診
療
部

分
に
保
険
が
利
く
。

た
だ
、
治

療
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

の
判
断
に
3
5
6

カ
月
か
か

る
。患

者
申
し
出
療
養
の
制
度
で

は
、
評
価
会
識
が
申
請
を
受
け

て
か
ら
原
則6
週
間
以
内
に
治

療
の
可
否
を
判
断
す
る
。

国
内

で
未
承
認
の
薬
や
治
療
法
の
ほ か

、
承
認
済
み
の
薬
を
別
の
病

気
に
使
う
ケl
ス
を
想
定。

国

内
で
使
っ
た
前
例
が
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
短
い
原
則2
週
間
で
治

療
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
。

た
だ
、
関
係
者
は
申
請
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
点
を
指
摘
す

る
。

患
者
は
か
か
り
つ
け
医
に 相

談
し
な
が
ら
受
け
た
い
治
療

の
情
報
を
自
ら
集
め
る
こ
と
に

な
る
が
、
治
療
法
を
知
る
た
め

の
情
報
提
供
の
仕
組
み
が
ま
だ

襲
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。

申
請
に
必
要
な
実
施
計
画
曾

を
つ
く
る
臨
床
研
兜
中
核
病
院

の
一
つ
、
名
古
屋
大
学
病
院
の

担
当
者
は
「
エ
ビ
デ
ン
ス
(
根

拠
)
が
あ
る
程
度
は
っ
き
り
し

た
治
療
法
で
な
い
と
準
備
を
進

め
ら
れ
な
い
」
と
話
す。
計
画

を
つ
く
る
こ
と
を
決
め
て
も
、

院
内
の
倫
理
審
査
な
ど
を
考
慮

す
る
と
半
年
か
ら1
年
ほ
ど
か

「
原
則
2

週
間
」

患者申し出..の流れ

"-iI!I1~;{ìJ~j仰向

「
原
則
6
週
間
」

か
る
と
い
う
。

高
額
な
費
用
も
課
題
だ
。

国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
試
算

で
は
、
欧
米
で
承
認
さ
れ
て
い

る
未
承
認
薬
(
必
品
目
)
を

1

カ

月
使
う
と
、
最
高
で2
千
万
円

弱
、
平
均
で2
0
0

万
円
以
上

か
か
る
。
同
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
の
米
盛
勧
・
薬
事
管
理
室
長

は
「
患
者
の
選
択
肢
は
広
が
っ

た
と
言
え
る
が
、
自
ら
治
療
法

を
探
し
て
高
額
な
医
療
費
を
負

担
で
き
る
人
は
限
ら
れ
る。

選

択
肢
と
し
て
優
先
順
位
は
高
く

な
い
だ
ろ
う
」
と
み
て
い
る
。

患
者
申
し
出
療
養
は
政
府
の

規
制
改
革
会
議
が
混
合
診
療
の

「
全
面
解
禁
」
を
求
め
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
厚
労
省
は
受

け
身
の
立
場
だ。
従
来
の
先
進

医
療
の
前
例
を
麟
襲
し
た
ル
ー

ル
も
目
立
ち
、
患
者
団
体
か
ら

は
「
ど
こ
が
違
う
の
か
わ
か
ら

な
い
」
と
の
声
も
漏
れ
る

。

厚
労
省
の
担
当
者
は
「
安
全

性
や
有
効
性
を
重
視
す
れ
ば
、

先
進
医
療
と
同
じ
よ
う
な
仕
組

み
に
な
る
の
は
あ
る
意
味
で
当

然
。
ど
の
よ
う
な
人
が
使
う
か

様
子
を
見
な
が
ら
使
い
や
す
い

制
度
に
し
て
い
く
」
と
す
る
。

(小
泉
浩
樹)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
沼
田
(
金
)

未
承
認
薬
リ
ス
ト
公
開

医
薬
品
機
構
重
病
患
者
の
治
験
参
加
受
け

独
立
行
政
法
人
「医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
織
」
は
む
目
、

未
承
認
の
治
験
薬
リ
ス
ト
を
公

開
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
、
が

ん
な
ど
の
重
い
病
気
で
有
効
な

治
療
法
が
な
い
患
者
に
対
し
、

人
道
的
な
見
地
か
ら
未
承
認
薬

の
治
験
に
参
加
で
き
る「拡
大

治
験
」
制
度
を
創
設
し
た
こ
と

に
伴
う
措
置
。

リ
ス
ト
に
は
、
製
薬
会
社
か

ら
報
告
の
あ
っ
た6
1
5

件
の

治
験
情
報
が
密
か
れ
て
お
り
、

患
者
と
主
治
医
は
問
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
l

ジ
を
見
て
、
製
薬
会

社
に
拡
大
治
験
の
実
施
を
要

望
。

製
薬
会
社
が
参
加
の
是
非

を
判
断
す
る。
拡
大
治
験
は
、

受
け
て
き
た
治
療
や
病
状
な
ど

か
ら
通
常
の
治
験
の
対
象
外
と

さ
れ
た
患
者
も
参
加
で
き
る
。

通
常
の
治
験
が
終
わ
り
、
国
の

承
認
待
ち
に
な
っ
て
い
る
薬
も

対
象
に
な
る。
製
薬
会
社
が
拡

大
治
験
を
行
わ
な
い
判
断
を
し

た
場
合
、
患
者
は
主
治
医
を
通

じ
て
厚
労
省
に
不
服
申
し
立
て

が
で
き
、
省
内
の
有
識
者
に
よ

る
検
討
会
議
が
協
議
す
る
。

6
1
5

件
中
、
分
子
糠
的
薬

や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
薬
な
ど
の
が
ん
治
療
薬
が
約

2
0
0

件
を
占
め
た
。
治
験
の

情
報
は
毎
月
末
に
更
新
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
l

ジ
(Z
H
H
U
回
一ミ

若
者
巧
U
E
S
P
・
問
。
』
円
三
『
巾
三

虫
干
臼
巾
円
〈
-
口
市
印
与
ユ
巴
乏
D
O
H

m
・3
百
己

)に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

未
承
認
薬
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
先
の
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
る。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
1

日
(
金
)
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案法究研床臨
降
圧
剤
パ
ル
サ
ル
タ
ン
(
商

品
名
デ
ィ
オ
パ
ン
)
の
臨
床
訟

験
疑
惑
を
受
砂
、
厚
生
労
働
省

が
検
討
し
て
き
た
「
臨
床
研
究

規
制
法
案
」
の
全
容
が
判
明
し

た
。

臨
床
試
験
に
関
す
る
製
薬

企
業
な
ど
か
ら
研
究
機
関
へ
の

資
金
提
供
の
公
開
義
務
で
は
、

公
開
対
象
を
当
初
検
討
し
て
い

た
研
究
責
任
者
へ
の
奨
学
寄
付

金
や
研
究
開
発
費
に
加
え
、
講

師
謝
金
や
原
稿
執
筆
料
な
ど
に

も
拡
大
す
る。
ま
た
、
デ
ー
タ

験
を
行
う
研
究
責
任
者
は
国
が

認
定
す
る
第
三
者
委
員
会
に
実

施
計
画
曾
を
提
出
し
、
審
査
を

義
務
付
け
る。
そ
の
上
で
研
究

者
に
対
し
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
を

防
ぐ
た
め
、
鼠
験
途
中
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
終
了
時
の
監
査
、

企
業
側
か
ら
の
資
金
提
供
な
ど

利
益
相
反
の
管
理
、
デ
ー
タ
保

存
な
ど
を
緩
務
付
け
る
。

国
の

某
準
に
違
反
し
た
場
合
、
厚
労

相
が
中
止
を
命
令
で
き
、
最
高

懲
役
3

年
、
罰
金3
0
0

万
円

の
罰
則
も
定
め
る
。

パ
ル
サ
ル
タ
ン
の
臨
床
試
験

疑
惑
で
は
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が

判
明
し
た
鼠
験
を
行
っ
た
大
学 研

究
室
に
販
売
元
の
製
薬
企
業

か
ら
多
額
の
奨
学
寄
付
金
が
提

供
さ
れ
て
い
た
。【河
内
敏
康】

抜
け
穴
な
い
対
策

信
頼
回
復
に
必
要

恥
劃
一
護
憲
医
療
機

品
巳
鰭
な
ど
の
臨
床
抵
験

に
つ
い
て
、
開
発
企
業
が
研
究

者
側
に
提
供
し
た
奨
学
寄
付
金

や
講
師
謝
金
な
ど
の
公
開
を
義

務
付
け
た
の
は
、
企
業
か
ら
多

額
の
資
金
提
供
を
受
け
た
抵
験

で
都
合
の
良
い
結
果
を
出
す
デ

ー
タ
改
ざ
ん
が
見
つ
か
り
、
国

民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
降
圧

剤
ハ
ル
サ
ル
タ
ン
の
臨
床
猷
験

疑
惑
の
反
省
が
あ
っ
た
か
ら

だ
今
回
の
法
案
に
よ
っ
て
、
研

究
者
と
企
業
の
カ
ネ
を
巡
る
関 係

が
透
明
化
し
、
不
正
の
抑
止

に
つ
な
が
る
と
と
が
期
待
さ
れ

る
。

パ
ル
サ
ル
タ
ン
疑
惑
を
巡

っ
て
は
、
京
都
府
立
医
大
や
東

京
慈
恵
会
医
大
な
ど
全
国
5

大

学
が
行
っ
た
、
パ
ル
サ
ル
タ
ン

の
新
た
な
効
果
を
調
べ
る
臨
床

鼠
験
の
多
く
で
デ1
タ
改
ざ
ん

が
見
つ
か
っ
た。
さ
ち
に
紙
験

を
実
施
し
た
研
究
室
に
対
し
、

販
売
元
の
ノ
パ
ル
ティ
ス
フ
ア

l

マ
か
ら
計
日
億
円
を
超
え
る

奨
学
寄
付
金
が
提
供
さ
れ
猷
験

が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
事
実
を
論
文
で
明
ら

か
に
し
て
い
な
か
っ
た
大
学
も

あ
っ
た
た
め
、
疑
惑
が
さ
ら
に

膨
ち
ん
だ
経
緯
が
あ
る
。

今
回
、
国
が
講
師
謝
金
や
原

稿
執
筆
料
に
ま
で
情
報
公
開
の

範
囲
を
広
げ
た
の
は
、
臨
床
鼠

験
を
行
っ
た
研
究
者
が
、
資
金

を
提
供
し
た
企
業
羊
雇
の
開
演

会
や
医
学
系
雑
誌
な
ど
で
猷
験

結
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ケ
ー

ス
が
し
ば
し
ば
あ
る
た
め
だ
。

一方
、
企
業
か
ら
財
団
な
ど
を

経
由
し
て
研
究
者
に
資
金
提
供

さ
れ
た
り
し
た
場
合
な
ど
は
法

案
の
規
制
対
象
外
に
な
る
と
み

ら
れ
る
。

企
業
側
か
ら
提
供
さ

れ
る
飲
食
な
ど
の
接
遇
貨
も
対

象
外
だ。
医
療
へ
の
信
頼
を
回

復
す
る
た
め
に
も
、
国
に
は

「
抜
け
穴」の
な
い

一周
の
対
策

が
求
め
ら
れ
る。
【河
内
敏
康】

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

不
正
監
視
義
務
付
け

改
ざ
ん
を
防
ぐ
た
め
試
験
途
中

で
デ
l

タ
が
カ
ル
テ
と
一
致
し

て
い
る
か
確
認
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
を
研
究
者
側
に
義
務

付
げ
る
。
今
通
常
国
会
に
提
出

し
、
法
案
成
立
を
目
指
す
。

厚
労
省
が
釘
目
、
自
民
党
の

厚
生
労
働
部
会
で
示
し
た
。

法

案
に
よ
る
と
、
資
金
提
供
し
た

製
薬
企
業
の
製
品
を
使
っ
た
臨

床
試
験
や
未
承
認
薬
な
ど
を
使

っ
た
臨
床
試
験
を
「
特
定
臨
床

研
究
」
と
規
定。
こ
う
し
た
鼠

2
0
1
6

年
4

月
羽
田

(
木
)
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暦に合わせて治療

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
(
静
岡
県
長

泉
町
)
の
河
津
桜
は
、2
月
末
に
は

満
開
の
時
を
迎
え
ま
す
。
病
院
で
は

毎
年
、1
0
0
0

人
の
患
者
の
方
の

最
期
を
み
と
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
患
者
に
最
後
の
桜
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、10
0

本
あ

ま
り
の
早
咲
き
の
桜
を
院
内
の
庭
園

に
植
え
ま
し
た。
都
心
の
病
院
か
ち

転
院
し
て
き
た
人
が
、
真
っ
白
な
富

士
山
を
背震
に
し
た
桜
の
中
、
「
残

さ
れ
た
時
閣
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て

い
く
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
年
老
い
た

桜
守
が
天
候
不
順
で
開
花
が
遅
れ
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
異
論
を

唱
え
て
い
ま
し
た。
「
桜
は
自
然
の

摂
理
を
も
と
に
開
花
の
時
期
を
決
め

る
。

入
閣
の
暦
に
合
わ
せ
咲
く
わ
け

で
は
な
い。
暦
に
合
わ
な
い
の
は
自

然
が
惑
い
の
で
は
な
く
、
人
間
の
暦

の
出
来
が
悪
い
の
だ
。

桜
が
咲
く
時

期
が
本
当
の
春
の
紡
れ
だ
」
と
。

自 ‘ --、

山
口

建
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長

が
ま
ま
の
姿
で
あ
る
自
然
の
麿
が
優

先
さ
れ
ま
す。
若
い
う
ち
は
、
年
齢

と
体
や
心
の
状
視
と
の
聞
に
は
大
き

な
隔
た
り
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

年
を
取
る
に
つ
れ
違
い
が
出
て
き
ま

す
。
周
り
の
高
齢
者
を
見
て
も
、
若

く
見
え
る
人
、
老
け
た
人
、
年
相
応

に
見
え
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

。

外
見
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
命
に

関
わ
る
病
気
の
場
合
は
、
体
や
心
の

老
化
度
の
見
極
め
が
大
切
で
す
。

が

ん
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
1

位
を

占
め
、
全
体
の7
割
が
白
歳
以
上
で

診
断
さ
れ
る
高
齢
者
世
代
の
病
気
で

す
。

さ
ら
に
、
全
体
の4
割
は
百
歳

以
上
、
「
後
期
高
齢
者
」
に
当
た
り

ま
す。
が
ん
の
種
類
も
い
ろ
い
ろ
で
、

皮
膚
が
ん
や
乳
が
ん
の
よ
う
に
体
の

表
面
に
近
い
が
ん
は
あ
ま
り
年
齢
を

気
に
せ
ず
治
療
し
ま
す
が
、
消
化
器

系
の
が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
、
厳
し
い

治
療
が
必
要
な
場
合
に
は
、
体
や
心

の
老
化
度
を
し
っ
か
り
把
糧
し
な
い

療
法
を
選
び
ま
す。
そ
の
た
め
、
医

療
ス
タ
ッ

フ
は
、
最
新
の
医
療
技
術

を
用
い
て

一人
一人
の
休
や
心
の
状

祝
を
把
握
し
な
がら、

「立
ち
居
振

る
舞
い
」
に
も
注
目
し
ま
す
。

「
身
の

回
り
の
と
と
を
自
分
で
で
き
る
か
、

同
年
齢
の
健
康
人
と
比
べ
て
体
の
動

き
は
ど
う
か
、
説
明
を
理
解
で
き
る

か
」
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

外
科
医
に
は
「F
フ
ァ
ク
タ
ー
」

を
重
視
す
る
医
師
も
い
ま
す
。

「F
」

は
「
f
a
c
e
(顔
)
」
の
と
と
で
、

「F
フ
ァ
ク
タ
ー
」
は「顔
つ
き」

室
思
昧
し
ま
す
。

全
身
状
態
に
難
が

あ
り
治
療
に
迷っ
た
と
き
、
「顔
つ

き
」
が
しっ
か
り
し
て
い
れ
ば
積
極

的
な
治
療
に
踏
み
切
る
よ
う
で
す

。

あ
る
老
人
会
で
、2
人
の
叩
歳
前
後

の
お
年
寄
り
か
ら
「
自
分
た
ち
は
し

ば
ら
く
前
に
肺
が
ん
で
手
術
を
受

けん

1950年三重県生まれ。 74年慶

応大卒。 国立がんセンター (現 ・

国立がん研究センター) 研究所

副所長などを務め99~2005年ま

で宮内庁御用掛を兼務し2002年

から現職。 周年から厚生労働省

がん拠点病院検討会委員、 15年

からがん対策推進協議会委員。

aw 

ド
ク
ト
ル
の

やまぐち

齢
は
、
多
く
の
企
業
人
や
公
務
員
に

と
っ
て
定
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り

ま
す。
し
か
し
、
農
業
や
漁
業
、
林

業
の
よ
う
な1
次
産
業
の
人
、
商
店

や
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
、
医
師
や
弁
護

士
な
ど
の
専
門
職
、
さ
ら
に
家
事
な

ど
は
体
が
続
く
限
り
働
く
と
と
が
多

い
と
思
い
ま
す。
定
年
制
度
は
、
加

万
年
と
い
う
長
い
人
類
の
歴
史
の
中

で
、
た
か
だ
か
と
の10
0

年
で
生

ま
れ
た
制
度
で
す。
そ
れ
を
人
生
の

一
区
切
り
と
し
て
前
向
き
に
受
げ
止

め
る
人
が
い
る
一
方
、
定
年
を
越
え

て
働
く
こ
と
は
肩
男
が
狭
い
と
い
う

人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

同
じ
場
所

で
は
働
け
な
く
て
も
、
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
た
仕
事
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
、
趣
味
な
ど
で
、
人
生
へ
の
挑
戦

を
続
け
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

超
高
齢
社
会
の
今
、
働
け
る
聞
は

立
ち
居
振
る
舞
い
や
顔
つ
き
に
気
を

配
り
な
が
ら
元
気
で
働
き
、
社
会
に

貢
献
し
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た

新聞社以外の許諸も得た上で縄載しております.
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自然の

然
に
は
自
然
の
麿
が
あ
り
ま
す
。
春

夏
秋
冬
の
大
き
な
枠
組
み
は
あ
っ
て

も
、
細
部
は
年
に
よ
っ
て
自
由
自
在

に
伸
び
縮
み
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

む
。

と
、
思
わ
ぬ
合
併
症
や
後
遺
症
、
副

作
用
で
患
者
の
皆
さ
ん
に
苦
し
い
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

治
療
の
基
本
は
、
国
内
外
の
デ
ー

タ
か
ら
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
最

善
の
結
果
が
期
待
で
き
る
「
標
準
治

療
」
で
す
。
し
か
し
、
体
や
心
の
状

視
に
難
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
治
る
可

能
性
が
劣
っ
て
も
負
担
の
少
な
い
治

け
、
今
は
順
調
に
暮
ら
し
て
い
る
」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
お
二

人
と
も
す
が
す
が
し
い
顔
つ
き
で
し

た
。人

は
、
年
を
取
り
、
い
つ
か
は
社

会
活
動
を
減
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
ご
う
い
う
時
も
、
人
閣
の

暦
よ
り
自
然
の
麿
を
信
じ
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。m
s
白
歳
と
い
う
年

医
療
で
も
、
入
閣
の
暦
を
元
に
し

た
年
齢
よ
り
は
、
患
者
の
方
の
あ
る

医
療
の世
界
に
「
笑
い
」

を
と
り
入
れ
た
先
駆
者

は
、
映
画
「
パ
ッ
チ
・
ア

ダ
ム
ス
」
で
知
ら
れ
る
米

国
の
医
師
ハ
ン
タ
ー
・
ア
ダ
ム
ス

さ
ん
だ
。

ユ
ー
モ
ア
が
心
の
健
康
を
取
り

戻
し
、
病
気
に
も
い
い
影
響
が
あ

る
と
考
え
、
患
者
を
笑
わ
す
取
り

組
み
を
始
め
た
。
映
画
で
は
、
小

児
病
棟
の
子
ど
も
た
ち
に
道
化
師

の
姿
で
接
し
て
い
た
。

回
歳
以
上
に
つ
い
て
、
笑
い
と

健
康
の
関
係
を
調
べ
た
の
は
東
大

大
学
院
の
近
藤
尚
己
准
教
授
(
保

健
社
会
行
動
学
)
で
あ
る
。
高
齢
者

の
男
女2
万
人
以
上
を
対
象
に
し 最

近
笑
っ
て
ま
す
か
?

'J<~急…u 中村 秀明
た
大
が
か
り
な
分
析
は
珍
し
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
脳
卒
中
の

治
療
中
か
後
遺
症
が
あ
る
」
と
答

え
た
人
で
、
日
々
の
生
活
で
ほ
と

ん
ど
笑
わ
な
い
人
と
、
ほ
ぼ
毎
日

笑
う
人
と
を
比
べ
る
と
、
笑
わ
な

い
と
い
う
人
の
割
合
が
1

・
6

倍

高
か
っ
た
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
笑
わ
な
い
人

で
、
現
在
の
健
康
状
態
が
「
あ
ま

り
良
く
な
い
」
「
良
く
な
い
」
と

答
え
た
人
は
、
ほ
ぼ
毎
日
笑
う
人

よ
り
も
男
性
で1
・

日
倍
、
女
性

は
1

・

m
m倍
多
か
っ
た
。
女
性
の

落
差
が
大
き
い
の
は
、
女
性
は
普

段
か
ら
よ
く
笑
っ
て
い
る
人
が
多

く
、
笑
わ
な
い
人
と
の
差
が
明
確

に
出
た
と
み
ち
れ
る
。

近
藤
さ
ん
は
「
笑
う
人
は
健
康

に
あ
ま
り
問
題
を
抱
え
て
お
ら

ず
、
ま
た
健
康
な
人
ほ
ど
笑
う
の

だ
ろ
う
と
推
測
で
き
た
が
、
と
れ

ほ
ど
の
差
は
予
想
外
だ
っ
た
」
と

語
る
。
と
れ
で
「
笑
え
ば
健
康
に

な
る
」
「
笑
い
で
病
気
を
予
防
で

き
る
」
と
医
学的
な
結
論
づ
り
は

で
き
な
い
が
、
軽
視
で
き
な
い
関

係
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
調
査
で
気
に
か
か

っ
た
点
が
あ
る
。

「
ほ
と
ん
ど
笑
わ
な
い
」
と
い

う
人
の
存
在
だ
。
質
問
は
笑
い
の

頻
度
と
し
て
、
ほ
ぼ
毎
日
マ
還
に

1
3
5

回
マ
月
に1
3
3

回
マ
ほ

と
ん
ど
な
いー
ー
の
四
つ
の
選
摂

肢
で
尋
ね
た
。
だ
か
ら
「
畳
近
、

笑
っ
た
お
ぼ
え
が
ま
る
で
な
い
」

と
い
う
と
と
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
人
が
男
性
でm%
も
、

女
性
は5
め
い
た
。
考
え
て
み
れ

ば
、
ひ
と
り
暮
ら
し
だ
っ
た
り
、

家
族
を
介
護
し
て
い
た
り
す
る
場

合
に
は
、
笑
う
機
会
が
乏
し
い
か

も
し
れ
な
い
。

東
大
の
調
査
は
「
ど
ん
な
時
に

よ
く
笑
う
か
」
も
聞
い
て
い
る
。

夫
婦
で
話
す
時
、
友
人
や
孫
ち
と

色
、
社
会
全
体
で
し
っ
か
り
支
え
て

も
ら
う
と
い
う
仕
組
み
を
構
築
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
1
6

年
4

月
3

日

(日
)

接
し
て
い
る
時
と
答
え
た
人
は
、

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
マ
ン
ガ
な
ど

を
見
て
い
る
時
と
い
う
人
よ
り

も
、
笑
い
と
健
康
の
関
係
が
は
っ

き
り
読
み
取
れ
た
。
笑
い
の
「
曹

は
、
だ
れ
か
と
一
緒
に
い
て
笑
う

と
と
で
高
ま
る
の
だ
ろ
う
。

人
に
力
を
与
え
る
の
は
人
し
か

い
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
に
笑
い
は

伝
染
す
る
と
も
い
う
。
面
白
い
話
、

笑
え
そ
う
な
話
を
身
近
な
人
に
し

て
み
ょ
う
か
。
(
論
説
委
員)

毎

日

(東
京
)
・

朝
刊

2

0
1

6

年
3

月

お
日

(
水
)
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小
頭
症
ジ
カ
熱
、
か
原
因

米
疾
病
セ
ン
タ
ー
が
結
論

【ワ
シ
ン
ト
ン
H

三
井
誠
】

ジ
力
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
(
ジ
カ

熱
)
圏
が
流
行
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
で
頭
が
小
さ
い
「
小
頭
症
」

の
赤
ち
ゃ
ん
が
多
く
生
ま
れ
て

い
る
問
題
で
、
米
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー

(C
D
C

)
は
回
目
、

「
ジ
カ
熱
の
感
染
が
小
頭
症
の

原
因
と
結
論
で
き
る」
と
発
表

し
た
。

こ
れ
ま
で
関
連
が
疑
わ

れ
て
き
た
が
、
因
果
関
係
が
公

国ジ力ウイルス感染症(ジカ熱)
ジカウイルスを持つ蚊に刺

されることなどで感染し、発熱や
発疹、関節痛などの症状が表れる。
症状が表れない人も 8 智jいる。 ワ
クチンや治療薬はなく 、通常は数
日から 1 週間程度で治る。 性交渉
による感染例も報告されている。

つ
な
が
る
条
件
や
、
ウ
イ
ル
ス

が
も
た
ら
す
小
頭
症
以
外
の
影

響
の
解
明
な
ど
を
指
摘
し
て
い

る
。

世
界
保
健
機
関(W
H
O
)

は
2

月
1

日
、
ジ
カ
熱
の
感
染

拡
大
を
受
け
、
「国
際
的
な
公

衆
衛
生
上
の
緊
急
事
般」
を
宣

言
し
た
。

W
H
O
に
よ
る
と
2

0
0
7

年
以
降
、
回
か
国
・
地

域
(今
月
6

日
時
点
)
で
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

読

宮
冗
(
東
京
}
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月

M
日
(
木
)

ジ
カ
熱

一
次
感
染
リ
ス
ク
制
第

中
南
米
で
流
行
し
て
い
るジ

カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症(
ジカ
熱
)

に
つ
い
て
、
海
外
で
感
染
し
た

人
が
帰
国
後
、
他
人
に
ウ
イ
ル

ス
を
う
っ
す
二
次
感
染
の
可
能

性
は
m
-
6

%
と
の
推
計
を
北

海
道
大
学
の
西
浦
博
教
授
(理

論
疫
学
)
ら
の
チ
l

ム
が
ま
と

め
、
英
科
学
誌
に
発
表
し
た。

西
浦
教
授
は
「圏
内
で
感
染
が

起
き
る
可
能
性
は
低
い。
妊
婦

が
流
行
地
媛
へ
渡
航
し
て
感
染

す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
力
を
入

れ
る
べ
き
だ」
と
指
摘
す
る。

ジ
カ
熱
は
主
に
、
感
染
者
の

血
を
吸
っ
た
蚊
が
別
の
人
を
刺

す
こ
と
で
感
染
す
る。

ブ
ラ
ジ
ル
の
最
近
の
流
行
状

的
に
確
認
さ
れ
た。

え
る
こ
と
が
実
験
で
確
認
さ
れ

C
D
C

の
ト
ム
・

フ
リ
l

デ
た
ー
ー

な
ど
を
根
拠
に
結
論
付

ン
所
長
は
「
ジカ
熱
の
感
染
が
け
た。

広
が
る
な
か
、
重
要
な
転
換
点
論
文
は
今
後
の
課
題
と
し

を
迎
え
た
」
と
指
摘
し
た。
妊
て
、
妊
婦
が
感
染
し
た
場
合
に

婦
へ
の
啓
発
や
、ジ
カ
熱
を
媒
小
頭
症
の
赤
ち
ゃ
ん
の
出
産
に

介
す
る
蚊
の
駆
除
な
ど
の
対
策

を
強
化
す
る
と
い
う。

国
内
5

月
以
降
注
意
を
蚊
が
活
動

C
D
C

の
研
究
チl
ム
は
、

日
日
の
米
医
学
誌「
ニ
ュ
l

イ
国
内
で
は
今
年
2

月
以
降
、
は
日
本
の
却
倍
に
上
る
と
の
推

ン
グ
ラ
ン
ド
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
中
南
米
に
滞
在
歴
の
あ
る4
入
計
も
あ
る
。

オ
プ
・

メ
デ
ィ
シ
ン」
に
論
文
に
ジ
カ
熱
感
染
が
確
認
さ
れ
て
厚
生
労
働
省
は
、
妊
婦
の
流

を
発
表
し
た。
そ
の
中
で
、
最
い
る。
別
の
人
へ
の
二
次
感
染
行
地
域
へ
の
渡
航
を
控
え
る
よ

新
の
研
究
成
果
を
網
線
的
に
は
起
き
て
い
な
い
が
、
蚊
が
活
う
呼
び
か
け
て
い
る

。

流
行
地

分
析
し
た
結
果
、①
小
頭
症
の
動
を
始
め
る5
月
以
降
は
注
意
繊
へ
の
渡
航
腹
が
あ
り
、
症
状

赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
た
母
親
が
必
要
だ。
日
本
で
の
小
頭
症
が
疑
わ
れ
る
妊
婦
は
日
本
感
染

は
、
特
定
の
妊
娠
時
期(初
期
の
発
症
率
は
1

万
人
に
1

人
症
学
会
の
協
力
医
療
機
関
の
受

i

中
期
)
に
ジ
カ
熱
に
感
染
し
で
、
ジ
カ
熱
以
外
に
妊
娠
中
の
診
が
勧
め
ら
れ
る
。

て
い
た
例
が
多
い②
小
頭
症
の
風
疹
や
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル

発
症
率
が
、ジ
カ
熱
感
染
者
の
ス
な
ど
へ
の
感
染
な
ど
も
原
因

母
親
で
は
高
い③
ジ
カ
ウ
イ
ル
と
な
る
。
ジ
カ
熱
の
流
行
以
降
、

ス
が
神
経
細
胞
に
障
衝
を
与
ブ
ラジ
ル
の
小
頭
症
の
発
症
率

況
や
、
蚊
で
う
つ
る
デ
ン
グ
熱
、

チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱
の
広
が
り
な

ど
を
参
考
に
リ
ス
ク
を
分
析
。

蚊
が
生
息
す
る
日
本
で
ジ
カ
熱

の
二
次
感
染
が
年
内
に
起
こ
る

可
能
性
をm
-
6
%
と
算
出
し

た
。

蚊
が
多
く
、
過
去
に
デ
ン

グ
熱
が
流{p
uた
こ
と
が
あ
る

台
湾
は
お
・7
%
、
中
国
は
ω

・
7

M
mと
高
か
っ
た
。

続

売
(
東
京)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
7

日
(
木
)
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水
俣
病
認
定
後
ケ
ア
な
し

熊

本
学
園
大
調
査
専
門
家
ら
県
批
判

水
俣
病
と
熊
本
県
か
ら
認
定
さ
れ
た
患
者
が
そ
の
後

、

県
か
ら
何
の
ケ
ア
も
受
け
て
い
な
い

実
態
が
、
患
者
の
多
い
岡
県
芦
北
町
女
島
で
の
熊
本
学
園
大
の
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た

。

国
は
「
認
定
基
準
は
医
学
的
な
診
断
基
準
」
と
説
明
し
て
き
た
が
、
水
俣
病
に
詳
し
い
法
律
の

専
門
家
は
「
認
定H
診
断
な
ら
治
療
に
入
る
は
ず
。

あ
と
は
知
ら
ん
顔
で
は
診
断
と
は
言
え
な

い
」
と
批
判
し
て
い
る

。

調
査
地
域
は
芦
北
町
女
島
の

沖
地
区。
同
大
・
水
俣
学
研
究
セ

ン
タ
ー
の
井
上
ゆ
か
り
研
兜
助

手
ら
が
昨
年
ま
で7
年
間
、
調

査
研
究
を
続
け、
今
年
2

月
に

博
士
論
文
に
ま
と
め
た
。

こ
の

聞
の
2
0
1
1

年
6

月
3
2
年

8

月
、
故
原
田
正
純
元
教
授
ら

医
師
団
の
協
力
を
得
て
、
住
民

の
健
康
状
態
を
調
査
。

県
が
水

俣
湾
の
安
全
宣
言
を
出
し
た
1

9
9
7

年
以
前
生
ま
れ
の10

0

人
を
対
象
に
調
べ
た
と
こ

ろ
、
調
査
に
応
じ
た
必
人
の
う

ち
、
氾
人
が
認
定
患
者
だ
っ
た

。

水
俣
病
は
有
機
水
銀
に
よ
っ

て
中
枢
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
だ

が
、
医
師
団
の
下
地
明
友
教
授

(
神
経
精
神
医
学
〉
に
よ
る

と
、

包
人
全
員
が
認
定
さ
れ
た

後
、
神
経
学
的
な
診
察
を
一
切

受
け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

。

下
地
教
授
は
「
会
員
、
行
政
か ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
い
と
言

う
ん
で
す
ね
」
と
話
す
。

国
の
認
定
基
準
で
水
俣
病
と

県
か
ら
認
定
さ
れ
る
と
、

患
者

は
補
償
金1
6
0
0

方
5
1
8

0
0

万
円
を
加
害
企
業
チ
ッ
ソ

か
ら
受
け
取
る。

こ
の
認
定
基

準
に
つ
い
て、
菌
の
環
境
白
書

は
剖
年
版
か
ら
閃
年
版
ま
で
、

「
認
定
の
た
め
の
水
俣
病
の
医

学
的
な
診
断
基
準
の
具
体
他
、

明
確
化
」
と
明
記
し
て
い
た
。

患
者
・

家
族
が
チ
ツ
ソ
に
全

面
勝
訴
し
た
水
俣
病
第
1

次
訴

訟
の
原
告
ら
を
法
理
論
か
ら
支

え
た
富
樫
貞
夫
・
熊
本
大
名
誉

教
授
(
民
事
訴
訟
法
・
環
境
法
)

は
「
認
定
の
後
に
は
補
償
が
あ

る
が
、

行
政
は
治
療
な
ど
予
定

し
て
い
な
い
。

認
定
基
準
は
補

償
対
象
者
を
判
断
す
る
基
準
で

あ
り
、
診
断
と
は
異
質
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

救
済
申
請
主
義
が
壁

水
俣
病
の
認
定
や
救
済
は
、

患
者
側
が
名
乗
り
出
る
こ
と
で

仔
わ
れ
る
「
本
人
申
請
主
義
」

だ
。

し
か
し
、
患
者
が
名
乗
り

出
に
く
い
状
混
も
あ
る
中
、
こ

の
こ
と
が
一
つ
の
壁
に
な
っ

て

い
る
。

井
上
研
究
助
手
ら
の
女

烏
調
査
で
も
、
調
査へ
の
協
力

を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
何
度
も

あ
っ

た
と
い
う
。

臼
年
生
ま
れ
の
女
性
の
騎
帯

水
銀
健
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

1

・
白E
m

と
、
小
児
水
俣
病
の

認
定
基
準l
E
m

を
超
え
て
い

た
。

女
性
は
水
俣
病
被
害
者
救

済
特
借
法
に
よ
る
被
害
者
手
帳

を
申
請
し
、
認
め
ら
れ
て
い

た
。

医
学
調
査
に
応
じ
る
よ
う

母
親
を
通
じ
て
説
得
し
た
が
、

協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

。

祖
父
母
と
父
が
認
定
患
者
の

町
年
生
ま
れ
の
女
性
の
湯
合
は

0

・

位
E
m

だ
っ
た。
秋
田
大

の
村
田
瞬
間
削
教
事
り
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
瞬
間
得
水
銀
値
が

0

・

4
E
m

を
超
す
と
、
胎
児
期
に

通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
有
機

水
銀
の
汚
染
に
さ
ら
さ
れ
た
疑

い
が
あ
る。
女
性
の
母
親
に
認

定
か
被
害
者
手
帳
を
申
請
す
る

よ
う
勧
め
た
が、

「
本
人
が
水

俣
病
を
嫌
っ
て
い
る
」
と
拒
ま

れ
、

調
査
も
で
き
な
かっ
た
。

井
上
さ
ん
は
「
今
年
は
水
俣

病
公
式
確
認
か
ら
印
年
。

い
ま

だ
に
正
当
な
補
償
が
な
く
、
本

人
申
請
主
義
を
盾
に
放
置
さ
れ

た
ま
ま
の
患
者
さ
ん
が
い
ま

す
。

国
と
県
の責
任
は
極
め
て

重
い
」
と
話
し
て
い
る

。

(
田中
啓
企

朝

日

(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
悶
日
(
水
)
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神
奈
川
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
6

年
3

月
ぬ
日
(水
)

ガ
ー
ゼ
体
内
に
放
置

判
許
制
横
浜
労
災
病
院
で
ミ
ス

横
浜
労
災
病
院
(横
浜
市
港
事
故
と
判
断
し
た
。

北
区
小
机
町)
は
泊
目
、
2
0

体
内
に
残
さ
れ
た
ガl
ゼ
は

1
1

年
1

月
に
手
術
し
た
初
代
1

枚
と
見
ら
れ
る
が
、
大
き
さ

の
女
性
患
者
の
体
内
に
手
術
用
な
ど
は
不
明

。

同
院
で
は
、
事

ガ
l

ゼ
を
忘
れ
る
医
療
事
故
が
故
当
時
か
ら
ガ
1

ゼ
の
枚
数
を

あ
っ
た
と
発
表
し
た。
現
在
の
手
術
前
・
中
・
後
に
確
認
し
て

と
こ
ろ
、
患
者
の
体
調
に
異
常
い
た
と
い
う
が
カ
ル
テ
に
は
記

は
見
ら
れ
な
い
と
い
う。

載
が
な
く
、
執
万
医
も
レ
ン
ト

同
院
に
よ
る
と
、
子
宮
に
穴
ゲ
ン
写
真
を
確
認
し
た
際
に
ガ

が
開
い
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て1
ゼ
を
見
落
と
し
て
い
た
可
能

緊
急
開
腹
手
術
し
た
際
、
患
者
性
が
高
い
と
い
う
。

の
体
内
に
ガl
ゼ
を
忘
れ
た
と
現
在
、
女
性
の
体
調
に
異
常

み
ら
れ
る
。

患
者
は
4

日
目
に
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
ガ
l

ゼ

退
院
し
た。

を
取
り
除
く
事
阜
術
に
も
リ
ス

日
年
7

月
に
他
の
病
院
か
ら
ク
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
半
年
i

「帝
王
切
望
術
後
の
レ
ン
ト
1

年
間
経
過
観
察
し
て
母
喜

ゲ
ン
写
真
で
体
内
の
ガl
ゼ
が
見
る
と
し
て
い
る。

発
見
さ
れ
た
」
と
連
絡
を
受
け
(
石
尾

発
覚
。

労
災
病
院
で
も
日
年
の

手
術
後
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ガ
ー
ゼ
が

残
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

た
と
い
う
。

患
者
が
手
術
を
受

け
る
の
は
同
院
が
初
め
て
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
同
院
で
の
医
療

手
術
で
体
内
に

ガ
i

ゼ
忘
れ
る

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー(千

葉
市
中
央
区)
で
昨
年
ロ
月
、

腎
臓
が
ん
の
手
術
を
受
け
た
県

内
の
印
歳
代
女
性
の
体
内
に
医

療
用
ガ
ー
ゼ
を
残
す
医
療
ミ
ス

が
起
き
て
い
た
こ
と
が
6

目
、

同
病
院
な
ど
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。

女
性
が
今
年2
月
に
臨

痛
な
ど
を
訴
え
、
検
査
で
発
覚

し
た
。

ガ
ー
ゼ
は
摘
出
さ
れ
、

命
に
別
条
は
な
い
と
い
う。

体
内
に
ガ
l

ゼ

日
年
開
放
置

室
田
啄
市
立
病
院

宝
塚
市
立
病
院
は7

日
、
日
年
前
に
乳
が
ん
の

手
術
を
し
た
岡
市
の
印
代

女
性
の
体
内
に
ガl
ゼ
が

残
っ
て
い
た
と
発
表
し

た
。

女
性
は
ガ1
ゼ
を
取

り
除
く
手
術
を
受
け
、
そ

の
後
の
経
過
は
順
調
と
い

う
。

同
病
院
に
よ
る
と
、
女

性
は2
0
0
5

年
2

月
、

左
乳
房
を
部
分
切
除
し

た
。

そ
の
際
、
病
理
診
断

を
待
つ
聞
に
止
血
目
的
の

ガ
l

ゼ
を

一
時
的
に
挿

入
。

除
去
し
な
い
ま
ま
縫

合
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。院

内
の
ルl
ル
で
は
手

術
時
に
使
用
し
な
い
は
ず

の
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
写
ら

な
い
ガ1
ゼ
」
を
使
っ
て

い
た
た
め
、
術
後
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
で
も
写
ら
な

か
っ
た。
当
時
、
担
当
し

た
外
科
医2
人
に
確
認
し 同

病
院
や
県
に
よ
る
と
、
体

内
に
残
っ
て
い
た
ガ
ー
ゼ
は
長

さ
店
内ン
、
幅3
Hシ
。

手
術
時
に
部

位
を
見
や
す
く
す
る
た
め
、
復

数
の
ガ
ー
ゼ
を
腎
臓
周
辺
に
入

れ
た
が
、
担
当
医
が1
枚
を
取

り
除
く
の
を
忘
れ
た
と
い
う
。

同
病
院
は2
月
、
経
緯
を
調

査
。
再
発
防
止
策
と
し
て
、
全

て
の
手
術
で
術
後
に
エ
ッ
ク
ス

綿
検
査
を
行
い
、
ガ
ー
ゼ
の
取

り
忘
れ
が
な
い
か
を
確
認
す
る

こ
と
に
し
た。

読

売
(
東
京)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
6

日
(
水)

た
が
、
な
ぜ
こ
の
ガ
1

ゼ

を
使
用
し
た
か
は
覚
え
て

い
な
い
と
い
う。

今
守
4
月
に
な
り
、
手

術
部
近
く
か
ら
う
み
が
出

た
た
め
、
同
病
院
で診察

を
受
け
て
発
覚
し
た
。

同

病
院
は
「
再
発
防
止
策
の

徹
底
を
図
り
、
医
療
事
故

の
防
止
に
努
め
た
い
」
と

し
て
い
る。

(土
井
秀
み

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
8

日

(金
)



出
後
、
セ
ン
タ
ー
は
内
部
で
蚕
前
審
査
を
義
務
付
け
る
な
ど
剖

員
会
を
設
置
し
原
因
を
調
査
以
上
の
改
革
項
目
を
挙
げ
た

。

中
。

2

月
中
旬
に
は
病
院
長
が
昨
年
ロ
月
、
別
の
患
者
の
検

「
緊
急
予
防
策
」
と
し
て
、
一
査
結
果
を
取
り
違
え
、
女
性
患

部
の
手
術
で
は
、
術
後
に
エ
ッ
者
の
石
乳
房
を
誤
っ
て
全
摘
出

ク
ス
線
撮
影
で
遺
物
が
体
内
に
し
た
事
故
の
後
、
セ
ン
タ
ー
が

な
い
か
確
認
す
る
よ
う
医
師
ら
設
置
し
た
事
故
調
査
蚕
員
会

に
指
示
し
た。

は
、
職
員
聞
の
連
携
や
人
員
の

セ
ン
タ
ー
を
巡
っ
て
は
、
腹
不
足
を
指
摘
し
た

。

腔
鏡
手
術
後
の
患
者
死
亡
に
つ
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者

い
て
、
県
の
第
三
者
蚕
員
会
が
は「改
革
は
掛
け
声
ば
か
り
で
、

県
が
ん
セ
ン
タ
ー(千
葉
市
材
に
「患
者
側
と
相
談
し
、
今
乳
房
を
誤
っ
て
全
摘
出
し
た
事
昨
年

7

月
、
安
全
管
理
や
情
報
現
場
の
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、

中
央
区)
で
昨
年
ロ
月
、
国
宵
が
後
発
表
し
た
い
」
と
回
答

。

セ
故
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
医
療
公
開
の
体
制
を
批
判
す
る
報
告
負
担
が
増
え
て
い
る
だ
け
だ

」

ん
の
手
術
を
受
け
た
印
代
女
性
ン
タ
1

側
は
「担
当
者
が
不
在
を
巡
る
問
題
が
相
次
ぎ
、
昨
年
曹
を
公
表

。

乳
房
会
蒲
出
で
は
と
批
判
す
る

。

が
、
今
年2
月
に
再
び
セ
ン
タ
で
分
か
ら
な
い
」と
し
て
い
る。
4

月
以
降
、
が
ん
治
療
の
中
心
今
年
2

月
中
旬
セ
ン
タ
ー

の
患
者
側
か
ら
は
運
営
す
る
県

ー
を
訪
れ
て
腹
痛
や
曜
吐
(お
セ
ン
タ
ー
で
は

2
0
1
4

的
役
割
を
担
う「が
ん
診
療
速
設
置
し
た
事
故
調
査
委
員
会
が
に
厳
し
い
意
見
も
出
た

。

父
親

う
と
)
な
ど
を
訴
え
、
体
内
に
年
、
m
i
M
年
に
腹
腔
(
ふ
く
く
携
拠
点
病
院
」
の
国
の
指
定
か
「
朗
ら
か
に
病
院
と
し
て
責
任
の
見
舞
い
に
来
た
一
宮
町
の
男

医
療
用
ガl
ゼ
が
残
っ
て
い
た
う)
鏡
手
術
を
受
け
た
日
人
が
ら
外
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

。

を
有
す
る
事
例」
と
指
摘
し
、
性
会
社
員(日
)は
「安
心
し
て

た
め
摘
出
手
術
を
受
げ
て
い
た
そ
の
後
死
亡
し
た
問
題
が
発
覚

。

関
係
者
に
よ
る
と
、
ガ
ー
ゼ
セ
ン
タ
ー
は
組
織
改
革
手
遅
め
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
県
も
も

こ
と
が5
目
、
関
係
者
へ
の
取
昨
年
ロ
月
に
も
女
性
患
者
の
右
は
止
血
な
ど
に
使
用
し
た

。

摘
て
い
た
。
っ

と
必
死
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

材
で
分
か
っ
た。
女
性
は
腸
閉

F
t
L
F
I

い
」
と
話
し
た。

塞
(へ
い
き
に
な
っ
た
可

「
改
革
は
掛
け
声
ば
か
り
柿
」

能
性
が
あ
る
が
、
命
に
別
条
は
-
・

1

-

E

司

・
可

-
J

l

な
い
と
い
う。

医
療
を
巡
る
問
題
が
相
次
ぐ
題
を
指
摘
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
は

(ふ
く
く
う
)
鏡
の
手
術
を
受

セ
ン
タ
ー
は
既
に
、
県
に
医
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
、
手
術
後

「改
善
に
取
り
組
む」と
繰
り
返
け
た
患
者
が
そ
の
後
相
次
い
で

療
事
故
と
し
て
報
告
し
て
い
る
に
ガ
!
ゼ
を
患
者
の
体
内
に
残
し
て
き
た

。

だ
が
、
内
部
か
ら
は
死
亡
し
た
問
題
で
は
、
県
の
第

が
、
摘
出
手
術
か
ら
約
2

カ
月
す
ミ
ス
が
新
た
に
発
覚
し
た。「
霊
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
三
者
委
員
会
の
報
告
を
受
目
、

た
っ
て
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い

。

こ
れ
ま
で
も
外
部
の
有
識
者
か
い
」と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
昨
年7
月
、
先
進

県
の
担
当
者
は
共
同
通
信
の
取
ら
安
全
管
理
な
ど
組
織
上
の
課

2
0
0
8
1
M

年
に
腹
腔
的
な
治
療
の
実
施
に
際
し
て
事

kJ Sokuhou 

と安全管理総集版 2016年 7号

問
題
続
く
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

非
公
表
、
腸
閉
塞
の
可
能
性

〈共
同
通
信
〉

千
葉
日
報
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
6

日
(
水
)
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同
制
度
は
金
医
療
機
関
を
対

象
と
し
、
医
療
行
為
で
予
期
せ

ぬ
死
亡
事
故
が
起
き
た
時
の
報

告
を
求
め
て
い
る
。
制
度
開
始

前
か
ら
国
の
関
係
機
関
が
収
集

科
と
外
科
の
各
お
件
(
日
係
)
マ

盤
形
外
科
別
件
(
日
物
)
マ
産
婦

人
科
目
件
(
8物
)
|
|
の
順
。

地
域
別
で
は
、
関
東・
信
越
で

幻
件
、
近
後
で
お
件
、
九
州
で

幻
件
の
届
け
出
が
あ
っ
た
が
、

東
北
は5
件
し
か
な
か
っ
た
。

院
内
調
査
が
終
わ
っ
て
報
告

書
が
ま
と
ま
っ
た
の
は
印
件
。

遺
族
側
は
報
告
に
納
得
で
き
な

け
れ
ば
機
構
に
再
調
査
を
依
頼

す
る
と
と
が
で
き
、
と
れ
ま
で

に
2

件
が
再
鯛
査
と
な
っ
た
。

と
れ
も
「
事
故
件
数
の
4

分
の

l

に
当
た
る
年
関30
0

件
」

と
の
想
定
を
大
き
く
下
回
る
。

機
構
は
医
療
機
関
側
か
ら
事

半
年
だ
と6
5
O
s
l
o
o
o

前
相
談
を
受
げ
付
け
て
お
り
、

件
に
相
当
し
、
今
年
3

月
末
ま
1
1
4
8

件
の
う
ち2
6
7

件

で
の
届
け
出
は3
分
の
ー
か
ら
が
「
医
療
事
故
と
し
て
報
告
す

5

分
の
l

に
と
ど
ま
る
。
べ
き
か
ど
う
か
」
と
い
う
内
容

診
療
科
別
で
多
い
の
は
、
内
だ
っ
た
。
院
内
調
査
の
手
法
の

故
死
報
告
別
件

し
て
い
る
医
療
事
故
報
告
や
厚

労
省
研
究
班
の
病
院
網
査
な
ど

を
基
に
、
届
け
出
が
必
要
な
死

亡
事
故
は
年
間13
0
0
5
2

0
0
0

件
と
想
定
し
て
い
た
。

調査制度半年

「
予
期
せ
ぬ
死
」
暖
昧

想
定
の
3

分
の
1

以
下

患
者
が
死
亡
す
る
事
故
が
あ
っ
た
医
療
機
関
に
院
内
調
査
と
第
三
者
機
関
へ
の
報
告
を
義
務

付
け
る
雇
療
取
故
調
査
制
度
」
で
、
昨
年
叩
月
の
制
度
開
始
か
ら
半
年
閣
の
息
故
報
告
件
数

は
1
8
8

件
だ
っ
た
と
、
第
三
者
機
関
の
「
日
本
医
療
安
金
調
査
機
構
」
(
東
京
都
)
が

8

日

発
表
レ
た
。
厚
生
労
働
省
が
制
度
開
始
前
に
低
算
し
て
い
た
「
年
間
最
大

2
0
0
0

件
」
を
大

幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
機
構
は
調
査
に
消
極
的
な
医
療
機
闘
が
あ
る
と
と
や
、
制
度
が
浸
透
し

て
い
な
い
と
と
が
背
景
に
あ
る
と
み
て
い
る
。

医
療
事
故
少
な
い
報
告

長
年
の
織
輸
を
経
て
導
入
さ
れ
た
医
療
事
故
調
査
制
度

が
、
想
定
し
た
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
。
医
療

機
関
か
ら
の
死
亡
事
故
の
届
げ
出
は
貝
込
み
の
円
。
分
の

l

以
下
に
と
ど
ま
り
、
遺
族
側
が
調
査
を
求
め
て
も
病
院
側

い透明化
致
せ
ず
、
見
送
ら
れ
た
と
い
う
。

平
子
哲
夫
・

医
療
安
全
推
進
室
長

は
「
具
体
的
内
容
を
示
し
た
方
が

よ
か
っ
た
が
、
当
時
の
議
論
で
共

通
理
解
が
進
ま
な
か
っ
た
」
と
詰

す
。
3

月
に
あ
っ
た
日
本
医
療
安

全
学
会
の
学
術
総
会
で
は
、
医
師

や
弁
鐙
士
か
ら
「
院
内
感
築
や
新

医
飯
事
故
調
査
制
度

『叶
同
一
医
療
の
安
全
確
保
と
事
故
の
再
発
防
止
を
目
的
に
導

-r
h
-入
さ
れ
た
。
民
事
訴
訟
な
ど
の
紛
争
や
刑
事
司
法
の
介

入
を
抑
制
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は

2

0
0
8

年
、
第
=
著
機
関
が
鋼
葦
主
体
と
な
る
制
度
案
を
ま
と

め
た
が
、
関
係
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
撤
回
。
改
め
て
の
議
論

で
、
事
故
が
あ
っ
た
医
療
機
関
の
院
内
調
査
を
中
心
と
す
る
制

度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
医
療
機
関
に
は
対
象
事
故
の
届
げ

出
義
務
が
あ
る
が
、
怠
っ
た
場
合
の
罰
則
は
な
い
。

相
談
も2
7
3

件
あ
り
、
判
断
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
医
療
機

や
手
順
に
つ
い
て
の
現
場
の
戸
関
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
役
割
を

惑
い
が
う
か
が
え
る
。
担
う
各
地
の
医
師
会
な
ど
が
届

同
制
度
の
場
入
時
に
は
、
国
げ
出
に
消
極
的
な
地
域
は
、
件

が
院
内
調
査
に
外
部
委
員
の
参
数
が
少
な
い
可
能
性
が
あ
る
」

函
を
求
め
た
と
と
な
ど
に
医
療
と
話
し
て
い
る
。【輿
合
喜

界
の
一
部
か
ら
「
当
事
者
が
本

当
の
と
と
を
言
え
な
く
な
る
」

な
ど
反
発
の
声
が
出
た
。
機
構

の
木
村
壮
介
常
務
理
事
は
「
届

け
出
の
少
な
さ
は
『
医
療
過
誤

だ
と
認
め
る
と
と
に
な
る
』
と

た
め
ら
っ
て
い
る
ケl
ス
が
あ

毎

日

〔
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
9

日

(
土
)

厚
労
省
は
昨
年5
月
の
局
長
通

知
や
ホ
!
ム
ペ
ー
ジ
上
のQ
&
A

で
考
え
方
は
示
し
た
が
、
体
系
的

な
指
針
は
な
い
。
と
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
団
体
が
独
自
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
、
各
医
療

機
関
が
自
由
に
参
考
に
し
て
い
る

の
が
実
態
だ
。

例
え
ば
、
日
本
病
院
会
は
届
け

出
(
鯛
査
)
の
範
囲
を
厚
労
省
Q

&
A
と
ほ
ぼ
同
様
に
「
(
患
者
側

に
寝
前
に
)
個
人
の
病
状
を
踏
ま

え
ず
一
得
岳C
れ
た
脱
明
を
し
て

や
飽
録
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
一
方
、
日
本
医
療
法
人
協

会
は
、
薬
剤
の
取
り
違
え
な
ど
は

対
象
に
は
当
た
ち
ず
、
既
存
の
事

故
収
集
制
度
で
分
析
す
れ
ば
い
い

と
し
、
報
告
曾
作
成
の
義
務
な
ど

を
負
う
届
け
出
は
「
慎
重
に
判
断

す
べ
き
だ
」
と
書
い
て
い
る
。

調
査
が
行
わ
れ
た
後
の
報
告
曾

も
、
様
式
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

ぱ
ら
つ
き
が
あ
る
。
機
構
に
よ
る

と
、
届
け
出
が
あ
っ
た
1
8
8

件

の
う
ち
既
に
提
出
さ
れ
た
印
件
の



が
応
じ
な
か
っ
た
ケ1
ス
も
あ
る
。
制
度
が
浸
透
レ
な
い

と
事
実
解
明
の
透
明
化
が
進
ま
ず
、
医
療
の
信
頼
性
向
上

や
再
発
防
止
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。

し
い
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
な
ど
、

届
け
出
の
範
囲
が
明
確
で
な
い
」

と
の
声
も
出
た。

遠、

「z
f
i
i
!
?

ま
っ
て釈

診
療
所
で
、
ど
三
志
で
を
死
亡
事
い
る
と
み
ろ
れ
る
。
制
度
を
運
用
珂
E
1

飯
と
し
て
届
け
出
て
調
査
す
べ
き
す
る
日
本
医
療
安
全
飼
査
機
構
は
m
m
R

か
。
乙
の
問
題
は
制
度
殻
計
の
最
「
遺
族
と
の
紛
争
を
避
げ
る
た
め
叫
叫J，

初
の
段
階
か
ら
、
限
定
的
で
あ
る
に
届
け
出
を
し
て
い
な
い
ケ

l

ス

r
τ
λ

べ
き
だ
と
す
る
医
療
者
側
と
、
幅
も
あ
る
の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

耳
耐
明

広
い
調
査
を
求
め
る
患
者
・
被
害
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
制
度E川
t

者
側
と
の
闘
で
、
激
し
く
綴
輸
さ
導
入
時
に
は
、
検
討
会
や
研
究
班

占
ぽ
叩

れ
て
き
た
。
で
具
体
的
に
翠
ロ
す
べ
き
症
例
な

R
R

改
正
さ
れ
た
医
療
法
で
定
義
さ
ど
の
指
針
を
出
す
と
と
が
餓
輸
さ

詰
吋

れ
た
の
は
「
医
療
に
起
因
す
る
と
れ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見
が

一

定
制
川

疑
わ
れ
る
死
亡
で
(
院
長
ら
)
管
…

i

理
者
が
予
期
し
な
か
っ
た
も
の
」
。

だ
が
「
予
期
し
な
か
っ
た
」
の
範

囲
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
医

ki SOkuhou 

と安全管理総集版 2016年 7号

「予期しなかった死亡」を巡る解釈の遣い

医療事故調査制度の流れ
(カッコ内は導入半年での件数)

報
告
密
の
中
に
は
、
院
内
調
査
蚕

員
会
の
メ
ン
バ
ー
がS
か
れ
て
い

な
い
も
の
や
、
原
因
考
察
が
不
十

分
な
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。

制
度
は
法
公
布
か
ら2
年
に
な

る
今
年6
月
ま
で
に
見
直
さ
れ
る

と
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
幅
な

修
正
に
と
ど
ま
り
、
届
け
出
に
関

す
る
部
分
の
修
正
は
な
い
見
通
し

だ
。
機
構
の
木
村
壮
介
常
務
理
事

は
「
医
療
界
へ
の
信
頼
で
成
り
立

っ
て
い
る
制
度
で
、
医
療
界
が
自

ら
を
律
す
る
と
と
が
で
き
る
か
が

鼠
さ
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

【熊
谷
豪
、
野
田
武】

管
理
者
(
院
長
)
が
判
断
す
る
た
が
、
厚
労
省
の
検
討
委
員
会

の
で
、
と
ち
ら
で
は
動
り
な
い
」
で
は
「
医
療
機
関
の
自
主
性
を

と
の
答
え
だ
っ
た
と
い
う
。
尊
重
す
べ
き
だ
」
と
の
声
が
強

原
告
の
会
に
よ
る
と
、
年
1

く
愚
終
的
に
盛
り
込
ま
れ
な
か

O
O

件
程
度
だ
っ
た
家
族
や
巡
っ
た。
遺
族
は
院
内
調
査
の
結

族
か
ら
の
相
談
は
、
制
度
導
入
果
に
不
服
が
あ
れ
ば
日
本
医
療

後
の
半
年
で
1
0
7

件
と
倍
安
全
調
査
機
構
に
再
調
査
を
求

泊
。
昨
年
叩
月
以
降
の
死
亡
例
め
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
ず
医
療

は
ロ
件
あ
り
、
う
ち
泡
族
の
要
機
関
が
届
け
出
を
し
な
い
と
始

望
に
応
じ
て
院
内
閲
査
が
実
施
ま
ら
な
い
。

さ
れ
た
の
は
2

件
だ
け
だ
っ
検
討
委
の
委
員
だ
っ
た
「
患

た
。
宮
脇
正
和
会
長
は
「
相
鮫
者
の
視
点
で
医
療
安
全
を
考
え

の
増
加
は
、
制
度
に
対
す
る
市
る
連
絡
協
議
会
」
の
永
井
裕
之

民
の
関
心
の
表
れ
だ
と
思
う
。
代
表
は
「
機
構
に
遺
族
の
相
談

院
内
調
査
で
真
実
を
明
ら
か
に
窓
口
も
般
り
、
機
構
が
調
査
の

し
て
ほ
し
い
と
望
む
遺
族
の
声
必
要
性
を
判
断
す
れ
ば
病
院
側

が
無
視
さ
れ
続
け
れ
ば
、
裁
判
に
鯛
査
を
指
導
で
き
る
よ
う
制

な
ど
の
紛
争
が
む
し
ろ
憎
唱
え
る
度
を
是
正
す
べ
き
だ
」
と
訴
え

の
で
は
な
い
か
」
と
懸
念
す
る
。
る
。
【古
関
俊
樹
、
栂
野
耕
ニ

遺
族
側
が
直
接
調
査
を
求
め

る
権
利
の
確
保
は
、
制
度
般
針

の
段
階
か
ら
綴
輸
に
な
っ
て
い

医療縄問
園圃同福島空.湾浩司・

た
ず
き
せ
で
断
t
+

査

期
判
関

門
と

『予期しなかったJ
と判断

遺
族
の
訴
え
行
き
場
な
く

-合併症で死亡し、
それを予期する包

録や説明がなくて

も管理者が事後に
「予期できていた」
と認めれば対愈外

-救急搬送や患者
が説明を受けるこ

とを拒否した場合
などは、記録や鋭明 ・薬剤lの取り違え
がなくても、管理者 など単純ミスはー

が事後 iこ「予期で 定の確率で起き、予
きていた」とAgめれ I 期できるので対象
ば対象外 外

-事前に「高齢の ・事前に「全ての I ・病院のみんなが
ため何が起こるか 手術に死亡の可能 ， rまさか死ぬとは」と
分からない」など価 。 性がある」など個人 思う事例は対象
人の病状を踏まえ の病状を踏まえず
ない説明をしてい 一律化された説明
ただけの場合 や文書で説明して

いても対愈

陣踊輯温|島鱒姐幽岨

-救急織送などで、
事前に記録や説明
がなくても、管理者

ヨが事後に「予期で
四 きていたJとAgめた

場合

-合併症の可能性
だけの説明の場合

死
亡
事
故
の
届
け
出
カ
進
ま

な
い
も
う
一
つ
の
理
由
が
、
遺

族
側
か
ら
の
訴
唱
え
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
点
だ
。

昨
年
問
月
、
北
陸
地
方
の
大

学
病
院
で
、5
旦
別
に
手
術
を

受
け
た
別
歳
の
男
性
が
、
経
過

観
察
中
に
死
亡
し
た
。
大
動
脈

開
聞
が
破
裂
す
る
の
を
防
ぐ
た

め
取
り
除
い
て
お
く
手
術
で
、

病
院
か
ら
事
前
に
渡
さ
れ
た
同

意
書
に
死
亡
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
飽
載
は
な
か
っ
た
。

病
院
側
は
、
血
管
内
に
付
着

し
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が

手
術
に
よ
っ
て
は4
4、
血
管

に
詰
ま
っ
て
腸
管
壇
死
を
引
き

起
と
し
た
の
が
原
因
と
餅
明。

遺
族
は
「
手
術
や
そ
の
後
の
処

置
に
問
題
が
な
か
っ
た
か
調
べ

て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
が
、
担
当

医
は
「
苓
期
で
き
た
合
併
症
で
、

鯛
査
の
対
象
で
は
な
い
」
と
断

っ
た
。
そ
の
後
、
手
術
の
死
亡

率
は
3
3
5

傷
程
度
か
も
う
少

し
上
だ
っ
た
な
ど
と
す
る
文
信

で
の
税
関
が
あ
っ
た
と
い
う
。

納
得
い
か
な
い
遺
族
は
、
乙

の
件
を
医
療
事
故
の
被
害
者
ち

で
作
る
「
医
療
過
誤
原
告
の
会
」

に
相
鮫
し
た
。
今
の
医
療
事
彼

鯛
査
制
度
で
は
、
遺
族
側
の
届

け
出
を
受
け
付
け
る
仕
組
み
が

な
い
た
め
だ
。
厚
労
省
に
も
同
国

話
を
か
げ
た
が
「
院
内
調
査
を

実
施
す
る
か
ど
う
か
は
病
院
の

い
て
も
鯛
査
対
象
」
な
ど
と
規
宅

全
日
本
病
院
協
会
も
、
帯
血
聞
と
は

「
一
般
的
死
亡
の
可
能
性
の
鋭
明

105 

@
結
果
を
報
告
(mN件
)

。
届
け
出
(1
8
8

件
)

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1

6

年
4

月
9

日
(
土
)
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梅
毒

性
感
染
症
の
梅
毒
の
感
染
者

数
が
全
国
的
に
轡
加
し
て
お

り
、
1
5
3

月
の
墾
騒
が
昨

年
同
期
の2
倍
に
上
っ
た
と
と

が
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
ま

と
め
で
分
か
っ
た
。

東
京
、
大
阪
、
愛
知
な
ど
都

市
部
を
中
心
に
増
え
、
厚
生
労

働
省
は
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。感

染
研
に
よ
る
と
、
今
年
1

3
3

月
の
梅
毒
の
感
染
者
数
は 感

染
者
が
倍
増

'......3月都市部で拡大
7
9
6

人
で
、
昨
年
同
期
の
3

9
7

人
か
ら
倍
増
し
た
。
都
道

府
県
別
で
は
マ
東
京
が
3
5
0

人
(
2・
4

倍
)
マ
大
阪
が1

0
0

人
(
2・
3

倍
)
マ
愛
知

が
釘
人
(
2・
6

倍
)
。
男
性

は
ω
S
M
H歳、
女
性
は
却S
M

歳
が
愚
も
多
か
っ
た
。

梅
毒
感
染
者
は20
1
0

年

以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
、
日
年

は
2
6
9
8

人
に
上
っ
た
。
特

に
女
性
が
構
え
て
い
る
。
初
期

母
抱
い
て
い
る
最
中
急
変
7

人

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

は
、
出
産
直
後
に
母
親
が
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
く
「
早
期
母
子
接
触
」

中
に
急
変
し
て
、
脳
性
ま
ひ
に

な
っ
た
子
ど
も
が2
0
0
9

年

以
降
少
な
く
と
も7
人
い
る
と

の
報
告
書
を
公
表
し
た
。
医
師

や
看
護
師
は
、
心
電
図
な
ど
で

赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
を
監
視
す
る

な
ど
、
急
変
に
注
意
す
る
よ
う 呼

び
か
け
て
い
る
。

報
告
書
は
、
出
産
時
に
脳
性

ま
ひ
に
な
っ
た
子
ど
も
を
補
償

す
る
制
度
の
対
象
に
な
り
、
原

因
分
析
が
終
わ
っ
た79
3

人

の
-
2
q
出
生
時
は
異
常
が
な

か
っ
た
が
、5
分
以
上
た
っ
て

か
ら
急
変
し
た1
8
8

人
の
ケ

ー
ス
を
検
討
し
た
。
容
体
が
惑

く
な
っ
た
時
に
早
期
母
子
接
触

に
は
感
染
部
位
に
し
と
り
が
で

き
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
妊

娠
中
に
感
染
す
る
と
胎
児
の
死

産
に
つ
な
が
る
乙
と
も
あ
る
。

予
防
に
は
コ
ン
ドl
ム
が
有

効
で
、
厚
労
省
は
感
染
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
早
期
に
医
療
機
闘

を
受
診
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
る
。毎

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月

M
日
(
木
)

中
だ
っ
た
こ
と
が
カ
ル
テ
に
書

か
れ
る
な
ど
し
た
例
が
7

人
あ

っ
た
。
脳
性
ま
ひ
と
の
因
果
関

係
は
不
明
だ
が
、
赤
ち
ゃ
ん
に

毛
布
を
か
け
る
な
ど
し
て
母
親

が
胸
に
抱
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

心
肺
停
止
が
確
認
さ
れ
、
低
酸

素
性
虚
血
性
脳
症
を
発
症
し
た

例
な
ど
が
あ
る
と
い
う。
ま
た
、

赤
ち
ゃ
ん
が
新
生
児
室
で
な
く

母
親
と
同
室
で
過
ご
し
て
い
て

急
変
し
た
例
も
出
入
あ
っ
た
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
6

年
4

月
9

日
(
土
)

高
死
亡
率
3

病
院
検
証
ヘ

肝
胆
解
外
科
学
会
が
実
地
調
査

群
馬
大
学
病
院
で
手
術
後
に

患
者
の
死
亡
が
相
次
い
だ
問
題

を
受
け
、
全
国
の
病
院
を
調
査

し
て
い
た
日
本
町
臨
豚
外
科
学

会
は
凶
日、
死
亡
率
が
高く
問

題
の
あ
る8
病
院
に
改
善
策
を

提
出
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
う
ち
3

病
院
は
特
に
問
題

が
大
き
い
と
し
て
、
学
会
が
初

の
実
地
調
査
を
行
う
。

事
故
報
告
書
を
黒
塗
り
作
成

県
立
病
院
開
示
請
求
対
策
か

県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

(
有
田川
町
)
は
お
目
、2
0
1

5

年
叩
月
か
ら
今
年1
月
に
作
成

し
た
医
療
事
故
な
ど
に
関
す
る
報

告
曹
の
少
な
く
と
も5
件
で
、
文

書
の
一
部
を
職
員
が
勝
手
に
黒
塗

り
し
て
、
関
係
者
の
名
前
な
ど
を

隠
す
不
適
切
な
行
為
が
あ
っ
た
と

明
ら
か
に
し
た。

セ
ン
タ
ー
は
取
粉
に
「
公
文
曾

開
示
請
求
へ
の
対
策
と
言
わ
れ
で

も
仕
方
な
い。今
後
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
通
達
し
た
」
る
。
職
員
が
勝
手
に
黒
塗
り
す
る

と
謝
罪
し
た
。
県
監
察
査
察
監
は
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

幻
日
ま
で
に
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
し
て
い
る

。

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

長
多
厳
重
注
意
し
た
。

四
年
7

月
ご
ろ
か
ら
職
員
が
黒
塗

報
告
曾
を
確
認
し
た
職
員
名
な
り
の
報
告
書
を
作
成
し
て
い
た
と

ど
に
つ
い
て
、
現
場
の
判
断
で
黒
み
ら
れ
る

。

塗
り
に
し
て
い
た。
5

件
の
う
ち

4

件
は
、
そ
も
そ
も
黒
塗
り
が
必

要
な
箇
所
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
。

医
療
事
故
取
材
の
た
め
の
共

同
通
信
の
請
求
を
受
け
、
開
示
に

向
。
た
準
備
を
す
る
過
程
で
判
明

し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
「黒
塗
り
に
す
る

か
と
っ
か
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ

た
段
階
で
病
院
事
務
局
が
判
断
す

同
学
会
は
肝
臓
や
勝
臓
の
高

度
な
手
術
を
担
う
認
定
病
院
が

行
っ
た
腹
腔
儒
手
術
を
調
査
。

5

病
院
の
死
亡
率
が
高
い
と
わ

か
っ
た
。
開
腹
も
含
め
た
高
齢
献

度
手
術
全
体
で
は6
病
院
が
高

死
亡
率
と
判
明
。
う
ち2
病
院

は
腹
腔
鏡
の
死
亡
率
が
高
い
5

病
院
に
含
ま
れ
て
お
り
、
同
学

会
は
9

病
院
を
対
象
に
詳
し
く

調
べ
て
い
た
。

9

病
院
の
う
ち1
病
院
は
重

症
例
が
重
な
っ
た
た
め
で
診
療

に
問
題
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

同
学
会
は
、8
病
院
に
手
術
の

技
術
や
術
前
術
後
の
管
理
な
ど

の
問
題
に
対
す
る
改
善
案
を
提

出
さ
せ
、
指
導
す
る
。3
病
院

に
は
指
導
に
加
え
、
専
門
家
が

病
院
に
赴
い
て
検
証
す
る
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4
月
げ
日
(
日
)

〈
共同
通
信
〉

{予

民

報

紀
2
0
1
6

年
4

月
1

日
(
金
)
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山
梨
県
都
留
市
の
診
療
所

→
威
時
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
(
浜
本
敏
明
院
長
)
が
、

前
立
腺
が
ん
の
検
査
で
用
い
る

使
い
捨
て
の
生
検
針
を
、
複
数

の
患
者
に
挽
浄
し
た
の
ち
使
い

回
し
、
県
の
指
導
後
も
使
い
回

し
の
事
実
を
多
く
の
患
者
に
伝

え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
生
検
針
の
使
い
回
し
に

は
、
様
々
な
感
染
症
の
リ
ス
ク

が
あ
る。

県
は
再
調
査
を
検
討

が
ん
検
査
用
の
針

洗
浄
し
使
い
回
し

山
梨
の
診
療
所
患
者
に
説
明
な
し

し
て
い
る。

生
検
針
は
先
端
が
2

重
の
筒

状
で
、
く
ぼ
み
が
あ
る
。

厄
門

か
ら
簿
入
し
組
織
を
切
り
取
る

た
め
出
血
す
る
こ
と
も
あ
る

。

製
品
の
説
明
曾
で
「
再
使
用
不

可
」
と
さ
れ
て
い
る
単
回
使
用

機
材
で
、
使
い
回
し
は
禁
止
さ

れ
て
い
る。

厚
生
労
働
省
の
通

知
で
も
不
適
切
と
さ
れ
て
い

る
。山

梨
県
は2
0
1
3

年
7

月

の
立
ち
入
り
調
査
で
生
検
針
の

使
い
回
し
の
実
態
を
把
題
。
診

療
所
に
、
再
使
用
を
行
っ
た
す

べ
て
の
患
者
や
家
族
に
説
明
と

謝
罪
を
し
、
血
液
検
査
す
る
よ

う
指
導
し
た。

診
療
所
は
ロ

月
、
指
摘
の
す
べ
て
を
実
施
し

た
と
い
う
内
容
の
改
普
報
告
曹

を
、
県
に
提
出。
再
使
用
は
診

療
所
を
開
設
し
た
似
年
か
ら
四

年
3

月
ま
で
行
わ
れ
、16
3

人
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
生
検
針
に
よ
る
検
査

を
受
け
た
患
者
の
う
ち
、
今
年

2

月
時
点
で
朝
日
新
聞
が
緩
触

で
き
た
部
人
は
、
使
い
回
し
に

関
す
る
説
明
や
謝
罪
は
こ
れ
ま

で
一
切
受
け
て
い
な
い
と
話
し

て
い
る
。

県
内
在
住
の
男
性
患

者
(
悦
)
は
、
「
検
査
後
も
何
度

も
院
長
の
診
察
を
受
け
て
い
る の

に
、
一
切
そ
ん
な
話
は
出
て

い
な
い
。

裏
切
ら
れ
た
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
だ
」
と
憤
る

。

医
療
法
は
、
行
政
の
指
導
に

対
し
虚
偽
報
告
し
た
場
合
、
加

万
円
以
下
の
罰
金
(
九
条
)
と

規
定
。

県
医
務
課
の
担
当
者

は
、
「
改
善
墾
口
曾
に
虚
偽
が

あ
る
と
判
明
し
た
場
合
に
は
対

応
を
検
討
し
た
い
」
と
話
す
。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
代
理
人
弁

護
士
は
、
薬
品
で
洗
浄
し
た
う

え
で
「
再
使
用
は
日
年
ま
で
行

っ
て
い
た
が
、
県
か
ら
の
指
摘

以
前
に
や
め
て
い
る
。

た
だ
単

回
使
用
器
初
の
再
使
用
に
法
的

規
制
は
な
く
、
医
療
施
設
の
裁

量
に
任
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て

い
る
。

ま
た
県
の
立
ち
入
り
調

査
後
、
「
被
検
者
全
員
に
対
し

て
再
使
用
の
事
実
を
伝
え
て
い る

」
と
い
う。

(
風
間
直
樹
、
同
柵
原
織
和
)

感
染
症
リ
ス
ク

も

日
本
泌
尿
器
科
学
会
専
門
医

の
馬
場
克
幸
医
師
(
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
税
大
学
非
常
勤
講
師
)

の
話
前
立
腺
生
検
針
は
針
の

く
ぼ
み
に
切
り
取
っ
た
組
織
を

入
れ
る
た
め
、
内
腔
が
狭
く
憂

い
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
い

る
。

物
理
的
に
十
分
な
洗
浄
、

滅
菌
が
で
き
る
か
に
は
疑
問
が

あ
り
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
は
残

る
。

一
般
的
に
こ
う
し
た
再
使

用
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

朝

日

{
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
2

日

(
土
)
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化
血
研
、
事
業
売
却
ヘ

業
務
停
止
処
分
中

ワ
ク
チ
ン
や
血
液
製
剤
を
国

の
承
認
と
は
違-
2刀
法
で
製
造

し
、
業
務
停
止
命
令
を
受
け
て

い
る
化
学
及
血
清
療
法
研
翠
附

(化
血
研
、
関
本
市)
は
、
製

薬
大
手
の
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
と

関
連
事
業
の
売
却
交
渉
に
入
っ

た
。

化
血
研
は
、
主
力
のB
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
な
ど
代
替
品
の

な
い
製
品
が
多
く
、
事
業
売
却

が
決
ま
れ
ば
安
定
供
給
の
確
立

に
つ
な
が
る
。

一
方
、
ア
ス
テ

ア
ス
テ
ラ
ス
と
交
渉

ラ
ス
は
需
要
の
鉱
大
が
見
込
ま

れ
る
ワ
ク
チ
ン
事
業
へ
の
進
出

に
弾
み
を
つ
け
た
い
考
え
だ。

化
血
研
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
過
去
最
長
と
な
る11
0

日

間
の
業
務
停
止
命
令
を
受
げ
て

い
る
。

両
社
は
、
業
務
停
止
期

闘
が
終
わ
る5
月
上
旬
ま
で
に

売
却
の
対
象
や
条
件
を
昔
話
る

方
針
だ。

ア
ス
テ
ラ
ス
は
8

日
、

「事

業
承
継
に
向
け
て
化
血
研
と
協

B
C
G

ワ
ク
チ
ン
不
正

製
法
違
反
で
業
務
改
善
命
令

厚
生
労
働
省
は
羽
田
、

結
核
予
防
の
た
め
接
種
す

る
乾
輝B
C
G

ワ
ク
チ
ン

を
国
の
承
認
と
異
な
る
製

法
で
造
っ
て
い
た
と
し

議
を
進
め
て
い
る」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
発
表。
化
血
研
も
同
様

の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

事
業

譲
渡
や
他
社
と
の
経
蛍
統
合
を

検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
塩

崎
恭
久
厚
労
相
は
、
同
日
の
会

見
で
「い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
の

中
で
何
が
ペ
ス
ト
か
よ
く
考
え

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た。

ア
ス
テ
ラ
ス
は
、
平
成
汀
年

に
山
之
内
製
薬
と
藤
沢
薬
品
工

業
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。

化

た
。
品
質
や
供
給
に
影

は
な
い
と
い
う
。

聞
社
は
圏
内
唯
一
のB

C
G

ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ

ー
。
厚
労
省
に
よ
る
と
、

1
9
5
0

年
ご
ろ
か
ら
製

造
し
て
い
た
が
、
加
年
代

に
薗
の
培
養
に
使
う
水
を

水
道
水
か
ら
高
純
度
の
水

に
変
え
た
際
、
不
足
し
た

ミ
ネ
ラ
ル
類
を
追
加
し
た

て
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
「
日
替
命
令
を
出
し
た
。
熊
本

本
ピ
l

シ
i

ジ
l

製
造
」
市
の
化
学
疏
血
清
療
法

(
東
京
都
文
京
区
)
に
医
研
究
所
(
化
血
研
)
の
血

薬
品
医
由
問
機
器
法
(
旧
薬
液
製
剤
の
不
正
製
造
を
受

注
)
に
基
づ
く
業
務
改
け
た
自
主
点
検
で
発
覚
し

血
研
と
は
旧
藤
沢
薬
品
時
代
か

ら
提
携
関
係
が
あ
り
、
現
在
も

化
血
研
が
製
造
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど9
種
類

を
仕
入
れ
、
医
療
機
関
に
販
売

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
品
を

合
む
ワ
ク
チ
ン
事
業
の
売
上
高

は
約
4
0
0

億
円
に
の
ぼ
る。

た
だ
、
同
社
は
自
社
開
発
の

ワ
ク
チ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
。

製
薬
業
界
で
は
海
外
大
手
が
大

規
模
な
M
&
A

(企
業
宏
扉

・

買
収
)
を
繰
り
返
し
、
園
内

大
手
と
の
経
営
格
差
が
拡
大
。

安
価
な
叶
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

(後
発
薬
)
の
普
及
も
、
新
薬

開
発
が
中
心
の
大
手
に
と
っ
て

は
逆
風
と
な
っ
て
い
る。

買
収
に
は
、
応
用
範
囲
の
鉱

の
に
、
必
要
な
変
璽
乎
続

き
を
怠
っ
て
い
た
。
ま
た
、

家
認
書
で
は2
回
実
施
す

る
と
し
て
い
た
無
菌
検
査

を
1

固
に
減
ら
し
て
い

た
。
輸
出
用
の
製
晶
も
、

届
け
出
に
あ
る
目
視
検
査

を
し
て
い
な
か
っ
た
。

聞
社
は
今
年1
月
に
厚

労
省
に
墾
弓
厚
労
省
は

化
血
研
に
は
業
務
停
止
を 命

じ
た
が
、
今
回
は
立
ち
分
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

入
り
検
査
の
結
果
、
組
織
B
C
G

ワ
ク
チ
ン
は
、

ぐ
る
み
の
不
正
は
確
認
さ
予
防
接
種
法
で
O

歳
児
へ

れ
な
か
っ
た
と
と
な
ど
か
の
接
種
が
努
力
義
務
と
さ

ら
、
改
善
計
画
を1
カ
月
れ
て
い
る
。
【熊
谷
吾

以
内
に
提
出
す
る
よ
う
求

め
る
業
務
改
普
命
令
に
と

ど
め
た
。
聞
社
は
取
材
に

「
製
造
現
場
で
届
廿
出
に

対
す
る
詔
融
が
甘
く
、
事

務
部
門
と
の
連
携
も
不
十

大
が
日
戸
惑
ま
れ
る
ワ
ク
チ
ン
分

野
へ
の
進
出
を
加
速
し
、
競
争

力
を
高
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

た
だ
、
交
渉
は
化
血
研
の
社

員
約
1
9
0
0

人
の
雇
用
や
売

却
対
象
の
選
定
を
め
ぐ
り
難
航

し
て
お
り
、
最
終
的
に
ま
と
ま

る
か
は
依
然
、
不
透
明
だ。
買

収
後
は
不
正
を
も
た
ら
し
た
組

織
体
制
の
抜
本
的
見
直
し
が
避

げ
ら
れ
な
い
。

経
(
東
京
}・朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
9

日
(
土
)

産毎

日
(
東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
幻
自
(
水
)
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東
京
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
、
エ
ル
ピ
ク
セ
ル
(
東
京

・

文
京
)
は
生
命
制
学
分
野

に
特
化
し
た
画
像
解
析
筏
術

の
先
駆
者
だ
。
が
ん
の
画
像

診
断
や
学
術
論
文
の
不
正
な

画
像
利
用
検
出
な
ど
技
術
の

応
用
分
野
は
幅
広
い
。
島
原

佑
基
社
長
(
却
)
は
画
像
解

析
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
研

究
の
発
展
を
後
抑
し
す
る
。

東
京
大
学
の
本
郷
キ
ャ
ン

パ
ス
。
ベ
ン
チ
ャー
企
業
が

入
居
す
る
専
用
施
般
「
東
京

大
学
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
!
プ

ラ
ザ
」
に
エ
ル
ピ
ク
セ
ル
は

拠
点
を
構
え
る
。
同
社
は
東

大
の
生
命
税
学
分
野
の
研
究

者
が
中
心
と
な
り
股
立
し
た

筏
術
ベ
ン
チ
ャー
だ
。

生
命
科
学
支
え
る

こ
の
ω
年
で
生
命
制
学
分

野
で
扱
わ
れ
る
画
像
デ
!
タ

震
は1
0
0

倍
以
上
に
ふ
く

れ
あ
が
っ
た
と雷
わ
れ
て
い

で高精度A がん診断、
る
。
子
顕
微
鏡
な
ど
制
学

技
術
の
発
展
と
と
も
に
、
研

究
者
や
医
師
な
ど
の
専
門
家

が
分
析
す
る
デl
タ
の
量
は

飛
斑
的
に
伸
び
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
エ
ル
ピ
ク
セ
ル

は
研
究
を
効
率
化
す
る
様
々

な
画
像
解
析
用
の
ツ
ー
ル
を

開
発
し
て
き
た
。
動
画
か
ら

動
物
の
軌
道
を
検
出
す
る
ソ

フ
ト
ゃ
、
画
像
か
ら
植
物
の

葉
の
枚
数
や
面
積
な
ど
を
デ

ー
タ
化
し
て
成
長
の
情
報
を す

る。A
I
が
高
い
精
度
で
解
析

す
る
た
め
に
は
大
量
の
質
の

高
い
デl
タ
が
欠
か
せ
な

い
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
な
ど
研
究
機
関
が
持
つ
画

像
デ
ー
タ
を
使
いAI
に
学

習
さ
せ
る
こ
と
で
、
が
ん
の

発
見
率
を
高
め
る
。

研
究
者
向
け
に
開
発
す
る

の
は
学
術
論
文
の
不
正
な
画

像
利
用
を
検
出
す
る
シ
ス
テ

ム
だ。
島
原
社
長
は
「
現
在

〈会社概要〉
i マ本 社東京郡文京区
:マ従業員数 10人

2014年 3月股立。 生命斜学分野に特 :
: 化した函像解析技術に強みを持つ東大 :
i 発ベンチャー。 大学や研究施設向けに j
i 画像処理や画像解析ソフトを受託 ・ 尖 :
: f司開発するほか自社開発にも力を入れ!
: る。年内にも自社開発する学術論文に j
i おける画像の不正加工や盗用を検出す i
; るソフトの海外販売を始める。

売
代
週
店
と5

月
に
股
立
す
る

合
弁
会
社
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
型
の

シ
ス
テ
ム
と
し

て
世
界
の
研
究

所
や
大
学
、
学

術
雑
誌
の
出
版

社
な
ど
に
売
り

込
む
。2
0
1

4

年
に
は
学
術

論
文
に
お
け
る

文
章
の
不
正
を

学
術
論
文
の
不
正
も
見
抜
く

検
出
す
る
ソ
フ
ト
な
ど
だ
生
命
制
学
分
野
の
論
文
の

9

現
在
、
国
立
が
ん
研
究
セ
割
が
画
像
を
つ
か
っ
て
い

ン
タ
!
と
共
同
開
発
を
進
め
る
」
と
指
摘
す
る

。
一
方で
、

て
い
る
の
が
、
が
ん
の
診
断
画
像
の
一
部
を
不
適
切
に
切

支
緩
ソ
フト
ウ
エ
ア
だ。
「が
り
絞
い
た
り
、
他
の
論
文
の

ん
の
診
断
は
難
し
く
、
医
師
画
像
デ

l

タ
を
盗
用
し
た
り

の
経
験
に
よ
り
が
ち
。

見
落
し
た
湯
合
、
発
見
す
る
の
は

と
し
は
少
な
く
な
い
」
(
島
非
常
に
難
し
い
。
他
の
研
究

原
社
長
)
。
こ
の
た
め
人
工
者
や
論
文
を
掲
裁
す
る
学
術

知
能
(
A
I
)を
活
用
し
て
、
雑
総
も
こ
う
し
た
問
題
に
悩

画
像
解
析
か
ら
が
ん
を
発
見
ま
さ
れ
て
い
る

。

術
エ
ル
ピ
ク
セ
ル

海
外
市
場
を
開
拓

エ
ル
ピ
ク
セ
ル
の
ソ
フ
ト で

は
人
工
知
飽
を
活
用
し
て
検
出
す
る
米
ベ
ン
チ
ャ
ー
が

画
像
の
明
る
さ
や
形
な
ど
3

約
7

憾
5
0
0
0

万
ド
ル
で
投

0
0

以
上
の
特
徴
を
抽
出
。
資
会
社
に
買
収
さ
れ
た。「市

こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
い
る
場
は
大
き
い
は
ず
」
と
期
待

論
文
で
の
画
像
デl
タ
と
照
を
込
め
る。

合
し
た
り
、
不
正
加
工
の
特
島
原
社
長
の
生
命
斜
学
分

徴
が
な
い
か
解
析
し
た
り
し
野
へ
の
興
味
は
高
校
時
代
に

て
、
画
像
の
盗
用
や
不
正
な
さ
か
の
ぼ
る

。

i

p
S

細
胞

加
工
が
な
い
か
見
抜
く
こ
と
の
発
見
に
触
発
さ
れ
首
都
大

が
で
き
る
。
「
精
度
は
9

劉
学
東
京
へ
進
学
し
、
遺
伝
子

以
上
」
と
自
信
を
み
せ
る。工
学
を
専
攻
。
画
像
分
析
に

技
術
が
評
価
さ
れ
、
年
内
追
わ
れ
る
仲
間
た
ち
の
姿
を

に
も
海
外
販
売
を
始
め
る
。
み
て
需
要
を
見
い
だ
し
、
画

香
港
に
あ
る
学
術
雑
誌
の
販
像
解
析
技
術
を
学
べ
る
東
大

の
研
究
室
へ
の
進
学
を
決
め

た
。

グ
リ
1

や
K
l
a
b
で

事
業
立
案
や
海
外
事
業
開
発

な
ど
を
経
験
し
た
の
ち
、
エ

ル
ピ
ク
セ
ル
を
設
立
し
た
。

現
在
は
ソ
フ
ト
の
自
社
開

発
を
し
な
が
ら
、
研
究
者
向

け
に
薗
像
解
析
ソ
フ
ト
の
受

託
開
発
な
ど
を
手
掛
け
る
。

画
像
処
理
方
法
に
つ
い
て
圏

内
印
以
上
の
大
学
で
セ
ミ
ナ

ー
を
聞
く
な
ど
教
育
に
も
力

を
入
れ
る。
次
の
目
標
は
が

ん
以
外
の
病
理
診
断
に
使
え

る
ソ
フ
ト
ゃ
、
研
究
者
が
気

軽
に
使
え
る
汎
用
的
な
画
像

解
析
ソ
フ
ト
の
開
発
だ
。

「
作
業
がω倍
早
け
れ
ば
、

ω
倍
薬
を
見
つ
け
る
の
が
阜

く
な
る
は
ず
」。島
原
社
長

が
目
指
す
の
は
研
究
を
遅
ら

せ
て
い
る
作
業
をAI
で
置

き
換
え
、
研
究
者
が
研
究
に

集
中
で
き
る
環
境
だ
。

(
若
山
友
佳
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
沼
田
(
木
)
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「

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

」

小
児
科
学
会
な
ど
が
推
奨

15 書
る副の

訴事
究書 b
ワされ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
診
療
体
制
訟
ど
が
整
備
さ

小
児
科
学
会
な
ど
口
団
体
れ
た
と
し
て
積
極
的
な
接

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
種
を
推
奨
す
る
と
の
見
解

子宮頚がんワクチン健康被害

全
身
の
痛
み
や
し
び
れ
な
ど
、
接
種
後
の
健
康

被
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ

ン
。

副
作
用
を
訴
え
る
若
い
女
性
の
中
に
は
、
症

状
が
重
い
こ
と
に
加
え
、
学
校
現
場
で
健
康
被
害

に
対
す
る
理
解
が
広
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

高
校
生
活
を
送
れ
な
く
な
っ
た
人
も
い
る

。

し
か

し
こ
う
し
た
女
性
や
家
族
た
ち
が
声
を
上
げ
続
け

て
き
た
こ
と
で
、
学
校
現
場
で
は
少
レ
ず
つ
改
善

の
動
き
が
出
て
い
る
。

(
河
津
由
紀
子
)

い
な
い
。

全
国
的
に
は
、
国
や

製
薬
会
社
を
相
手
取
り
一
斉
提

訴
す
る
動
き
も
あ
り
、
美
有
さ

ん
も
加
わ
る
予
定
だ

。

先
月
福
岡
市
内
で
聞
か
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
美
有
さ
ん

は
学
校
の
話
に
な
る
と
、
声
を

震
わ
せ
た。

邦
子
さ
ん
は
「
学

校
に
通
え
な
い
こ
と
に
は
、
想

像
以
上
の
不
安
が
あ
る
」
と
美

学
校
現
場
理
解
ヘ
動
き

福
岡
県
教
委

長
期
欠
席
に
柔
軟
対
応

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
3

回
の
接
種
が
必
要
。

北
九
州
市

戸
畑
区
の
梅
本
美
有
さ
ん
(
同
)

は
中
学3
年
の
こ
ろ
、3
回
目

を
受
け
て
間
も
な
く
足
の
付
け と

「
決
ま
り
だ
か
ら
、
授
業
に

出
な
い
と
単
位
が
あ
げ
ら
れ
な

い
」。

そ
し
て
「
こ
の
ま
ま
残

っ
て
い
て
も
3

年
生
は
・
:
」
と

卒
業
が
難
し
い
こ
と
を
示
唆
さ 有

さ
ん
の
気
持
ち
を
代
弁
し

た
。島

暴走 s
べ対
た応

R 長§
数不

企業

か
と
指
摘
。
健
康
被
害
に

遭
っ
た
人
へ
の
救
済
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
も
推
奨
す

る
理
由
と
し
て
挙
げ
た
。

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
2
0
1
3

年
4

月
、
小

学
6

年
か
ら
高
校1
年
に

相
当
す
る
女
子
を
対
象
に

恐
れ
が
あ
る
と
い
う

。

「
現
場

で
ワ
ク
チ
ン
問
題
の
知
識
を
広

め
、
副
作
用
か
も
し
れ
な
い
と

気
付
い
て
生
徒
を
支
え
て
い
く

の
が
教
育
だ
」
と
話
す

。

そ
の
重
要
性
に
、
現
場
の
教

員
も
気
付
き
始
め
た
。

福
岡
県

内
の
あ
る
高
校
教
諭
(
羽
)
は
、

副
作
用
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
や

資
料
を
集
め
、
独
自
に
勉
強
し

て
い
る。

き
っ
か
げ
は
、
卒
業

生
の
保
護
者
か
ら
「
う
ち
の
子

も
ワ
ク
チ
ン
を
受
付
た
が
大
丈

夫
だ
ろ
う
か
」
と
聞
い
た
こ
と

だ
っ
た。

「
名
前
は
聞
い
た
こ

と
あ
る
、
く
ら
い
の
認
識
だ
っ

た
が
『
う
ち
も
現
場
だ
っ
た
ん

だ
予
}
気
付
い
た
」

。

今
後
は
、

美
有
さ
ん
や
当
時
の
教
員
に
話

を
聞
き
、
教
員
仲
間
と
共
有
し

を
求
め
る
方
針
を
表
明
し

て
い
る
。

定
期
接
種
が
始
ま
っ
た

が
、
全
身
の
し
び
れ
や
痛

み
の
墾
宗
相
次
ぎ
、
厚

生
労
働
省
は
同6
月
に
接

種
の
呼
び
掛
け
を
中
止
し

た
。
今
害
。
月
末
に
は
副

作
用
を
訴
え
る
女
性
ら

が
、
固
な
ど
に
損
害
賠
償
下
野
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
日

(
火
)

子宮頚がんの原因となるウイル
スの感染を予防するワクチン。 20
09年12月に圏内で販売開始、翌年
から自治体の公費助成が始まっ
た。 13年4月に定期接種になった
が、 副作用が疑われる報告が相次
いだことから、厚生労働省は同年
6月に積極的な勧奨を中止。同省
の調査では、 14年11月までに小中
高生ら約338万人が接種を両三~

用→(\
受け、 2584人が副作用を訴 凶四担
えた。 脇編制

子
宮
顕が
ん
ワ
ク
チ
ン

を
発
表
し
た
。

見
解
で
は、

子
宮
頚
が

ん
ワ
ク
チ
ン
を
導
入し
た

オ
ー
ス
ト

ラ
リ

ア
や
米
国

な
ど
複
数
の
国
で
、
子
宮

頚
が
ん
の
前
段
階の
病
変

の
発
生
が
約
半
分
に
減
っ

て
お
り
、
有
効
性
は
明
ら

〈共
同
通
信
)

生
徒
を
対
象
に
学
校
生
活
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し

た
。

今
年
3
月
に
は
県
立
高
田

校
に
通
う
女
子
約3
万
5

千

人
に
チ
ラ
シ
を
配
布
。

県
立
高

た
。

先
月
、
高
校
を
卒
業
し
、

今
は
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
と

い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
体
調
が

許
す
限
り
勉
強
に
励
む
。

原
因
特
定
や
訴
訟
の
行
方
を
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根
が
痛
く
な
り
、
生
理
痛
の
悪

化
、
背
中
や
尻
の
湿
疹
な
ど
に

苦
し
ん
だ。

高
校
進
学
後
も
吐
き
気
や
動

惇
、
頭
痛
、
全
身
の
激
痛
に
悩

ま
さ
れ
た。
体
が
鉛
の
よ
う
に

重
く
、
朝
起
き
ら
れ
な
い

。

ワ

ク
チ
ン
の
副
作
用
を
疑
い
、
高

校
に
保
健
室
登
校
を
希
望
す
る

心
臓
カ
テ
l

テ
ル
治
療

腎
臓
の
副
作
用
を
予
測

日
本
人
向
け
に
開
発

手
足
の
血
管
な
ど
か
ら
細
い

管
を
通
し
て
心
臓
を
手
術
す
る

「心
臓
カ
テl
テ
ル
治
療
」
で
、

腎
臓
に
副
作
用
が
起
き
る
か
ど

っ
か
を
予
測
す
る
評
価
方
法
を

日
本
人
向
け
に
開
発
し
た
と
、

慶
応
大
の
福
田
恵一教
授
(
循

環
器
内
科
)
ら
の
チl
ム
が
発

表
し
た。
副
作
用
の
予
防
な
ど

に
役
立
つ
と
い
い
、
論
文
が
5

目
、
米
医
学
専
門
誌
に
掲
載
さ

れ
る
。

れ
、
3
年
生
時
に
私
立
の
単
位

制
高
校
に
転
入
し
た
。

母
の
邦
子
さ
ん
(
必
)
は
昨
年

1

月
、
「
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ

ン
被
害
者
連
絡
会
福
岡
支
部
」

を
立
ち
上
げ
、
美
有
さ
ん
と
共

に
被
害
を
訴
え
て
き
た
。

国
の

調
査
で
は
現
段
階
で
、
接
種
と

症
状
の
因
果
関
係
は
判
明
し
て

心
臓
カ
テ
l

テ
ル
治
療
で

は
、
血
管
を
映
し
出
す
た
め
に

使
う
造
影
剤
が
腎
臓
に
集
ま
る

た
め
、
患
者
の
約
1
割
に
問
問
機

能
障
害
が
起
き
る。
重
症
化
す

る
と
、
人
工
透
析
が
必
要
に
な

る
ケ
l

ス
も
あ
る
。

福
田
教
授
ら
は
、
治
療
後
に

腎
機
能
障
密
が
起
き
る
危
険
性

を
、
患
者
の
年
齢
や
血
圧
、
貧

血
や
糖
尿
病
の
有
無
な
ど
日
項

目
か
ら
計
算
す
る
米
国
の
評
価

法
を
、
人
種
や
体
格
が
異
な
る

日
本
人
に
適
用
で
き
る
か
検

証
。

圏
内
回
病
院
で
治
療
を
受

け
た
患
者
1
万
人
以
上
の
デ
! 副

作
用
の
可
能
性
が
あ
っ
た
」

。

あ
る
高
校
の
養
護
教
諭
は
、
子

宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
問
題
に
詳

し
い
江
戸
川
大
の
隈
本
邦
彦
教

授
に
そ
う
打
ち
明
け
た

。

隈
本

教
授
に
よ
る
と
、
症
状
が
多
様

な
た
め
、
教
員
が
自
身
の
経
験

か
ら
「
心
の
悩
み
で
登
校
で
き

な
い
生
徒
」
と
し
て
対
5
9
る

タ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
計
算
式

を
補
正
す
る
こ
と
で
日
本
人
で

も
正
し
く
評
価
で
き
た
と
い

う
。福

田
教
授
は
「リ
ス
ク
が
高

い
患
者
に
は
造
影
剤
を
減
ら
す

な
ど
の
予
防
策
も
可
能
に
な

り
、
医
療
の
質
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
話
し
て
い
る。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
5

日
(
火
)

て
い
き
た
い
と
い
う。

R
a
R

也

ワ
ク
チ
ン
の
被
害
を
訴
え
る

声
を
受
け
、
国
は
昨
年
9
月
、

都
道
府
県
な
ど
に
対
し
、
教
育

部
局
に
も
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
よ
う
、
通
知
し
た

。

福
岡
県
教
育
委
員
会
は
同
年

日
月
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た 校

長
に
は
、
長
期
入
院
や
登
校

で
き
な
い
生
徒
に
つ
い
て
は
、

リ
ポ
ー
ト
や
課
題
な
ど
で
積

極
的
に
評
価
す
る
な
ど
、
柔
軟

な
対
応
を
求
め
る
通
知
を
出
し

た
。

そ
れ
を
知
っ
た
美
有
さ
ん
は

邦
子
さ
ん
に
「
私
の
体
験
が
礎

に
な
れ
た
ん
だ
ね
」
と
漏
ら
し

医
薬
品
医
療
機
器
総
阜
構

は
、
医
警
副
作
用
被
害
の
救

済
制
度
に
関
す
る
一
般
市
民
の

認
知
率
は
3
割
弱
だ
っ
た
と
す

る
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

昨
年
ロ
月
か
ら
今
年
1
月
、

加
歳
以
上
の
男
女
3
1
6
0
人

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
。

制
度
を
「
知
っ
て
い
る
」
「
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
回
答

は
計
却
・
6
%
で
、
前
年
度
の

n
・
8
%
を
上
回
っ
た
。
調
査

は
2
8
9
年
度
か
ら
毎
霊
式

施
、
認
知
率
は
こ
こ
数
年
初
%

台
前
半
で
推
移
し
て
い
た
。

医薬品副作用被害

救済制度の認知率 3 割

待
た
ず
、
今
苦
し
ん
で
い
る
生

徒
を
ど
う
支
え
る
か
。

取
り
組

み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ

。

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
日
間
日
(
土
)

制
度
は
、
医
薬
品
を
適
正
に

使
用
し
た
の
に
入
院
が
必
要

に
な
る
な
ど
の
重
い
副
作
用

が
出
た
人
を
救
済
す
る
の
が
自

的
で
、
製
薬
会
社
の
拠
出
金
と

国
の
補
助
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
問
いA
Pわ
せ
は
フ
リー
ダ

イ
ヤ
ル
0
1
2
0
・
1
4
9
9

q
u
t
A
 

〈
共同
通
信
〉

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
引
日
(
木
}
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受
給
者
証
な
し

医
療
費
を
助
成

厚
労
省

市
に
対
し
、
被
災
し
た
陣

智
者
が
障
轡
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
負
担
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
場
合
、
自

日
本
薬
剤
師
会
の
要
請
を
受
け
、
県
業
剤
師
会
は
凶
目
、

移
動
薬
局
の
機
能
を
持
つ
「
災
直
宮
対
応
医
薬
品
供
給
車
両
(
モ

バ
イ
ル
フ
7
1

マ
シ
l
)
」
と
業
剤
師7
人
を
熊
本
県
の
彼

災
地
に
向
け
派
遣
し
た
。
被
災
地
に
赴
く
の
は
今
回
が
初
め

て
。
救
護
所
な
ど
で
車
内
で
薬
を
調
剤
し
た
り
、
健
康
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
た
り
す
る
。
7

人
は
川
品
目
に
和
歌
山

に
帰
る
が
、n
日
に
は
入
れ
替
わ
り
で
第
2

陣
の
薬
剤
師4

人
が
出
発
す
る
。
(
下
村
公
美
)

県
薬
剤
師
会

ω
種
車
内
調
剤

感
染
症
に
対
応
す
る
抗
菌
剤

や
睡
眠
安
定
刻
な
ど
約ω
種
類

の
医
薬
品
を
持
っ
て
い
く
。
車

両
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カl
を
改

造
し
た
も
の
で
調
剤
台
、
ベ
ッ

ド

、
ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー
な
ど
が

備
わ
っ
て
い
る
。
粉
薬
や
錠
剤

を
仕
分
け
る
分
包
機
、
薬
を
精

密
に
量
る
電
子
て
ん
び
ん
、
噛
揮

を
冷
や
し
て
お
く
の
に
必
要
な

冷
蔵
庫
、
水
薬
な
ど
を
つ
く
る

給
水
設
備
な
ど
を
完
備
す
る
。

同
車
両
は2
0
1
1

年
の
東

日
本
大
震
災
で
薬
局
の
閉
鎖
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
患
者
に
応
じ

た
薬
の
処
方
で
困
っ
た
経
験
か

ら
宮
城
県
薬
剤
師
会
の
発
案
で

誕
生
し
た
。
和
歌
山
で
は
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
災

自
由
に
備
え
、
県
薬
剤
師
会
が

M

年
に
県
の
補
助
を
受
け
て
導

入
し
た
。
全
国
で
は
宮
城
、
広

島
、
大
分
に
も
同
様
の
車
両
が

あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
も
宮
城
県

南
三
陵
町
に
支
援
で
赴
き
、
今

局適切な処方支援
| 熊本地震

」A
'
匝
量

E
-守
戸
内
芭
二

4
4
2
B量
道
樹
司
肯

ι

地
震
、
医
療
体
制
に
打
撃

u
s
m
自
に
起
き
た
熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
内
の
医
療
提
供
体
制
に
も
打
撃
と
連
絡
を
取
り
な
が
ち
情

を
与
え
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
県
内
で
宵
木
会
一
患
者
の
人
工
透
析
を
行
報
収
集
を
進
め
て
い
る
。

金
腎
協
に
よ
る
と
、
停
電

う
医
療
機
関
は
、
日
日
に
4

施
般
、
凶
日
に
さ
ら
に
げ
施
般
(
午
後

5

時
現
在
)

中
の
施
鮫
も
自
家
発
電
に

が
停
電
な
ど
で
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
。
各
施
般
は
イ
ン
タ
ー
永
ツ
ト
の
専
用

よ
っ
て
透
析
を
続
け
て
い

掲
示
板
を
使
い
、
患
者
の
受
砂
入
れ
態
勢
盤
備
を
急
い
で
い
る
。る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

【輿
合
夜
、
下
桐
実
雅
子
】動
か
な
い
た
め
、
高
齢
の

:
S
F
b

，
・
・
;
}

患
者
の
付
き
添
い
な
ど
の

ネ
ッ
ト
で
受
け
入
れ
要
請

人2
2

い
と
の
声

-
4

-

，

‘

.

4

E

-
-

i

が
届
い
て
い
る
と
い
う。

日
本
透
析
医
会
は
、
ホ
請
が
あ
っ
た
と
い
う
。
や
不
要
な
水
分
を
取
り
除
ま
た
、
水
や
機
材
の
不

l

ム
ペ
ー
ジ
の
「
災
害
時
間
病
院
は
ネ
ッ
ト
ワl

い
て
、
血
液
を
き
れ
い
に
足
か
ら
、
通
常
は

1

固
に

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ク
の
掲
示
板
に
「
市
内
の
す
る
。
電
気
と
大
量
の
水

4

時
間
程
度
か
か
る
透
析

コ
ー
ナ
ー
に
、
地
域
別
の
透
析
施
般
は
、
透
析
不
能
が
必
要
だ
。
不
純
物
が
湿
を

2

時
間
に
短
縮
し
て
い

憲
新
情
報
を
掲
載
し
て
い
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
じ
っ
た
水
は
使
え
な
い
た
る
医
療
機
関
も
あ
る
。
金

る
。
ぞ
れ
に
よ
る
と
、
熊
透
析
患
者
を
可
能
な
限
り
め
、
掲
示
板
で
は
「
熊
本
子
智
常
務
理
事
は
「
緊
急

本
県
内
に
あ
る
透
析
可
能
招
集
し
、
警
が
望
ま
れ
市
内
で
は
(
地
震
に
よ
る
)
護
的
に
命
を
つ
な
い
で

な
似
医
療
機
関
の
う
ち
、
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
と
の
水
質
悪
化
も
あ
り
、
透
析
い
る
状
司
透
析
は
週

3

U
施
般
の
建
物
が
半
壊
ま
掲
示
板
に
指
示
を
お
願
い
不
可
が
激
楢
す
る
可
能
性
回
程
度
行
う
の
が
一
般
的

た
は
一
部
領
掴
唱
し
、
ほ
か
し
ま
す
」
と
寄
き
込
ん
だ
。
が
あ
る
」
と
の
指
摘
も
出
だ
が
、
前
回
の
透
析
か
ろ

に
機
器
故
障
で
受
げ
入
れ
熊
本
市
民
病
院
(
同
市
)
て
い
る
。
日
に
ち
が
た
つ
て
い
る
患

が
で
き
な
く
な
っ
た
施
鮫
も
「
建
物
の
倒
壇
の
危
険
一
方
、
患
者
ら
で
作
る
者
も
お
り
、
速
や
か
な
対

も
あ
る
。
そ
う
し
た
医
療
性
も
考
え
、
入
院
患
者
ロ
全
国
腎
臓
病
協
餓
会
(
東
応
が
必
要
だ
」
と
懸
念
す

機
関
か
ら
の
患
者
受
げ
入
人
、
外
来
患
者
、
月
水
金
京
都
)
も
災
智
対
策
本
部
る
。

れ
要
縞
は
、
県
内
で
透
析m入
、
火
木
土
日
人
の
透
を
般
鐙
し
現
地
の
患
者
会

が
必
要
な
患
者63
0
0

析
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

人
の
う
ち3
0
0

人
以
上
要
請
し
た
。

に
達
す
る
。
掲
示
板
で
は
、
県
内
外

受
け
入
れ
先
の
事
情
が
の
施
般
か
ら
受
け
入
れ
の

変
わ
っ
た
ケ
1

ス
も
あ
表
明
も
相
次
い
で
い
る
。
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回
も
彼
災
地
入
り
す
る
県
薬
剤

師
会
の
稲
葉
真
也
会
長
は「東

北
で
は
設
備
が
足
り
ず
、
歯
が

ゆ
い
思
い
を
し
た。
熊
本
で
は

新
型
車
両
を
活
用
し
、一人
ひ

と
り
に
適
切
な
薬
を
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

た
。

移動薬

治
体
の
判
断
で
減
免
が
で

き
る
よ
う
周
知。
視
賞
障

宙
盲
者
が
情
報
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
に
避
難
所
で
の

支
援
に
配
慮
も
求
め
た
。

た
だ
し
「透
析
担
当
の
専
厚
生
労
働
省
は
時
目
、

属
ス
タ
ッ

フ
が
少
な
い
の
熊
本
地
震
を
受
才
、
難
病

で
、
ス
タッ
フ
の
同
行
も
や
肝
炎
、
原
爆
症
な
ど
医

必
璽
「
依
頼
の
際
に
は
療
費
助
成
の
対
象
と
な
っ

透
析
液
を
持
参
い
た
だ
く
て
い
る
病
気
の
患
者
は

と
助
か
り
ま
す」な
ど
と
、
「受
給
者
鉦
」
が
な
く
て

入
手
や
物
資
の
確
保
に
苦
も
通
情
通
り
助
成
を
受
け

慮
し
て
い
る
様
子
も
う
か
て
治
療
で
き
る
よ
う
、
各

が
え
る。

都
道
府
県
に
連
絡
し
た
と

透
析
は
機
器
に
血
液
を
と
を
明
ら
か
に
し
た

。

通
し
、
血
液
中
の
老
廃
物
ま
た
、
熊
本
県
と
熊
本

る
。

厚
労
省
な
ど
に
よ
る

と
、
凶
日
に
震
度7
の
地

震
が
あ
っ
た
益
城
町
の
益

城
中
央
病
院
で
は
、
入
院

患
者
叩
人
中6
人
を
熊
本

中
央
病
院
(
熊
本
市
)
に
搬

送
し
た。
だ
が
同
日
来
明

に
は
同
市
も
震
度6強
の

揺
れ
で
多
く
の
負
傷
者
が

出
て
、
同
病
院
か
ら
「
透

析
で
き
な
い
」
と
支
援
要

競
売
(
和
歌
山
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
日
(
水
)

毎
日

{
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
げ
日

{日
)

大
阪
市
な
ど
他
の
多
く
の
歯
斜
医
師
会

(市
原
聡
会
学
術
す
る
計
画
で
、
同
区

自
治
体
は
、
製
薬
会
社
と
長
、
1
1
7

人
)
、
薬
剤
の
小
倉
区
長
は
「森
本
病

協
定
を
績
~
で
い
る
が
、
師
会
と
4

月
1

日
付
で
院
を
は
じ
め
、
区
の
医
師

今
回
の
関
本
地
震
の
よ
う「災
害
時
に
お
け
る
医
療
会
、
歯
斜
医
師
会
、
薬
剤

に
交
通
網
が
寸
皆
、
」
れ
た
救
護
に
つ
い
て
の
協
定
師
会
の
協
力
が
あ
っ
て
初

場
合
、
必
要
量
が
す
ぐ
に
曹
を
締
結
。

大
規
僕
災
め
て
司
絡
に
な
っ
た

。

予

手
に
入
ら
な
い
可
能
性
が
筈
が
発
生
し
た
場
合
に
算
は
大
き
く
な
い
が
、
効

高
い。

一
定
量
を
区
内
に
は
、
区
内
の
開
業
医
や
歯
果
は
計
り
知
れ
な
い

。

区

確
保
す
る
こ
と
で
、
災
害
制
医
師
、
薬
剤
師
が
救
護
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と

発
生
直
後
か
ら
の
治
療
が
所
に
駆
げ
付
け
て
、
森
本
と
も
に
、
他
の
自
治
体
の

大
阪
市
東
住
吉
区(小
倉
健
宏
区
長)
は
本
年
度
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
医
薬
品
の
備
蓄
を
始
め
る

。

負
担
し
、
千
人
収
よ
の
治
可
能
に
な
り
、
被
災
者
の
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
お
手
本
に
な
る

4
2
4取

区
内
の
医
療
機
関
で
使
用
し
な
が
ら
不
足
分
を
補
充
す
る
循
環
型
備
蓄

。

使
用
期
限
が
き
て
勝
繁
し
な
け
れ
療
が
可
能
な
医
薬
品
多
常
救
命
率
多
嵩
め
る
こ
と
が
に
、
げ
が
人
の
治
療
や
体
り
組
み
に
し
た
い

」
と
話

ぽ
容
り
な
い
リ
ス
ク
が
な
い
上
、
災
害
で
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
で
も
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
る

。

備
す
る。

期
待
で
当
」
る
。

源
不
良
者
の診
療
、
調
剤
し
て
い
る
。

府
内
は
も
ち
免
、
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
取
り
組
み

。

時
本
地
震
で
初
期
対
応
の
重
要
性
が
ク
初
年
事
算
は
約
百
万
通
常
の
管
理
は
同
院
の
な
ど
に
当
た
る

。

ロ
ー
ズ
アッ
プ
さ
れ
る
中
、
他
の
自
治
体
か
う
も
注
目
さ
れ
そ
う
だ

。

(吉
浦
郁
夫)
円

。

通
常
の
備
蓄
の
よ
う
薬
剤
師
が
行
い
、
区
の
薬
区
は
、
森
本
病
院
や
区

五
東
一
孟
万
力
す
芯
こ
月
寺

子
日
開
設
問
鎧
訪
問
建
議
長
髄
寸

五
走
ナ
化

4
4

重
文
民

i
H
E

え
と
い

な
い
た
め
、
区
の
輔
君
医
薬
品
の
審
員
資
材
の
君
主
め
て
お

医
薬
品
の
備
蓄
は
、
災
師
会
(山
田
公
一会
長
、
貨
を
区
が
負
号
森
本
病
づ
い
た
も
の
か
ら
使
用
す
担
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
せ

、

災
害
時
の
医
療
救
護
り
、
持
病
が
あ
る
人
の
常

害
医
療
協
力
病
院
の
東
住
会
員
1
0
1

人
)
と
連
携
院
が
、
同
院
の
治
療
用
・

る
。

治
療
で
使
っ
た
分
は
が
で
当
」
る

。

体
制
も
整
備
『
」
れ
た

。

区
備
薬
な
ど
も
備
蓄
リ
ス
ト

吉
森
本
病
院(同
区
鷹
合
、
し
て
行
う。
災
害
時
用
の
備
蓄
用
医
薬
品
と
一
緒
に
同
病
院
が
補
充

。

災
害
時
区
内
に
備
蓄
す
る
の
も
は
区
の
医
師
会(田
島
幸
に
加
え
る
予
定。本
年
度

回
裏
院
き
、
区
者
医
響
罰
千
人
分
の
購
入
審
し
、
第
震
が
近
の
使
用
分
は
区
が
費
用
を
大
差
特
徴

。

大
阪
府
や
見
会
長
、27
9

人
)
、
半
ば
ま
で
に
は
医
薬
品
を

東住吉区

病
院
と
連
携
、
廃
棄
ロ
ス
な
く

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
お
目
(
月
)
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熊本地震 1 週間

1 

~ 
1--' 

~ 

ロジ

療
所

、

医
師
カ之
、~

熊
本
県
を
中
心
に
相
次
い
で
い
る
地
震
で
、「震

災
関
連
死
」
へ
の
懸
念
が
高
まっ
て
い
る
。

疲
労
と

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
避
難
生
活
を
送
る
な
か
、
持
病

の
悪
化
や
肺
蜜
脳
症

(エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群)

な
ど
は
、
被
災
者
の
命
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
。

避
難
は
長
期
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
る。(

地
震
取
材
班)

-
高
齢
者
ら
次
々

多
数
の
死
者
を
出
し
た
熊
本

県
南
阿
蘇
村
の
住
民
ら
約
2
0

0

人
が
身
を
寄
せ
る
中
学
校
の

体
育
館。
そ
の
隣
の
白
い
テ
ン

ト
に
羽
田
午
前
、
「臨
時
診
療

所
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

疲
れ
果
て
た
表
情
の
高
齢
者
た

ち
が
次
々
と
足
を
運
ぶ
。

正
午
過
ぎ
、
船
歳
の
女
性
が

夫
と
と
も
に
「朝
か
ら
足
が
む

く
ん
で
歩
け
な
い」と
訪
れ
た。

の
ど
の
渇
き
を
訴
え
た
ほ
か
、

「自
宅
に
い
る
の
が
怖
く
て
車

中
泊
し
て
い
た」
と
話
し
た
こ

と
か
ら
、
医
師
は
同
症
候
群
の

疑
い
が
あ
る
と
判
断。
救
急
車

で
き
な
く
な
っ
た。

聴
診
器
や

血
圧
計
な
ど
わ
ず
か
な
医
療
器

具
で
診
療
を
続
け
る
。

当
面
は
糖
尿
病
や
不
整
脈
な

ど
、
慢
性
疾
患
の
薬
の
処
方
築

を
出
す
の
が
や
っ
と
だ。
そ
れ

で
も
渡
辺
医
師
は
「命
か
ら
が

ら
で
逃
げ
出
し
た
患
者
さ
ん
は

多
い
。

命
に
か
か
わ
る
薬
だ
け

で
も
、
す
ぐ
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
話
す。

約
8
0
0

人
が
避
難
し
て
い

る
益
城
町
総
合
体
育
館。
本
来

は
約
2
0
0
0

人
が
収
容
可
能

だ
が
、
一番
広
い
「メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
」
の
天
井
が
崩
落
し
た

た
め
、
避
難
者
の
多
く
は
廊
下

や
ロ
ビ
ー
な
ど
に
ひ
し
め
き
合

つ
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る。

廊
下
で
臼
本
赤
十
字
社
の
医

師
の
診
察
を
受
け
て
い
た
吉
山

敏
昭
さ
ん
(朗
)の
右
足
は
大
き

く
む
く
み
、
膝
付
近
が
うっ血

し
て
茶
色
く
な
っ
て
い
た。
車

中
泊
を
経
て
、
日
日
か
ら
体
育

館
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
い

う
。

息
子
の

一広
さ
ん
(白
)は

「父
は
心
臓
にぺ
l

ス
メ
ー
カ

ー
を
入
れ
て
い
る
。
避
難
所
生

活
を
続
け
さ
せ
る
の
は
心
配

だ
」
と
こ
ぼ
し
た。

日
赤
の
関
係
者
は
「
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
予
備
軍

ゃ
、
避
難
所
の
衛
生
環
境
の
悪

化
か
ら
感
染
症
に
か
か
る
人
が

出
始
め
て
い
る」と
明
か
し
た
。

熊
本
県
に
よ
る
と
、
初
日
現 東日本大震災での

6∞許 震災関連死者の年齢
復興庁まとめ。関連死が ・
多い自治体の1263人を . 
対象に分析 . 

一 一一一・111-1持詩榊骨骨RH12

「東日本J66歳以上 9 割
400 

200 
。

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃.3f:'~~・

-圃E留
置盟
国 。東日本大震災での

震災関連死の
-臨盟主忽原因
1m 霊室長孟とめ。保闘は複

遺書量所生活の疲労

選縫所への移動中の疲労
病院の機能停止や施院
による既往症の懇化

地震・津波のストレス
病院機能停止による
初期治療の遅れ

その他

震災関連死は、東日本大震災でも多く

出た。20日年 9 月末時点で3407人に上り、
66歳以上が 9 割近く を占めている。
復興庁が震災から約 l 年後の12年 3 月

末までに関連死が多かった自治体の1263
人を対象に分析したところ、原因別 (複
数選沢) では 「避難所生活の疲労」が最
多の638人だった。 男女はほぼ同数で、
既往症があったり、要介護状態だったり
した人が 6 割を占めたが、既往症がなか
った人も 1 割いた。 亡くなった時期でみ
ると、地震発生から 1 週間以内は全体の
18%0 1 週間~1 か月と 1 か月~3 か月
が各30%で、熊本の地震でも今後の対策
がより重要となりそうだ。 不明
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宜司王

く
、
家
族
単
位
の
ス
ペ
ー
ス
も

非
常
に
狭
い
。
高
齢
者
な
ど
体

力
が
弱
い
人
に
と
っ
て
は
、
関

連
死
を
招
き
か
ね
な
い
よ
う
な

環
境
だ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す。

震た淳きる を
!:: l.- 0 部「臨手

k 角号属天 2 宗旨 話器騒主雪時ム ; 五震需襲撃号
横司いなはで脅こ 陪 麓究構 。 心エ面市は(立療た

;iii!?ii ; ;出;i : ;!ii;
士調るしの抱 。 い える l 立れ症」 三
話連場てーえそこ で強臨病ぞ候で i 分しら

とて駆県
E はいけ内
Z 言るつの
2 えがけ遊
Z な、た難

Z い態医所
。勢師で

i 霊泉室
だ巡回
十回か

E いしがい所在
E 避て狭るに
E 難良か。約県
E 所好った 9 内
E もなただ万 6
多環り、人 2
い境、生が 3

- 。と寒活身か
はかスを所
言つぺ寄の
いた l せ避

Z 難りスて難

ー し足 ・ I し
E てで主 」 た県
E い入任r-.. -，内
i 主り研神人の

、究戸と遊
うそ員市防難
なのは)災所

E 人ま「の未を
E たま室荒来現
ち雑内木セ地
が魚に裕ン調

だ医せるるの手行 ほすくが囲器大て糟 i 多寝土子タ査
。 師ずこ入場洗し避しくやないに内学い神 E
( に飲とは所いや難いにるる気科のる的 i
医相みも、にをす所」医のがを ) 増とな Z
療談続懸手捨しいでと師でブ使は山さス E

部 Z Z 警雪三五五時手長一括ぞ逗理32b i
佐これれの 。 む事感 。 て状の我難軟 。 ス
々とるる薬持つの染 もが状慢所授兵が i
もよ 。 が病は前症 ら出態すで ( 庫影 三

栄犬ラ中切が所にも ったがるは循医響
) 切、断れあ定は流 てら悪人周環科し

-
衛
生
環
境
の
悪
化

横になって休む• 
服用薬切らさず• 

遊離生活で気をつけるとと

・備になって眠る

・体を動かすよう心がける

・こまめに水分補給する

・服用薬定切らさない

・加熱調理した食事をとる

・食事前やトイレ後の手洗いを
徹底する

・せきゃくしゃみ、発熱がある人、
介護者はマスクをする

.不調があれば医師や看護師に
相談する

・一時的忽銭外遊雛も検討する

事

い
い
」
と
呼
び
か
け
る。

小
井
土
さ
ん
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
で
は
寒
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
肺
炎
が
目
立
ち
、

こ
の
ほ
か
心
臓
病
、
脳
血
管
障

害
に
よ
る
死
亡
も
多
か
っ
た。

被
災
者
が
発
症
し
や
す
い
病

気
の
一
つ
が
「
た
こ
つ
ぼ
心
筋

症
」
だ
。

心
臓
の
一
部
が
収
縮

し
な
く
な
り
、
左
心
室
が
た
こ

つ
ぼ
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
。

突
然

の
胸
の
痛
み
や
息
苦
し
さ
、
全

身
の
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
出

る
。

高
齢
女
性
に
多
い。

持
病
が
な
く
て
も
発
症
す
る

こ
と
が
あ
る。
発
症
の
仕
組
み

は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
別
日
(
木
)
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南
海
ト
ラ
フ
被
災
想
定
の
拠
点
病
院

本社調査

停
電
時
鉛
%
C
T

使
え
ず

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
被

災
が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
の

災
害
拠
点
病
院
の
う
ち、
4

分

の
1
で
停
電
時
に
C
T(コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断層
撮
影
)
装
置

が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
朝
日

新
聞
の
調
査
で
わ
かっ
た
。

C

T
は
重
症
患
者
の
救
命
に
欠
か

せ
ず
、
専
門
家
は
「
診
療
レ
ベ

ル
が
大
き
く
低
下
し
か
ね
な

い
」
と
指
摘
す
る。

災
害
拠
点
病
院
は
全
国
に
約

7
0
0
あ
る。

南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
対
策
推
進
地
域
に
立
地
す る

茨
城
か
ら
沖
縄
ま
で
の
却
府

県
3
1
7
病
院
に
、
被
災
時
の

備
え
を
尋
ね
、
2
1
8
病
院

(印
%
)
が
答
え
た。

各
病
院
は
自
家
発
電
繊
の
発

電
能
力
に
応
じ
て
、
事
前
に
供

給
す
る
設
備
を
決
め
て
い
る
。

配
電
先
に
C
T
が
合
ま
れ
て
い

な
い
病
院
は
部
%。
C
T
は
脳

や
内
臓
、
血
管
な
ど
の
損
傷
状

態
の
把
撞
に
必
要
だ。
重
篤
な

患
者
の
診
療
方
針
が
立
て
ら
れ

ず
、
治
療
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る。

電
子
カ
ル
テ
の
シ
ス
テ
ム
が

使
え
な
く
な
る
病
院
は
四%

で
、

検
査
や
薬
の
処
方
が
混
乱

し
か
ね
な
い
。

入
院
棟
や
救
急

部
門
に
配
電
で
き
な
い
病
院

も
、
そ
れ
ぞ
れ
4%
あ
っ

た
。

一
方、
東
日
本
大
震
災
後
、

A
三
p
'
E

、
，
t
b
h

，
、

l
t
t

畠

f
h
F

】
p
'
h
F

H
川
泊
二州
立
口
問
料
1
r
?
h
，
ノ
卦
1
v
Jノ

首
都
直
下
地
震
豪
華

ど
首
都
圏
の
直
下
を
震
額
と
す

首
都
直
下
地
震
で
活
動
計
画

阿
川
崎
加
霊
訪

る
。

政
府
の
中
央
防
災
会
議
の

政
府
は
泊
目
、
首
都
直
下
地
を
公
表
し
た

。

全
国
か
ら
自
衛
療
チl
ム

(D
M
A
T)
も
被
被
害
想
定
で
は
、
都
心
南
部
を

震
の
発
生
に
備
え
、
応
援
部
隊
障
や
消
防
、
瞥
察
な
ど
最
大
で
災
自
治
体
の
要
請
を
待
た
ず
に
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

派
遣
や
救
援
物
資
輸
誌
の
手
順
H
万
人
の
応
援
部
隊
を
投
入
。

出
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

徒

(M
)
7
・
3
の
地
震
が
起
き

を
定
め
た
応
急
対
策
活
動
計
画
約
1
4
0
0
あ
る
災
害
派
遣
医
歩
で
も
帰
宅
が
困
難
な
人
に
は

劃
叫
|

制
勤
務
先
な
ど
で
の
待
機
を
求
め
部
方
面
隊
1
万
7
平
人
を
は
じ

町
宮
町
る

。

め
と
す
る
日
万
人。
消
防
は
中

料
引

お

4
東
日
本
大
壊
を
き
っ
か
け
園
地
方
5
県
か
ら
の
1
6
0
0

食
5

紙

に
被
害
を
上
方
修
正
し
た
想
定
人
を
含
め
た
1
万
6
千
人
、
普

を
基
に
、
2
0
0
8
年
の
計
画
祭
は
中
国
管
区
の
1
3
0
0
人

を
改
め
、
派
遣
規
模
を
拡
大

。

ら
1
万
4
干
人。

負
傷
者
の
生
存
率
が
大
き
く
下
計
画
は
、
首
都
中
枢
に
愚
も

が
る
と
さ
れ
る
発
生
か
ら
η
時
深
刻
な
影
響
が
出
る
都
、
坐
南
部

聞
を
中
心
に
時
系
列
で
整
理
し
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

た
の
が
特
徴
だ。

ド

(M
)
7

・

3
の
大
地
震
を

F必
波
部
隊
は
、
自
衛
隊
は
中
想
定
。

東
京
幻
区
で
震
度
6
強 日

病
院
が
発
電
蝿
慣
を
上
層
階
に

移
し
、
m
病
院
は
新
た
に
購
入

し
て
浸
水
の
危
険
が
な
い
屋
上

な
ど
に
置
い
た。
た
だ
、
「
費

用
が
多
額
」
な
ど
の
理
由
で
移

設
を
断
念
し
た
病
院
も。
湾
波

で
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
の
に
、

地
下
や
1
階
に
置
く
病
院
は
少

な
く
と
も
H
あ
っ
た

。

病
院
は
電
気
へ
の
依
存
度
が

高
ま
っ
て
い
る。

東
北
の
被
災

地
で
は、
停
電
で
医
療
機
様
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
え
な
い
病

院
が
あ
っ
た
。

厚
生
労
働
省
の

た
場
合
、
建
物
倒
嬢
や
火
災
な

ど
に
よ
り
、
愚
慈
2
万
3
千
人

が
死
亡
し
、
ロ
万
3
千
人
が
負

傷
す
る。
会
頭
、
焼
失
す
る
建

物
は
日
万
棟
に
上
る
。

発
生
直

後
は
都
山
部
を
中
心
に
、
道
路

で
渋
滞
が
発
生
、
鉄
道
は
広
域

で
不
適
に
な
る
な
ど
交
通
網
カ

ま
ひ
し
、
大
量
の
帰
宅
困
難
者

が
出
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
観
測
、
ま
た
は
矯
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
を
含
め
た
4
都

県
で
相
当
の
被
害
が
貝
込
ま
れ

る
場
合
に
政
府
は
対
応
を
始
め

る
。

4
都
県
の
瞥
察
、
消
防
幻

万
人
を
加
え
る
と
お
万
人
規
模

に
な
る
計
算
だ。

部
隊
や
救
援
物
資
を
送
る
た

め
、
放
置
車
両
の
撤
去
や
一
般

車
の
通
行
規
制
を
行
い
、
都
心

に
向
か
う
8
方
向
の
幹
線
道
路 検

討
会
は
拠
点
病
院
の
備
え
を

再
検
討。
般
備
や
電
子
カ
ル
テ

な
ど
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
電

源
の
確
保
を
求
め
て
い
る

。

座
長
を
務
め
た
東
京
医
税
歯

判
明
大
の
大
友
康
裕
教
授
は
「
C

T
は
消
費
電
力
が
多
い
が
、
停

電
時
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お

く
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
て
い

る
。

(月
館彩
子、
山
田
史
比
古)

朝

日
(
東
京
}
・

朝
刊

2
0
1
6

年
4

月
3

日
(
日
)

な
ど
緊
急
輸
送
ル
!
ト
を
目
時

間
以
内
に
確
保
す
る
。

道
路
が

寸
断
さ
れ
陸
路
で
の
移
動
が
難

し
い
場
合
は
河
川
も
使
う
。

食
料
な
ど
は
3
同
固
ま
で
自

治
体
や
家
庭
の
備
替
で
対
応
し

て
も
ら
い
、
4
日
目
以
降
は
避

難
所
な
ど
に
届
け
る
。

4
1
7

同
国
の
必
要量
は
、
食
料
5
3

0
0
万
食
、
紙
お
む
つ(大
人

用
含
む)
4
1
6
万
枚
、
粉
ミ

ル
ク
却ト
ンな
ど
と
見
積
も
る
。

1
i
7
日
目
に
必
要
な
飲
料
水

n
万
J
は
、
給
水
車
な
ど
に
よ

る
応
急
給
水
で
賄
う
。〈共

同
通
信
〉

中
国
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
6

年
3

月
初
日
(水
)
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号電で命の

在
宅
療
養
の
難
病
患
者
や
地
区
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

。

県
の
今
年1
月
現
在
の
調

高
齢
者
ら
要
支
援
者
の
災
害
中
井
助
教
は「ど
こ
に
行
査
で
は
、
高
知
市
で
酸
素
・

時
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
事
け
ば
電
源
が
確
保
で
き
る
と
人
工
呼
吸
器
を
使
う
在
宅
患

前
に
支
援
方
法
な
ど
を
決
め
か
、
医
療
備
蓄
が
あ
る
と
か
者
数
は
制
人

。

居
住
地
や
必

い
」
「
健
常
者
の
方
と
同
じ
避
て
お
く
個
別
避
難
支
援
計
画
が
分
か
ら
な
い
と
避
難
で
き
要
な
医
療
処
置
な
ど
を
詳
細

難
所
に
行
っ
て
も
沫
惑
が
か
作
り
が
各
地
で
進
ん
で
い
な
い

。

公
助
、
共
助
で
ど
こ
に
調べ
、
電
源
対
策
が
必
要

か
る
」
「
全
介
助
カ
必
要
な
た
る

。

し
か
し
、高
知
市
で
こ
ま
で
で
き
る
か
が
分
か
れ
な
在
宅
療
養
者
を
明
ら
か
に

め
避
難
は
難
し
い
」
な
ど
の
れ
ま
で
に
同
計
画
が
策
定
済
ば
、
自
助
力
の
向
上
に
つ
な
し
た
の
は
初
め
て

。

声
が
上
が
っ
た
。

み
は
種
崎
、
北
吸
江
な
ど
5

が
る」
と
話
し
て
い
る。

高
知
市
に
日
入

電
動
式
の
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
っ
て
在
宅
療
養
し
て

い
る
脳
性
ま
ひ
患
者
ら
の
う
ち
、
地
震
や
台
風
に
よ
る
停

電
で
機
器
が
停
止
し
、
命
を
脅
か
さ
れ
る
人
が
い
る

。

金

沢
医
科
大
学(石
川
県)
看
護
学
部
の
中
井
寿
雄
助
教
H

南
園
市
出
身H
が
昨
年
、
高
知
市
内
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
そ
う
し
た
患
者
が
少
な
く
と
も
日
人
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た。
こ
の
う
ち
4

聾
ホ
り
が
災
室
蒔
に
「
避
難
を
諦

め
て
い
る
」
「避
難
し
た
く
な
い
」
と
回
答

。

岡
市
は
要
支
;

援
者
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
中
井
助
教
は
「心
身
状
態

泊
占

に
合
わ
せ
た
個
別
的
な
対
策
が
必
要
」
よ
挙
え
て
い
る

。

語

(阜
崎
康
之)

、
b

中
井
助
教
襲
警
護
が
き
ず
、
誘
震
が
あ
る
こ

教

専
門
で
、
高
知
県
内
の
病
院
と
が
分
か
っ
た

。

助

や
大
学
で
の
動
襲
撃
長
こ
う
し
た
警
は
台
風
時

大

い
。

調
査
は
昨
年5
1

ロ
な
ど
は
事
前
に
非
常
用
電
源E自

月
、
高
知
市
居
宅
介
護
支
援
の
あ
る
近
く
の
施
設
に
避
難
尺

事
業
所
協
議
会
な
ど
と
合
同
す
る
な
ど
し
て
い
る

。

避
難

住

で
実
施。
岡
市
内
の
脳
性
ま
指
示
が
出
た
際
の
行
動
に
つ
:

ひ
や
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
い
て
日
人
の

-
2っ
岨
人
か
ら

(A
L
S
)、
脳
血
管・
呼
吸
回
答
が
あ
り
、U人
が
「
避

器
疾
患
な
ど
の
在
宅
療
養
者
難
を
諦
め
て
い
る
」
、
叩
人
が

を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
し「滋
難
し
た
く
な
い
」
と
答

た
結
果
、
日
人(却
歳
以
下
え
た。

ロ
人
、
幻1
印
歳
叩
人
、
日
理
由
と
し
て
「
ど
こ
の
避

歳
以
上
目
人)
が
災
害
時
に
難
先
に
電
源
や
医
療
品
の
備

自
宅
で
代
替
電
源
が
確
保
で
蓄
が
あ
る
か
の
情
報
が
な

「
電
源
情
報
な
い
」
「
誰
にS
O
S

を
」

A
L
S
で
人
工
呼
吸
器
を
災
害
弱
者
の
避
難
支
援
施
あ
る
病
院
・

4

ど
と
要
支
援
者
し
た
の
で
病
院
側
も
困
っ
て

使
っ
て
自
宅
療
養
し
て
い
る
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
も
求
め
い
た

」
。

高
知
市
神
田
の
尾
原
大
樹
さ
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
る

。

岡
市
内
に
約3
万
人
い
る

ん
(訂
)も
、
停電
が
命
の
危
婦
ら
を
受
け入れ
る
「福
祉
尾
原
さ
ん
は
琶
9
0

「み
ん
と
さ
れ
る
要
亨
護
者
を
対
象

機
に
直
結
す
る
一
人
だ。

避
難
所
」
。

高
知
市
内
で
は
現
な
が
被
災
者
の
中
で
、
誰
に
に
、
市
が
策
定
中
の
個
別
避

「
助
け
を
求
め
る
先
が
分
か
在
幻
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ど
の
よ
う
に

S
O
S

を
発
す
難
支
援
計
画
で
こ
れ
ま
で
に

ら
な
い
」。予
測
で
き
な
い
災
る
が
、
尾
原
さ
ん
宅
か
ら
最
れ
ば
い
い
の
か
も
分
か
ら
な
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
は
、

害
へ
の
不
安
を
募
ら
せ
て
い
も
近
い
の
が
、
約

1
J
離
れ
い
。

自
分
た
ち
で
し
な
く
て
ま
だ1
%
程
度。
市
地
域
防

る
。

た
西
部
健
康
保
健
セ
ン
タ
は
な
ら
な
い
と
と
を
考
え
て
災
推
進
課
は
「
電源
が
必
要

パ
ス
の
運
転
手
を
し
て
いl。
里
佐
子
さ
ん
は
「
医
療
い
く
た
め
に
も
非
常

電
源
ゃ
な
人
を
含
め
、
支
援
が
必
要

た
尾
原
さ
ん
は4
年
前
、A

器
具
や
薬
を
持
っ
て
車
椅
子
備
蓄
に
関
す
る

情
報
が
欲
し
な
人へ
の
対
策
車
巌
住
民

L
S

と
診
断
さ
れ
た。
委
の
で
移
動
す
る
の
は
困
難
」
と
い
」
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

里
佐
子
さ
んG
)の
介
助
と
嘆
く
。
脳
性
ま
ひ
の
田
寛
を
育
て
い
」
と
し
て
い
る

。

訪
問
看
護
で
生
活
し
、
人
工
仮
に
避
難
で
き
た
と
し
て
て
い
る
高
知
市
の

ω
代
の
女

呼
吸
器
な
ど
にM
時
間
、電

も
、
福
祉
避
難
所
で
は
地
域
性
も
、
災
害
時
の
電
源
確
保

源
が
欠
か
せ
な
い。
停
電
に
の
個
別
の
要
支
援
者
を
想
定
に
悩
ん
で
い
る

。

自
宅
周
辺

備
奏
部
バ
ッ
テ
リ
ー
や
予
し
た
、
非
常
用
電
源
や
医
療
の
総
合
病
院
に
対
応
し
て
も

備
の
酸
素
ボ
ン
ベ
を
用
意
し
機
器
な
ど
の
備
蓄
は
で
き
て
ら
え
る
よ
う
個
別
に
掛
け
合

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
1

日
い
な
い
。

訪
問
看
護
な
ど
の
っ
た
も
の
の
、
戸
姦
の
橋
渡

も
持
た
な
い
と
い
う
。

関
係
者
は
、
非
常
用
電
源
の
し
が
な
い
中
、
個
人
で
相
談
高
知
新
聞
・
朝
刊
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日本の歴史がスタートしました 。
読み比べシリーズ
本誌「切抜き速報シリーズJ の別冊版。 切抜き速報シリーズと連動し、

テーマ別に編集。 朝日・産経 日経・毎日 読売の中央紙に加え、 北海道

から沖縄までのブロック紙・地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を

タイムリーにまとめて発行します。 切抜き速報とあわせることで、より深

く読み比べできます。

全国の食物アレルギー
事由主防止の取り組みを収・ 1

0教育現場 O 家 庭
O 自 治体 O社 会

ISI明や研修に!
解りやすい解説や図で
食物アレルギーの情報を襲理

今すぐ使える!

対応メニューのヒントが
つまったレシピ記事も収録

除去食?代替食?お弁当?

食物アレルギの子どもの増加によって、給食現帰は対

応に追われています。 日進月歩の研究は、既衡や知磁の

格差も生み出し、溢れる情報に戸惑う保種者も少なくあ

りません。

食物アレルギーに関する新間報道から
現場や行政・保護者の取り組みの流れを追います。

月刊切妓き速報 『食と生活版』 別冊

・ 記事掲載期間/ 2012112ハ 2~2016/2/22
e A4判 96 頁本体 1 ，667 円+税

・ 2016 年 3 月 24 日発刊

|即J問中..  加速報Jと附伽たい闘仰向郎シリーズ C削除問行 お制・闘は問ームベ小 I 

-E哩ÞØ宣言震覇軍事薫理1z・・

月刊切披き速報 『童と生活版J 8'J冊
・記事掲戯期間/ 200711 /25-2013/8/2 1

・ A4 1同IJ %頁本体1.667 円+税
・ 2013年 9 ，EJ 2 日発刊

-EmH臨IIEWSPAPERS 
SPECI且t
EomOIl ※『教育版J811冊

朝日産経日経毎日読売の5大紙と全国の

プロッタ紙地方紙、専門紙から大晦日元日を中心に

社説鎗鋭と新聞コラムを総集.

r 1 食事を締めくくり、新年の流れ」を掴めます.

社説・論説読み比べ
この 1年に対する各社の主張や見方の遣いなどを
読み比べ!新たな展望と幅広い視点在身につける

ことができます.

⑮ 四回こ…4局面に
対する展望や、主張。7遣いを読み比べ1

・ 2015~大晦日&2016年元日版

. A4判 160頁 本体2 ，778円+lR

・ 201 6年1"10目安刊

新聞コラム読み比べ
各地幡町罰棋風土、文化などが鮮やかに舵されてい

るのが特徴.英しくまとまった文章は.表現力文章力

の向上にも役立ちます.

- 新聞社トップクラスのコラムニストによる
rnlllìJ 着眼点在楽しむl

司・F 地減性豊かな年来年抽の情景l

・ 20151:軍大晦日&2016年元日版

. A5判 128買 本体 1 ， 1 58円+貌

・ 2016年 1 1! 1 0日発刊

.内:f!.S ÐJi~芳明白P主宰陸賢司~'l~æ:回・

月刊切抜き速報 『医療と安全管理総集版』 別冊

・ 記事掲載期間/2011/3/25-201217/24

e A4判 72 頁本体 1 ，528 円+税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

眠開書制if~~.r，事烹沼~~

月刊切抜苦速報 『福祉ニュース高齢福祉綱』 別冊

・記事掲自由期間/2014/訂13-2015/2/24

e A4判 120 頁本体 2，∞o 円+税

・ 2015 年 4 月 10 日発刊

当社ホームページ索引検索/目次・索引ダウンロード

ご購読者様限定サービスのご案内

当社ホームページにて公開しております下記サービスはご購読者様限定です。

1 0 ・ パスワードを入力していただくと、ご利用いただけます。

0索引検索

0目次・索引ダウンロード
※目 ;7i.'fウンロ ドは、 発刊日より 1 年以内のみのご利用です. ;:::了承くださいませ.

ぜひ当サ ビスをご活用ください。

http://www.nihon -mk 仁o.jp/con tents/download/ind ex.html

(有効期限 2016 年 5 月 -2016 年 7 月 )

10 : 27986592 パスワー ド: HGcJKmrb 

(有効期限 2016 年 8 月-2016 年 10 月 )

10 : 23205364 パスワード : Uw7XlyHc 

お申込み詳細はホームページで http://www.nihon-mic ∞ jp/ CI [ ニホンミツク 日ギ



日本の新問責貴女新しい魅力、提案します。

Nihon-Miと CO.， Ltd.
CREATIVE FARM GROUP 

http://www.nihon ・ mic.co.jp

本箆から他の著作物への転車置は禁止されております


